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序章	
1．本研究の背景と問題意識	
（１）政策転換:「西部大開発」から「一帯一路」へ	
中国は 1978 年に、改革開放政策を打ち出して以来、主に沿海部の経済発展に力を入れて
きたものの、西部地区との格差は時間の経過とともに広がりを呈している。このような事
態から、地域間の発展が不均衡という深刻な問題を抱えており、沿海部と内陸部の経済格
差の是正を重要な政策課題として位置付けてきた。そのために、1999 年の中央経済会議で
重要な国家戦略と位置づけられた一大プロジェクトが「西部大開発」である。しかし、本
研究での「西部」とは、地政的な意味での西部というよりも、少数民族が集中的に居住し
ている地域のことを指す概念としてとられる。西部大開発の名目下で、西部地区には大規
模な資源開発活動が進められ、それをめぐる様々な開発事業・プロジェクトが西部地区の
発展戦略の中心に組み込まれたのである。ただし、西部大開発は経済の大開発だけでなく、
より広い人口や環境、さらに社会など多くの側面にもかかわっている。勿論、何十年単位
の長期にわたる西部大開発事業はまだ始まったばかりであり、現時点で事業の成否を評価
することはできない。	
さらに、中国政府は 2013 年に、中国西部から中央アジアを経由してヨーロッパにつなが
る「シルクロード経済帯」と、中国沿岸部から東南アジア、インド、アラビア半島の沿岸
部、アフリカ東岸を結ぶ「21 世紀の海のシルクロード」からなる「一帯一路」という構想
を打ち出した（陳：2015）。この戦略路線は中国を始点、ヨーロッパを終点とするユーラ
シア大陸を横断する画期的な経済圏の構築につながり、国際的な政治・経済関係を大きく
動かすものである。一般的には中国政府による対外開放戦略の一環として見られることが
多い。同時に、「一帯一路」戦略は西北地域、東北地域、西南地域、沿海地域と内陸地域
に分けて、各地域の比較優位に基づき明確な目標をたてて、それぞれを中国の他地域や周
辺の諸国と連結させていこうとするものである(徐：2015)。つまり、「一帯一路」は対外
的な国家外交戦略である前に、中国国内の地域開発戦略にも配慮がなされていることは明
らかである。	
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このように、改革開放から「西部大開発」、そして「一帯一路」への国家政策の転換過
程にみられるように、中国政府は発展の重心を東部地区から西部地区へ移転することを決
定した。上述の通り、様々な政策が次々と打ち出され、西部地区は新たな成長地域として、
より注目されている。西部地区では最大の面積を占めるのが新疆ウイグル自治区である。
新疆は中国の最西部に位置しており、以前より「西域」と呼ばれ、ウイグル族、カザフ族
などの少数民族と漢族が共存している多民族混住地区である。新疆が持つ地理的条件と民
族の特徴は、「一帯一路」の推進に有利な条件であり、このような優位性を生かせば、「一
帯一路」の構築がより成功できるのであろう。このような背景を元に、新疆の発展動向か
ら目を離すことはできないと考える。	
	
（２）問題意識	
そのような新疆社会を理解する上で最も注意すべき事実は、その社会の著しい複雑性で
ある。新疆の概要を理解するには第 1章第 4 節で詳述するが、ここでは新疆を理解する上
で不可欠な要点を提示していく。まず、新疆は現代中国において少数民族が最も集中して
分布する区域の一つであり、しかも他の少数民族地域と異なり、イスラーム系の少数民族
が集中している。また、ウイグル族と漢両民族が、ほぼ同じような比率を占めていること
である。そして、カザフ族やウズベク族など他の民族は周辺国の国民と同一民族であり、
言語、文化、宗教と生活習慣も共通している。このため、新疆はその複雑な歴史的経緯か
ら、少数民族言語と普通語の関係がより先鋭化したかたちで共存する地域である。	
新中国成立以来、特に改革開放政策を実施して以後、中央政府は経済発展及び諸政策の
面において民族優遇政策による財政移転支出や固定資産投資などを通じて、新疆に対する
資金の投入と政策支持を拡大している。同時に、中央政府は新疆の経済発展を促進するた
め、新疆における石油と天然ガスに対する大探査、大開発、大投入の方針を堅持している。
その結果、近年、石油と天然ガスを主とする鉱物資源の開発が新疆の経済発展の主要な推
進力となっているのである。しかしながら、新疆で進められている急速な資源開発によっ
て、環境破壊や「資源の呪い」などの問題が次々と浮上している。実際に、新疆の所々で
は、資源開発と社会発展を両輪としながら政策やプロジェクトが実施されたことによって、
経済発展の裏で様々な問題が表面化してきたのである。	
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これらの経緯からも分かるように、社会発展と民族問題と資源開発をいかに調和させる
ことができるかは、新疆発展の鍵であると言えよう。現時点で推進されている「一帯一路」
戦略は、新疆のさまざまな優位性を生かせば、新疆の発展を加速させる可能性もあると評
価されており、社会発展と民族問題と資源開発との調和が期待できることから、その将来
性が注目されている。しかしながら、その道程は必ずしも平坦ではなく、解決すべき問題
はまだ多い。これらには、中国全国共通のものもあれば、西部地区固有のものもあり、ま
た新疆ウイグル自治区特有のものもある。だとすれば、いかに少数民族地域の社会発展を
調和させるかが現実かつ普遍的な意義をもつ課題として、その対応を迫られている。	
したがって、中国の西部地区及び少数民族社会からの視点を導入するのは重要であると
考えられる。実は、新疆ウイグル自治区にしても、決して外部から隔絶した状況に置かれ
ているわけではない。現代中国では、歴史的に懸案となっている新疆地域の民族問題のほ
かに、21 世紀から始まった西部大開発によって、急激な経済発展の果実が新疆地域にも振
り向けられる。新疆ウイグル自治区の社会発展は、各級政府の政策・制度の実施などの外
部影響から生じる。一方で、新疆はこれらの影響にどのように対応するかも極めて微妙で
あり、いわゆる新疆ウイグル地区の内的要因からも生じている。	
このような複雑な現状を明らかにするために、本研究は生産・生活領域から、経済から
政治、社会と多岐の領域にわたり、文化問題も絡んでいる複雑な全体像を把握することを
試みる。以上を踏まえ、本研究の基本的な問題意識は新疆ウイグル自治区北部のカザフ族
地域に注目し、現地調査によってカザフ族の社会変容と生計戦略をめぐる複雑な実態を考
察し、カザフ族社会がどのように生活・生産の転換を経験しているか、彼らがいかなる生
計戦略を再構築しているか、現在中国における少数民族社会の持続可能な発展がいかにし
て可能か、その方向性を分析することである。新疆ウイグル自治区には現在およそ 160 万
人のカザフ族が居住しており、そのほとんどは北部に集中している。そこで、本研究では
北部地域の中で歴史的に先住民族であるカザフ族が生活し、カザフスタンとも国境を接し
ているコクトカイ県1を調査対象地に設定し、当地域に関する文献資料と現地調査の結果に
基づいて研究を進める。	
                                                
1コクトカイ県は中国語で「富薀」で表現する。この地名は漢族に呼ばれ、「天富薀蔵」の略称になる。	
	 4	
2．先行研究の検討	
まず、上記の問題に則して新疆北部におけるカザフ族を研究対象とする検討を進めるに
当たり、前提として現代中国における少数民族地域の発展問題および民族政策の実施に関
する既存研究を取り上げ、研究動向を提示する。中国の少数民族について様々な視点から
の研究がされているが、研究の方向性は大きく二つに分けられる。	
一つは、少数民族の牧畜生業とその技術等を考察する研究である。今西（1942）は、中
国の内モンゴル地区の現地調査から、人間による動物の家畜化という遊牧論を打ち出した。
遊牧の起源論について、梅棹（1976）は、去勢と搾乳という技術が、牧畜生業を成立させ
た大きな要因であることを明らかにした。黒河（1990）は、新疆ウイグル自治区と内モン
ゴル自治区の畜牧業の概況を紹介し、中国の乾燥地域牧畜生産(遊牧)の経営実態を明らか
にした。甫尓加甫ほか（1995）は、遊牧経営の実態を解明するために、家畜の飼養管理作
業や移動経路と営地の性格、年間行事などを明らかにした。思（2012）は、自分の経験に
基づき、家畜の放牧と自然環境との関係性を重視した視点から放牧という自然利用方式と
遊牧民の信仰、習慣などの精神性を詳しく述べた。平田（2012）は、民族学的視点から牧
畜生業中の搾乳と家畜群の管理に注目し、生産、経済及び政治活動の生存戦略と牧畜の柔
軟性を論述した。本研究のカザフ族に関して、加藤（1983）は、カザフ族の形成や社会構
成、遊牧経済と遊牧文化の諸特徴を紹介した。これらの研究は、現代社会における牧畜社
会の活性化と牧畜業の持続的発展問題の解決に少なからず貢献している。	
もう一つは、中国における少数民族に対する民族政策・制度の実施とその影響を分析し、
民族問題を検討しようとする研究である。中国の民族問題については、国民統合や国家統
合をより促進、そして統一した民族意識を高めるために「中華民族論」（費：1988）が展
開されている。この「中華民族多元一体格局」という学説は、中国全体の「中華民族」と
いう一体性を前提とし、多民族から成る国民国家の多元性と各民族の個別性を認めたもの
で、1980 年代末に提出された。この民族理論は中国民族学者の集団的な知識と見られ、現
代中国の民族学や歴史学などの領域から支持を受けている（周：2005）。この学説は、国
内外の学術界や中国政治に多大な影響を与えた。また、中国近代化史の民族問題に関して
は、松本（1999）の『中国民族政策の研究』が知られている。松本は、清末から中華民国
期へ、そして中国共産党に引き継がれた中華人民共和国時代において近代国民国家形成と
	 5	
国民統合過程で発生した「民族論」の変遷を中心に考察し、分離傾向の強い少数民族問題
のみならず、分離傾向のない少数民族にも目を配り、中国の民族政策の全体像を捉えてい
る。上述のような論説は中国の国民統合の理論として提唱され、中国国内の少数民族研究
や少数民族政策の制定に非常に大きな影響をもたらしたが、一方では「民族」という概念
の検討によって中国国内の民族問題の本質が明らかとなり、更に現代中国の少数民族に対
する統合問題をもたらした、と言われている（毛里：1980；新免：2003；加ヶ美：2008；
星野：2009；木村：2013 など）。	
中国の重要な牧畜地区における民族問題・民族政策を扱った主要な研究の中で、内モン
ゴル自治区の牧畜社会（稲村・尾崎：1996；色音：1998；小長谷：2004；敖：2004；平田：
2007、王：2009；白：2013；司：2013・2014；仁欽：2008・2013・2015 など）は注目され
る傾向が強い。しかし、同じように牧畜業を立てている新疆北部に関する先行研究は注目
されることが少なく、不十分であると見なされる。新疆は近代化過程において民族独立運
動やイスラームの復興、テロ事件などの問題に直面しつつある（小杉：2002；新免：2003；
櫻井：2005；星野：2009）。それ故に、新疆北部の牧畜社会の統合問題は内モンゴル自治
区よりも困難で複雑であると言われている。	
新疆の民族問題を真正面から取り上げた研究として、毛里(1998)、新免（2003）、王(1995、
2005・2006・2007)、加々美（1992・2008）、星野（2009）、田中（2010）と石原（2017）
などの論考がある。毛里（1998）は、最近の中国国民形成政策で要となっている「中華民
族多元一体」学説の矛盾点を厳しく批判し、中央政府による政治統合政策の実行と少数民
族側の抵抗などの民族問題を検討し、新疆における民族紛争、少数民族自決および分離の
要求と政府の対応を経済・文化・政治の要因を考慮して実証的および理論的に分析した。
新免（2003）は中央政府の新疆をめぐる諸政策とその背景、影響、そして新疆側の対応策
を国際・国内的な視点から多角的に検討した。王柯は新疆の少数民族問題を中心に、イス
ラーム（『東トルキスタン共和国研究―中国のイスラームと民族問題』（１995））、開発
と環境・経済問題（「新疆の経済開発とウイグル人のナショナリズム」（1998））、民族
統合（『20 世紀中国の国家建設と「民族」』(2006)、『「天下」を目指して―中国多民族
国家の歩み』（2007））のテーマで詳細に分析した。加々美（2008）は内モンゴル自治区、
チベット自治区と新疆ウイグル自治区に対する中国共産党の政策とその背景について丹念
に説明し、一連の民族政策においては民族抑圧という点があると指摘した。星野（2009）
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は中華人民共和国建国以降の民族自治制度を制定した経緯を踏まえた上で、新疆の事例か
ら民族政策の実施過程と変容プロセスを明らかにした。田中（2010）は 1950 年代に新疆ウ
イグル自治区の成立過程を考察し、当時の中国共産党による新疆を統合した過程を検証し
た。石原（2017）は改革開放以降の新疆ウイグル自治区における経済発展の要因を検討し、
新疆の経済発展には国家の支援、市場競争、多民族の共生という 3 つの原理が働き、これ
ら 3 つの原理は互いに調和する可能性もあることを明らかにした。従来の多くの研究は、
中央政府がいかにして新疆の民族統合の動きに関心を集中させてきたかと言及している。
一方で、民族統合の裏面にある少数民族の生活・生産とその社会変容まで踏み込んで検討
した研究はまだ少なく、解明すべき問題は山積している。	
既存研究はそれぞれ研究手法が異なるが、問題意識とその内容から上述のように整理で
きる。しかし、現代中国における少数民族地域の発展問題および民族政策の実施に関する
先行研究は多数あるが、社会的な要請に比して、立ち遅れているのが現状である。以上を
踏まえ、本研究の課題に接近する際に、各級政府による政策・制度のみならず、少数民族
の生産・生活方式までも含み社会の文脈についても目を配る必要性が示唆されている。	
	
3．研究視点と方法	
（１）視点と枠組み	
本研究は、現代中国におけるカザフ族の社会変容と生計戦略の再構築を解明することを
課題として、主に社会学と人類学の方法による以下のような二つの部分から追求する。一
つは、中華人民共和国成立後から今日にわたるカザフ族の社会変容について歴史的に考察
を進めることである。二つ目は、カザフ族社会においては社会変容と相並んで重要なこと
は、現地社会あるいはカザフ族の人々がいかに生計戦略を再構築しているかという点であ
る。「社会変容」と「生計戦略」は、文字通りに二つの言葉からなる混成語であり、日常
的にもいろいろな場面で使われている。このため、定義なしにこの言葉を使用すると思わ
ぬ誤解が生じることになるので、ここでは本研究で使用する言葉の定義についてまず明ら
かにしておきたい。	
本研究で扱う「社会変容」の概念が一般化する直前には、それに類似するものとして頻
繁に用いられていた言葉に「社会変動」が挙げられる。社会変動は一般に、「社会構造の
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変化」と言い換えることができる。現代社会がより複雑になると、社会変動も甚だ多種多
様な様相を帯びてくること、社会変動の動因が単一ではなく複数であること、という理解
アプローチである。そのため、社会変動は現代社会に様々な問題を読み解く際の重要な参
照枠である。しかし、社会変動のあり方をめぐる議論はなかなか終わらない。端的にいっ
て、社会組織や社会制度といった巨視的な構造のレベルで生じる変動に焦点が当てられる。
その一方で、社会変容の波が当該地域の従来の生活・生産基盤、風俗習慣および文化伝統
などに与えている影響についてはほとんど言及されてない。これを踏まえ、本研究では「社
会変容」を「特定の社会が一部分ないしは全体にわたって変化することを意味しており、
社会変動の一形態である」と定義する。これによって、現代社会が経験する複雑な社会変
動の一面を分析するとともに、微視的に社会的・文化的・生活的な側面に波及する変化も
考察できる。中華人民共和国成立後、新疆北部に暮らしているカザフ族は他の民族と同様
に、政治・経済体制と社会構造の変化とともに、彼らの生活・生産も大きく変わってきた。	
このため、カザフ族社会による生計戦略の再構築が牧畜社会の持続可能な発展に対する
重要な課題となっている。では、「生計戦略」について論じてみたい。「生計」とは英語
の Livelihood に相当する日本語で、他に「生業」や「暮らし」などの用語に置き換えられ
ることもある。「生計」という概念は、チェンバース及びコンウェイ（Chambers	&	Cornway）
が 1991 年に提示した、「持続的生計(Sustainable	Livelihoods;	SL)」という概念の基礎
をなす。従来の Livelihood が「生きるための手段」と定義されたが、SL では、人々は村
落にある有形無形の資源、資産、あるいは個々人の能力といったものを組み合わせて活
用し、生計を維持・向上させるとしており、これらの資源等は人的資本、ソーシャル・
キャピタル、自然資本、物的資本、金融資本の 5つから構成されると想定した。	その後、
久野（2010）は、生計は単なる所得という概念とは異なり、包括的で持続的な「生きるた
めの手段や戦略」を捉える概念だと述べた。森（2010）の定義は、生計を「生活の糧」と
簡潔に定義した上で、「すなわち、経済的な生活の実態や、生活を成り立たせるための手
段に関する概念」と定義した。戸田（2013）は、生計を「生きていく為に資源を得る作業」
と定義し、「生業」「サブシステンス」という言葉で置き換えた。これらの定義は、チェ
ンバース及びコンウェイの livelihood 論と比較すると、「生きるための手段」をより広義
に捉え、「能力」「活動」を包摂する概念としているものの、「暮らし」への焦点は明確
ではない。本研究では、戦略（strategy）の定義を大辞林（第 3 版）に従い、「ある目的
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を達成するために、総合的に進められる計画や運用方法」と捉える。これは、ある目標に
対する最適な手段の選択を意味するものである。これらを勘案し、本研究では生計戦略を
「ある個人・世帯が暮らしを立てるために、自然的資源や社会的資源を最も合理的に活か
す方法・手段」と定義する。いかなる生計戦略も、構造によって選ばされている側面と、
自ら選んでいる側面との二面性がある。具体的には、生計戦略を規定する要因である自然
的資源や社会的資源と、それらに対する個人や世帯の処理・反応の二つである。このよう
に考察すると、生計戦略について考える時は二つの方向から分析することが可能である。
本研究で、カザフ族牧畜民は政策・制度の実施による社会変容への対応策という側面のみ
ならず、自らの文化や習慣・社会関係を視野に入れた側面からも、生計戦略の再構築を捉
えるような枠組みも必要ではないかと考える。	
	
（２）研究方法	
新疆ウイグル自治区及び少数民族社会の実態は容易に理解し得るものではないが、大切
なのは、新疆地区に関する文献資料、データ、聞き取り調査に基づき、常に客観的かつ実
証的に少数民族を見る見識を養いつつ研究することである。しかし、社会科学分野におけ
る新疆研究は多くの場合、行政の統計データを利用しており、政府が実施している政策に
検討を加える手法は少なく、現地調査を中心にした研究も不足している。特に、少数民族
社会の生活・生産実態については、現地調査を踏まえた詳細な分析が必要である。	
しかし、新疆では個人が単独で調査を実施することが非常に困難である。現地調査の許
可を得るため、調査の 3カ月ぐらい前に、調査者が調査地の少数民族の管理を担当してい
る行政機関である民族宗教事務委員会に調査申請書を提出する必要がある。一般には、個
人がかかる調査申請書を提出しても許可が認められない。現地調査といえるのは、大学、
研究所などの公的な研究機関が現地調査を実施する場合に限定される。筆者の場合は、新
疆ウイグル自治区の高級官僚の知人が身分保証をしてくれたので、関連部門から正式に調
査地域に入る許可を得た。	
本研究は 2013 年から 2018 年にかけて、新疆ウイグル自治区北部のコクトカイ県におい
て 3回に渡って筆者が参加して実施した現地調査に基づく成果である。調査方法としては、
フィールドワークを主とし、参与観察、インタビュー調査を通じて資料収集を行った。2013
年 7 月から 8月にかけての第一次調査は「少数民族地域の環境、開発と社会発展問題研究」
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というプロジェクトの一環として、コクトカイ県政府の協力を得て、県の人口、面積や行
政などの基礎資料が入手できた。上記の予備調査の結果を踏まえて、筆者が調査対象地を
コクトカイ県に選定し、その地域の概要・基本情報について政府関係者と地元の住民にイ
ンタビューを実施した。また、現地の自然環境や社会実態を観察しながら、地元民の生産・
生活について聞き取り調査を行った。第二次調査は 2014 年 7 月から 9 月にかけて実施し、
様々な政策・制度の実施と社会変容問題の複雑な相関性を検証するため、政府関係者と地
元民、開発企業に聞き取り調査を行った。第三次調査は、2015 年 7 月 20 日から 30 日にか
けて、直接地元ガイドを頼んで村を訪問し、中国語の通じる人に対して直接的にインタビ
ューを実施し、通じない人にはガイドに通訳を頼み行った。現地調査終了後も、電話調査
も継続的に実施した。	
本研究は調査資料に基づき、できる限り客観的に論じることを目的としている。本研究
の資料としては、部分的に中央政府、新疆政府及びコクトカイ県政府の配布資料（公文書
を含む）に依拠しているが、とりわけ筆者が 2013 年から 2015 年に実施した現地調査に中
心的に依っている。これらの資料を入手するため、現地調査に当たって以下に示す事項を
工夫した。現地では必要な手続きを踏まなければ調査を行うこと自体が困難となる。その
ため、現地の政府協力が必要となっている。しかし、安易に政府の名前を出してしまうと、
現地の人に過度な期待を与えてしまうことになりかねないため、調査中に注意を払いなが
ら社会関係を築いていかなければならない。新疆では、県・郷・村レベルの統計整備が遅
れており、統計が存在していたとしても、時間や場所によって集計方法並びに精度が異な
っているため、利用できないことが多い。新疆では必ずしも欲しい資料を入手できるとは
限らず、またデータを得ることが出来てとしても分析するにあたってデータの妥当性が問
われる。さらに、現地調査においては著しく困難な作業となっているのがインタビューの
実施である。コクトカイ県では 40 代以上のカザフ族の約 60%は漢語が解せず、不自由を強
いられている状態であった。そのため、筆者はカザフ族の人々にインタビューをする際に、
地元の大学生に依頼した。	
 
（３）現地調査の概要	
本文に入る前に、調査対象地域について簡単に説明しておこう。	
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コクトカイ県は中華人民共和国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州アルタイ地区2に
位置する県である（図 0-1 を参照）。コクトカイ県は、ユーラシア大陸の奥地（北緯 45 度
00 分から 48 度 03 分、東経 88 度 10 分から 90 度 31 分）にあり、南北が 333km、東西が
133km、総面積が 33699.6km²である。北はモンゴル共和国、東はチンギル県（青河県）、西
はブルルトカイ県（福海県）、南はジュンガル盆地に囲まれ、昌吉回族自治州の奇台県・
ジムサル（吉木薩爾）県阜康市と隣接する（図 0-2 を参照）。コクトカイ県は古代荒れ果
てた辺鄙であったが、現在はウルムチ-ジュンガル盆地の環状線3の経由地となっており、
地政学的にも極めて重要な地域である。	
	
図 0-1	 新疆ウイグル自治区におけるコクトカイ県の位置	
	
出所：筆者作成。	
	
                                                
2アルタイ地区は中の地方行政区分の一つである。アルタイは少数民族語で「金の山」を意味し、中国語で
「阿勒泰」あるいは「	阿尔泰」と表現している。	
3ウルムチ-ジュンガル盆地の環状線とは、ウルムチからグルバンテュンギュト砂漠の北縁を通っており、
将軍庙段までの鉄道路線である。この鉄道路線は 2007 年に建設工事が着工され、2009 に正式に開通・運
営し始めた。総投資は 25.42 億元、総長度は 264km である。	
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コクトカイ県は漢代に匈奴の統治下にあったが、隋・唐代に西突厥に服属し、更に元朝
代にモンゴル族の諸部族の封地になった。清朝において、この領域はホブド（科布多）参
賛大臣の管轄下に置かれ、更に 1906 年のホブドとアルタイ（阿勒泰）の分治時にはアルタ
イ弁事大臣の管轄となった。アルタイ地区は辛亥革命後の 1918 年に、新疆省編入に伴い、
阿山道が設置され、幾つの「県佐（県長の補佐官）」も設けられた。1937 年に、「コクト
カイ県」は県佐から独立し、1941 年に県制を正式に開始した。当時の県の首都はキョクト
カイ（今のキョクトカイ鎮の所在地）に設けられた。1949 年、新疆は平和的に解放され、
翌年 1950 年に、コクトカイ県人民政府が成立した。1959 年に自治区政府の許可を得て、
県の首都はクウェルティス鎮（庫额尔齐斯鎮）へ移転した。	
コクトカイ県は現在、クウェルティス鎮4（庫額尔齐斯鎮）、キョクトカイ鎮（可可托海
鎮）、チャクルト鎮5（恰庫爾図鎮）、ドゥルー鎮6（杜熱鎮）とカラテュンケ鎮（喀拉通克
鎮）の 5鎮、トゥルグン郷7（吐爾洪郷）、クルト郷（庫爾特郷）、カラブルグン8郷（喀拉
布勒根郷）、テメキ郷（鉄买克郷）、キャジレシカ郷（克孜勒希力克郷）の 5 郷から構成
され、78 行政村、20 自然村と 5行政社区9を管轄している。	
2015 年末現在、コクトカイ県の人口は 97,113 人で、このうち、少数民族人口が総人口
の 78.6%を占める。コクトカイ県には 23 の民族がおり、カザフ族は先住民族である。民族
別に考察すると、カザフ族は 71,388 人（対総人口比 73.51%）、回族は 2,039 人（2.1%）、
ウイグル族は 1,913 人（1.97%）、その他の少数民族 981 人(1.01%)となっている。	
	
	
	
	
                                                
4クウェルティスはカザフ語で「森のない河」を意味し、中国語では「库額尔齐斯」と表現している。	
5チャクルトはウイグル語で「豊かな地域」を意味し、中国語では「恰庫爾図」と表現している。	
6ドゥルーはモゴンル語で「鐙」を意味し、中国語では「杜熱」と表現している。この鎮の南岸山は鐙のよ
うな形状であり、「杜熱」が地名になった。	
7トゥルグンはカザフ語で「永久に生きること」を意味し、中国語で「吐尔洪」と表現している。	
8カラブルグンはカザフ語の「يﺎﻋﻮﺘﻛﻮﻛ」中国語の「喀拉布勒根」と表現し、「黒いビーバー」を意味して
いる。この地域はビーバーの生息地であり、喀拉布勒根が地名になった。	
9	2000 年から、都市の「社区建設」を農村社会に導入し始めた。2006 年 9 月に民政部の「農村社区建設
のテストをしっかり行って社会主義新農村建設を推進することについての通知」によって、翌 2007 年 3
月に農村社区建設を行うようになった。	
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図 0-2	 コクトカイ県の行政区分	
	
出所：新疆コクトカイ県史編集委員会編『コクトカイ県史』（2003 年）より引用。	
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表 0-1	 コクトカイ県における各鎮・郷の行政面積・人口（2015 年）	
鎮・郷	 行政面積（km²）	 人口数(人)	
クウェルティス鎮	 1,212.67	 23,674	
キョクトカイ鎮	 1,710.03	 5,285	
チャクルト鎮	 12,005.53	 2,470	
トゥルグン郷	 1,414,623.82	 15,147	
ドゥルー鎮	 522,673.26	 15,465	
クルト郷	 565,822.32	 11,334	
キャジレシカ郷	 384,145.11	 6,639	
テメキ郷	 93,879.29	 5,946	
カラブルグン郷	 224,794.59	 5,937	
カラテュンケ鎮	 303.3	 5,216	
合計	 3,221,169.92	 97,113	
出所：『コクトカイ県統計年鑑』（各年）より筆者作成。	
	
コクトカイ県の地形は複雑多岐であり。北は聳え立つアルタイ山脈があり、中央部は河
谷や丘陵もあり、南はジュンガル盆地の北部も隣接する。県域を概観すると、地勢は階段
状を呈し、海拔高度 430-3,863m で、北から南へと次第に低くなっている。県境内は、地域
に山岳地帯（28％）、丘陵（24.3％）、平原（34.4％）、砂漠（12.5％）などの多様な地
形•生態が分布している。コクトカイ県は年降雨量が 186.4mm、年蒸発散量は 1,970mm に達
し、年間を通じ非常に乾燥しており、全般的に大陸性気候帯に属している。また、大陸性
の気候であり、寒暖の差が激しく、真夏には最高気温が 42.2℃に達し、冬の一番寒い時期
は、計測史上最も低いマイナス 51.5℃が記録された。	
コクトカイ県は生物多様性が新疆で最も豊かな地域の一つであり、野生動物は 100 種以
上が確認されている。そのうち国家の保護対象に入れられている動物はコウジョウセンガ
ゼル（Gazella	subgutturosa）10、モウコノウマ（Przewalski's	horse）11、ビーバ （ーCastor	
                                                
10コウジョウセンガゼルは中国大陸で「鹅喉羚」と「黄羊」と呼ばれ、中国重点保護野生動物名禄のⅡ類
に指定され、新疆ウイグル自治区レベルで保護されている動物である。	
11モウコノウマはかつてアジア中央部、特にモンゴル周辺（アルタイ山脈周辺）に多数生息していたが、
野生下では一度絶滅し、飼育個体の子孫を野生に戻す試みが各地で続けられている。モウコノウマは別名
「普氏野馬」と呼ばれ、中国では 1980 年代から新疆北部のカラメリ地区と甘粛省武威地区で、再野生化
の目的で飼育個体の一部の導入が行われてきた。現在は、中国領域のカラメリ動物保護区と甘粛省武威市
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fiber）12などが生息している。経済的価値を持つ植物が多く存在するのが特徴であり、そ
のうち、党参、冬虫夏草、甘草などの薬用植物は野生している。新疆自治区政府は野生動、
植物やそれらの生息・生育環境を保護するために、1982 年現地で「カラメリ野生動物自然
保護区」を設置し、野生動・植物の捕獲・採取及び生息地等の保護に関する規制や保護回
復事業を推進してきた。	
コクトカイ県の土地資源は各種の土地形態から構成され、そのうち、天然草地面積が約
7,226.65 万ムー13と草地面総面積の 40％以上を占める。このうち、夏営地面積が 473.91 万
ムー、春秋営地が 1,736 万ムー、冬営地が 5,016.71 万ムーとされている14。耕地面積は約
21,543ha が現在利用下にあり、土地総面積の僅か 0.67%であるが、更に多くが耕地開発の
可能な土地とされている。山区天然林面積は 64.68 万 ha であるが、河谷天然林面積は僅か
1.15 万 ha である。他に、林地面積は約 25.7 万 ha であり、新疆で第一位の規模の営林場
となっている。これらの土地資源は、1 人当たりの耕地面積、草地面積、森林面積ともに
全国上位の座を占めている。	
コクトカイ県における主要な水資源は地表水、地下水と天水（降水）である。ウルング
ル河（乌倫古河）とエルティシ川（額尔齐斯河）は県境内を貫いており、二つの河川によ
って地元民の生活・生産が維持されている。ウルングル河はアルタイ山脈に源を発し、全
長約 725km、流域面積約 35,440km²で、西に流れウルングル湖に注ぐ。エルティシ川は中国
唯一の北極海に流れる河川であり、アルタイ山南麓に源流を持ち、中国国内の全長は 546km、
                                                
動物保護センター（野生動物保護区）で 450 頭以上のモウコノウマが飼育されている。そのうち、カラメ
リ動物保護区で再野生化が行われ 200 頭以上に回復している。	
12現存種の分類によって、ビーバーはアメリカビーバー（Castor	 canadensis）とヨーロッパビーバー
（Castor	fiber）という２種がある。前者は北アメリカ原産であるが、南アメリカのパタゴニアやフィン
ランドなどの欧州諸国に生息している。後者は、かつてユーラジア大陸に広く分布し、森林地帯の河川や
湖などに生息していたが、近年の生息地域はきわめて限られ、個体数が激減している。現在ヨーロッパビ
ーバーは国際自然保護連合（IUCN）の保存状況評価によって、絶滅危惧種(EN)としてレッドリストに指定
されている。ヨーロッパビーバーは中国で「河狸」と呼ばれ、中国重点保護野生動物名禄のⅠ類に指定さ
れている。中国ではヨーロッパビーバーを保護するために、新疆北部で特定の区域を定め、「新疆ブルチ
ンビーバー自然保護区」（1980 年）を設置した。	
13ムーは、漢字で「亩」を表記している。換算公式：１ムー＝１/15ha＝666.67m²。本研究では面積の記述
は、政府報告書や公文書などの資料から引用し、その記述のまま引用する。	
14営地とは家畜の放牧地であり、季節によって分類されている。カザフ族は春営地をコケテウ、夏営地を
カイリャオ、秋営地をクゼウ、冬営地をヘストと呼ぶ。カザフ族社会には「草原では荒れ地がなく、どこ
も牧草地として利用できる（中国語：草原没有荒地、到处都是牧场）」という諺がある。	
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流域面積は 570,000km²に達する。二つの河川流量は、季節によって大きく変動するが、年
間を通してそれぞれ 9.7 億 km3、33.81 億 km3と実測された。	
コクトカイ県には鉱産資源も豊富に埋蔵されており、産出される鉱物の種類も多い。す
でに発見された鉱産資源は 100 種類以上あり、そのうち全国にランクされているのは稀少
金属、白雲母、宝石である。また、特に経済価値が高い石炭と鉄鉱石の埋蔵量を見ると、
石炭が 177,258 万トン、鉄鉱石が 54,546.67 万トンと探査されている。2000 年以降、石油
と天然ガスを主とする鉱物資源の開発は、コクトカイ県の経済発展の主要な推進力となっ
ている。	
コクトカイ県では従来、農牧業を基盤としてきたが、近年、工業を中心とする国民経済
体系を確立しており、特に鉱業開発の展開を中心に依存して、地域的な経済中心県となっ
ている。2016 年のコクトカイ県の域内総生産（GDP）は 36.18 億元に上り、前年に比べて
5.7%増加、対 2000 年比では 6.7 倍増加し、年平均増加率は 15.62%となっている。コクト
カイ県における都市部の住民の可処分所得は平均で 37,487 元と顕著に向上しており、前
年同期比 13.7％増となった。農村部の農牧民の現金所得は平均で 12,106 元に達し、前年
同期比 9.5%増となった。都市部と農村部の格差は 25,381 元、収入の比率は農村部を 1 と
すると、都市部が 3.1 となった。こうして、都市部と農村部の二重構造が浮き彫りに表れ
ている。2016 年のコクトカイ県の地方財政一般予算収入は 23.06 億元で、前年に比べて
10.58%増加、対 2000 年比では 123 倍増加し、年平均増加率は 7.7%に達した。産業構造に
ついては、最適化と調整が絶えず図られており、第 1次、第 2次、第 3次産業の構成比率
は 2000 年の 44.73：28.84：26.43 から 2015 年の 18.22：43.79：38.99 に調整されている。
特に、コクトカイ県の第 2 次産業が急速に成長しており、鉱物資源の開発を主力にする工
業発展構造が形成されている。これには、石油、石炭、鉄鉱石の掘削などが含まれており、
一定の規模を備えた現代工業体系が形成されている。2016 年の工業生産額は 10.44 億元
で、前年比 3.9%増し、対 2000 年比では約 10 倍増加した。	
コクトカイ県は古くから、カザフ族遊牧民が羊、牛、ラクダなどの家畜を放牧し、自然
状況に大きく依存し、季節ごとに一定地域を移動しながら、牧畜業が行われていた。1980
年代末から、コクトカイ県は遊牧民を対象として大規模的な定住政策を推進し、今まで 30
年余りが経ち、遊牧民のほとんどは伝統的な遊牧から定住への変化を経験し、半遊牧・半
定住の生活を実現している。遊牧生産方式が転換しつつある現状で、牧畜業は依然として
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現地の生業の中心的地位を占めている。2016年の家畜飼育頭数は66.6万頭で前年比1.67％
増加し、対 2000 年の 70.02 万頭と比較すると 4.88%減っていたが、牧畜業の生産総額は
60,836.09 万元に上がっている。他に、プランテーションと林業の生産総額もそれぞれ
51,895.49 万元と 2,947.5 万元に増加している。	
続いて、具体的な調査地を設定するために、コクトカイ県の概要を検討した上で、その
下位のドゥルー鎮、カラブルグン郷とキョクトカイ鎮を選定した。コクトカイ県から調査
地へのアクセスには、2016 年の現時点でバス・自動車を乗り継いで、それぞれ約 3 時間、
2時間半と 2時間を要した。調査地の選定理由は次の通りである。	
ドゥルー鎮はコクトカイ県から西南 130km に位置し、西はブルルトカイ県（福海県）、
東はカラブルグン郷、南はジューガール盆地に囲まれ、北はモンゴルと接する。ドゥルー
鎮は、1970 年代から牧畜民の定住活動を自発的に開始し、1987 年に国連世界食糧計画（WFP）
と中央政府の援助による「2817」プロジェクト15が実行された。定住事業の推進に伴い、多
くの土地では土地開拓が進められ、コクトカイ県でも土地流動化が盛んな鎮である。近年、
土地開発は 30 年余りを経た後、土地の開墾、栽培、荒廃という悪循環に陥り、農牧業生産
はますます困難になってしまった。ドゥルー鎮は現時点でも、毎年県から一定量の牧畜民
定住指標が割り当てられ、定住達成には利用可能な土地の新たな開発が行われている。	
カラブルグン郷はコクトカイ県の中心部から東南に 120km に位置し、西はドゥルー鎮、
東はキュルティ郷、南はモンゴル、北はアルタイ山脈と接する。カラブルグン郷は 1960 年
代から「第二牧場」ともいわれ、現時点の行政区画はすべて 9行政村（うちは 4つの自然
村）と 1農村社区により構成されている。2015 年までに、カラブルグン郷には正式な合作
社が 10 あり、コクトカイ県政府によってモデル地区と指定された。同時に、カラブルグン
郷では牧畜業生産における新たな代牧方式も急速に普及している。	
キョクトカイ地域は昔からカザフ族とモンゴル族の遊牧民の伝統的な遊牧地域として、
牧業生産が盛んに行われていた。1935 年、この領域に稀少金属鉱物が発見され、1959 年に
至って、鉱山探査・開発などの活動をめぐって、最盛期に約 3 万人規模の鎮が形成され、
西部地区の「上海」と呼ばれていた。しかし、キョクトカイ鎮は 1970 年代後期から、鉱量
                                                
15「2817」プロジェクトは 1988 年から 1996 年までに、国連世界食糧計画（WFP）と中国政府により、新
疆北部のアルタイ地区に開始された定住事業の特別なものである。「2817」はプロジェクトの番号である。	
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枯竭により鉱業開発が衰退の一途を辿ったため、2000 年より民族観光に力を注いでおり、
本格的に政府主導型の観光振興を推進し始めた。	
上述の概要を把握した上で、調査対象地の選択は無作為ではなく検討したものである。
このため、上述の事例から抽出される論点が他の全ての地域に当てはまると主張するつも
りは毛頭ない。一方、一部の調査地では利用可能なデータや詳細な資料が皆無に近いこと
もあり、現地調査による資料の蓄積と実証研究が何より必要であると考えられる。	
	
4．本論の構成	
本稿は、まず序章で研究の背景と目的、先行研究の整理、調査地域、研究方法を設定し
た。本研究の狙いは、まず持って、新疆北部におけるカザフ族地域の社会変容とその要因、
そしてカザフ族の牧畜民はどのように生計戦略を再構築しているかを実証研究によって明
らかにすることにある。また、第 1章から第 7 章まで新疆ウイグル自治区北部カザフ族の
社会変容と生計戦略の再構築をめぐる実態について議論を展開した上で、結論を導く。更
に、補章ではカザフ族の社会変容の検討にあたって、カザフ族の歴史、社会構造および現
時点の世界分布について、要点を振り返り整理する。その他、本研究で実施した現地調査
による関連資料の情報も、参考として文末に追加する。	
具体的に、第 1 章は本研究の導入部に当たり、まず現代中国における少数民族の概念を
検討し、少数民族の人口や分布などの概要と民族政策の展開を紹介する。その後、現代中
国における少数民族の社会発展問題について経済的・政治的・文化的な側面から論及した
上で、本稿にて扱った新疆ウイグル自治区の概要を詳しく記述する。	
次に、第2章から第4章は新疆ウイグル自治区におけるカザフ族の歴史的流れを考察し、
新中国が成立してから今日に至るまでの様々な政策・制度の実施による社会変容を明らか
にするものである。第 2 章は、新疆ウイグル自治区におけるカザフ族は中華人民共和国の
成立前後から 1980 年前後にかけて、どのような歴史を歩んできたか、どのような暮らしを
営んでいるかを解明し、彼らの新たな社会結合の形成を述べ、生活・生産組織の変化を考
察する。第 3章は、1980 年代後半からカザフ族社会における定住化事業に焦点を当て、国
家による大規模な定住政策の実施に伴い、政府はカザフ族社会で如何に行政体制の整備を
進めているのか、牧畜民はどのように移住から定住への転換を経験しているか、を把握す
	 18	
る。第 4章は、1980 年代以降のカザフ族社会における草原請負制の実施、「退牧還草」政
策の推進と鉱業開発の実態を明らかにし、更にこれらの草原利用・保護と開発による牧畜
生産方式の変化を集中的に分析する。	
更に、第 5 章から第 7 章では、カザフ族牧畜社会が様々な制度・政策の影響を受け、遊
牧から定住への変化を経験しながら、彼らはどのように生計戦略の再構築を図っているか
を検討する。第 5 章はカザフ族社会における幾つかの専業合作社の事例を取り上げ、合作
社の設置と運営による農牧業発展の可能性と問題点を分析し、第 6 章はカザフ族社会にお
ける土地流動化の展開経緯、進行実態とその影響を考察し、それぞれの問題を検討する。
この二章で、カザフ族による牧畜業の新展開を通して導いた共通の答えを提示し、今後の
牧畜社会における農牧業生産の展開方向について提言する。最後に、第 7 章で成功例とし
て観光開発の事例を取り上げ、行政主導による民族観光の開発がどのように推進されてい
るかを実証的に解明しながら、様々な観光資源の開発・利用をめぐる政府側と地元民との
関係性を明らかにする。	
終章は序章で提示した問題を振り返り、カザフ族社会の社会変容と生計戦略の再構築に
ついて多面的な分析を踏まえ、本研究のまとめと政策提言を行い、更に今後の研究課題を
述べる。 	
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第 1章	 現代中国における少数民族と社会発展の諸課題	
1．少数民族とは	
（１）「少数民族」の定義	
東アジア世界における「民族」という用語は、19 世紀末に「ネイション（nation）」の
通訳語として創造され、その後、中国へ導入された。「民族」に対応するヨーロッパの言
葉は、英語の nation・people・ethnic	group、フランス語の nation・peuple・ethnie、ド
イツ語の nation・volk・ethnos などの単語もある。また、「民族」と人種、国民、エスニ
シティなどの概念は全く同じではないが、かつてはほとんど区別し難いほど類似している。
これらの語彙自身は別々の社会的な文脈において、歴史的に意味形成するようになったた
め、ぞれぞれの意味は必ず一致していなかった。つまり、民族という概念が静的であると
すれば、民族集団という概念は動的であるといえる。民族についての属性を検討すると、
最も多く用いられる属性を頻度の高さから 5 番まであげると、①共通の出自、②共通の文
化、③宗教、④人種、⑤言語となっている。また、民族という概念は、一般的に国民国家
の枠内で考えられている。例えば、中国の「民族（minzu）」の構築は中国の特殊な社会的・
歴史的・政治的な文脈によるものとされた。中央政府による一政策の実施を目的に行われ
たという出発の時点で「民族」は既に政治的色彩を色濃く帯びており、その意味が政治的
な関心に沿って変容していく可能性を孕んでいる。そのため、「民族」という概念の多面
性、複雑さ、そして曖昧さは想像できず、さらに歴史的・社会的な変化も重なっている。	
それゆえに、「少数民族」という用語はしばしば混乱を招き、定義づけることも非常に
困難である。最も一般的ものは、国民国家（nation	state）のなかで、平均的な国民とし
て扱われることの多い支配的多数民族と比べて、少数派である民族集団を「少数民族」と
呼ぶという用法である。「少数民族」は一般的に、英語の「ethnic	minority」に相当し、
その定義を『大辞林』では「複数の民族から構成される国家において、支配的勢力をもつ
民族に対し、相対的に人口が少なく、言語・文化などを異にする民族」と捉えている。「少
数民族」は今日まで膨大な時間と紙面を費やして議論がなされてきたが、一義的に定義す
るのはまだ難しい。実は、「少数民族」という言葉は学術的な分析概念として解釈される
より、常に鮮明かつ政治的な特徴を有するものである。しかし、少数民族の定義は不可能
でも、この概念のもつ大きな影響力を無視することはできない。一般的に、国民国家は諸々
	 20	
の集団から成る大きな混合体のような性格を持っており、どの国家も 1 つの民族から成る
わけではない複合社会、いわゆる多民族国家であるといえる。このような国家における少
数民族は、集住しているか散住しているかに関係なく、国家をもたない民族であるといっ
てよい。全体としては必ずしも「少数」とはいえない民族も、あるいは人口の上ではむし
ろ多数を占める民族ですら国家をもたない民族でありうる。少数民族と国民国家との関係
は多種多様である。国民国家の中で生きる人々は民族という境界で区切られる時、隠され
がちな少数民族問題がはっきりと浮かび上がってくる。現代社会においては国内問題や国
際問題の原因は、いくつかの要因が複雑に絡み合って発生しており、それらの一つを民族
紛争、特に少数民族問題に特定する場合が多い。これらの問題の根本的な解決策はあるの
か、その答えは、「民族」および「少数民族」の考え方を絶えず調整していく以外にない
と考えられている。	
 
（２）中国における「少数民族」概念の展開	
①「中華民族」と「少数民族」の概念	
2008 年 5 月に、胡錦濤主席は早稲田大学を訪問し講演を実施したが、当時、日本人に対
しては「日本国民」という言葉を用いて、自らの中国人を「中華民族」と自称した。なぜ、
現代中国は中国人に対して「中国国民」という言葉を使わず、「中華民族」という言葉を
使用するのだろうか。	
実は、「中華」を「民族」概念と結びつけて「中華民族」は歴史的な連続性を含意する
概念であり、類似の「炎黄子孫」といった言い方も存在する。「炎黄子孫」とは中国古代
の神話伝説上の帝王である黄帝と炎帝を共に漢族の始祖と仰いで、みずからはその子孫と
見なしている言説である。この名称により、漢族は起源神話や血縁の想像による同胞意識
などの紐帯に結ばれた社会集団ともえいえる。現代中国における愛国主義教育活動が度々
起こり、「炎黄子孫」の言説が再度浮上してきた。愛国主義思想を発揚する重要な内容の
一つになる。大古から、漢族が自らを中華（世界の中心）と据えることを自負し、周辺の
異民族を「未開民族」や「夷戎蛮狄」と蔑称することから、「華夷思想」を作り上げてい
た。このような構造の中には漢族以外の民族を「非漢族」や「少数派」とする見方が批判
なされることも少なくない。このため、「中華民族」という言葉は常に大漢族主義に対す
る批判を伴っている。	
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加々美（2008）によれば、梁啓超が 1901 年の『中国史叙論』に「中国民族」という概念
を造語し、さらに翌 1902 年には『論中国学術思想変遷之大勢』の中で「中華民族」の概念
を公式に提起するようになった。梁啓超は「中華民族」を「漢・満・蒙・回・苗・蔵を一
つにして一大民族を組成」と定義し、その中心は漢族でなければならないと述べていた。
その後 1912 年に、辛亥革命の指導者である孫中山（孫文）が臨時大総統の就任宣言で、国
民統合のため、国家内部の異なる族群が国家への帰属に同意することができることを主眼
として、「五族共和」の構想を打ち出した。孫は後に、「五族共和」の主張が必ずしも漢
族、満族、モンゴル族、回族、チベット族という 5 の民族に限定しないものであることを
提起するが、さらに、複数の民族が最終的に「中華民族」へと融合されるという主張へと
変化した。1920 年代後半になると、国民党による民族論はより急進的な「中華民族一元論」
へ移行するようになった。1929 年に、蒋介石は「中華民族」を「ともに黄帝子孫に属する
同一の宗族である」と再定義した(加々美：2008)。さらに、1943 年に蒋介石は『中国の命
運』のなかで「中華大民族論」を展開するようになっていった(毛里：1998)。このような
経緯から、新中国成立以前における漢族を含む各民族によって中華民族という概念が形成
された。	
現代社会における政治的文脈で使用する「中華民族」は、中華人民共和国成立以降のも
のである。1949 年 9 月に、中国共産党の提案により、中国人民政治協商会議では、各民族・
党派の代表は共に協議し、統一した多民族の中華人民共和国を樹立することを決定し、当
時臨時憲法の性質をもつ『中国人民政治協商会議共同綱領』（以下は『共同綱領』と略称）
を可決した。中華人民共和国にて「中華民族」とは、「中国国家の象徴を有し、中国の各
民族により共同で構成される、多元的で一体的構造の民族共同体」を指す（呉：1998）。
「中華民族」は「漢族と各少数民族の総称」と規定され、中国国内の 56 民族全てによって
構成されることになっている。「中華民族」は中華人民共和国を構成する漢族を始めとす
る全ての民族を含む、比較的新しく公認された呼称と概念である。	
現在中国における民族構造については、費孝通が 1980 年代に香港で「中華民族の多元一
体論」16という講演を行い、「中華民族はそれぞれ個性を持つ多元の統一体である」と提唱
                                                
16「中華民族の多元一体論」の内容：1.漢族は歴史的に中国領域内で生きてきた諸民族の接触、混合、融
合の複雑な過程を通して生まれ、「中華民族の凝集的」核心になっていた。2.中国領域内の諸民族は多元
的に形成されてきたが一体をなし、中華民族は多元一体である。3.中華民族は「自然発生的な民族実体」
として数千年前から徐々に作られ、19 世紀半から列強と対抗する中で「自覚的な民族実体」になった。	
	 22	
した（毛里：1988）。数十年来、中国の民族問題についての議論はこの民族論理を指導と
し、より深化する傾向が見られる。また、その影響は政治的な領域にも広まり、現代中国
の国家統合に根拠を付与するとともに、現行の民族政策に影響を与えている理論であると
いっても過言ではない。この理論は、複雑な多民族関係の歴史と現実から現行の民族構造
と解釈しており、中国における学術的民族研究の基本路線を規定している。	
現在の中国民族構造における漢族と少数民族の関係を考えながら、漢族あるいは少数民
族と中国の関連において「少数民族」という概念を理解することが大切である。少数民族
という概念は中華人民共和国国内の漢族以外の民族を概括するものとして使われた。中国
で、国民の 92％を占める漢族以外は、他の国民が民族分類において少数民族に帰属されて
いる。現代中国におけるチベット族やウイグル族をはじめとする 55 の少数民族が存在し、
彼らも中華民族の一員として中国の過去・現在・未来を担うとされている。しかし、中国
における少数民族の概念は必ずしも明確された定義にはなっていない。この概念の混乱の
より根本的な理由は、現実に多数の民族が存在するということだろう。この点については、
次の民族識別工作に対する検討を参照する。	
	
②民族識別工作による「少数民族」の誕生	
1949 年に、新中国の政権政党を担当する中国共産党は、隣国ソ連の民族政策を参考にし、
多民族国家を創り上げていくことになった。1949 年に、『共同綱領』では「中華人民共和
国領域内の各民族は一律平等であって、団結互助を実行し帝国主義および各民族内部の人
民の共通の敵に反対し、中華人民共和国が各民族友愛合作の大家族となるようにする」（第
6章第 50 条）という目標が打ち出された。この目標を達成するため、中央政府は各少数民
族に民族区域自治政策を含む様々な政治的権利や優遇的措置を与えることを考慮した。し
かし、当時の中国領域内にいくつの民族が存在しているかというのは具体的に把握されて
いなかった。現実的に、少数民族のほとんどは西南、西北、東北部など辺境地域に居住し
ており、山地、森林、砂漠が多く、交通は発達しておらず、経済生活経営方式も遊牧、狩
猟、渔業など様々であった。第 1 次人口調査が行われた当初、中央政府調査団が「名はそ
の持ち主に従う」という原則に基づき民族調査を行った結果、全国において 400 民族以上
(横山：1997;加々美：2008)、雲南省のみで 260 余りの民族の名前が報告されたという（黄・
施：2005）。	
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これまで少数民族を自称・他称する人々の自主的な民族身分の登記が進められたが、1953
年に、中央政府は主に人類学者、民族学者と社会学者などの専門研究員を少数民族が集中
的に居住する地域に派遣したことが民族識別工作の直接的なきっかけとなった。理論的に、
民族識別は「共通の言語・共通の地域・共通の経済生活・共通の文化に現れる心理素質の
面から、中国のそれぞれの少数民族の実際の状況を観察した」（費：2006）という客観的
基準に照らすべきであったが、実際作業中には本人の民族意識の主観的基準にも相当柔軟
に対応してきた。黄・施（2005）によれば、民族識別工作は大きく、発端の段階(建国から
1954 年まで)、高まりの段階(1954 年から 1964 年まで)、防げられた段階(1965 年から 1978
年まで)と回復段階(1978 年から 1990 年まで)という四つの段階に分けられた。民族識別工
作の結果として、1954 年には 38 の少数民族を、1965 年に 15 の少数民族を、さらに 1982
年に 2 の民族を認定して、今日では合計 55 の少数民族が国家認定されている。	
このような中央政府の主導により全国範囲で行われた民族識別工作を経て、中国人のほ
とんどが 56 の民族に分類されている。個人の戸籍登録や公的機関が発行した証明書には
民族帰属が明記され、それにより、民族身分が始めて国家と個人の間の重要な枠組として
登場した。また、一部の集団は自らの所属する民族名が確定せず、統計上では「未識別民
族」と区分されている。貴州省を始めする西南地域では穿青人、革家人、八甲人、菜族人、
绕家人、花仡佬などの集団はまだ正式的な民族と認定されなかった。そのため、彼らの身
分証明書などの民族欄では空欄となっている。上述のように、現在中国における少数民族
は民族識別工作を通じて、国家から創られてきたのであると考えられる。こうした中国の
民族構成は、現行の民族政策・制度の基盤を成す。	
 
2．現代中国における少数民族の概要	
（１）少数民族の概況と人口	
新中国は 1949 年に成立して以来、統一された多民族国家と称し、現在、漢族および 55
の少数民族が中央政府により認定されている。新中国成立当初、全国の少数民族は約 3,600
万人が統計されていた。ついで 1953 年第 1 回人口調査時には 34,013,782 人（全人口の
5.89%）、1964 年には 39,883,909 人（5.77%）、1982 年には 66,434,341 人（6.62%）、そ
して 1990 年の 90,567,245 人（8.01%）、2000 年の 104,490,735（8.41%）と急増してきた。
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2010 年の第 6 回人口調査によると、漢族人口が 12 億 2,084 万人、少数民族の総人口は 1
億 1,196 万人であり、全国人口の 8.49％を占めている（表 1−1 を参照）。漢族と少数民族
の人口増加率についてみると、1953〜64 年に漢族は年平均 1.59%の増加に対し、少数民族
は 1.11％の増加に過ぎなかった。1964〜82 年の間では逆転し、漢族の平均 2.04%増加に比
較し、少数民族は 2.94％の増加となった。とりわけ、1980 年代以来、少数民族の人口急増
が著しい。	
	
表 1−1	 中国における漢族と少数民族の人口推移（1953〜2010）1)	
年度	 1953 年	 1964 年	 1982 年	 1990 年	 2000 年	 2010 年	
漢族	 542,824,056	 651,296,368	 936,674,944	 1,039,187,548	 1,137,386,112	 1,220,844,520	
少数民族	 34,013,782	 39,883,909	 66,434,341	 90,567,245	 104,490,735	 111,966,349	
総人口	 577,856,141	 691,220,104	 1,003,013,927	 1,130,510,638	 1,242,612,226	 1,332,810,869	
出所：『中国人口普査資料』と『中国統計年鑑』（各年）より筆者作成。	
説明：（１）中国の人口調査は中央政府が主導して行われ、「人口普査」と呼ばれてい
る。今日まで 1953 年、1964 年、1982 年、1990 年、2000 年、2010 年の 6 回の調査が行わ
れた。	
	
中国の少数民族人口の絶対数は約１億 1,197 万人で、これは日本の人口に匹敵する規模
である。中国の少数民族は、12 億人以上の漢族に比べて相対的な「少数」であるにすぎな
い。人口面からみた少数民族の特徴は、中国においては、少数民族という場合の「少数」
が必ずしも「少ない数」を意味しないという点である。中国の少数民族は 55 あるが、その
うち、チワン族が人口 16,926,381 人と最も多い。次ぎに人口 1,000 万人以上の回族、満州
族とウイグル族が続いている。これらの民族はかなりの人口規模を持っているが、11 億人
以上いる漢族と比べて少数である。最少人口はタタール族 3,556 人であり、少数民族間の
人口規模の差は極めて大きい（表 1-2 を参照）。現実的に、ある民族自らが所属する民族
名が確定せず、民族名をもたない集団がいくつか存在する。これらの集団は全国に均等に
分布しているのではなく、西南中国の一角を占める貴州省の山間部に居住し、統計上では
「未識別民族」と区分されている（田畑：2011）。	
中国における民族の多様性は宗教信仰の面にも現れている。中国は多宗教国家であり、
公式に仏教、道教、イスラーム教、カトリック教とプロテスタント教の「五大宗教」を主
要宗教が認められており、それらの信徒はそれぞれの「愛国宗教団体」という組織のもと
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での活動が容認されている。中国の少数民族にはほとんど宗教信仰があり、チベット族は
チベット仏教を信仰し、回族、ウイグル族などの 10 民族がイスラーム教を信仰するよう
に、多数の大衆がある種の宗教を信仰している。ただし、漢族を混じって暮らしている少
数民族には、道教または道教めいた民間信仰の影響も多かれ少なかれある。民族的には、
全国の 55 の少数民族が中国全体の信徒の大半を占めており、その人口は 1億余り、居住地
域の面積は全国の半分を占めている。各少数民族においては、ほとんど古くからその土地
に伝わる独自の宗教が信仰され、民族によっては他では見ることの出来ない独自の伝統文
化や習慣が多く残っている。	
現行の『新憲法』第 36 条によって、「中華人民共和国の公民は宗教信仰の自由を享有す
る」、「いかなる国家機関、社会団体、個人も公民に宗教信仰または宗教不信仰を強制し
てはならず、宗教を信仰する公民と信仰しない公民を差別してはならない」、「国は正常
な宗教活動を保護する」と規定されている。中国では、少数民族の信徒たちのすべての正
常な宗教活動は法律によって保護され、宗教活動場所は各地に分布し、宗教生活の需要を
ほぼ満たしている。正常な宗教活動はいずれも宗教組織や信徒が自己責任で行い、法律の
保護を受け、いかなる人も干渉を加えてはならない。一方、関連法律、法規、規則に基づ
き、宗教を利用して国の行政、司法、教育、婚姻、民事訴訟などに干渉する活動を制止し
ている。そのほか、中国政府は宗教団体を援助して宗教大学を設立し、少数民族の宗教教
職者を育成し、また少数民族地区の一部の宗教活動場所の補修資金を支援し、生活に困窮
する少数民族の宗教界の人びとに補助金を与えている。	
	
表 1-2	 中国における少数民族人口とその分布	
少数民族名	 人口（人）	 順位	 構成比	 主な居住地	
チワン族	 16,926,381	 1	 1.2700%	 広西・雲南・広東・貴州・湖南	
回族	 10,586,087	 2	 0.7943%	 寧夏回族自治区をはじめほぼ中国全土	
満州族	 10,387,958	 3	 0.7794%	 遼寧・黒竜江・吉林・河北・内蒙古・北京	
ウイグル族	 10,069,346	 4	 0.7555%	 新疆	
ミャオ族	 9,426,007	 5	 0.7072%	 貴州・雲南・湖南・四川・広西・湖北	
イ族	 8,714,393	 6	 0.6538%	 雲南・四川・貴州	
トゥチャ族	 8,353,912	 7	 0.6268%	 湖北・湖南・四川	
チベット族	 6,282,187	 8	 0.4713%	 西蔵・四川・青海・甘粛・雲南	
モンゴル族	 5,981,840	 9	 0.4488%	 内モンゴル・遼寧・新疆・黒竜江・吉林・
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青海・河北・河南	
トン族	 2,879,974	 10	 0.2161%	 貴州・湖南・広西	
ブイ族	 2,870,034	 11	 0.2153%	 貴州	
ヤオ族	 2,796,003	 12	 0.2098%	 広西・湖南・雲南・広東・貴州	
ペー族	 1,933,510	 13	 0.1451%	 雲南	
朝鮮族	 1,830,929	 14	 0.1374%	 吉林・黒竜江・遼寧	
ハニ族	 1,660,932	 15	 0.1246%	 雲南	
リー族	 1,463,064	 16	 0.1098%	 海南	
カザフ族	 1,462,588	 17	 0.1097%	 新疆	
タイ族	 1,261,311	 18	 0.0946%	 雲南	
ショオ族	 708,651	 19	 0.0532%	 福建・浙江	
リス族	 702,839	 20	 0.0527%	 雲南	
トンシャン族	 621,500	 21	 0.0466%	 甘粛	
コーラオ族	 550,746	 22	 0.0413%	 貴州	
ラフ族	 485,966	 23	 0.0365%	 雲南	
ワ族	 429,709	 24	 0.0322%	 雲南	
スイ族	 411,847	 25	 0.0309%	 貴州	
ナシ族	 326,295	 26	 0.0245%	 雲南	
チャン族	 309,576	 27	 0.0232%	 四川	
トゥー族	 289,565	 28	 0.0217%	 青海	
ムーラオ族	 216,257	 29	 0.0162%	 広西	
シボ族	 190,481	 30	 0.0143%	 遼寧・新疆・黒竜江	
キルギス族	 186,708	 31	 0.0140%	 新疆	
チンポー族	 147,828	 32	 0.0111%	 雲南	
ダフール族	 131,992	 33	 0.0099%	 内モンゴル・黒竜江	
サラール族	 130,607	 34	 0.0098%	 青海・甘粛	
ブーラン族	 119,639	 35	 0.0090%	 雲南	
マオナン族	 101,192	 36	 0.0098%	 広西	
タジク族	 51,069	 37	 0.0038%	 新疆	
プミ族	 42,861	 38	 0.0032%	 雲南	
アチャン族	 39,555	 39	 0.0030%	 雲南	
ヌー族	 37,523	 40	 0.0028%	 雲南	
エベンキ族	 30,875	 41	 0.0032%	 内モンゴル・黒竜江	
キン族	 28,199	 42	 0.0021%	 広西	
ジノー族	 23,143	 43	 0.0017%	 雲南	
トーアン族	 20,556	 44	 0.0015%	 雲南	
ボウナン族	 20,074	 45	 0.0015%	 甘粛	
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ロシア族	 15,393	 46	 0.0012%	 新疆	
ユーグ族	 14,378	 47	 0.0011%	 甘粛	
ウズベク族	 10,569	 48	 0.0008%	 新疆	
メンバ族	 10,561	 49	 0.0008%	 西蔵	
オロチョン族	 8,659	 50	 0.0006%	 内モンゴル・黒竜江	
トールン族	 6,930	 51	 0.0005%	 雲南	
ホジェン族	 5,354	 52	 0.0004%	 黒竜江	
カオシャン族	 4,009	 53	 0.0003%	 台湾・福建	
ロッパ族	 3,682	 54	 0.0003%	 西蔵	
タタール族	 3,556	 55	 0.0003%	 新疆	
出所：『中国人口普査資料』（2010 年）より筆者作成。	
	
（２）少数民族の分布とその特徴	
中国の人口分布をみると、漢族が大陸の中部から沿海東部にかけて居住し、少数民族人
口の多くは西南の雲南・広西・貴州、西北の新疆・青海・甘粛、東北の黒竜江、北部の内
モンゴル地区に分布していることが確認できる（表 1-2 を参照）。中国における少数民族
の総人口に占める割合の低さに対して、その居住地域は非常に広く、全国土の 64％を占め
ている。このように、少数民族の分布は面積が広く、人口の密度が低くないことで、いわ
ゆる「地广人稀」の特徴があげられる。	
少数民族の分布地域は山地、高原、草原などの自然環境が厳しい反面、多種多様な物産
や資源に恵まれている。中国全土に現存している生業形態に関して、北方においては、西
部から東部へ移行するに従い、乾燥した遊牧地帯から極寒の狩猟地帯へと変わっていく。
一方、南方では、東部の肥沃で湿潤な水田稲作地帯から、西部の山間部における伝統的な
焼畑農業地帯へと変わり、さらに、チベット高原を中心とする草原地帯では、牧畜を主要
な生業とする地帯となっている。各少数民族の生業形態はその分布とも密接に関わり、そ
れぞれの少数民族が分布地域の自然環境に順応した形で独自の生活を営んできた。	
また、民族別に居住地を見てみると、満州族は遼寧を初め、黒竜江、吉林、河北、北京、
内モンゴルなど全国各地、朝鮮族は最大の居住地は吉林を初め、黒竜江、遼寧などに、モ
ンゴル族は内蒙古自治区のほか、遼寧・新疆・黒竜江・吉林・青海・河北・河南など中国
北部の広い地域に集中している。このように集中して居住する場所があれば、他の多くの
民族と交じり合って住む地域もある。これは、「大雑居・小集居・交錯雑居」という民族
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分布状況になっている。こうして、各民族は経済、政治、日常生活の中で互いに融合し合
い、かつ、いずれも漢族と密接な連携を保っている。実際に、一つの民族が集中して同一
の地域に集居しているケースはわずかであり、主としては漢族や他の民族と混じりあって
居住し、小さな居住地が点在している例が多く見られる。	
さらに、少数民族地域の多くは辺境地帯に重なっている。ある民族集団の居住する範囲
が一つの国家にまるごと取り込まれるのではく、複数の国家の領域に分かれていることも
多い。例えば、新疆、黒竜江と内モンゴル自治区の 30 あまりの少数民族は他国との国境線
にまたがって居住している。この場合、国境線を挟んで中国および中国と隣接する諸国に
同一あるいは同系の民族が居住していることになる。このような越境民族が主に中国の西
南、西北という辺境地域に集中して国境線を一回りする形で居住している。辺境地域の人々
は、親戚や知人を訪問したり、儀礼や行事に参加したりするために国境線を越えることが
時々ある。これらの地域には二つあるいはそれ以上の数の国家間における境界の意義をも
つ国境線が設置された。辺境地帯はこれまで、単に国家の中心地から距離が遠いだけでは
なく、国家の政策や制度が浸透しにくいなど、格差が生じやすい状況にあった。これは、
「山高く皇帝から遠い（中国語：山高皇帝远）」ということわざがあり、一国家の周辺地
域は政治的・経済的中枢から遠く、中央の権威が散逸して稀薄になる地域であることを意
味する。ところが、中国政府は 2000 年から、辺境地域への投資を強化し、人や資金、情報
などを提供している。このように、国境に分断された分布を持つ民族は国境の境界性の変
化に応じ、自分たちを領域に取り込んだ国家からも、また、隣国からも政治的、経済的、
文化的圧力を確かに受けている。以上の状況は、中国における少数民族地域の問題を一層
複雑化させている。	
 
（３）少数民族政策の展開と変容	
新中国成立後、中央政府は民族平等を掲げ、各少数民族地区に訪問団を派遣して新中国
の民族政策を宣伝させた。新中国の場合において新たな民族政策は中国共産党が独自に始
め、創り出したものではなく、清朝から国民党へと移り変わる政権の中で培われてきた理
念を、部分的もしくは形式的に継承する形で創りあげてきたものである。これは新中国の
社会主義体制の形成とともに、国家統合の不可欠な要素として作られたのである。その展
開を歴史的に辿ると、1.1949〜57 年の「大漢族主義」批判が行われた漸進的民族政策、
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2.1958〜59 年の民族政策の左傾化と「地方民主主義」批判、3.1960〜62 年の軌道修正、
4.1962〜77 年の文化大革命期の民族固有の問題の否定（民族問題は階級問題の一つである
とされ、宗教の自由も否定された）、5.1978 年 12 月の 3 中全会にようやく民族工作が回
復されるという曲折に区分できる（若林：1992）。このように、少数民族政策はたとえそ
れが中国政府によって作り出されるものだとしても、確定的な設計図ではなく、段階によ
って絶え間なく変貌、発展していくのである。	
新中国の各民族の形成と発展の状況はそれぞれ違っているが、総体的には統一した多民
族国家に発展し、まとまって安定した中華民族になる方向をたどっていく。多民族国家の
統一を前提として、少数民族政策を 1949 年の『共同綱領』、1954 年の『中華人民共和国
憲法』（以下は『憲法』と略称）、1984 の『中華人民共和国民族区域自治法』（以下は『民
族区域自治法』と略称）など法律・法規は少数民族政策について具体的かつ明確な規定を
制定した。民族平等17は、中国の民族政策の基礎である。民族平等を実行するのは中国の憲
法の原則である。民族団結18は、中国が民族問題を処理する根本原則であり、中国の民族政
策の中核となる内容でもある。各民族の共同繁栄と発展19を堅持することは、中国の民族政
策の根本的な立場である。	
                                                
17民族平等：中国では、各民族の一律平等には 3つの意味がある。1.各民族は人口の多少や歴史、居住地
域、経済発展の程度、言語文字、宗教信仰、風俗習慣を問わず、政治的地位が一律に平等である。2.各民
族は政治、法律の面で平等であるだけでなく、経済や文化、社会生活などあらゆる分野でも平等である。
3.各民族の公民は法律の前に一律に平等であり、同じ権利を享有し、同じ義務を負う。具体的施策：1.人
身の自由と人身の権利は侵害されない。2.法律の前に一律に平等である。3.国家事務を管理する権利を平
等に享有する。4.宗教信仰の自由を平等に享有する。5.―自民族の言語文字を使用し発展させる権利を享
有する。6.自民族の風俗習慣を保持または改革する自由を享有する。	
18民族団結：中国のような多民族国家では、民族団結を守ることが特別かつ重要な意義を持っている。1.
民族団結は国の統一の重要な保証である。民族団結を実現してはじめて、国の統一を守ることができる。
民族団結がなければ、必然的に民族矛盾や衝突がたえず起こり、国家が四分五裂し、ばらばらの砂状態を
招く。2.民族団結は社会安定の重要な前提である。民族団結を実現してはじめて、社会が安定して和やか
になり、人民が安穏に暮らし、国が長期にわたって安定することができる。3.民族団結は諸々の社会事業
が発展する重要な保障である。各民族は一致団結してこそ、力を集中して建設に取り組み、一意専念に発
展を求め、経済社会を大幅に進歩させ、各民族人民の生活をたえず改善することができるのである。具体
的施策：1.国は各少数民族の合法的権利と利益を保障している。2.国はあくまで少数民族と民族地区の経
済社会発展を加速することを、中国の民族問題を解決するための根本的な方途としている。3.国はたえず
民族団結についての宣伝教育を強化している。4.国は民族団結進歩の推進・表彰活動を積極的に行ってい
る。5.国は民族団結に影響を与える矛盾や問題を適切に処理している。	
19各民族の共同繁栄と発展：国は少数民族と民族地区の経済社会の発展加速を支えることを国家の発展・
建設の重要な内容とし、政策や措置を引き続き公布し、少数民族と民族地区の発展を支持している。具体
的施策：1.建設項目を優先的に実施し、たえず発展の基礎を固める。2.貧困問題を優先的に解決し、人民
	 30	
民族区域自治20は、中国の民族問題を解決する基本政策であり、中国の基本政治制度の 1
つでもある。中国の民族区域自治とは、国の統一的指導の下、各少数民族が集中居住する
地方が区域自治を実行し、自治機関を設立し、自治権21を行使することを指す。しかし、民
族区域自治制度は中国民族政策の基本指針として、当初から必ずしも制度的に安定したも
のではなかった。中国の民族自治地方の設立は、地元の民族関係や経済発展などの条件に
基づき、また歴史的状況を斟酌して確定したものである。	
中国の民族政策の根幹をなす『民族区域自治法』がようやく 1984 年 5 月に制定され、
「国家の統一的指導のもとに各少数民族の集中居住地域が区域自治を実施している」と明
文化された。この規定によって、民族区域自治は国の統一的指導下の自治であり、各民族
自治地方は国家と不可分の一部であり、各民族自治地方の自治機関はいずれも中央の指導
に服従しなければならない。現代中国における 5 つの自治区があるが、その成立時期を記
せば、内モンゴル自治区が最も早く 1947 年 5 月、新疆ウイグル自治区は 1955 年 10 月、広
西チワン族自治区が 1958 年 3 月、寧夏回族自治区は 1958 年 10 月、チベット自治区は 1965
年 9 月である。2016 年末現在、中国に合計 153 の民族自治地方が設置され、その内訳は自
治区 5、自治州 30、自治県（旗）123 である。これらの自治地域の名称は法律によって決
まっており、基本的に地方名称、民族名称、行政区分の名称の順序で命名しなければなら
ない。	
中国における正式な各種の報告書、放送番組や記事に言及されている「中国少数民族地
域」は内モンゴル自治区、寧夏回族自治区、新疆ウイグル自治区、チベット自治区和广西
チワン族自治区という 5 つの少数民族自治区と少数民族が集中して分布する貴州、雲南と
青海 3 つの省からなる「民族八省(区)」を指す。これらの地域の大半が少数民族自治地域
と重なり合っているため、本研究は「少数民族地域」という言葉に統一した。	
                                                
の生活の保障・改善に力を入れる。3.牧畜区、辺境地区の建設を大いに支持し、つりあいのとれた発展を
促す。4.財政支援の程度をたえず増大し、一対一の支援を積極的に組織する。	
20現在、中国の民族自治地方は少数民族集中居住区の人口や区域面積によって、自治区、自治州、自治県
の 3クラスに分けられ、その行政的地位はそれぞれ省、区を設置している市、県に相当する。民族自治地
方の人民代表大会と人民政府は自治機関であり、国の一級の地方政権機関でもあり、地元の実情に合わせ
て国の法律・政策を実行している。	
21	民族自治権は、少数民族がその民族内部事項を管理する自主的権利であり、国家主権の管轄に属する
ものである。具体的に、自治権、立法権、民族の言語・文字を使用する権利、人事管理権、経済管理権、
財政管理権、教育管理権、文化管理権、公安部隊組織権、自然資源の管理・保護・開発権、民族の風俗習
慣を保持又は改革する自由、宗教信仰の自由を含んでいる。	
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実は 1949 年の新中国成立後、特に 1978 年改革開放から 21 世紀に至るまで、中国政府が
各少数民族地区の特殊性などを考慮しながら、少数民族の人々に対して様々な優遇政策を
実施してきた。中国の場合、1949 年以降、少数民族の人々は「民族」身分が与えられ、教
育、仕事、政治への参与などの面で優先的に配慮され、問題が解決されることになった。
民族身分はかつて人々の単なる生活から事実上行政手段の役割を果すようになり、その重
要性が一気に高まったのである。一般的に、民族身分は基本的に「生まれ」に基づく人間
の政治・経済・社会上の地位を示すものとして捉えられ、変更は困難である。	
しかし、国民には一定範囲内の尊属に複数の民族がある場合、戸籍に記載される自らの
民族を選択する自由があるため、実際には、例えば家族の一人が少数民族であり、本人は
漢語（中国語）しか使えず、少数民族の伝統の継承者とはいえない場合でも、少数民族の
戸籍を取得するケースも多い。また、少数民族を名乗ることでより多くの機会に恵まれる
ことがある。尊属に漢族しかいないのに、担当する役人を買収して少数民族の戸籍を作る
例もあるとされる。この現象により、生まれた子供が優遇政策のために少数民族を名乗る
ことで、少数民族人口が増えている部分がある。少数民族の人口増加の第一の要因は、漢
族に対する厳しい一人っ子政策が少数民族には行われず、少数民族に対する計画出産規制
が緩和されたことがある。中国政府は人口を抑制するために、1979 年から「一人っ子政策」
を実施し始めた。しかし、漢族と少数民族とでは規定が異なり、「計画出産条例」による
と、少数民族には「一人っ子政策」の適用除外を認めていた。つまり、計画出産規制の緩
和で少数民族は第二子（農村では第三子）の出産が許可される。	
また、少数民族の学生は進学する際にも優遇政策が設置され、教育費用の免除を含む経
済援助や上級学校への入学の際の便宜として示されている。少数民族の学生は大学入試に
おいても少数民族資格により特別点を得られる。入学試験の点数追加は「教育の機会を多
く与える」という理由で民族ごとに定められている。その他、少数民族が職場内では就職
や昇進しやすいこともあるようである。一定割合以上の少数民族を雇用する企業には、税
金減免などの措置を設ける地域もある。	
これらの優遇政策により、民族間の実質的差別の状態から政治的・社会的・経済的地位
の向上が図られてきた。しかし、上述の優遇政策は、中国政府が民族平等・団結・繁栄を
達成するために考案されてものだったが、同時に統制につながる側面を見逃すことはでき
ない。つまり、優遇政策は、少数民族を漢族主流への同化という統制的側面を内包してい
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る。例えば、近年、中国政府は新疆ウイグル自治区とチベット自治区で、「民漢通婚」（少
数民族と漢族の結婚）奨励策を強化しており、特典として報奨金や医療保険の補助や住居
の優先的な斡旋、子供の教育面での優遇策などを次々と打ち出している。一方で、異民族
間結婚は結婚者自身の民族意識には顕著に影響を与えるとは言えないが、これより、家族
関係の複雑化や次世代の民族意識には著しい影響を与える。少数民族側の視点からみると、
異民族間結婚によって、彼らの特有の宗教や文化、習慣などが排除され、独自の民族性が
徐々に失われつつある。	
 
3．現代中国における少数民族問題に関する諸課題	
（１）経済発展問題と西部大開発	
中国の少数民族地域は地理的に内陸にあり、これに加えて、交通と通信が遅れているた
め、沿海部との交流が不足している。これらの地域は昔から農牧業を主とし、単一で不均
衡な経済構造を持ち、自給自足の根が深く、歴史的に経済発展の基盤が薄い現実がある。
また、少数民族社会において経済関係の閉鎖状態は各民族自身では打ち破りにくく、その
上で伝統的な民族文化や習慣などの影響もある。そのため、少数民族地域は強大な外来推
力の助けを借りて、経済的・社会的な封鎖を突破させなければならないと考えられる。	
新中国の成立以来、『憲法』の規定により、中央政府は少数民族地域が政治、経済、文
化を発展させ、各民族がともに豊かになる道を歩むように援助することを基本的国策とし
ている。特に、中国政府は 1980 年代以来、少数民族地域に「扶貧政策（貧困脱却扶助政
策）」22を推進し始め、1986 年に国務院に貧困地区経済開発領導小組が設置され、また各
地方には扶貧弁公室が設けられて工業振興を図り、1990 年代以降は道路などのインフラ、
農業基盤整備、さらには山岳地など絶対的生活条件の劣悪な地から平野部への移民など、
さまざまな取り組みを行ってきた。しかし、全国 55 つの少数民族のうちいくつかの少数民
                                                
22	1984 年 9 月 29 日に、中共中央及び国務院は『貧困地区の支援を通じて早急に現状を	改善させること
についての通知』（《関于帮助貧困地区尽快改変面貌的通知》）を打ち出した。これにより、各種優遇・
支援政策を通じた貧困地区の貧困削減支援策を貧困削減政策の基本的原則とすることを決定した。1988 年
に、中国全土では 14 貧困片区を調整するとともに、「三西」地区を加えて 18 の片区へと改めた。この 18
片区の大部分は「老・少・辺・窮」と称された中西部の山岳地域・老革命区・少数民族地区と辺境地区と
も重複している（張：2016）。	
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族を例外として、大部分の少数民族は様々な政策・制度の恩恵に預かることが相対的に少
なかった状況にある。結果として、少数民族地域は経済的にも立ち遅れた地域であり、西
部大開発が始まる直前の 2000 年には深刻な貧困問題に直面していた。	
1999 年の中央経済会議では、急速な経済発展を遂げた東部沿岸地域と発展が立ち遅れて
いる西部内陸地域との格差拡大を是正し、「東部と西部との調和的な発展と共同富裕」を
目的とするために、「西部大開発」というプロジェクトが打ち出され、重要な国家戦略と
位置づけられた。2000 年 1 月、国務院西部地区開発指導小組が正式に発足し、西部大開発
戦略が動き始めた。西部大開発の重要施策は外資誘致政策、エネルギー開発、インフラ建
設、科学技術振興、辺境貿易など実に多岐にわたるが、それらと同時に、土砂流出、砂漠
化、および生物多様性の減少を改善するための生態環境の保護も重点施策とされている。
中国の少数民族地域は全て西部大開発の対象範囲である 12 の直轄市・省・自治区に組み込
まれるため、プロジェクト実行中の優遇政策を受けている。	
では、少数民族地域は西部大開発以降、どのように社会発展構造を展開していくかを検
討してみる。西部大開発は中国において東部地区の経済発展から取り残された西部地区を
経済成長軌道に乗せるため実施されるが、実は 2000 年 3 月の全国人民代表大会で正式決
定されたもので「西電東送（西部地区の電力を東部へ配送）」、「南水北調（南方地区の
長江から慢性的な水不足に悩む北部に水を供給する）」、「西気東輸(西部地区の天然ガス
を東部消地へパイプライン輸送)」、「青蔵鉄道（青海省西寧とチベット自治区のラサを結
ぶ鉄道）」の 4つが目玉プロジェクトとなった。このように、第 10 次五カ年計画時期（2001
〜2005 年）には大型のインフラ整備を中心に西部地域の経済振興を図ることとなった。	そ
して、第 11 次五カ年計画時期（2006 年〜2010 年）においては、「地域間のバランスの取
れた発展の促進」と「社会主義新農村建設」は最も重視されており、「西部大開発の推進、
東北地区の振興、中部の勃興の促進、東部の先行発展への支持」が構想された。過去十年
の間に中国の西部大開発政策では、内陸地域へのインフラ整備が重視され、公共投資をは
じめとする内陸への投資もさらに加速した。	
当初西部開発の最大の目標は、西部と東部との地域格差を縮小することであった。国家
発展和改革委員会（2010）によると、2000 年実施された西部大開発戦略による地域間格差
への縮小効果は 2003 年以降に徐々に現れ始めている。実際、地域別の 08 年の 1 人当たり
GDP をみると，東部と西部の所得格差は依然として大きく、同時に西部地区内部の格差拡
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大をもたらした。一方、これらの開発事業を通じて、西部地域は東部地域の発展のための
資源供給基地となり、さらに沿海部の高度成長を続ける経済水準を維持するようになった。
現在、中国全体は高度経済成長の時代に入ったため、資源エネルギーの需要はこれまでよ
り大きく増加している。これに伴い、西部地域における資源開発・利用もピークを迎えて
おり、少数民族の地域社会は大きな変貌を遂げてきた。	
少数民族地域における資源開発・利用を通じての共通的な特徴として、ほとんど全てが
中央政府の事業であり、国家の威信が常に念頭にある。例えば、「西電東送」を実施する
には、多くの投下資金・技術移転が中央政府から調達されなければならない。実際には少
数民族地域において、資源開発・利用は国家事業以外にあり得ない。何故ならば、地方財
政が貧弱し、中央政府の統制力が強いからである。また、中央政府の主導による西部大開
発の推進とは裏腹に、西部地域への外資進出の活発化につながる局面には至らなかった。
さらに、多くの場合には、西部地区における資源開発の資金投入のみならず、開発技術も
外部からの援助を仰ぐのが現実である。結果として、西部大開発事業の実施は足元の西部
地域の経済の下支え役となっているが、財政収入の増加にも寄与していることは容易にで
はない。	
西部大開発においては、中央政府の施策と相並んで重要なことは、西部地域がいかにこ
れに対応するかとの点である。少数民族地域の発展問題を根本的に解決するためには、貧
困現象の解消と発展能力の向上が不可欠である。西部地域、特に少数民族地域は様々な地
域開発計画に盛り込まれ、貧困緩和を目的とする開発と経済成長を目的とする開発と同時
に進んでいる。この二つの開発戦略のどちらにしても、少数民族地域には石炭や非金属鉱
物資源などの埋蔵量は膨大で、少数民族の多様な伝統文化を示す観光資源も存在し、その
将来性が期待されている。つまり、少数民族地域には天然資源の開発、自然的景観を利用
する観光開発など、まだ充分には手が付けられていない資源開発が考えられている。	
しかし、過去数十年にわたって、少数民族地域では地下に埋蔵されている石油や石炭・
貴金属・宝石などの資源が次々と探査され、少数民族の民謡および伝統芸能など無形の文
化遺産も開発され、それらの資源は経済開発を誘致するための「餌」となった。少数民族
地域における資源開発は一層力を入れられており、資源開発ブームがしばしば起こってい
る。その結果、少数民族地域における資源開発は西部大開発の基本手段となり、短期間に
飛躍的な経済発展を遂げてきた。他方、資源開発は、特に資源を加工せずに輸出する場合
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は、地域経済との関連が少なく「飛び地」化しやすい。そのために、資源開発による経済
的利益のほとんどは中央政府、開発企業と投資家といった外部の者が受け取るが、地域経
済へ還元される利益もまた限られたものになってしまう。いずれも資源開発を主とする経
済成長が環境破壊や少数民族の伝統文化の消滅を招くと指摘される。しかも、悪影響を受
ける地域社会が抵抗をすれば、しばしば政府から激しい弾圧を受けることになる。このよ
うに、資源開発による様々な問題が生じており、少数民族地域の発展構造を批判的に検討
するために重要な手掛かりになると思われる。	
	
（２）中国の国家統合と民族問題	
新中国が成立し、中央政府と少数民族の間には国家統合をめぐって緊張が生じるのは常
である。中国政府は、少数民族の祖国が中国であること、少数民族が中華民族の一員であ
ること、少数民族の歴史が中国史の一部を構成していることなど、まさに国家、民族、文
化、歴史に関わる認識を共有させて民族団結を強化しつつある。現代中国における最も統
合が難しい地域としては、チベット自治区、新疆ウイグル自治区などの周辺民族地域が挙
げられる。中国政府はある社会集団を少数民族と呼ぶものの、その民族集団の大きさから
分離独立意識が高まることを警戒しており、分離独立を防いで如何に国家統合を確保する
かという観点から民族政策を立案するのである。少数民族への国家統合過程に影響を与え
る要因は様々であるが、最も決定的・直接的な要因は、中央政府が展開するこられの民族
政策にあると言える。中国における少数民族への統合は、基本的に民族区域自治を軸に展
開している。	
中央政府は 1952 年 8 月に『民族区域自治実施綱要』を採用し、第 2条で「自治区は中華
人民共和国の切り離すことのできない一部分ある。各民族自治区の自治機関は中央人民政
府の統一的指導のもとにある地方政権であり、かつ上級の人民政府の指導を受ける。」と
明確化した。このことにより、少数民族は中華人民共和国の一部として包摂されることに
なり、また、民族区域自治地方は中央政府の統一的指導下に位置付けられた。民族区域自
治を採用したのは、中国国内に対する国境周辺部に集中する少数民族地域を支配的に統治
することによって、対外的安全保障を確保したいという政治目的にある。	
改革開放以来、民族区域自治は『中華人民共和国憲法』(1982 年改定、以下は『新憲法』
と略称)と『民族区域自治法』によって法制化されてきた。『民族区域自治法』では「各少
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数民族が自民族の内部事務を管理する権利を国家が十分に尊重し保障するという精神を体
現化している」として、少数民族が主たる権利主体であることを明記した。しかし、民族
区域自治は中央政府と少数民族の緊張を緩和するための、国家統合の試みの手段であるが、
実際には、民族自治地方は中央政府による統一的指導を受け、その枠内でごく限られた自
治権しか付与されていない。このような矛盾性を持つ民族自治政策の下に置かれる条例は
その矛盾性をすでに示していることが考察できる。「民族自治地方の自治機関が…自治権
を行使する」(第 4 条)とあるように、自治権を行使する権力は少数民族の各個人にではな
く、民族自治地方の自治機関という行政組織に与えられていた。また、『民族区域自治法』
の第 6条 3 項、第 25 条と第 29 条23をもって、「国家計画の指導」を受ける経済自治権を
実施執行するとされている。こうして、いわゆる自治権を実施するには、国家計画や上級
機関の批准という中央集権的な制約が伴い、事実上は地域内の事務を自ら管理するにすぎ
ない。仮に周辺の民族地域に真実の自治権をみすみす認めれば、これらの地域がことごと
く中国領域から乖離し、中国は資源と国防上の最前線を失ってしまうという危機感が生ま
れる。これらの少数民族地域は国境沿いの戦略的・軍事的要所に位置するため、中国政府
にとって少数民族の国民統合の成否は、彼らの人口規模以上の重要性も持っているのであ
る。	
 
（３）少数民族文化の継承と発展問題	
多民族国家である中国において、民族文化の多様性を実感させられるものに言語と文字
が挙げられる。公式に定められているだけで 55 の少数民族が存在し、それぞれが違った言
語や文字を持っている。中国の少数民族における回族と満州族を除く、文字を持たない民
族は漢語を日常的に用いる他、残りの 53 の少数民族はいずれも自民族の言語（約 80 種類）
を持ち、うち 21 の民族が固有の 30 種の文字を使用している（張：2001）。これらの言語
と文字は民族文化の伝達・記憶装置として、各少数民族の存続にとって切り離すことがで
きない。これらの民族語言と文字に対し、中央政府は 1949 年の『共同綱領』（第 53 条）
                                                
23（第 6条）民族自治地方の自治機関は、国家計画の指導の下で、実際から出発し、労働生産性および経
済効果を絶え高め、社会的生産力を発展させ、各民族の物質的生活水準を徐々に高めていく。（第 25 条）
民族自治地方の自治機関は、国家計画の指導の下で、当該地方の特徴と必要に基づき、経済建設の方針、
政策および計画を制定し、地方性の経済建設事業を自主的に割り当てて管理する。（第 29 条）民族自治
地方の自治機関は、国家計画の指導の下で、当該地方の財力、物力およびその他の具体的条件に基づき、
地方基本建設プロジェックトを自主的に割り当てる。	
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において、「全ての少数民族はいずれもその言語・文字を発展させ、その風俗・習慣と宗
教・信仰を保持し、あるいは改革する自由をもつ」ことを認め、5年後の『憲法』では、ほ
とんどそのままの形で採用されている。	
以上のように、中国政府は新中国の成立以来、少数民族言語の平等な使用と発展を民族
政策の一つの柱として、民族言語の文字化、民族言語による教育を掲げてきた。しかし、
その一方では 1955 年から、共通語としての漢語である「普通語」の普及政策24も全国的に
推進されて始めた。当初、普通語普及の対象とされていたのは、主に中国国民の大多数を
占める漢族であったため、中央政府が方針として意図してきた少数民族言語の地位を脅か
すことが断定できなかった。しかし、意図的かつ計画的な漢語の普及政策は、将来の少数
民族言語を使用領域や機能において縮小させ、同化あるいは消滅へ導くという懸念がある。	
現状では、少数民族地域における普通語の普及とともに民族言語が圧迫されつつある。
実際、1950 年代の「支辺移民」運動25、文化大革命期の「上山下郷」運動26と 2000 年以来
の西部大開発による大量の漢族人口が少数民族地域に流入した。その結果、少数民族には
漢族人口がますます多くなり、少数民族の人口割合がますます低下するという人口構造の
変化が急激に進展してきた。こうした人口構造の変化ゆえに、少数民族の人々は少数民族
地域にも日常生活における漢語との接触機会がますます増え、多様な言説が飛び交う現象
を迎えてきた。また、1980 年代以来、メディアにおける衛星放送とインターネットの普及
とともに、少数民族地区にも漢語による情報が飛び込んでくる社会的言語環境になった。
                                                
24別名は漢語普及政策である。新中国の建国初期において、漢語が「国語」としての地位を確立しなかっ
たにも関わらず、実際、国家の共通語としての機能を充足した。その後、1955 年 10 月に開催した全国文
字改革会議が文字改革や漢語規範化の並ぶ漢語政策の一つとして普通語普及の方針を打ち出している。本
格的に普通語としての漢語の普及政策が着手されたのは、1956 年に周恩来により国務院の方針決定とし
て通達された「普通語普及に関する指示」からである。1982 年の『新憲法』では、「国家は全国に通用す
る普通語を普及する」ことを正式に表明し、漢語の法的地位が確定された。	
25新中国成立以前、中国の辺境地域は経済的な後進地域であり、百業衰退し、物資も欠乏していた。中央
政府はこの形勢を分析し、辺疆地域の長期の安定のため、歴代の屯田戍辺の経験に学び、「支辺」移民運
動を興すことを打ち出した。1958 年に、中共中央北戴河会議で「青年を動員して、辺境と少数民族地域の
社会主義建設に参加させることに関する決定（关于动员青年前往边疆和少数民族地区参加社会主义建设运
动的决定）」が提出された。この決定に従い、「支辺」移民政策は本格的に展開されたのである。「支辺」
移民運動は辺境地域の建設を知力・労働力・財力上で支援するに、中国政府は大規模な漢族青年を辺境地
域と少数民族地域に行かせるという移民政策である。	
26別名は「知識青年下放運動」である。1968 年 12 月 12 日、『人民日報』は「知識青年は農村に赴き、貧
しい農民から再教育を受ける必要がある」とする毛沢東主席の指示を掲載した。これ以降、農村支援の名
目のもとに、半強制的な性格かつ永住を強制する措置として行われ、1968 年からおよそ 10 年間に全国各
都市では 1600 万人余りの知識青年が下放させられた。その行き先は雲南省、貴州省、湖南省、内モンゴ
ル自治区、黒竜江省などの辺境地域であった。	
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それと同時に、雇用市場における少数民族言語より漢語の実用性がより遥かに高まり、少
数民族の人々の漢語に対する抵抗感はなく、交流の道具として漢語学習に積極的に取り込
んでいる人々が大勢存在している。全体としてみれば、民族語の比重は小さくなり、代わ
って漢語の重要性が高まり、結果としてみれば、少数民族言語の話者の減少または使用領
域の縮小の傾向が中国では進んでいることは事実である。	
近年、中国政府は経済発展のみならず、文化強国の実現を目指し、文化に向けた文化事
業や文化産業をめぐる政策を取り上げるようになった。この背景下に、中国政府は少数民
族文化の発展を推進する制度や政策を打ち出すとともに少数民族文化発展の支援策を講じ、
民族の名跡・文物・文化遺産を守り、少数民族の文化を継承し発展させてきた。そのため、
少数民族の伝統文化保護と伝承が新たに息を吹き返しているが、例えば壁画や唐卡(タン
カ)などの芸術も引き続き充実化は進められ、蝋染めもロエケツ染め技術、デザイン、文様、
品種などもすべて大きく発展を遂げている。これらの伝統的な文化は民族的な特徴を持ち、
民族の生命力、創造力、凝集力の重要な源でもある。中国政府は少数民族文化を尊重し保
護し、少数民族文化の伝承、発展、革新を支持し、各民族の文化交流を奨励し、少数民族
文化事業を繁栄させ、発展させている。	
少数民族地域においては各種の民族文化振興政策を踏まえた民族教育政策の取り組みが
行われている。現在、少数民族地域では学生は小学校から中学校まで、国民教育と民族教
育を同時に受けている。中央政府は少数民族に対して民族伝統文化を重視し、民族言語、
文字を発展させる民族教育を進める一方で、同時に少数民族を国民国家へ統合させる国民
教育も実施している。しかし、事実上、中国の少数民族教育は国家統合のため、漢語教育
や中国の歴史と地理などの授業が行う国民教育と、民族伝統文化の維持と継承を目的とす
る民族教育という教育政策が複雑な社会環境に置かれている。そのため、民族教育政策は
熟慮された上での政策としてよりも、別の目的を持った一つの政治活動として実施されて
おり、理念的側面よりも、現実の政治状況を考慮した合理的側面を有しているように思わ
れる。	
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4．多民族地域としての新疆ウイグル自治区	
（１）新疆の地理と自然環境	
まず、新疆ウイグル自治区を地理的に概観すると、図 1-1 に示すように中国の西北の辺
境に位置し、その面積は 166km²で中国全土の約 1/6 を占め、中国の省・自治区の中で最大
である。北から逆時計回りの方向で数えると、新疆はモンゴル、ロシア、カザフスタン、
キルギススタン、タジキスタン、アフカンニスタン、パキスタン、インドの合計 8 ヶ国と
陸続きである。北の方向にロシア、西の方向に中央アジア、南の方向に南アジアと隣接し、
さらに中東、ヨーロッパにアクセスしやすい。	
新疆は、中国全土の中で最も変化に富む複雑な地形を有する広大な地域であり、北から
山・盆地・山・盆地・山(三山挟二盆)という地形的構造をもつ。すなわち、北からアルタ
イ山脈（阿勒泰山脈）、ジュンガル盆地（准噶尔盆地）、テンシャン山脈（天山山脈）、
タリム盆地（塔里木盆地）、クンルン山脈（崑崙山脈）と山岳地帯と盆地が交互に連なっ
ているのである。テンシャン山脈を境にし、南が南疆、北が北疆と呼ばれている。山と草
原ばかりで海はなく、中国の中で海洋から最も遠く離れている地域である。このような地
形のため、新疆はユーラシア大陸の中でも有数の乾燥地帯となっている。新疆全体の冬の
平均気温はマイナス 10°C からマイナス 17°C で、夏は北疆では 20°C から 25°C、南疆
では 25°C から 27°C となっており、いずれにしても年間を通して気温差が大きい。	
新疆はこのようにきびしい自然環境条件(地理的位置、複雑な地形、大きい気温差等)の
制約があるにもかかわらず、動植物などの自然生態資源や土地資源、鉱物資源に恵まれて
いる。新疆領域には野生動物は 699 種が確認されており、そのうち魚類が 85 種、両生類が
7種、爬虫類が 45 種、哺乳類が 137 種である。そのうち、野生ヤク、野生ロバ、賽加羚、
オグロ鶴などは国家が重点的に保護している。野生植物は 4,000 種以上確認されており、
そのうち国家の保護範囲に入れられているのはシベリアモミ、コヨウ、胡桃など 21 種ほど
である。政府は、野生動植物やそれらの生息・生育環境を保護するために、動植物の捕獲・
採取及び生息地等の保護に関する規制や保護回復事業を推進している。また、経済的価値
を持つ植物が多く存在するのが特徴である。特に、草原植生の飼養用植物の種類が多く存
在し、その質も良い。又、薬用、油用、繊維用および特種経済植物などの資源植物の種類
も豊かである。	
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新疆の鉱産資源の種類は幅広く、ほとんどの種類が出揃い、開発の前途は非常に明る
い。現在、既に発見されている鉱産物は 138 種であるが、うち 5種類の埋蔵量は全国第 1
位、24 種類が全国第 5位、41 種類が全国 10 位以内で、23 種が西北地区のトップであ
る。石油、天然ガス、石炭、金、クロム、銅、ニッケル、希少金属、塩類鉱産物、建材非
金属などの埋蔵量は豊富である。そのうち、石油資源量は全国陸上石油資源量の 30％を
占める 208.6 億トンで、天然ガスは全国陸上天然ガス資源の 34％を占める 10.3 兆㎥であ
る。石炭埋蔵量は全国の 40％を占める 2.19 兆トンに達する。オイルガス開発潜在力は巨
大で、長期的にみれば相当の価値が見込まれる。現在、タリム、ジュンガル、トルファ
ン・ハミの三大盆地などの石油生産は今後の中国石油産業の最も期待する地域の一つでも
ある。	
	
図 1-1	 中国における新疆ウイグル自治区の位置	
	
出所:https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/2/2f/China_Xinjiang.svg(最
終検索日:2017 年 5 月 31 日)	
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（２）新疆の人口・民族構成とその特徴	
新疆ウイグル自治区は 1959 年に成立し、その後幾多の変遷を経ていたが、現在の自治
区の行政区は、4地級市、5地区（うち 3自治区は直轄地区、2自治州も直轄地区）、5自
治州、13 市轄区、22 県級市（うち 9自治州は直轄県級市）、62 県、6自治県で構成され
ている（中国人民共和国民政部：2015）。新疆の人口規模は 2014 年現在で 2,322.54 万人
であり、他の省と比較すると少ないが、その民族的構成はきわめて多様であり、漢族が約
4割を占め、ウイグル族が約 5割を占めている（表 1-3 を参照）。その他、カザフ族、回
族、キルギス族、オイラト族などの様々な民族が生活している。うち、カザフ族、キルギ
ス族、タジク族とウズベク族など、隣接する旧ソ連領中央アジア諸国と国境を跨って居住
する民族も少なくない。	
	
表 1-3	 新疆ウイグル自治区の人口（単位：万人）とその構成	
民族	 1945 年	 構成比	 1980 年	 構成比	 2014 年	 構成比	
ウイグル族	 306.78	 76.40%	 576.46	 44.92%	 1130.33	 48.67%	
漢族	 22.24	 5.54%	 531.03	 41.38%	 861.1	 37.08%	
カザフ族	 43.86	 10.92%	 87.68	 6.83%	 159.12	 6.85%	
回族	 9.96	 2.48%	 56.56	 4.41%	 101.58	 4.37%	
キルギス族	 6.99	 1.74%	 10.89	 0.85%	 20.22	 0.87%	
モンゴル族	 5.97	 1.49%	 11.32	 0.88%	 18.06	 0.78%	
タジク族	 0.82	 0.20%	 2.41	 0.19%	 5.01	 0.22%	
シボ族	 1.06	 0.26%	 2.59	 0.20%	 4.32	 0.19%	
ロシア族	 1.94	 0.48%	 0.06	 0.00%	 1.18	 0.05%	
ウズベク族	 1.02	 0.25%	 0.79	 0.06%	 1.87	 0.08%	
タタール族	 0.56	 0.14%	 0.31	 0.02%	 0.51	 0.02%	
満州族	 0.08	 0.02%	 0.5	 0.04%	 2.75	 0.12%	
ダフール族	 モンゴル系	 0.00%	 0.4	 0.03%	 0.69	 0.03%	
他の少数民族	 14.94	 3.72%	 2.24	 0.17%	 14.99	 0.65%	
合計	 401.54	 100.00%	 1,283.24	 100.00%	 2,322.54	 100.00%	
出所：『新疆省警備処統計資料（新疆省警务处统计资料）』（新疆ウイグル自治区統計
局	1945 年）、『新疆ウイグル自治区統計年鑑』（1980 年）と『中国人口統計年鑑』
（2015 年）より筆者作成。	
	
表 1-3 をみると、新疆では漢族の異常な増加が目立つ。ここ 1945 年の時点で、新疆にお
ける人口の 76.40％がウイグル人だった。ウイグル人のほか、カザフ族、キルギル人など
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のテュルタ系民族と、ペルシャ系民族のタジク族などと合わせ９割を占めていた。これに
対して、漢族は当時 6％しかいなかった。1954 年に、漢族の移住は新疆生産建設兵団27を中
心に、工業開発や辺境の開拓、防衛などの名目で進められてきた。漢族が新疆に流入した
ことによって、新疆ウイグル自治区におけるウイグル族の人口比率が急激に低下した。そ
の結果、1980 年のデータで新疆におけるウイグル族の人口は 44.92％、漢族は 41.38％に
増えていた。実際、1982 年に、新疆ではウイグル族と漢族とが同程度になるまで増えたが、
1990 年以降は徐々に漢族の割合は減っていった。2014 年のデータによれば、新疆の総人口
2,322.54 万人のうちウイグル族の比率は 48.67%に止まっており、それに対して漢族が
37.08%を占めている。	
 
（３）新疆の経済発展とその特徴	
改革開放以降、中国経済は飛躍的な発展を遂げてきたが、新疆の経済も高度成長を続け
てきた。新疆の域内総生産(GDP)の年平均成長率は、表 1-4 のように、10%を上回る年がほ
とんどであった。1978 年以降の新疆における産業別 GDP の推移は表 1-5 の通りである。
2015 年の新疆の総生産について一次産業・二次産業・三次産業の構造を見ると、それぞれ
16.7:38.2:45.1 である。1978 年に比べると、一次産業の割合が減少し、三次産業の割合が
高くなっている。それでも全国平均の産業構造比（8.9:40.9:50.2）と比較すると、一次産
業の比率が高く、農林漁業に重点がおかれていることがみられる。	
新疆地域の一次産業としては、綿花、小麦、果物、ヒツジ、イリ馬などが主要な生産物
となっている。中国最大の綿花産地である新疆は、長年連続で綿花の栽培面積、総生産量、
出荷量で全国トップを記録している。新疆には昔から「果物の里」という美称があり、中
国で果物の栽培面積が最も広く、品種も多く品質も最も良い。また、新疆は家畜の種類が
多いことから中国の最も重要な牧畜地区の 1 つとなっている。新疆は中国の牧畜業におけ
                                                
27生産建設兵団は 1954 年に、辺境地域の安定確保と経済開発を目的に、中国の各地から軍隊が動員され
て成立した。1954 年 10 月、中央政府の命令により新疆に駐在している解放軍部隊第二十二兵団部と新疆
軍区生産管理部は現地で転業し、国防軍隊の序列から離脱することになった。そして「中国人民解放軍新
疆軍区生産建設兵団」と組織され、その総人口は 17.5 万人であった。1950 年代後期から 1960 年代初めに
かけて、新疆生産建設兵団は全国から大量に漢族青年を受入、その一部は上海等の大都市からの知識青年
であった。1961 年末には、その人数は 86.6 万人に達していた。現在では 14 個師団、185 個連隊という構
成で、総人口 254 万人のうち、9 割が漢族だと言われる。兵団管轄区の面積は 7.06 万 km2、耕地面積は
1244.77 千 ha、総人口は 270.14 万であり、新疆総人口の 11.9％を占める。これは解放軍とは別の組織で、
いわゆる辺境防衛軍を兼ねており、自治区政府の支配を受けない。	
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る新品種の開発地であり、新疆細毛羊、中国ベリヌ羊、新疆ラム、新疆褐牛、イリ馬、イ
リ白豚、新疆黒豚など地元で開発された品種がある。	
 
表 1-4	 新疆第 6次 5 ヵ年計画期以降の経済成長率	
5 ヵ年計画期	 GDP 実質伸び率（％）	
第 6 次(1981〜1985)	 12.5	
第 7 次(1986〜1990)	 9.8	
第 8 次(1991〜1995)	 11.8	
第 9 次(1996〜2000)	 7.7	
第 10 次(2001〜2005)	 10	
第 11 次(2006〜2010)	 10.6	
第 12 次(2011〜2015)	 10.7	
出所:『新疆ウイグル自治区統計年鑑』（各年）より筆者作成。	
	
表 1-5	 新疆ウイグル自治区の産業構成比	
	 産業別 GDP の構成比（％）	
年度	 一次産業	 二次産業	 三次産業	
1978	 35.9	 46.2	 17.9	
1980	 41.5	 45.7	 18.9	
1985	 38.4	 35.7	 25.9	
1990	 34.7	 30.7	 34.7	
1995	 29.2	 36.7	 34.2	
2000	 21.1	 43.0	 35.9	
2005	 19.4	 45.8	 34.8	
2010	 19.9	 46.8	 33.3	
2015	 16.7	 38.2	 45.1	
出所:『新疆ウイグル自治区統計年鑑』（各年）より筆者作成。	
	
新疆地域の一次産業としては、綿花、小麦、果物、ヒツジ、イリ馬などが主要な生産物
となっている。中国最大の綿花産地である新疆は、長年連続で綿花の栽培面積、総生産量、
出荷量で全国トップを記録している。新疆には昔から「果物の里」という美称があり、中
国で果物の栽培面積が最も広く、品種も多く品質も最も良い。また、新疆は家畜の種類が
多いことから中国の最も重要な牧畜地区の 1 つとなっている。新疆は中国の牧畜業におけ
る新品種の開発地であり、新疆細毛羊、中国ベリヌ羊、新疆ラム、新疆褐牛、イリ馬、イ
リ白豚、新疆黒豚など地元で開発された品種がある。	
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一方で、現在新疆の経済発展の産業構造が二次産業、三次産業へと高度化していくこと
は、最も重要な課題となっている。各年の統計年鑑によれば、この動きは各産業の人口構
成には直接反映せず、一次産業への労働力の滞留化傾向が強く、二次産業と三次産業では
労働力の割合を低める傾向にあることが示されている。これに対して、新疆自治区政府は
大規模な投資や様々な優遇政策を実施し、農村に滞留する過剰労働力を他産業に移動させ、
二次産業と三次産業の成長を目指している。	
新疆の工業経済は今迅速に発展しており、石炭や石油の開発をはじめ、鉄鋼、化学、機
械、毛織物、皮革工業など整った産業がすでに形成されている。また、豊富な資源を活か
し、新疆の特色有る製品と強みのある産業も開発されている。特に、この数年、新疆は国
家重点エネルギーと資源開発区として重大な工業プロジェクトを通して経済発展の急成長
を遂げている。主要な工業地域として烏魯木斉（ウルムチ）、克拉瑪依（カラマイ）、石
河子（シーホーツ）、伊寧（イーニン）、喀什（カシュガル）が挙げられる。同時に、新
疆の特色産業には主に乳製品、香料、宝石加工、民族用品などがある。初期段階の産業規
模に達している製品類は、トマト、葡萄酒、ジュース、ホップ、甜菜糖、宝石加工及び民
族特産品などで、その他、ミルク酒、馬乳ヨーグルト、ウイグル薬剤を主な原料とする各
種の保健食品及びドリンクなども市場では非常に好評である。	 	
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第 2章	 新疆ウイグル自治区におけるカザフ族の歴史	
1．中国国内におけるカザフ族の分布現状	
カザフ族地域は 18 世紀 60 年代以降清朝の臣属国となっており、カザフ族の一部が新疆
北部地域に入って、遊牧生活を送っていたが、近代から新疆、青海と甘粛など地域に跨っ
て居住するようになった。中国国内におけるカザフ族人口数は 1911 年には 20 万人、1944
年には 43 万人、1949 年に約 44 万人、1979 年には 87 万人、1982 年には 90 万人、1985 年
には 96.4 万人、2000 年には 127.75 万人と増加していった。2010 年の全国人口調査によれ
ば、中国のカザフ族人口数は 2010 年に約 146.2 万人で、中国の 55 少数民族の第 17 位に
数えられている。	
新中国の成立後、1954 年 11 月 27 日に新疆北部で「イリ・カザフ自治区」が設置され、
当時、グルジャ市（伊宁市）はその首府と指定された。翌年 11 月に、「イリ・カザフ自治
州」に改称した。イリ・カザフ自治州は全国唯一の副省級行政単位であり、グルジャ市を
州都とし、3県級市・7県・1自治県を直轄するほか、タルバガタイ（塔城）とアルタイ（阿
勒泰）の 2つの地区を管轄していた。そもそも青海省海西モンゴル族カザフ族自治州（1954
年 1月 15日）に暮らしていたカザフ族の大半は1984年 6月に新疆北部地域に戻ってきた。
当時、中国共産党と国務院はカザフ族の移住を提唱した。新疆ウイグル自治区は移住した
カザフ族を受け入れ、彼らに定住地と牧草地を無料で提供した。	
	
表 2−1	 1944〜2010 年新疆のカザフ族の人口分布(単位：万人)	
地区	
	
年代	
1944	 1949	 1982	 1990	 2000	 2010	
北疆	 イリ地区	 48.04	 48.16	 36.77	 37.37	 38.13	 37.68	
タルバガタイ地区	 23.53	 26.1	 18.54	 17.81	 17.35	 16.98	
アルタイ地区	 15.89	 11.28	 23.23	 23.09	 23.18	 23.14	
他の地区	 10.87	 11.66	 13.57	 14.37	 13.55	 16.47	
南疆	 	 1.67	 2.8	 7.89	 7.36	 7.79	 5.73	
出所：『新疆省警務処統計資料』（新疆维吾尔自治区统计局	1944 年）と『新疆人口普查
資料』（1949〜2010 年）より筆者作成。	
	
2010 年に、中国全土のカザフ族の全人口の 96.94％（1,418,278 人）が新疆北部で暮ら
しているが、新疆の総人口の 6.5％を占め、ウイグル族（45.2%）と漢族（41.6%）の後で第
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三位の民族となった。現在、カザフ族は主にイリ・カザフ自治州（1955 年 12 月 31 日、成
立）のグルジャ市（伊宁市）、ルバガタイ（塔城）とアルタイ（阿勒泰）の三つの地区、
木壘カザフ自治県（1954 年 7 月 17 日、成立）、巴里坤カザフ自治県28（1954 年 9 月 30 日、
成立）などに分布している（表 2—1 を参照）。また、甘粛省阿克賽カザフ自治県（1954 年
4 月 26 日、成立）に分布しているカザフ族の人数は 2010 年に 4,444 人で、わずかの 0.3％
を占めている。	
	
2．新中国成立以前におけるカザフ族社会	
中華人民共和国成立前後におけるカザフ族牧畜社会が経てきた変化は、1980 年代以降の
社会変容を考察する際にも理解すべき背景であると思われる。以下ではカザフ族社会が新
疆に進入してから新中国成立前後までの変化を紹介していく。	
	
（１）18 世紀後半：新疆への進入	
18 世紀 60 年代以降、カザフ族の各ジュズは清朝の臣属国として受け入れられ、一部の
カザフ族遊牧民はジュンガルの旧領を自らの故地と視し、新疆北部アルタイ地域に入って、
遊牧生活・生産を行っていた。これに対し、清朝政府はカルン(卡倫)と呼ばれる歩哨所を
設け、定期的に部隊を派遣し、「巡辺(巡査辺界)」と呼ばれる哨戒を実施した。1766 年か
ら、清朝はカザフの支配者に王（wang）、公(gong)、台吉(taiji)の爵位を授けた。これよ
り、カザフ族は清朝の「外藩」から「内属」に転換した。その後、カザフ族の遊牧民は新
疆地域の先住民とみなされ、カザフ族は中国西北部辺境地域の少数民族の一つとなってい
る。	
実は、カザフ族は当時、露清両国への二方面外交を行うことができた。特に、1822 年に、
ロシアがカザフ草原に管区制度を展開し影響力を強めるにしたがって、カザフ族は新疆北
部のカルン線を越え、タルバガタイ・イリ・アルタイ地区に家畜を放牧していた。その後、
1851 年の『露清イリ通商条約』と 1864 年の『タルバガタイ条約』の締結により、清朝と
                                                
28巴里坤はトルコ語	の「バルクル」の音訳であり、「バル」は「ある」を、「クル」は「湖」を意味し
ている。また、もう一説によると、巴里坤はモンゴル語の「バルクレ」の音訳で、「虎の足」を意味し
ている、ともいわれている。	
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ロシアの間の国境線が画定された。『タルバガタイ条約』の第 5条「属地的な帰属する（人
随地帰）」の原理により、カザフ族の露清間における帰属は明瞭になった。実は、当時、
ロシアの統治を嫌ったカザフ族はロシア領から清朝領への移動を求め、清朝に入籍した。
第 3 回の中国側によるカザフ族の受け入れはロシア革命と第一次世界大戦時代に発生した。
1916 年から 1920 年にかけて、ロシア領内のカザフ族は徴戦税･徴兵制に反対するため、少
なくとも 10 万人が新疆へ移動した。	
	
（２）中華民国時代：新疆と甘粛、青海間の移動	
カザフ族は 18 世紀後半から、新疆北部のタルバガタイ・イリ・アルタイ地区に移住し
た。これらの地域は古くから遊牧地域であり、カザフ族にとっても最も望ましい領域であ
った。しかし、20 世紀初期から、彼らは新疆北部から天山山脈の北麓地帯へ、さらに 30 年
代から甘粛、青海間へ移動し始めた。20 世紀 30 年代に入ってから、「新疆王」とも呼ば
れた盛世才（1933〜1944）は、新疆を事実上の独立国のように統治した。1934 年に、約 500
世帯のカザフ族は新疆と甘粛、青海間と隣接する地帯へ移動し、そのうち 300 世帯は甘粛
省の酒泉とその周辺、他の 200 世帯は青海のチャカ塩湖（茶卡盐湖）の付近に至った。	
1936 年に、当時新疆を支配していた盛世才によるカザフ族に対する圧迫が強まり、バル
クル（巴里坤）に定住したカザフの頭人 18 人と遊牧民 400 人を逮捕し、結局、3人しか釈
放しなかった。その後、盛世才はカザフ族に対し、銃器を没収するという命令を出した。
この事件はカザフ族を新疆から甘粛、青海へ移動させる発端となった。1936 年から 1939
年まで、新疆バルクルのカザフ族 2万人余りが 4 回に分けて、马鬃山、安西を経由し、甘
粛に入り、酒泉南部の祁連山脈、托賴、玉門魚兒紅、敦煌南山（現阿尔金山）と疏勒河両
岸まで移動した。これは「カザフ族の大東遷」と呼ばれる（表 2-2 を参照）。	
カザフ族の大東遷における遊牧民はほとんど中ジュズのケレイト（Kerey）部落に属して
おり、残りはワク(Waq)部落とナイマン(Naiman)部落である。彼らの一部は帝政ロシアから
新疆に移動してから、居住地に応じて清朝の參贊大臣によって規定されていた。しかし、
盛世才政権はカザフ族に対する羈縻政策の代わりに、過酷な搾取をし、有力者も圧迫し、
カザフ族牧畜社会の改変を強制した。これは、カザフ族遊牧民の移動の最も重要な要因と
されていた。また、当時、カザフ族の遊牧民は中国に入籍したにもかかわらず、自らの牧
草地を持ってなかったので、モンゴル族から草原を借用しなければならなかった。このた
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め、モンゴル族の上層部はカザフの宗教を弾圧したり、カザフ族の頭目を逮捕したりした。
つまり、中国国内におけるカザフ族は盛世才政権の過酷な租税に加え、同じ遊牧業を営む
モンゴル族の直接的な圧迫も受ければならなかった。	
	
表 2-2	 「カザフ族の大東遷」の経緯と結果	
時間	 首領	 世帯	 人数	 移動先	
1936・11	 阿德巴依	 113	 565	 バルクル-馬鬃山-玉門魚兒紅-托
賴	
1937・07	 艾里斯汗	 136	 680	 バルクル-祁連山脈の北麓	
阿齐巴依	 42	 210	
1937・09	 扎依甫	 223	 1,115	 バルクル-ハミ（哈密沁城）-玉門
魚兒紅、托賴	通古斯	 70	 370	
哈斯木	 10	 50	
额默尔里	 70	 370	
巴扎爾胡力	 80	 400	
1939・02	 胡赛因	 98	 490	 バルクル-安西-玉門魚兒紅；バル
クル-祁連山-青海茶卡、尕斯	纳尔哈利	 374	 1,870	
沙布爾	 241	 1,800	
阿言賣特	 100	 500	
苏勒通希热布	 100	 500	
沙拉黑坦	 140	 700	
阿布利哈依爾	 183	 915	
耶建漢	 125	 625	
出所：『新疆哈薩克遷徙史』（1993）、『民国時期哈薩克族部落分布與遷徙』（阿布都
力江·赛依提：2006）と『楊增新治新时期哈薩克在中国境内遷徙術論』（张荣：2008）より
筆者作成。	
	
3．新中国成立前後におけるカザフ族社会	
（１）「三区革命」の展開と結果	
1933 年 11 月に新疆の南部では、トルコ系イスラーム民族が「東トルキスタン・イスラ
ーム共和国」の建国宣言を行い、独立的な民族国家の建設を試みた。しかし、「東トルキ
スタン」は国内・国際的認知を得られず、わずか数カ月で壊滅した。翌年、盛世才が新疆
省の省長となり、イスラームの武装反乱は止むことはなかった。そして、盛世才は 1944 年
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にソ連側の援助を期待するものの、失敗し、重慶の蒋介石総統からの圧力によって新疆を
去った。国民政府が新疆省主席に任命したのは呉忠信だった。呉の着任からまもなくの
1944 年 10 月、イスラーム民族の反政府武装組織がソ連の軍事的援助を得て蜂起し、イリ
地区ニルカを陥落させた。この事件は、中国側によって「三区革命」と認定された。	
同年 11 月 12 日、新疆北部ではイスラーム民族によって再び「東トルキスタン共和国」
の建国が宣言された。その時、中華民国国民政府は日中戦争のさなかであり、「東トルキ
スタン共和国」の建国とその動きを阻止する軍事力も交渉力もなかった。1945 年 9 月、民
国政府は新疆問題調査のために、張治中（軍事委員会政治部長）をウルムチに派遣し、彼
と東トルキスタン政府の和平交渉が始まった。張治中は駐ウルムチのソ連総領事と面会し
て、解決策を模索し始めた。	
その結果として、1946 年 1 月ソ連と中華民国は三区側に、「中央政府代表と新疆暴動区
域人民代表との間で、平和的方法によって武装衝突を解決するための条項」との一文を承
認させ、あくまで国家間交渉であるとの姿勢を貫きたかった東トルキスタン共和国政府側
に打撃を与えた。東トルキスタン側は独立要求を取り下げて民族平等や自治実現を主張し、
中華民国国民政府と東トルキスタン共和国政府は 1946 年 1 月に 11 ヵ条の和平協定を締結
した。和平協定締結後も国民政府と東トルキスタン共和国側は、民族軍再編の方法をめぐ
って激しく対立し硬直状態が続いたが、1946 年 6 月 6 日この問題に関する附文への調印が
成り、同年 7月 1 日を以て「新疆省連合政府」が発足した。	
しかし、1947 年 5 月、張治中は新疆省連合政府代表を辞任し、国民政府が後任にマスー
ド・サブリを任命した。三区の政治家たちは、三区側に不人気のマスード着任祝賀式典へ
の出席を拒否し、この人事への抗議とした。国民政府と三区側の緊張関係は日に日に悪化
し、状況は更に複雑化して、同年 8月 12 日、新疆省連合政府第一副主席アフメドジャン・
カスムが、ウルムチから飛行機でグルジャへ退去するという事態にまで発展した。	
 
（２）イリ・カザフ自治州の形成経緯	
1949 年 10 月 10 日、人民解放軍の最初の部隊が新疆地域に進駐した。20 日にはこの部隊
の一部は省都ウルムチに到着し、三区に属する民族軍の解体が始まった。三区では、東ト
ルキスタン共和国政府の行政機関建物には、1949 年 10 月初旬まで東トルキスタン共和国
政府の星と半月の旗が揚げられていたにもかかわらず、、グルジャでは 10 月中旬頃から、
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各施設に中国共産党の五星紅旗が掲げられるようになった。これより、1944 年 11 月に生
まれた東トルキスタン共和国が 1949 年 10 月を以て完全に消滅した。	
同年 12 月 17 日、中華人民共和国新疆省人民政府と新疆軍区の成立が宣言された。その
後、中国共産党に対する抵抗が多発していたイリ、タルバガタイ、アルタイという三つの
地区において、民族自治区域を設立することは新疆を統治する上で重要課題であった。1953
年の统计によると、当時の新疆における 50.9 万人のカザフ族の約 85％がこの三区に暮ら
していた。現地人口の 40％を占めていた。この三つの地区は地理的に隣接しているほか、
政治、経済、文化の相互作用も互いに密接に連関していた。これらの要因を考慮し、イリ・
カザフ自治区が 1954 年に設置された。1955 年には、『憲法』の規定に従い、イリ・カザフ
自治区の名称を「イリ・カザフ自治州」に改称している。	
 
4．1950 年代以降のカザフ族社会における社会改造運動の展開	
（１）民主改革段階（1949〜1953 年）	
新中国成立後、社会改造運動の第 1段階として、農業地区では 1950 年より土地改革が始
まり、急速にチベット、新疆などの少数民族地域を除く全国各地に進展していった。土地
改革は基本的に農業地域で行われ、地主に対する農民の闘争によって、地主階級が消滅し、
農村地区の土地問題が解決した。土地改革を通じて、中国政府は今まで地主が所有してい
た土地を没収して農民に分配し、農民の土地に対する欲求を満たした。一方、当時の牧畜
社会においては牧畜民と牧主間にあった矛盾は、農民と地主の間ほど激しくなかったが、
牧主は地主を上回る相当な財力や人力を保有していたため、牧主が独立運動を引き起こす
恐れもあった。そのため、中国政府は牧畜中心の内モンゴルや新疆などの少数民族地域で
は慎重に民主改革を行った。	
次はコクトカイ県の事例から、カザフ族の牧畜社会における社会改造運動の背景と展開
について述べる。コクトカイ県では元来、カザフ族とモンゴル族の遊牧民が羊、牛、ラク
ダなどの家畜を放牧して生活していた。1949 年 9 月、新疆は平和的に解放され、同年 10 月
1日より、新疆の各民族人民は中国全国人民と共に新中国の成立を迎えた。翌1950年 3月、
中国人民解放軍新疆軍団は中央政府の命令によりアルタイ地区の承化県（現在のアルタイ
市）とキョクトカイ鎮に駐在してきた。コクトカイ県人民政府は 3月 21 日にキョクトカイ
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鎮で成立し、同時に秘書室、税務局、建設科、公安局、民政科、文教科、工商科が設置さ
れた。しかし、当時、県政府の下部には区、郷と村を設置していない状況であった。翌年
11 月、中国共産党コクトカイ県委員会は、テスキンバイ・ジュヌス（鉄斯肯拜・居奴斯、
カザフ族、1950 年 8 月に中国共産党に参加）を含む 4人の委員により構成されたものに刷
新された。ようやくここで、コクトカイ県は中国共産党の指導のもとで中国政府の統治を
受けるようになった。	
	
表 2-3	 コクトカイ県における各族各界人民代表会議の開催（1950〜1955 年）	
時間（１回目）	 会議（回数）	 要点	
1950 年 10 月 23
日〜26 日	
コクトカイ県第 1期各族各界人
民代表会議（4回）	
民族団結；農牧業生産の振興策	
1952 年 2 月 24 日
〜27 日	
コクトカイ県第 2期各族各界人
民代表会議（3回)	
「三不両利」政策；宗教信仰の
自由；民族平等・団結	
1953 年 4 月 19 日
〜21 日	
コクトカイ県第 3期各族各界人
民代表会議（2回）	
区と郷の行政区分	
1954 年 8 月 28 日
〜9月 1 日	
コクトカイ県第 4期各族各界人
民代表会議（3回)	
イリ・カザフ自治州各族各界人
民代表会議の参加代表選挙	
1955 年 4 月 5 日
〜8日	
コクトカイ県第 5期各族各界人
民代表会議（2回）	
「互助合作」精神の宣伝；県政
府所在地の移転	
出所：『中共コクトカイ県史』（2001 年版）より筆者作成。	
	
その後 1950 年から 1955 年にかけて、コクトカイ県は暫定憲法の性格をもつ『共同綱領』
によって、各族各界人民代表会議を 5期 14 回開催した（表 2-3 を参照）。コクトカイ県の
各族各界人民代表会議は中国共産党の指導の下で、県の権力機関の役割を果たし、民主改
革と政権建設運動に身を投じて、その後社会主義運動の基礎を打ち立てた。1954 年の『憲
法（草案）』により、コクトカイ県の人民代表大会は県の権力機関と規定され、人民代表
が 1956 年に選挙で選出され、1957 年にコクトカイ県第 1 期人民代表大会が開催された。
その後、コクトカイ県の人民代表大会の開催は文化大革命の頃は不定期であったが、それ
以後は定期的に実施された。	
実際、コクトカイ県は 1952 年から、カザフ族の牧畜民と牧畜社会を対象とし、民主改革
の段階に突入した。具体的に、第 2 期各族各界人民代表会議によって、「三不両利」、宗
教信仰の自由と民族平等・団結政策を実施した。「三不両利」政策とは、闘争しない、財
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産分けしない、階級区分しない、牧民と牧主の両方に有利だとする政策であり、全国の牧
畜社会における民主改革の基本的政策であった。その時、共産党の説得によるカザフ族の
首領の帰順がコクトカイ県政府にとって第一義的な目標とされた。また、少数民族地域に
おいて各民族の平等・団結を堅持しながら、各民族の宗教信仰の自由を保持する権利を認
めた。このように、コクトカイ県の民主改革は農業地区の地主に対する説得方法と異なり、
牧主を含む上層部と宗教界人士を民族団結の対象と認定した。	
コクトカイ県は農牧業生産回復のため、草原の改善や水利工事などの開発事業に着手し
た。同時に、県政府は生産物の販売を農牧業生産の一部として重要視し、農牧民を動員し
て、交易組織の整備を大々的に推進した。それに加え、多数の農家を組織化することで冬
季における副業生産の発展を促進した。中国共産党コクトカイ県党委員会はカザフ族の伝
統的な遊牧生産に特別の関心を寄せ、1953 年１月から 800 世帯 3,790 人の農牧民に生産救
済（救援食糧 54.8 万 kg と生産母羊 1,701 頭）と経済支援（4,061 万元）を行った。同年
6 月、コクトカイ県で大規模のイナゴ（蝗虫）被害が発生し、農牧業生産は災害に見舞わ
れた。県党委員会は 6月 15 日から 7月 5 日にかけて、合計 965 人を組織して、イナゴを退
治した。その結果、約 61.67ha の農耕地と草原で、農産物と牧草が食べ尽くされる事態は
食い止められた。	
1953 年 8 月、新疆軍区司令王震（共産党中央新疆分局書記兼任）と新疆省政府主席ブル
ハン・シャヒディ（包尔汉・沙希迪、ウイグル族）は相次いでコクトカイ県へ視察に赴い
た。その直後、新疆省人民政府訪問団は 9月 21 日からコクトカイ県に入り、次々とトゥル
グン郷、カラブルグン郷、キョクトカイ鎮、クルト郷とクウェルティス鎮の 4郷 1 鎮を視
察した。滞在期間は 10 月 18 日までの 26 日間続き、移動距離は全長 1,000km 余りを超え、
遊牧移動先への訪問は 185 ヶ所に及んだ。訪問団はカザフ族、ウイグル族、モンゴル族な
どの 7つの民族、1.2 万人以上（県総人口の 94.5%）の農牧民に接して、新中国成立後の民
族政策や制度方針などを宣伝した。また、訪問団はコクトカイ県の主体民族であるカザフ
族の 28 人の部落首領と宗教指導者、地元の有力者に関心を払い、特に反乱に参加した部族
頭目 4人を訪問した。	
そして、1953 年 11 月から 1954 年 1 月にかけて、コクトカイ県政府はカザフ族の部族首
領と宗教上層部の指導者と十分な協議を行った後に、伝統的な部族統治と封建制度を廃止
し、新たな区郷政権を樹立することを決定した。当時、コクトカイ県は 3区 13 郷（一区：
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キョクトカイ郷、カイルト郷、テメキ郷；二区：トゥルグン郷、チャクルト郷、サルトハ
イ郷、カラブルグン郷；三区：ドゥルー郷、ウェトハラ郷、サルテレコ郷、ブチョソルト
郷、ソブト郷、クルト郷）から構成されていた。その後、各郷・鎮の政府が次々に設立さ
れた。これらの民主改革施策は、カザフ族の特殊性と牧畜社会の生産現状を考慮し、コク
トカイ県の実際状況に合致させたものであった。このような民主改革運動はコクトカイ県
で推進されたが、カザフ族の牧畜民と牧畜社会も社会主義改造運動に巻き込まれることに
なった。	
 
（２）互助合作運動（1954〜1957 年）	
実は、中国全土に農民の土地権利の強化を図った土地改革が進展したが、農業の生産能
力は向上しなかった。こうした背景下で、中国共産党中央委員会は、1951 年 9 月 9 日〜23
日に第一次全国互助合作工作会議を開催し、『農業生産の互助合作化についての決議(草
案)』を採用し、全国規模での互助合作化の推進を決定した。これより、全国的に互助合作
の道が開け、農業生産に対して社会主義に基づく改造化政策が進められた。「自願互利」
という原則に基づき、農牧民を組織化すべきであるとして、段階的に季節性の臨時的な互
助組から通年的な互助組、そして農牧業生産合作化の発足を提唱した。農業地区における
1952 年から始めた互助合作化の運動は社会主義運動の初期段階である。これは農業地域に
おける地主・富農階級の完全な消滅をもたらし、貧農を主体とする互助組織化を推進させ
た。新疆の農村では、互助合作化運動が全国運動に合わせて 1952 年から始まったが、牧畜
地区では 1954 年から始まった。互助化政策は、当初には新疆北部のアルタイ地区における
農村社会で一応の成功をみたが、牧畜社会では成功まで長い時間が必要だった。最終的に、
新疆北部のカザフ族牧畜社会における互助合作運動の展開は全国農業社会改造の展開とほ
ぼ一致し、「互助組」—「初級（高級）合作社」—「人民公社」という流れを辿り、カザフ
族牧畜民は全国の農牧民と同じように、集団化されていくことになった。	
①互助組の形成	
コクトカイ県は、1954 年初めに新疆省第 1期互助合作会議と第 5次生産会議の精神を貫
徹するため、県の三級幹部会議を開催し、互助合作運動の要因と利点を宣伝し、農牧民の
参加促進に当った。前期の民主改革によって、もともと牧畜社会における存在していたア
ウルが崩壊した。当時、牧畜社会では牧畜業個別生産体制が確立された。しかし、生産要
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素の分散化は生産力の極めて低い状況を作り出し、牧畜業生産を高めるシステムの維持が
困難となった。それを克服するため、農牧民は生産面における相互支援と協力を要請した。
また、政治面からは社会主義社会の実現などの要請もあり、互助合作運動の展開によって
農牧民の組織化を通じて、農牧民階層の分化を防ぎつつ、徹底的な政治改革を完成させた。	
コクトカイ県は 1954 年から、アウルから離れた農牧民が生産互助組に参加するように
した。牧畜社会においては当初、農牧民は農民と牧畜民に区分され、別々の農・牧業互助
組が作られていた。また、互助組には臨時的あるいは季節性のものと通年のものがあり、
季節的な互助組は多く、通年的な互助組は少なかった。互助組の労働は農作専業、牧畜専
業、半牧半農業の三つに区別され、農作専業は農業村に定住して専ら農業に携わる、牧畜
専業は家畜を遊牧し専ら放牧活動に従事する、半牧半農業は農業と牧畜業活動の両方に参
加する、とされた。初期においては互助組の結合は、3—5 世帯程度の小規模で自願互利の
原則に従った。農牧業生産の助け合いは組織的に行われた。元々のアウル長であるアウル・
バスは互助組の組長となり、互助組も彼らの名前で命名された。コクトカイ県では、1954
年 4 月に 25 世帯の農牧民によって 3つの互助組、すなわち、一区三郷の「哈什・吐拉克」
農業互助組、二区四郷の「哈比都拉・塔贝」半牧半農業互助組と、三区六郷の「索勒坦尼
亚・别勒格」農業互助組が生まれた。わずか 3 年で、通年的な互助組と季節的な互助組の
割合は 1954 年末の 9/80 から、1956 年の 76/75 となった。最終的に、コクトカイ県では互
助組に参加した農牧民は 1,001 世帯に達し、総世帯数の 44.03%を占めた。	
互助組の展開によって、土地以外の生産手段は個別所有となり、農牧民の生産諸要素を
お互いに持ち寄って農牧業生産を行うことになった。農牧民の収入は、自家所有農産物と
家畜の政府への販売代金、所属する各互助組での共同労働の収入から形成される。これに
より、農牧業生産における労働の組織化という社会主義の要素を備えた生産組織が出来上
がったと認定された。一方、収益分配においては生産手段と農産物、家畜の保有の多少に
より農牧民の間に収入格差が生じた。	
この点を踏まえ、中央政府はより社会主義社会を進化するため、1953 年 12 月に公布し
た『農業生産合作社の発展に関する決議』で、互助組から初級合作社を経て、更に高級合
作社への移行方針を示した。1955 年、毛沢東は 7 月 31 日の中共中央会議で『農業合作化
の問題について』という報告を行い、10 月に中共中央第 7期第 6次会議で『農業合作化問
題に関する決定』を採決した。1956 年 6 月、第１期全国人民代表大会第 3次会議に『高級
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合作社モデル規約』という公文書が採択された。これが契機となり、全国で合作化運動は
急速に進み、様々な農牧業生産合作社が続出し、特に高級合作社が一気に何倍も増えた。
こうした背景に、牧畜牧と牧畜社会に対する社会主義的改造は牧畜生産の特殊性を考慮し、
「牧畜業の発展を優先することを第一義とする」という方針を堅持しながら、牧畜社会に
合致する政策を推進した。1956 年 7 月 25 日に、中共中央は新疆ウイグル自治区党委員会
の「牧畜業社会主義改造問題に関する報告」に対する回答を出しており、明確に「牧畜業
に対する社会主義改造は、より慎重な方法と手順を採用し、牧畜業生産の発展を中心に据
えて促進しなければならない」、「労働牧民に依拠し、団結できる一切の力を結集し、生
産を安定させたうえで、漸次に牧畜業の社会主義的改造を実現させる」という方針を指示
した。	
②合作社の形成	
コクトカイ県は、1956 年 4 月 25 日にコクトカイ県第 1 期人民代表大会を開催し、自治
区党委員会第 3 次牧区工作会議の方針に従い、急速かつ全面的に農牧業合作社を作り始め
た。この設立初期において、いくつかの互助組の合併によって合作社が形成された。1956
年末に、コクトカイ県では牧畜業は三つの合作社（新生、金星、幸福）、農業も三つの合
作社（紅旗、前進、団結）で農牧業生産を行った。当時、合作社に参加していた 174 世帯
の農牧民は、私有の生産手段である 2,122 頭の家畜と 321.15ha の耕地を合作社に持ち寄
って、その管理をまかせた。コクトカイ県党委員会は農牧業合作社の設立初期において経
済的困難に応じて、10 つの信用合作社（1 区 1 つ、2 区 4 つ、三区 5 つ）の設立を促進し
た。1958 年末に、県世帯総数の 97.90%にあたる 4,372 世帯の農牧民が合作社に参加した。	
合作社の経営体制は生産要素を私有とする、統一経営・統一分配という集団経営方式で
ある。合作社は、入社した農牧民に家畜や耕地を含む生産手段の入社を求めた。農牧民は
自家消費を満たす程度の自留地や自留畜を残し、その他はすべての家畜と耕地を入社し、
合作社の管理に任せた。この場合、自留畜と入社された家畜はともに元来は農牧民の私有
財産であった。コクトカイ県の合作社は農牧業生産の差異によって、農業合作社と牧畜業
合作社の二つに分けられ、それぞれの生産管理も異なった。合作社の年間純収益は農業税、
生産費用、管理費、公積金と公益金を除いて、農業収入、副業収入と牧畜業収入から得て
いた。収益額の約 70％は労働力の点数と入社家畜の多寡によって、4対 6 の割合で分配さ
れた。労働は男女を問わず、組織的な共同労働で行うようになり、1日 10 点を基準として
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労働点数が記録されるようになった。また、食糧の分配については、全体の 53％は社員の
食糧として農牧民に分配され、残りの分は 34％が国家公食糧、13％が種子（籽種）と家畜
の飼料として取り分けた。農牧業合作社は生産手段の入社や収益分配を行う統一経営の生
産組織であるが、管理を行うため社員大会という権力機関が設けられ、その下に管理委員
会と監査委員会も設置された。管理委員会は定期的に社員大会を開催し、監査委員会は合
作社の運営や管理などの事務に対する監督を行った。	
しかし、合作社の結成と農牧民の参加については多重的な要素が含まれており、それは
農牧業の生産習慣や生産用具の互助もあり、さらに鍵となるのは政府の指示により決めら
れた。当時、中央政府は農牧民の合作社への参加を積極的に促進していた。その結果、合
作社の形成は国家意志と農民の習慣との結合的産物であり、その性格は国家行政の編成と
社会結合という二つの性格が現れていた。この点は、チャクルト村の大学生村官である BH
（女、カザフ族、20 代）への聞き取り調査によって明らかになった。彼女は、「民主革命
と互助組の幹部は、積極的に国家の呼びかけに対応して、彼らが先頭となって合作社の中
核として、他の人を合作社に参加させようと誘導しました。合作社に参加した人は思想上
の先進者ですが、参加しなかった人は落後者と呼ばれていた」（資料 42 を参照）と語って
いる。このように、農牧民は国家の社会主義運動を通じて、合作社の社員として新たな社
会結合が編成されるようになった。	
1957 年に、中央政府は『農業 17 条』を発表した。これを機会に、初級合作社から高級
合作社への移行方針が明確化された。高級合作社の制度では、農牧業生産は統一経営とし
て、土地は合作社の集団所有になり、一部の小型農具を除く土地、役畜、農具も集団所有
に属することになる。高級合作社は、初級合作社時期の分配方式を採用し続けた。実際、
新疆北部では高級合作社の期間は短く、特にアルタイ地区は高級合作社化を経験しないま
まに 1958 年に人民公社期に突入した。	
 
（３）人民公社運動（1958〜1982 年）	
①人民公社体制の形成	
コクトカイ県は 1958 年 8 月から、中共中央政治局拡大会議で採択された『農村における
人民公社設立に関する決議』に基づき、二区五郷と三区五郷で「紅旗」人民公社と「幸福」
人民公社を試験的に組織した。1959 年 4 月に、コクトカイ県は元の区郷制度を廃止し、合
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作社を基礎として人民公社を本格的に設立し始めた。同時に、牧場主経営（中国：牧主経
済）を平和的に改造し、公私共同経営牧場29の形で第一牧場と第二牧場を設立した。1959 年
10 月、コクトカイ県は自治区の批准を得て、中共コクトカイ県党委会と政府機関をキョク
トカイ鎮からクウェルティス鎮へ移転し始めた。同年末にコクトカイ県は、3,273 世帯
18,707 人の農牧民から構成された 5つ（紅旗、杜熱、幸福、高潮、トゥルグン郷）の人民
公社を設立し、他に第一牧場、第二牧場とキョクトカイ鎮を管轄した。その中で、第一牧
場と第二牧場は、それぞれトゥルグン郷人民公社と杜熱人民公社に属していた。1960 年 9
月、コクトカイ県は党と政府機関の移転作業の終了後、県政府所在地であるクウェルティ
ス鎮に「城関」人民公社を設立した。ここに至り、コクトカイ県は人民公社の設置による
「政社合一」（政は政権・行政組織を、社は生産・経済組織を指す）体制を達成し、農牧
業に対する社会主義的改造が完了した。これより、カザフ族牧畜社会においても人民公社
という農牧民の生活・生産を支配する組織が誕生した。	
コクトカイ県は高級合作社の段階を越え、急速に人民公社の時代に進んでいた。人民公
社は合作社より大規模で、牧畜業人民公社の最大規模は 1,000 世帯で、農業人民公社の一
般規模は 200 世帯ぐらいであった。人民公社は本来の合作社を基礎として設立された生産
組織であり、その下位に生産大隊と生産隊が設置されていた。人民公社の生産体系は、政
府の農牧業生産計画に基づき、生産大隊が具体的な生産状況に従って合理的調整を加え、
最終的に生産隊により農牧業生産を行う仕組みであった。生産大隊が生産隊の上級組織で
あり、そこに設置された管理部門は農牧業生産の重要事項の決定権を持っていた。生産隊
は生産部門となり、土地などの生産手段の所有権及び農牧業生産の経営権を持ち、通常の
農牧業生産を実行していた。	
農牧業生産は、人民公社による統一的な経営管理に依存し、農牧民の自留地や自留畜は
全て入社され、原則として全ての生産手段が公社所有へ移行した。人民公社の展開におい
ては、農牧民は人民公社に参加させられ、単なる労働者となってしまった。全国的には人
民公社が「生産隊を基礎、三級所有」（生産隊を基礎にし、公社、生産大隊、生産隊によ
る三級所有）という制度を実行したが、コクトカイ県はアルタイ地区党委員会の指示に従
                                                
29牧場主の家畜を基本として、政府が投資し幹部を派遣して共同経営を行う方法で、公私共同経営牧場の
生産手段は国家と牧場主が共同所有する。しかし、実際には生産手段の支配権、経営権、人事権などが国
家に移された。生産手段から牧場主が得る収入は固定利息だけになる（リンチン：2016）。	
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い、「一級所有、一級核算」という统一管理・分配の体制を執行した。人民公社の年間収
益は合作社時期とほぼ一致したが、収益分配は供給制と給与制を 4対 6 の比例で併行する
ことになった。人民公社の生産管理は依然として合作社時期の形式に従い、農業と牧畜業
を分けて経営していた。	
	
表 2-4	 各家畜の群編成と労働点数	
家畜	 1 群の頭数	 担当者の人数	 労働点数	
細毛羊	 25	 2＋11)	 1 年間 710＋300 点	
綿羊（雌）	 300	 3	 全勤工分 2)	
綿羊（雄）	 300	 2	 1 年間 720 点	
山羊（雌）	 300	 3	 全勤工分	
山羊（雄）	 300	 2	 全勤工分	
牛（雌）	 50	 2—3	 全勤工分	
牛（雄）	 40	 2	 全勤工分	
馬	 60—100	 2—3	 全勤工分	
ラクダ	 50	 2	 全勤工分	
出所：『コクトカイ県史』（1998 年版）と『中共コクトカイ県史』（2001 年版）より
筆者作成。	
説明：（１）細毛羊の分娩の時期には１人の労働力を上げる必要がある。	
	 	 	 （２）全勤工分＝基準点数（人民公社で労働量を計算する単位）＊労働日。	
	
労働力の管理については、牧畜業人民公社は公社と大隊の二級管理を行い、牧畜業弁公
室の下部に牧畜隊と基建隊を設置した。牧畜隊は家畜の放牧と管理を担当し、基建隊は草
原管理を中心に、牧草収穫、棚圈の建設と修理、家畜の交配や毛刈りなどの作業を行って
いた。また、牧畜業の労働点数の計算は各家畜の群編成に基づき、評工記分（一日の基準：
男性 10 点、女性 8点、未成年 5点）の方法で実施した。具体的な、各家畜の群編成と労働
点数を示したものが表 2 である。基建隊の労働は基準点数に基づく請負の形をとったが、
幹部の労働は一般的に全勤工分（1 日の労働を 10 点とする）で、更に年末に 2〜3 月労働
工分（500-600）を得ていた。それに対して、農業の生産管理はごく簡単で、共同労働に従
事した社員労働点数には平均値が採られた。最終的に、人民公社による生産要素の公有を
基盤とする統一経営・管理・分配による生産経営体制は全国的に確立された。これより、
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人民公社が政治・経済の基本的な単位として機能するようになり、農牧業の社会主義改造
を実現した。	
②人民公社体制の問題点と調整	
しかしその後、全国の農牧業生産は 2 度にわたる混乱が発生した。1958 年から 1962 年
までの人民公社の設立初期は、推進された「一大二公」という人民公社の経営方式により
「一平二調」の結果が発生した。「一大」とは社員の貧富の差と生産手段の所有状況を考
慮しない、一律平等な政策を採り、経営採算単位を人民公社レベルに拡大したことを意味
し、「二公」とは、自留地と自留畜を含む全ての生産要素を人民公社所有としたことを意
味する。そして、「一平」とは、各生産部門や遊牧民の生産に対する貢献度の差異を無視
した報酬の平均化であり、「二調」とは、全人民公社範囲において労働力、家畜と土地な
どの生産手段の無償調達をはかることを意味する。これは、1962 年の中共中央委員会の「農
村人民公社工作条例修正案 1」による政策の見直しによって修正された。	
これにより、中央政府は人民公社体制に対して適度な是正と調整を行った。その最も核
心的な内容は、基本計算単位を下部組織へ権利委譲し、「生産隊を基礎とする」計算管理
モデルを明確にしたことである。しかし、1966 年から 1976 年まで文化大革命が展開され
ていく中で、2 回目の混乱が発生した。すなわち平均主義が再び強調され、経営管理が乱
れ、部分的に許されていた自由市場が再度閉鎖されると同時に、約束された農牧民の入社
耕地と家畜金額の変換が凍結され、自留地と自留畜も厳しい制限をうけるようになった。
当時、「階級闘争が中心になっている（以階級闘爭為綱）」政策が頂点に達し、それまで
の単なる労働者とされていた農牧民を、1949 年以前の資産保有状況に沿って設けられた階
級に分けた。1976 年に文化大革命の終結が宣言されると、中央政府は農牧業の運営上の誤
りを再び修正することに乗りだした。	
実際のところ、コクトカイ県は他の地域と同じように、2 度にわたる混乱を経験した。
コクトカイ県には、人民公社の初期にも社員に食事の無料供給を行う公共食堂が設けられ
たが、1962 年までに供給制は廃止された。集団化以降アルタイ地区ではおよそ 20 年間に
わたって、自治区政府の援助を受けつつ、農牧業の大規模経営化と機械の大量投入が進め
られたが、こうした農牧民を取り巻く厳しい環境は、生産意欲を低下させ、家畜生産の不
振を招くことになった。その後 70 年代後半になると、農牧業生産の停滞が批判され始め
た。このような農牧業生産の不況を克服するため、コクトカイ県は 1977 年から、「五定一
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奨（家畜、労力、給与、費用、産品の固定と計画生産を超えるための奨励）」という生産
責任制を導入した。「定」の内容は、生産隊の家畜群規模、労力規模、利用する営地、達
成すべき生産指標、労働点数である。生産指標を超過して達成した場合は、生産隊の構成
員に報酬を与え、達成できなければ、その分を生産隊構成員労働点数の報酬より差し引い
た。これと同時に、農畜産物の価格引き上げが行われた。	
1978 年、中央政府は改革開放政策を実施し、全国農村社会で「大包干」、「包群到組」、
「聯戸承包」などの生産責任制を導入した。1979 年から牧畜社会にも牧畜民の自留畜の所
有と繁殖が認められ、自由市場が部分的に開放された。同年 11 月に農業地域で始まった請
負制は、1980 年 9 月に牧畜地域でも農民の要望があれば導入してもよいことになり、1980
年以降急速に普及した。牧畜社会でも生産責任制度の導入により個別生産経営に移行し、
市場解放が全面的に進み、牧畜民の自留家畜の無制限拡大が認められた。	
1982 年から 1983 年にかけて人民公社が解体に追い込まれた。1982 年 11 月の第 5 期全
国人民代表大会第 5 回大会において『新憲法』が採用され、人民公社の解体が決定した。
1983 年、中国全域の人民公社は解体され、1984 年から旧人民公社は「郷鎮政府」に、そし
て人民公社の下であった生産大隊は行政村へ、生産隊は村民小組へ衣替えした。このよう
に 1958 年より続いた人民公社体制は、わずか 2年で完全に解体される結果となった。1984
年、コクトカイ県は中央政府の「政社分離の実行と郷鎮政府の設立に関する通知」に基づ
き、政社合一体制を改革し、各郷・鎮の政府を建設した。コクトカイ県の郷・鎮政府の設
立事業は 9 月 1 日から 10 月 30 日まで 60 日にわたって展開した。具体的に、まず各人民
公社、牧場と鎮で 7—9 人の選挙委員会を組織し、選挙委員会は『選挙法』の勉強会を行っ
た。次は、村単位で村民委員会を組織し、村民公約を制定した。最後は各郷・鎮の人民代
表を選挙で選び、郷・鎮人民政府を設立した。その結果、コクトカイ県はクウェルティス
鎮、キョクトカイ鎮の 2 鎮、ドゥルー郷、カラテュンケ郷、トゥルグン郷、クルト郷、カ
ラブルグン郷、テメキ郷の 6郷から構成されることになった。コクトカイ県はすべての 72
行政村を管轄し、各行政村に最末端の組織である村民委員会を置き、更にその下までいく
つかの村民小組を設置した。しかし、このような村民委員会体制は、本来定住社会を前提
とする体制であった。この点については、次章でカザフ族社会における移動から定住への
経緯を詳しく記述する。	
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第 3章	 改革開放以降の定住政策実施によるカザフ族社会の変貌	
本章ではカザフ族の定住化事例を取り上げ、定住政策の実施および遊牧民の生活転換に
主眼をおく研究を補完するものとして、定住政策を通して行政統合の構築経緯を分析する
ことも試みる。その際、3つの要点に沿って分析を行う。第 1に、牧畜社会における定住
政策の実施経緯を説明した上で、具体的にコクトカイ県の定住政策がどのように展開して
いるか整理する。第 2に、定住政策の実施により、カザフ族牧畜社会の行政統合はどのよ
うに推進されているか考察する。第 3に、現地調査で得られた資料で定住政策の実施によ
る牧畜民の生活・生産はどのように変化したかを課題として解明する。	
	
1．定住政策の背景	
（１）中国における遊牧民の定住問題	
中国の牧畜生産を論ずるに当っては、何よりもまず、歴史上の何百年にわたって展開し
てきた遊牧生業を認識しておくことが必要となる。遊牧とは、水と牧草を求めて定期的、
周期的に移動しながら、牛や羊などの家畜を飼育する牧畜形態である。この生業を特徴付
けている要素の一つとして、移動性の高さがある。このような遊牧業に従事しているのは
モンゴル族、チベット、エウンク族、カザフ族、エレンツン族、ウイグル族、ウズベク族、
東郷族、メンパ族、ロパ族など 13 の少数民族である。これらの少数民族は代々にわたり、
内モンゴル、新疆北部アルタイ地区、青海、チベット高原地区までの牧畜地域に遊牧生活
を送っていた。中国政府は 1950 年代後半から、かつて遊牧のみで暮らしていた遊牧民を定
住させるため、定住化事業を実施し始めた。中国政府は遊牧民の生活水準を向上させるた
めだと説明しているが、定住政策の実施を歓迎しているのは遊牧民の一部にすぎない。多
くの遊牧民は、家畜を強制的に売却させられることに加えて、当初約束した雇用は得られ
ず、定住化への不満の声があがってきた。そのため、この定住化事業はすべてが順調に進
んでいるわけではなかった。	
その結果、2000 年頃まで、中国ではチベット族やカザフ族などの遊牧民（約 44 万世帯
200 万人）は依然として、チベット高原地区や新疆北部アルタイ地区、内モンゴル自治区
などの草原地域に遊牧生業を営んできていた。2001 年 6 月、中央第 4回チベット業務座談
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会によって、チベット族遊牧民の生産方式を改め、チベット自治区の経済発展を速めるた
め、遊牧民定住事業を実施することが決定された。その後 2008 年に、定住事業の対象地域
範囲は、チベットを含む新疆ウイグル自治区、内モンゴル自治区、青海、四川、甘粛、雲
南の 3自治区 4省まで拡大した。2010 年末までに、チベット族、モンゴル族、ウイグル族、
カザフ族、キルギス族などを含む約 24.6 万世帯 115.7 万人の遊牧民がチベット高原地区、
内モンゴル自治区、新疆ウイグル自治区の辺境地域で遊牧生産・生活を維持している(表 3-
1 を参照)。	
	
表 3-1	 中国における未定住遊牧民の地域分布（2010 年）	
	 地域	 世帯数	
（万）	
全国	
（％）	
人数	
（万）	
投資金額	
(億元)	
比率	
（％）	
チベット高原地
区	
チベット	 1.3	 5	 72.8	 6.48	 4.9	
青海省	 6.0	 25	 46.12	 26.1	
四川省	 6.7	 27	 42.95	 24.3	
雲南省	 0.2	 1	 1.34	 0.8	
甘粛省	 1.0	 4	 1.59	 3.7	
内モンゴル地区	 内モンゴル	 0.3	 1	 1.2	 2.05	 1.02	
新疆地区	 新疆	
（兵団）	
9.0	 36	 41.6	 68.81	
(2.92)	
39	
(1.7)	
合計	 24.6	 100	 115.7	 176.54	 100	
出所：『全国遊牧民定住プロジェクト「十二五」計画』（2009）より筆者作成。	
	
中央政府はこれらの遊牧民を定住させるため、2011 年 6 月に『牧畜区のより良い発展の
促進に関する国務院の若干意見』(《国務院関于促進牧区又好又快発展的若干意見》国発
〔2011〕17 号)を公布し、さらに 2012 年 5 月に『全国游牧民定住プロジェクト計画（十二
五）』(《全国遊牧民定居工程建設“十二五”規划》)という公文書を発表し、遊牧民の定
住化を全国的に各地で推進した。中央政府は、定住事業は遊牧民の生産・生活条件を徹底
的に改善し、調和ある牧畜社会を建設する任務を有するとしている。定住政策の実施法案
によって、政府は 2010〜2015 年間に 176.54 億元の規模の投資を行ってきたが、中央政府
と地方政府はそれぞれ 79.83 億元と 42.99 億元を分担し、牧畜民は 53.73 億元を分担する
という方案により実施した。そのうち、チベット高原地区には総投資の 55.78%約 98.48 億
元が分担されたが、新疆ウイグル自治区には約 68.81 億元が分担し、内モンゴル自治区に
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は 2.05 億元が分担された(表 3-1 を参照)。これらの施策により、中国では定住事業の実施
が最終段階に入り、これまで遊牧民の一部だけではなく、牧畜社会の全体を取り巻き、2015
年ですべての牧民を定住させることを目指していた。	
	
（２）遊牧と定住に関する研究	
遊牧民の定住化そのものは世界的に各地で起こったことであり、また今日も推進されて
いる。こうした背景の下で、「遊牧（nomadism）」と「定住（settlement）」の課題は、
これまで多くの学科や視点から先行研究が蓄積されてきた。例えば、マルクス主義の「発
展段階説」にすると、人類は狩猟採集生活から、家畜を連れて移動する遊牧生活を経て、
一箇所に定住する農耕生活へと進化した。この考え方は戦後一世を風靡したが、定着文明
側からの視点で叙述されている傾向にあると言える。遊牧は近代化以前の伝統技術であり、
定住化は近代化のもたらしたものだという対立的な位置づけがなされている場合が多く、
定住化における技術の導入の記述も、伝統技術と比較して語られる。この視点によると、
遊牧民の定住は、文明化であり、歴史の必然的発展であることになるが、ここに大きな疑
問が生じる。これに対し、豊田（2013）は、「遊牧と農耕とは相互依存の関係なのであり，
文化としての上下関係を許容しない関係なのである」と指摘した。これらの研究において
は、遊牧と定住は二項的にとらえられ、鋭い対立を前提とする議論がなされてきた。	
また、遊牧から定住への方向性には「国家（政府）」が極めて重要な役割を果たしてき
たことも指摘されてきた。ユーフラテス河中流域における定住民と遊牧民の関係に関する
議論については、ロートンによる一連の論文で示された「共生社会(Dimorphic	Society)」
がある。彼は青銅器時代から近代に至る西アジア社会を「定住民」と「遊牧民」という 2
つの異なる生業経済や政治構造を有する集団の相互交流の歴史として再構成したことを解
明した(Rowton：1973・1974)。この論説は、遊牧民と定住民の関係ないし国家社会の関係
を議論する際のキーワードとして広く普及したことになる(Liverani：1997；川崎：2000)。
遊牧から定住への転換については、Richard（1975）は、国家の定住政策を通じて、遊牧民
は地方・中央政府の管轄したに組み込まれたことを主張した。羅意（2014）は、国家は定
住政策を中心とする一連の政策・制度によって、遊牧社会及び遊牧民の管理や行政統合の
構築を目指していると指摘した。	
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先述のように、中国は 1949 年建国後から今日まで、遊牧民の定着化を半世紀以上渡って
推進してきた。内モンゴル自治区の定住政策と生態移民問題（児玉：2005；巴圖・小長谷：
2012；達古拉：2007；那木拉：2009；金：2010；呉・文海：2013；サラナ：2013、思沁夫・
宝花：2014；司：2014；包・胡：2015 など）は注目される傾向が強い。それに対して、新
疆北部とチベット高原地区の少数民族の定住問題に関する先行研究は注目されることが少
なく、不十分であると見なされる。新疆ウイグル自治区北部とチベット高原地区における
遊牧民の定住化を内容とした研究が進まない理由は、遊牧地域といえば、新疆ウイグル自
治区やチベット高原地区より内モンゴル自治区の草原地帯が中国の代表的牧畜地域として
知られているからである。	
本章で論ずるカザフ族も新疆北部の一例である。カザフ族遊牧民の定住問題については、
「新彊地域における遊牧業展開基盤の変容:遊牧民の定住化施策の背景をめぐって」（甫尓
加甫・黒河・	志賀・買買提：2006）、「定住化に伴う遊牧民の年間行事の変化に関する一
考察：中国新疆ウイグル自治区を事例に─」(買買提・志賀・志賀：2004)、「定住化によ
る草原牧畜業経営の変化に関する実証的研究:中国新疆ウイグル自治区を事例として」（買
買提：2008）、「中国新疆ウイグル自治区昌吉市阿什里合薩克族郷における定住化政策と
牧畜形態の変遷」（平田、2007）などのテーマで詳細に分析した。これらの研究はカザフ
族社会における定住政策の遂行・効果や問題点（志賀・黒河：2004）、定住化施策による
牧畜民の生活様式の変容（韓霖：2011）、草原牧畜業経営の変化（買買提：2008）等を考
察している。これまでの定住政策の実施に対して賛否 2 つの立場から検討されている。そ
の中、定住化による草原環境の破壊や生態退行などの問題に関する研究がますます主流と
なっている。これらの先行研究から導き出された含意は牧畜地区及び牧畜業の持続的発展
問題の解決に少なからず貢献しているが、定住政策に関する政治的側面まで踏み込んで検
討した研究はまだ見当たらない。	
上述の現状と先行研究の検討を勘案し、現代中国における牧畜社会を全体として把握す
ることができなかった。本章は、これまでの研究で欠けていた新疆北部に焦点を当て、い
まだに定住化が進行中であるカザフ族社会における定住政策の実施背景と経緯を考察し、
定住化に伴う牧畜生活・生産の変化実態を包括的な視点から検討するものである。カザフ
族社会の変化を容易に把握できると考えられる行政統合と生活移行の 2 つの面から考察す
る。	
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（３）定住政策の背景と目的	
今回本章で取り上げるカザフ族は「中国の最後の遊牧民族(China's	Last	Nomads)」と呼
ばれている(Linda	Benson・Ingvar	Svanberg：1998)。彼らの遊牧生業は動物の家畜化と天
然草原の利用によって生産システムを構築しており、水源と牧草の蓄積量などの自然環境
によって大きく左右されるのである。実は、草原地域では降雪および寒波、旱魃などのた
め、季節ごとに均等量の牧草が得られるかどうかは不確定で、「夏に壮健で、秋に肥えて
いた家畜は冬には痩せ、春に死んでしまう」（夏壮、秋肥、冬痩、春死）という状況を繰
り返してきたことも事実である。このような厳しい状況下でも遊牧を続け、家畜を無事に
放牧することはカザフ族の遊牧民にとって最も重要な課題である。	
ところで、1960 年代から、新疆北部地区における河川支流の地上水が枯れ始め、天然草
原の面積も年々減少してきていた。また、人口増加に伴う家畜頭数も増加し、過放牧の問
題が益々顕在化してきた。草原資源が不足しており、牧畜地区で天然草原を開墾し人工的
に飼料地拡大を図ることが必要となった。しかし、草原の開墾に伴い、草原退化などの環
境破壊も発生し、更に土地生産性の低下、牧草生産量の減少などの問題が生じてきた。こ
のような草原生態系の破壊は、牧畜社会にとって牧畜生産を阻害する要因となっており、
更に牧畜社会の存続を脅かしつつある。	
こうした状況を背景に、新疆自治区政府は 1986 年に「新疆牧畜業工作会議」を開催し、
牧畜民の生活・生産改善と草原資源の保全を目的に、新疆北部地区の遊牧民を対象とした、
大規模的な定住政策を推進することを決めた（買買提：2004）。定住政策は、これまでの
一方的な経済発展政策とは質的に異なり、生態環境への配慮を前提とした生活環境の改善
及び所得水準の向上といった新しい発想に基づいた政策である。定住政策による遊牧民を
定住させるという動機づけは、遊牧民の生活条件を改善し、牧畜社会の発展を推進するこ
とだけではなく、民族団結や辺境地域を安定させる重要な手段としても挙げられている。
カザフ族牧畜社会において、定住政策は色々な支援制度・貧困対策と合わさって、牧畜社
会の生態的・経済的・社会的な役割を果たすことが期待されている。	
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2．定住政策の展開経緯	
本章は主に定住政策の実施およびその影響に論及しているが、そのために、カザフ族牧
畜社会における定住政策の展開経緯を把握しておくことは極めて重要である。新疆北部で
は最初的に「定居興牧」という事業が進められ、すなわち、遊牧民を定住させ、牧畜業を
発展させることを最終の目標として実施されていた。ほぼ同時期に、国際連合世界食糧計
画（WFP）と中国政府により、「2817」プロジェクトが 1988 年から 1996 年まで新疆北部の
アルタイ地区の 1市 3 県（ブージン市、ブージン県、ブルルトカイ県とコクトカイ県）で
開始された。	
	
（１）模索段階（1986〜1996 年）	
初期の模索段階（1986〜1996 年）では、遊牧民の定住が新疆北部における農牧業の中心
的事業とされ、主に集中式、挿花式を相互に結びつけた方式によって実施された。集中式
定住とは河川の両岸や山麓の付近を定住拠点とし、幾つの世帯の農牧民家庭を集めて新し
い定住村を形成する方式である。この場合、定住村はすでに県政府と郷・鎮政府によって
建設されており、灌漑、排水、植林、道路の建設など、遊牧民の定住を実現する条件を備
えている。挿花式とは、周辺の村落に遊牧民世帯を適当に分散して配置する方式である。
この方式により、定住者の多くは世帯人数に応じた土地を配分され、遊牧業をやめて農業
経営を始めた。以下は、この 2つの定住方式についてはそれぞれの事例を示す。	
	
集中式定住の事例（HJTBK、男、カザフ族、58 歳）	
私は 35 年前に結婚しました。昔、カザフ族社会では息子が結婚してから、すぐ両
親と別れて、別の家を立てるという習慣がありました。その時、2人兄弟はまだ子供
でしたので、私と妻も両親、2人兄弟と一緒に生活していました。しかし、子供がで
きてから、生活は厳しくなりました。牧草地は足りたくなりました。その時、家族や
親戚と相談して、定住しようと決めました。この機会に、私と妻、子供の家族は両親、
兄弟とは別れて、2つの家庭となりました。当時、親戚も仲が良くて、同じ村に定住
することになりました。この村の建設は 1986 年から始めて、1990 年頃終わりました。
親戚と同じ村で暮らして、日常生活や家畜の放牧は以前と変わらず、ずっと一緒に行
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いました。この村は 50 世帯ぐらいでしたが、ほとんどが親戚、親友関係でした。（資
料 51 を参照）	
	
挿花式定住の事例（LELBK、男、カザフ族、52 歳）	
1988 年からバラエルキス村（巴拉额尔齐斯村）に定住し始めました。1984 年以前
は、私が公社の家畜を放牧していました。その時、家畜も草原も公社所有でした。家
畜は牛、羊、馬に分けて放牧しました。各世帯が各家畜の放牧を担当して、年間の労
働点数は 350—360 分で、年末 0.13 元/分で計算しました…当時のバラエルキス村は 51
組 153 世帯でしたが、現在は人口が増えて、約 300 世帯になりました。私が定住した
時、ラエルキス村が成立したばかりでした。私の両親も年取っていたので、定住しよ
うと考えました。その時、定住村の幹部は両親に定住を勧め、定住用の部屋を提供し
ました。そして、私たちはこの村に定住しました。この村は私たち家族が定住する前
から存在しました。当時、漢族農民が多く暮らしていました。私たちは挿花的にこの
村に入居しました。現在、30 ムーの土地を持っています。牛が 20 頭、馬が５頭、羊
が 80 頭を保有しています。家畜を全部代牧者に頼みます。（資料 23 を参照）	
	
HJTBK（男、カザフ族、58 歳）によれば、カザフ族社会では息子の中の誰かが結婚する
時、親元の家から分立する習慣があった。いわゆる「分家」30である。一般的に、結婚はカ
ザフ族家庭において新しい「家」を持つ契機である。HJTBK のような、「その時、2人兄弟
はまだ子供でしたので、私と妻も両親、2 人兄弟と一緒に生活していました」という時期
があっても、結局、分家した。現地調査によれば、カザフ族社会では、このような分家の
慣行がまだ広く継続していることが明らかである（資料 20、23、43 を参照）。また、周知
のように、遊牧生業においては、大勢の人々が一緒に生活しえない厳しい環境に依存され
                                                
30一般的に、結婚した息子が独立する順番に属する家を去って新しく家を設立し、その際、息子は家畜を
分割譲与してもらう。もう一人の息子が結婚する時、同じような手順をもう一度繰り返すのである。すべ
での息子が結婚した時、家族に残った家畜は両親が同じように分配されて得た部分だけであり、祖先から
受け継いできた家畜ではない。上の兄弟は結婚して、次々と独立していた結果は、末子が親の扶養するこ
とになる。このため、残りの家畜を全て、末子の世帯に加えるのである。末子は両親を最後まで世話する
義務があり、財産も末子が相続する。いわゆる「末子相続」の習慣である。末子がまだ幼くして両親がな
くなると、長男が財産を相続し、末子は成年した兄たちが分担して面倒をみる。末子が成人すると、彼の
ために婚礼をとり行ってやり、一定の財産を分けてやる。この点については、HRL（男、カザフ族、20 歳、
資料 40）の事例から証明できる。	
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る。このような厳しい環境の中に親族や近隣する人々との互助関係に支えられ、遊牧生業
を維持してゆくことが明らかになった。HJTBK の例から見ると、親戚との関係を維持でき
ることが、定住を決めた要因である。このような集中式の定住化は当時、地元政府によっ
て奨励された。こうして、地縁や血縁のあるカザフ族牧畜民同士の関係を維持できるよう
になった。	
それに対して、LELBK は定住以前の人民公社時代に、家畜の放牧を担当していた。これ
により、彼は優れた放牧技術を持っていたことが推測できる。しかし、彼は現在家畜を保
有しても、他の人に委託するようになった。1988 年頃、彼が定住した村は漢族の多い村で
あったが、その後、漢族とカザフ族の混住化現象がますます流行してきた。現在のバラエ
ルキス村は漢族とカザフ族がそれぞれの半分を占めて、合計約 300 世帯ある混在村となっ
ている。	
	
（２）規範段階（1997〜2000 年）	
次の規範化段階（1997〜2000 年）では、新疆北部では定住村において生活・生産の利便
性の原則に基づき、「三通・四有・五配套」という定住基準が実施された。具体的には、
「三通」は「通路」・「通電」と「通水」の略語であり、定住村では道路を整備し、電力
と用水を確保することを示す。「四有」は日常生活の住宅のほか、牧畜生産のための厩舎、
人工草地、草料棚(青贮窖)という基本施設を構築することを意味する。「五配套」は学校、
商店、文化センター、病院、技術教育訓練センターの公共施設を提供することを指す。定
住政策は「定住と安定を維持し、発展できる（定得住、穏得住、能発展）」という目的を
達成するため、この基準に従って、固定的施設への依存傾向が見られる。つまり、定住地
に家畜用の厩舎が備えられるようになったり、人工草地や草料棚が建設されたり、施設整
備が強力に行われたのである。	
こうした固定的施設の建設によって、遊牧の移動性は概して小さくなった一方で、牧畜
民の立場から定住の傾向が強くなっている。特に、学校、病院といった生活基盤の整備が
進展した地区では定住化に対する評価は極めて肯定的である。これについては、付属資料
A で確認できる。例えば、SHGL（カザフ族、27 歳）は「今は水と電気があり、交通や子供
の通学も便利になった」、HBL（カザフ族、58 歳）「生計向上、草地の保護、子女の就学、
診察・治療病院に有利である」、ZK（カザフ族、61 歳）は「子供の生活水準の向上、草地
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負荷の軽減を図ることができ、子女の就学に便利である」と語っている。しかし、遊牧民
の定住世帯数がますます増えたにもかかわらず、上述のような「三通・四有・五配套」の
基準通りに定住化条件が実現していないのが現状であった。「厩舎は場所が決定しておら
ず、建設していない」（QK、カザフ族、48 歳）ようなケースも存在している。また、地元
政府の宣伝通りに補助金や援助を受け取れなかった定住民は、新たな生計を立て直すこと
ができず、さらに適当な仕事も見つけなく、将来への不安を抱えたまま日々を過ごしてき
た。そのうち、一部の定住民はなかなか定住生活・生産に適応できず、再び遊牧生活・生
産に戻ってしまった。	
	
（３）加速段階（2000〜現在）	
更に、21 世紀に入って、新疆自治区政府は遊牧民の定住化への歩みを加速するために、
2002 年の「区牧畜業工作会議」で「冷季舎飼・暖季放牧」という牧畜生産方式を提出した。
「冷季舎飼・暖季放牧」とは、夏と秋の暖かい季節には家畜を遊牧し、寒冷な気候の冬と
春の初期には舎飼することである。この場合は、一般的に越冬用の厩舎が定住地に整備さ
れ、冷季には厩舎で家畜を飼養し、定住生活を行う。冷季の牧草を供給するため、政府が
牧草地を 50 ムー/世帯の標準で定住した牧畜民に配分し、飼料作物の栽培を推進した。	
それ以降、新疆における遊牧民の定住化政策は『全国遊牧民定住プロジェクト「十二五」
計画』（2009 年）という公文書に依拠しながら、全域で遊牧民の定住化が加速された。こ
の段階では、新疆自治区政府は国家の統一的な要求に基づき、2009〜2010 年の 2 年間に
2,494 万世帯の遊牧民を定住させると決定し、残りの 8556 万世帯を『新疆第十二次五カ年
（2011〜2015 年）游牧民定住プロジェクト』の提案に取り入れた。新疆北部では「以水定
地（水で土地を決める）」という原則によって、総合的民生事業として大々的に水利工事
を行った。2010 年より 22 件の基幹水利工事を建設し、更に 2011 年と 2012 年に 212 件の
水利工事を開始した。同時に、現行の定住政策と併行して、「安居富民」というプロジェ
クトの実行が始まった。「安居富民」とは貧しい農牧民を対象に住宅を提供し、裕福にな
る道を与えるという施策である。	
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（４）定住政策の結果	
最新の新疆全体の遊牧民定住世帯・人数などの資料はなかなか入手できなかったので、
本節では、コクトカイ県の事例を取り上げ、定住政策の結果を分析する。	
	
表 3-2	 コクトカイ県における遊牧民定住事業の統計表（2005〜2015 年）	
年	 定住村の名称	 世帯数	
2005	 カラブルグン郷チャラカイ定居村	 107	
2006	 ドゥルー鎮バイグタ定居村	 300	
2007	 ドゥルー鎮オイスラム定居村	 148	
2008	 ドゥルー鎮移民定居村	 84	
ドゥルー鎮ホスベト定居村	 61	
2009	 テメキ郷コムキラ定居村	 160	
トゥルグン郷ウヤベ定居村	 33	
ドゥルー鎮ホスバタ定居村	 139	
オイスラム定居村	 52	
キュルティ郷サエバス移民村１）	 94	
キョクトカイ鎮民族特色村	 62	
2010	 カラブルグン郷チャブラ定居村	 180	
トゥルグン郷ハラキラ定居村	 40	
トゥルグン郷コハラ定居村	 180	
2011	 トゥルグン郷广汇移民村	 100	
ドゥルー鎮ヨウシコラ定居村	 110	
トゥルグン郷ハラキラ定居村	 20	
各郷で挿花式定居２）	 120	
2012	 各郷で挿花式定居	 230	
ハウロ定居点	 50	
2013	 キュルティ郷キムスベ定居村	 380	
2014	 各郷で挿花式定居	 300	
2015	 各郷で挿花式定居	 267	
合計	 3,217	
出所：『コクトカイ県五年牧畜民の定居現状に関する調査報告書』（2013 年）と『コ
クトカイ県年鑑』（2015 年）より筆者作成。	
説明：（１）現地でダム建設などの公共事業の実施ため、牧畜民の定住地は占用され
た。この場合、政府が選んだ場所で村を建設することによって生まれた新しい村を「移民
村」という。	
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（２）2011 年から、コクトカイ県における定住村の新規設置が上級政府に制限された
が、しかも許可申請手続きが非常に煩雑である。そのため、地元政府は主に挿花式で遊牧
民の定住化を推進しつつある。	
	
先節で論及した「2817」プロジェクトは国際及び国内・自治区政府の投資によって実施
され、今なお新疆でも最大規模の定住プロジェクトとなっている。その一部はコクトカイ
県のドゥルー鎮で行われ、これにより、ドゥルー鎮は 1987 年にモデル地区と指定された。
草原の開発やインフラ整備の建設を通じて、1995 年までに約 4,580ha の耕地を開発し、
297km の灌漑水道、214km の排水水路、174km の道路などの付帯施設を整備してきた。この
結果、1996 年末までにドゥルー鎮では約 1,100 世帯の牧畜民が定住・半定住の生活へ転換
した。このプロジェクトを踏まえ、コクトカイ県における遊牧民定住事業はますます加速
した。1998 年にはコクトカイ県域内で定住を実現した牧畜民は 1,788 世帯 9,235 人で、住
宅が 4,586 軒 12,350km²、厩舎が 4749 軒 13.29 万 km²、草料棚が 1,047 軒 60.7 万 km²に達
し、構築済みの牧畜業中心村はドゥルー鎮のコクブラ村、カラテュンケ鎮のサルトハイ定
住村、カラブルグン郷のチャラカイ定住村などの 7ケ所を数えるようになった。	
本研究の最後の現地調査を実施した 2016 年は、定住政策の開始から 30 年以降のことで
ある。表 3-2 からみると、コクトカイ県は 2015 年までに定住村の数が 19 ケ所まで増えた
にもかかわらず、「三通・四有・五配套」の標準通りに定住化条件が実現している定住率
はわずか 51.14%（3,217 世帯）であり、かなり低かった。コクトカイ県では現時点でも、
毎年上級のアルタイ政府から一定の遊牧民定住指標が割り当てられ、「定居興牧」と「安
居富民」の推進が併行して実施されている。	
以上は、政府主導による定住政策の実施経緯に焦点を当て、カザフ族牧畜社会における
定住化事業の展開過程を考察したものである。次はコクトカイ県の事例分析によるカザフ
族社会は如何に社会変容を経験していることを解明したい。	
	
3．行政領域としての定住村：行政体制の整備	
中央政府は 2000 年代初頭から多くの遊牧民を移住・定住させており、2012 年に『全国
遊牧民定住プロジェクト計画（十二五）』という公文書を明確に打ち出して、2015 年まで
に全国の遊牧民を定住させる意向を表明した。それに、政府が定住に伴う様々な補助金お
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よび定住のための住宅や土地などを遊牧民に提供する約束をしている。定住政策によって
個々の遊牧民を把握しながら、国家による遊牧社会に対する支配が大きく進呈してきた。
定住事業においては、従来の地縁・血縁関係による社会紐帯のあらゆる側面が衰退する中
で、それを超える社縁による人間・社会関係を築き、定住村を構築しながら、行政統合の
構造を整備し実行してきた。中国では、行政村は統治上の便宜から、いくつか集落を集め
て組織する村落であり、鎮・郷政府の一級下位に村民委員会が組織され、これに伴って、
村民委員会の経済、行政、社会の一体化した機能もまた担当している。それに対し、自然
村はもともと自然発生的な地域社会であり、世帯と世帯が地縁的、血縁的に結びつき、農・
牧業生産を基礎とする村落である。牧畜地域では、一定の規模を持つ自然村もあれば、か
なり分散している自然村もある。この場合は、一つの行政村に大小多数の自然村を包括し
ていることがある。	ここでは、筆者が調査中にコクトカイ県におけるいくつかの定住村を
見学し、これらの村落の行政体制に見られた共通点について以下で論じる。本節は国家の
行政体制が牧畜社会にどのように働きかけたのかという点を明らかにするため、主に村民
委員会の設置と幹部の人員配置という二つの側面から行政体制の整備を考察して分析する。	
	
（１）村民委員会と共産党支部の設置	
定住村はそこに定住した牧畜民の日常生活・生産を支える空間であることから基層社会
と冠せられるのであるが、現行の行政体制に規定されて行政村の姿を見せている。カザフ
族牧畜社会はもともと自然発生的な地域社会であり、当時の牧畜生活・生産が世帯間に血
縁関係の結びつきによって成り立っていた。定住初期には親子・兄弟・親友関係などの世
帯が一箇所に集まることが多かったため、依然として牧畜生活・生産を遂行できた。しか
し、定住村の管理の便宜のため、カザフ族牧畜社会も行政的な編成を強く受け、村民委員
会と共産党村支部が村ごとに設立され、その下位にある村民小組それぞれについて実施さ
れている。	
コクトカイ県ドゥルー鎮一級下位のコクブラク村の例から見ると、表 3−3 に示すように、
コクブラク村という村民委員会と 5 つの村民小組が設置されている。コクブラク村はドゥ
ルー鎮の東部に位置し、鎮から約 30km 離れており、車で移動するには 30 分かかる。コク
ブラク村は 2000 年頃から建設され、現在の人口は 305 世帯 1,390 人の牧畜民で、全員カザ
フ族である。	
	 73	
村民委員会がどのようなものかについて、機能的側面からみておこう。1987 年の全国人
民代表大会でようやく『中華人民共和国村民委員会組織法（試行）』が制定され、その中
に「村民委員会は我が国の農村基層社会における大衆自治組織である」と規定された。こ
れより、法的には、村民委員会が純粋な行政組織ではないことが明らかとなった。しかし、
村民委員会は政府機関の行うべき機能の一翼を担いながら、行政機能の一部を執行してい
るというのがもっとも実情に近い。HS（男、カザフ族、40 代）の語りでは、「村民委員会
は上級のドゥルー鎮政府、あるいはさらに一級上位のコクトカイ県人民政府との業務権限
や財政権限を分担している。日常的な仕事は上級政府の指示や命令で展開している」こと
を述べている（資料 60 を参照）。しかも、一部の村民委員会の幹部は郷鎮政府からの任命
であり、実態として郷鎮政府に強く従属していたのである。この点については、後述の村
に派遣された大学生村官や駐村幹部の例から判断できる。こうして、ドゥルー鎮政府は村
民委員会の設置を通じて、コクブラク村を統制するようになっていた。	
	
表 3−3	 コクブラク村を例とした中国の政治構造体制と関連性	
行政統合の構成	 	
	 地方行政１）	 村民自治組織（集団）	
中央	 省級	 地区級	 市・県	 鎮・郷	 村民委員会	 村民小組 2）	 村民	
中華人
民共和
国	
新疆ウ
イグル
自治区	
アルタ
イ地区	
コクト
カイ県	
ドゥル
ー鎮	
コクブラク
村	
5 つの村民
小組	
305 世帯
1,390 人	
出所：聞き取り調査より筆者作成。	
説明：（１）『新憲法』（第 30 条）中国の地方行政は、基本的に省級、地級、県級、
郷級の 4つの階層(級)に分けられる。各級毎にそれぞれ議会、行政、司法機関を有しなが
らも、各機関は中央機構及び上級機構の指導下にある。	
（２）村民小組は人民公社時代の生産隊に相当し、一般的に十数世帯の農牧民の規模と
なるよう設置されている。	
	
では、村民委員会の主要な業務とは何であろうか。最も重要なものは、様々な政策・制
度の実施であり、これらの業務は最末端にある村民委員会が地方行政から求められている
業務の一つである。中国農村の土地、川などの資源は私有ではなく集団所有であり、村が
その所有主体である。例えば、1984 年以降の家畜と草原の請負制の実施に当たっては、村
民委員会は草原の共同所有主体として、牧畜民への家畜と土地使用権の配分に関する役割
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を果たした。また、定住事業の推進のため、村民委員会は定住地、牧草地とダムなどを開
発し、定住村において道路や水利施設などのインフラ建設・維持と補修を担当している。
その他にも、村民委員会は医療、教育、郵政、宣伝に関する領域でも漸次対応している。
現在、村民委員会の日常的な業務としては、村民の日常生活問題の解決や調停を引き受け
ている。村民委員会の幹部が村の有力者であることをもって、牧畜世帯内のもめごとの対
処や離婚話に介入したことはある。	
	
図 3-1	 現時点の牧畜社会における行政体制と政党体制の対応図	
	
出所：聞き取り調査より筆者作成。	
	
図 3-1 はコクブラク村の事例を通じて、行政体制と政党体制の関係を示している。左側
の図は、中国全体の行政体制を示したもので、中央—地方（省・自治区—地区—市・県—郷・
鎮）の行政組織と自治組織より成り立っている。このような縦割り行政システムによると、
コクトカイ県の行政構造は県政府から郷・鎮政府、更に村民委員会が構築されている。し
かし、下位のコクブラク村村民委員会はドゥルー鎮政府の指導を受けるので、行政執行の
一翼を担うという性格を有していることもまた事実である。この場合、村民委員会は郷・
鎮政府の下にあるため行政構成における位置づけはかなり曖昧である。つまり、村民委員
会は法的に基礎行政から独立した村民の自治組織であるかといえば、それは現実の状況を
正しく表しているとはいえない。	
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また、右側の政党体制は中央委員会から村党委会まで、上意下達が徹底された完全縦割
りの組織である。中国の行政体制に対しては、共産党の政党体制は上から下まで、中央、
地方と基層という三層構造で構成されている。それぞれに共産党支部が設置され、共産党
の方針が基層社会にまで貫いている。党内規定によって、党員が 3 名以上いる基層組織に
は党支部を設けなければならない。コクブラク村レベルにおける村民委員会と村党支部 2
つの系統組織は併行している。村民委員会と村党支部の関係については、『村民委員会組
織法』（第 16 条）で「村党支部は、中国共産党章程に従って工作を展開し、指導の核心作
用を発揮する。憲法と法律に従って、村民が自治活動を展開し、民主権利を直接行使する
ことを支持し、保障する」と掲げられているが、それぞれの責任や権限は明確化されてい
なかった。聞き取り調査資料によれば、「村の業務は全て村党支部が担当するが、実は村
民委員会が形式的なものとして存在する」（資料 28 を参照）、「村長はカザフ族であるが、
実は権力を持ってなかった。党の書記（漢族）が実権を持って、同時に副村長を務めてい
る」（資料 32 を参照）などの実態がある。これらの現場は、牧畜社会における村の管理に
対して、村党支部と村民委員会の協力関係の柔軟性と強さを示している。現状では、権限
を持つ村党支部が村の物事を決めることから、村民委員会に指導力、影響力を発揮し党の
支配的な役割を強化しつつある。党支部の書記や副書記が村民委員会の構成員の職務を兼
ね、政党体制の最末端である村党支部は村の領域で活躍の場を見つけたのである。	
	
（２）幹部の人員配置	
次に、定住村の幹部の人員配置を検討する。中国の農村社会では村民委員会と村党支部
が設置され、それぞれ村委主任、村委副主任、村委委員、村民小組長と党支部書記、党支
部委員、党小組組長、団支部書記などが配置されている。村民委員会と村党支部の出自の
人員は、実際にはしばしば重複しており、幹部の多くは村民委員会の成員であると同時に
党支部の委員でもある。牧畜社会における定住村の特徴は、村民委員会と党支部の設置以
外、十戸長、大学生村官と駐村幹部も存在することである。彼らはいったいどのように村
の管理に参加するのだろうか。筆者はこの問題意識を持ちながら、チャクドル鎮のチャク
ドル村幹部に直接聞き取り調査を行ってきた。以下では、聞き取り調査の資料を整理して
分析する。	
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①「十戸長」について	
HSM、男、カザフ族、30 代	
私は今 30 代で、牧畜業を営んでいます。前年から十戸長となりました。この 10 世
帯は、みんな親族関係です。中には兄弟が 3世帯、親戚が 2世帯、他の 5世帯とも 20
年以上付き合いました。現在の十戸長は元々のアウル長と似ています。アウル長は同
じアウルの成員の生活・生産を全て管理できます。しかし、十戸長は真実の権力を持
っていません。私は村民委員会の仕事に協力します。	
私はこの村の十戸長として、よく村の会議や活動に参加します。この村は 155 世帯
785 人で、3 つの定住地に分かれて定住しています。十戸長制度によって、10 世帯の
村民が 1 人の十戸長を選挙し、代表として村民委員会に参加します。十戸長は村民委
員会の会議に参加して、村民の意見や生活生産問題を伝えます。会議後、十戸長は村
民に村民委員会の意思や決定などを伝達します。十戸長は村民委員会と連携しながら、
村の管理に参加して、毎月 500 元の給料を得ます。	
(資料 44 を参照)	
	
BH、女、カザフ族、20 代	
十戸長は 10 世帯の村民によって選出された。今、村民も村のことには関心が薄く、
外来の幹部も村民のことを考えてはいない実態があります。十戸長は村の出身で、村
と村民のことを幹部より詳しく知っています。十戸長があって、村の幹部たちは前よ
り効率的に仕事できます。十戸長の給料が月当たり 500 元で、計算すると年間 6,000
元です。この部分は村の事務経費から交付します。十戸長はいつも自分の都合で仕事
したり、休憩を取ったりします。村民委員会の会議は不定期で開催され、雑務が発生
すれば十戸長を召集します。十戸長のほとんどが牧畜民で、日常的に家畜の放牧や牧
草地の耕作などの作業があります。例えば、HST は自分が 80 頭の羊、7 頭の牛、3 頭
のラクダを飼っています。以前、彼が夏に自分の家畜と両親の分を夏営地に連れて行
きました。彼が十戸長になってから、自分の家畜を全て兄弟に委託しました。HST に
とって、年間収入は前より減ってしまいました。もちろん、一部の十戸長ですが、単
なる肩書きだけで、実際は何にも責任を取っていません。	
(資料 42 を参照)	
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現在、カザフ族社会における定住村では「十戸長」制度が実行され、彼らを通じて村の
管理をしている。一般的に、十戸長は 10 牧畜世帯により直接推薦される。十戸長は管理能
力と強い責任感の持ち主であり、牧畜民と定住村のために仕事ができる時間的・経済的・
精神的余裕を持つ牧畜民である。これらの条件が整っていて十戸長の適齢期は大体 30 代
以上 50 代以下であるが、任期制限がない。十戸長は実質的に牧畜民と行政体制と結びつき
として機能しながら、調整役割を果たしている。これにより、定住村内部に自発的な連帯
と自主的な公共関係を生み出す可能性を持っている。	
	
②大学生村官について	
BH、女、カザフ族、20 代	
私は 3 年前新疆ウルムチで大学を卒業しました。私の専門は工商管理ですが、就職
率がそんなに高くないです。卒業まであと数カ月という時、何回も有名な銀行の採用
試験に参加したが、なかなか合格通知を手に入れられなかった。大都市で一般の企業
や会社に勤めたり、教師になったりするよりも、私には地元に戻りたくなりました。
その時、別のチャンスが到来しました。地元の農村で就職する大学生を募集し始めた
のです。私も参加しました。	
そして、私が大学を卒業してから、すぐ地元に戻って、チャクドル村の大学生村官
として務めていました。私は隣の村の出身で、親戚もこの村で生活し、子どもの頃か
らよくこの村に行っていました。私は特別な思いを抱いていました。赴任したばかり
のころは、村の人たちが歓迎してくれないのではないかとか、信用してくれないので
はないかとか、いろいろと心配でした。	
私は最初に、村に適した農作物を選んで科学的に栽培し、村人たちが豊かになるの
を手助けしたいと思いました。しかし、1 年間、スイカやヒマワリなどを栽培してき
たが、すべて上手くいかなかった。私がその理由を考えた結果、村には農民が少なく、
農業栽培の技術もあまり高くないので、農作物の栽培には適さないと判断しました。
そして、あまり手がかからずとも収益が大きい土地流動化を推進することにしました。
現在は、ほとんどの村民は耕作しなくでも、土地からの収益も確保できました。昨年、
村では家畜の多い世帯を中心に、家畜飼育の専業合作社が設立されました。大部分の
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村人が家畜を出資し、合作社に参加しました。私もこの合作社の販売活動に参加して、
大学の専門知識を何かの役に立てたいと思っています。	
仕事については、最初より、落ち着いてできるようになりました。政府の幹部たち
がみずからこの村に臨んで視察する時、私が大学生村官としてよく案内の仕事を担当
します。また、日常の仕事は公文書の作成や資料の準備などで、勤務時間もかなり自
由です。村官の任期は 3年ですから、私は今年から公務員の試験を受けるつもりです。
3 年の任期を満了すると、公務員試験を受ける時には、同じ点数だった場合は優先的
に採用されるような優遇措置があります。もちろん、契約を更新したり、他の仕事を
探すこともできます。今も公務員試験の準備中です。	
(資料 42 を参照)	
	
先述した在来の十戸長は現地の牧畜民であり、定住村の村民としての生活を継続してい
る。他方、大学生村官は外部から送り込まれることにより、村に縁もゆかりもない。この
ため、一部の大学生村官は村の環境に不慣れで、現地との間に心理的な溝が生まれてしま
うこともある。従って、牧畜社会での大学生村官は現地の出身者が中心となり、地元政府
による選抜を経て、できるだけ近い村に優先的に派遣される。「村官」という概念は「村
の官員」と解釈されており、中国語の「幹部」に相当する。しかし、「大学生村官」と言
っても、彼らが村のリーダーになるのではなく、卒業後の進路としてこの仕事を選ぶ、と
いうことである。彼らは高等教育機関の卒業生として村に派遣され、在来の幹部たちの補
佐をしている。その一方で、彼らが大学を卒業した後、ひとまず村官として村に入ること
により、就業の問題は少なくとも任期満了まで先延ばしにできる。中国政府は農村に一定
期間滞在した大学生村官への奨励として、公務員試験や大学院への進学試験、また国有機
関・企業への就職において優遇政策を出した。実際に、BH さんが大学生村官の任期中に公
務員試験の準備をしていることが聞き取り調査からもわかる。	
	
③駐村幹部について	
ESBK、男、カザフ族、30 代	
私は 2010 年から、コクトカイ県の農業局の公務員として勤め始めました。2013 年
から、いわゆる「駐村下郷」活動が始まりました。この活動によって、県政府が各部
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門の幹部をそれぞれの郷・鎮政府と行政村に派遣し、基層幹部の仕事を補佐し、農村
及び村の建設に協力しています。我々が平日、各郷・鎮や村に駐在し、村民委員会や
党支部の書記の仕事を手伝って、月 1 回元の職場に戻って、上司に仕事の進展や予定
などを報告します。駐村幹部は各村に出勤していますが、給与は元の職場から支給さ
れています。	
私は今、チャクドル村に駐在して、主に牧畜民の農業技術習得の事業を担当してい
ます。この村では、村民の 90％はカザフ族の牧畜民です。しかし、彼らは基本的な栽
培の技術と経験が未だ不足しています。この問題を解決するため、県政府は閑散期の
冬季に 1 ヵ月間「科学技術の冬」という研修活動を実施しています。しかし、現場で
は牧草やトウモロコシ等の飼料用作物の栽培は粗放型耕作を続けていて、牧草の供給
は依然厳しいです。私は生産期間に農業生産指導を実施していますが、かなり大変な
仕事です。「農薬を散布する時の注意点を教えてください。」「除草剤を散布した後
に雨が降っても、効果は大丈夫でしょうか。」「肥料は毎日欠かさず与えていいので
すか。」など、夏に毎日こんな細かい問題に対応しなければなりません。駐村幹部の
仕事は村幹部の仕事を手伝う程度だと言いますが、実際は毎日忙しいです。農業生産
の技術指導以外は、各種の農業に関する情報もちゃんと村民に伝達します。その他、
重要な仕事の一つとして、上級機関からの来訪者の「接待業務」があります。上級政
府の幹部や外来者は視察・考察・学習などの名目でよく村を訪問するため、「接待業
務」をしなければならなりません。これが外部の世界と頻繁に接触する機会を提供す
ることは間違いないと思う。県級や郷・鎮級機関の幹部は不定期に村の活動に参加し
ます。こうした場合は、私がよく村の現状紹介や現行事業の説明などをやっています。
私は来年、農業局に戻る予定があります。その時、昇進する可能性も高いです。そう
いう先例があります。	
（資料 30 を参照）	
	
ESBK の証言をまとめると、駐村幹部の立場から「駐村下郷」という事業の推進経緯を解
明できる。駐村下郷とは定住村の人材問題を前にして、外部との繋がりを持つ県レベルの
公務員を派遣し、各定住村の発展を手助けさせる。この点にこそ意義があることになる。
駐村幹部の派遣を定住村からみた場合、それは現地の人材不足を補うという意味を持つ。
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駐村幹部が県レベルの要人に「つながり」を持つこと、これは農村の側から見れば大きな
社会資源となりうる。他方で、駐村幹部も個人的利益を謀り、一定期間滞在して後に官位
が上がるためのステップとして村に来ている。	
現地調査によると、コクトカイ県政府は 2013 年から 5年の歳月をかけて、全域の村で大
学生村官と駐村幹部、それぞれの「一村一名」を配置する目標を掲げていた。ところが 2017
年 8 月末までに、平均すると 1村ほどに 1人の大学生村官がいることになる。しかし、駐
村幹部の数から見ると、「一村一名」には未だ遠いものの、すでにかなりの広がりを持っ
ていることがわかる。	
牧畜社会における十戸長、大学生村官と駐村幹部は、主に村民委員会と村党支部に対し
て補助的な仕事をしながら、村の管理や村民生活・生産支持などで協力している。その中
で、十戸長は村民内部に推され、村民の信頼に裏打ちされている。十戸長は各世帯の兼ね
合いもあり、一般村民と村民委員会の間の媒介役を果たしている。大学生村官は農牧民に
対し技術を普及したり、栽培・養殖を指導したりする人のことであり、農業や牧畜業の専
門知識が求められるのは、当然のことだと考える。実際、大学生村官は村でただの栽培技
術指導だけとは限らず、彼らの専門知識を活かしさまざまな領域で貢献できる。また、駐
村幹部が県政府から送り込まれることにより、上級政府部門と村とを結びつけるアクター
となりやすい。しかも、彼らが村では自分の得意分野で最善を尽くすこともできる。同時
に、村に派遣された大学生村官や駐村幹部の側からすれば、自らの「大学生村官」と「駐
村幹部」というポストの名称のもつ優位性を利用できるわけである。	
総じて、現時点の定住村では村民委員会と党支部の設置以外、十戸長、大学生村官と駐
村幹部が配置され、新たな行政構造が構築されている。定住政策の推進により、カザフ族
牧畜民を取り巻く社会環境も変化し、牧畜社会も一層より行政統合に取り込まれた。	
	
4．生活の場としての定住村：移動式住居から固定式住宅へ	
上述したカザフ族牧畜社会には行政体制の整備・確立も一層進みつつあり、牧畜民も生
活の転換を経験してきた。定住政策の実施は1986年から今日まで30年余りの年月が経ち、
遊牧民のほとんどが移動式住宅から固定式住宅へ移住してきた。遊牧と定住という相反の
2 つの生活様式のはざまで、カザフ族の遊牧民たちは移動から定住への変化に適応するこ
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とができるのだろうか。本節は、定住政策の実施に伴うカザフ族牧畜民の生活変化を検討
する。	
	
（１）定住以前：移動式住居	
牧畜地域の生活様式に見られる特徴は、移動という生計戦略を反映している。つまり、
草原では、家畜放牧が主要な生計手段となっているために、居住地が柔軟に変更されてき
た。移動式住居は遊牧生業に適応できる優れたテント式の住居様式であり、古代に「穹盧」
と記録され、実際に「ゲル」（モンゴル族）と「ユルト」（カザフ族、キルギス族など）
と呼ばれている。移動式住居の作り方や呼び方は民族によって異なるが、草原地帯に暮ら
している遊牧民が利用しているものはほぼ同じ円形である。元来のカザフ族の牧畜社会は、
移動式住居であるユルト（中国語：哈萨克毡房；英語：Kazakh	yurt）が遊牧生活のために
改良を重ねたものであり、春・夏と秋に伝統的な遊牧生活を送っていた。表 3—4 に示すよ
うに、ユルトは天井部と下部に分けて、天窓、垂木、囲障、門、毛毡という 5 つの部分か
ら構成されている（図 3−2、表 3-4 を参照）。ユルト全体に白色・淡褐色のフェルトを被
せているゆえに、カザフ族による「白い宫殿」と称されている。	
カザフ族の場合は概ね、1 帳のユルトには夫婦と未成年の子どもからなる 1 つの核家族
が住み、それ以外の家族が同居する時は、近くに新しいユルトを増やすことが多い。移動
の場合は、2-3 人が移動先でユルトの組立を行い、1時間半から 2 時間ほどで完成させる。
一方、ユルトの解体作業は 1時間から 1 時間半ほどで終わる。ユルトを解体し、いくつか
の部分に素材ごとに分けて、馬とラクダに載せて移動するので、この高い移動性を有する
ユルトは、「馬の背に載っているハウス」と呼ばれている。ユルトは軽くて頑丈であり、
組立も解体も簡単なわりに、暑い日も涼しい日も快適である。	
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図 3−2	 カザフ族のユルトの様子	
	
出所：http://www.sohu.com/a/216774426_490722 から引用。	
	
表 3−4	 カザフ族のユルトの構成	
	形	 構
成	
カザフ語	 素材	 形	 数量	 役割	
天
井
部	
弓
形	
天
窓	
Shanyrak	 自家製毛布	 円形	 1	 日光に当た
る、室内を換
気する	
垂
木	
Uyk	 紅柳木	 尾端部の
弯曲棒形	
3-3.2m						
数十本	
屋根の骨組み
をつくる	
	
下	
部	
柱
形	
囲
障	
Kerege	 紅柳木	 折りたた
める格子
状	
1.5-1.7m*3.2m	
4-6 枚	
円形の壁の骨
組みをつくる	
門	 Sykyrlauyk	 松の木	 矩形	 1.5m*0.8m				
2 枚	
東南方向	
毛
毡	
Kiiz	 ソクズ製の筵								
自家製毛布	
矩形 内層と外層分
け										
数十枚	
囲障を巻く			
強風に耐える	
出所：聞き取り調査資料より筆者作成。	
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これに対して、厳冬での遊牧生業は極めて過酷である。新疆北部の冬は長く、寒さが厳
しい。カザフ族の冬営地は北風を遮ることができる砂漠地域となっていた。遊牧民は冬営
地まで家畜をつれ、12 月から翌年 4月末までの長い冬を過ごしてきた。冬営地にはユルト
と異なり、「冬窝子」が砂漠地域の斜面に点在した形で分布し、散居村の形態をとってい
た。冬窝子とは土・石で建てられたものであり、中には暖房器具がないため、羊糞と牛糞
を主要な暖房燃料とすることが多かった。長く厳しい冬は寒さを防ぐために、他に家畜用
の小屋も冬窝子の周りに設けた。昼は家畜を積雪のある冬営地につれて放牧して、夜は家
畜をまとめて小屋に入れて、身を寄せ合って寒さを凌いでいた。冬季の生活環境はまず寒
くて厳しく、牧畜生活の困難さもより続くという状況に追い込まれていた。それゆえに、
牧畜民は一般的に 2-3 世帯からなる拡大家族で密集して生活し、互いに協力しなくてはな
いないことも多い。	
	
（２）定住以降：固定式住宅	
カザフ族の遊牧民は従来、春から秋までの時期を通じて移動しながら、家畜の放牧を行
って生活していたが、現在は固定式住宅の普及に伴い、定住する傾向が強くなった。この
ように、カザフ族社会は移動式住居から固定式住居に住むようになり、集落形態が散居か
ら集住に変化している。	
調査中に見学したトゥルグン郷コハラ定居村（写真 3—1 を参照）では、ほとんど庭付き
の住宅が建設され、3 室が南向けに並列している。隣の東側に台所が増築されており、庭
に可視的な境界も設けている。当初、固定式住宅の中では一階建ての平屋が主流であった
が、近年、写真 3—2 のような二階建ての住宅が人気タイプになっている。定住村には一般
的に 50 世帯以上の農牧家が集まり、集中的に村の建設を実現している。その後、結婚や分
家による新しい農牧民世帯の独立が相次ぎ、村には固定式住宅の数も次第に増加している。
近年は、主に挿花式で世帯数の少ない定住村に新しい農牧民世帯を配置していることも増
えている。	
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写真 3−1	 トゥルグン郷コハラ定居村の住宅「一階建て 80m²」	
	
出所：2013 年 7 月筆者撮影。	
	
写真 3—2	 トゥルグン郷コハラ定居村「二階建て 120m²」	
	
出所：2013 年 7 月筆者撮影。	
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定住村における牧畜民向け住宅の整備費用は部分的に牧畜民の自己負担によって行われ
ているが、遊牧民には 1世帯 2-3 万元の建設資金を提供した。定住地と牧草地の開発には
多額の投資が必要であり、この部分は主に国家と自治区の財政支援、県政府の各方面から
の予算が当てられている。その資金源として中央・自治区政府による財政投入のほかに、
援疆省市からの援助金や県政府の財政支援もあり、牧畜民の歓迎と支持が得られている。
2013 年のコクトカイ県の場合は、中央政府が 2.5 万元、自治区政府が 1.5 万元、県政府が
1万元、新疆を応援する補助金が 1万元であった（表 3−5 を参照）。現在、「三通・四有・
五配套」の標準通りに、固定住宅は主に政府投資を受け、計画的・標準的に新築され、定
住村の水道、電気、通信などの公共施設は地区・県政府の関連機関及び地元の企業が整備
を行っている。県政府と鎮・郷政府は牧畜業生産をめぐる基本建設任務に基づき、牧畜業
関連の基本建設に必要なレンガ、木材などの建材調達の問題解決に積極的に協力し、牧畜
業における井戸の利用、家畜出産用の厩舎などの牧畜業関連施設を整備し、定住村の整備
に向けた歩みを加速させている。	
	
表 3−5	 2013 年度におけるコクトカイ県の定住政策をめぐる経済支援の資金源	
資金源	 補償基準（万元）	 世帯数	 合計（万元）	
県政府の補助標準	 1	 680	 680	
中央政府の補助準	 2.5	 1,700	
自治区政府の補助標準	 1.5	 1,020	
「対口支援」1）の補助標準	 1	 680	
イフラン建設補助金	 	 	 1,000	
「退牧還草」項目の投资	 1.59	 17,00 ムー2）	 2,700	
合計（万元）	 7,780	
出所：『コクトカイ県五年牧畜民の定居現状調査報告書』（2013 年）より筆者作成。	
説明：（１）「対口支援」は「一対一の支援体制」の略称で、中国において比較的経済
の発展した省や直轄市が経済発展の遅れた地方を一対一で支援する仕組みである。コクト
カイ県は黒竜江省のチチハル市（齐齐哈尔）市との間に「対口支援」関係を結びつけ、チ
チハル市がコクトカイ県の経済発展、人材育成、教育促進などを支援している。	
（２）コクトカイ県における 2013 年度「退牧還草」項目の実行面積。	
	
定住政策の実施によって、定住村の建設は「三通・四有・五配套」の要件に基づいて行
われ、牧畜民の生活環境は徐々に改善された。このように、定住村では道路、電力、水利
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などが既に整備され、牧畜民は安穏な生活を送ることができるようになった。また、学校、
病院といった生活基盤の整備が進展した地区では定住化に対する評価は極めて肯定的であ
る。定住した生活では、子女の就学利便性が増加するほか、医療衛生などの公共サービス
による恩恵を受けることができた。さらに、一部の定住した牧畜民がテレビ、冷蔵庫、洗
濯機、電話などの家電製品を所有しているほか、現在、自動車、オートバイなどの交通手
段が利用されており、生活条件は抜本的に改善された。牧畜民は、以前の単一的な牧畜業
経営から徐々に経営範囲を拡大し、余剰労働力で稼ぎ、観光サービス業、交通運輸、商店
やサービス業を展開しようとしている。従って、定住政策の実施とそれに対する支援策は、
定住した牧畜民の生活環境の改善をもたらし、新たな生活基盤を形成したという面で評価
できるものである。	
ただし、定住化政策の推進が一段落した現段階においては、定住事業を円滑に推進して
いく上では、色々な課題を徐々に解決していく必要があると考える。既に定住している牧
畜民の生活向上と未定住の遊牧民の定住化が望まれているが、生活習慣や経済条件などの
理由により、即時実現は未だ極めて困難である。定住政策の推進では基本的に定住した牧
畜民に対する補助・保障などによる補助金の給与体制整備の内容が含まれているが、生産
の持続性・生活の適合性・文化の継続性などが含まれていなかった。以上のように比較的
楽観的な現状が示されているものの、実際の定住生活については批判の声も聞かれる。「統
計年鑑では遊牧民の定住率は 50％以上に達していると記述されていたが、実は完全な定住
率は低い。特に、人は定住していても家畜は定住していないという現状がどこの鎮・郷に
も発生している」（資料 56 を参照）と、コクトカイ県牧畜局の HXLS（男、カザフ族、50
歳）は語る。	
実は、定住希望をあてに、生活が向上できると予想し、政府の宣伝を信じて定住した牧
畜民は以前より改善できなかったことがある。「今は、元の核家族は大家族になって、子
供が成年して結婚後分家します…そして、新しい定住点ができて、分家した若者が移住し
ます。新定住点へ申請する必要もあるし、移住もかなりお金をかかります。そんなに簡単
ではありません。定住点も違う場所に点在して、大家族が分家して移住し、違う定住点に
住むようになりました。今の牧畜生活・生産は昔と全然違います。昔の放牧生活をするほ
うがかなり自由でした。現在の収入は確かに昔と比べると高くなりました。しかし、定住
生活では困ることも多くあります。特に支出も大きくなって、経済的に苦しいと感じてい
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ます」（資料 23 を参照）。また、定住したくなくとも、強制的に定住させられた遊牧民世
帯がより定住後の生活に満足しなかった。	
実は、定住政策の実施による固定住宅の増加は顕著であり、ほとんどの家族成員は固定
住宅に通年居住し、牧畜労働者のみを夏営地へ派遣したり、家畜を他の世帯へ委託したり、
人の定着と家畜の移動の分離が発生しやすくなる傾向がある。多くのカザフ族牧畜民は定
住した後、家畜の放牧は不可能であることを覚悟しながらも、厩舎での家畜飼育にそれほ
ど自信も無かった。彼らにとっては、定住してしまうと、現在までやってきた牧畜生業は
完全に変わり、新しい生活様式も全部ゼロから作り直ささなければならない状態であると
いう精神的な不安を大きく抱えている。	
また、定住政策の推進に当たって、カザフ族牧畜民の信仰問題も配慮された。カザフ族
は西暦 9 世紀からイスラーム教を信奉しているが、彼らが遊牧民族であるために、モスク
（中国語：清真寺）が少なく、一般的にユルトの中で礼拝する。牧畜民が定住してから、
自分たちの暮らすそれぞれの地域において、荘厳な場所を選定し、そこにモスクを建設し、
そこで定期的に礼拝を行った。現在の定住政策によって、モスクは基本的に一鎮に一軒が
配置され、レンガやセメントなど現代的な建築の材料を使用し、豪華に改築される例も多
く見られるようになった。モスクはイスラーム教の礼拝の場という機能が世界的に共通し
ているが、新疆で多くのモスクに「愛党愛国」、「党のために人民を教育せよ」、「統一
と安定は幸い」などのスローガンが書かれた看板は掲げられている。現在中国では、政府
公認の宗教活動が全て中国政府に管理されている。普段、カザフ族は毎週金曜日の正午に
も集団礼拝をする。しかし、現在の新疆では大勢のイスラーム教信徒がモスクで集合する
と、大変な混雑が予想される。そのため、常時 50 人以上の集団礼拝は政府に禁止されてい
る。新疆ウイグル自治区では、ノウルーズ31（中国語：納吾魯孜節）と断食明け祭り32（中
                                                
31毎年西暦 3 月 21 日前後。カザフ族のノウルーズは新年の意味であり、お祭りの祭に、皆肉、米、小麦
粉、大麦などで粥に作るのがカザフ族の伝統風習であり、カザフ族は皆立派な民族衣装を着装して互いに
祝って手作りの食品で客を招待して、カザフ族の民族弦楽器であるドンブラ－で演奏しながら、この日に
決 ま っ て い る 曲 、 即 興 で 作 り 上 げ る 歌 を 歌 っ て 、 リ ズ ム に 乗 せ て 踊 る 。 （ 参 照 ：
https://www.chinaviki.com/china-culture/festival/xinjiang____zizhi/9639.html）	
32イスラーム教暦法 10 月 1 日。イスラーム教により毎年のイスラーム教暦法の 9 月から 1 カ月（ラマダ
ン）が飲食断水、言動を慎み、言葉・行動に注意する。皆、毎日の暁から夕方ごろまで一切の飲食を断食
する。毎日暁の前と夜、2 回食事する。断食期間では飲食を禁止するほかに、毎日 5 回礼拝して、そして
夜にも 20 回礼拝する。イスラーム教暦法により 10 月 1 日は断食が終わり、祝う。各部落のカザフ族は近
くのモスクへ集まって互いに祝う。一般的に断食明け祭りは 3 日間続く。（参照：
https://www.chinaviki.com/china-culture/festival/xinjiang____zizhi/9639.html）	
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国語：開斎節）は重要な祭日であり、両方ともカザフ族、ウズベク族、タジク族など少数
民族の共通の節日と設定された。この二つの祭りを祝うため、カザフ族がみんな新しい服
を着て、モスクで行われる盛大な礼拝に参加する。そして、家族と共に食事をし、親戚や
友人を訪ね、共に愉快に過ごす。現在、この二つの日にもモスク入場の時間制限と人数制
限が設置され、イスラーム教徒はモスクの入り口に列をつくって静かに入るようになった。
当日は、モスクも地元の民族宗教事務局が取り囲み、私服を着ている担当者があらゆる人
の動きに目を光らせている。最近、イスラーム教の礼拝施設であるモスクの付近に監視シ
ステムを採用する動きがあり、宗教信仰への統制はより厳しくなった。そのため、イスラ
ーム教の信仰を実践し続けるカザフ族の老人はいるが、彼は「今は人前でそれを表さない」
という。	
周知のように、敬虔なイスラーム教徒は酒を飲まない。イスラーム教の教義がそれを禁
じている。しかし、カザフ族は全員イスラーム教徒であるが、それほど厳格ではない。実
は、カザフ族と酒とは深い関係にある。カザフ族は長い経験から馬乳酒造りの技術を蓄積
してきた。カザフ族はイスラーム教を信仰しているが、馬乳酒は彼らの日常生活には不可
欠であり、生活の一部分となっている。このため、客の接待、祭、節日などではカザフ族
も馬乳酒を用意する習慣は今日まで変えることなかった。しかし、カザフ族社会で商店を
経営する漢族の XLB は「カザフ族の人々は互いに奢ることがよくあります。この場合は、
お酒を飲みます。1998 年の私の店のお酒の最高売上は 5,000 元でした。カザフ族はあまり
お酒を飲めないのですが、彼らは飲みすぎます…彼らは飲酒しながら、時間つぶしをして
います…タバコを吸う若者も増えました。昔はお酒もタバコも全て禁止されていました」
と紹介した（資料 10 を参照）。こうしてみると、定住してから、カザフ族社会における酒
（白酒）とタバコに関する戒律は次第に変化した。	
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第 4章	 改革開放以降における草原利用政策の展開とカザフ族の牧畜生産の変
化	
カザフ族社会における定住政策の実施による牧畜民は単に居住地を変更するだけではな
く、牧畜業の生産様式を変えざるを得ない。定住後の草原利用・開発は常にカザフ族牧畜
生産の核心的問題点とされている。本章は、改革開放以降の草原利用制度の変遷と草原開
発に焦点を当てながら、草原利用・開発と保護政策及び制度の実行による牧畜生産方式へ
の影響を集中的に分析することを試みるものである。本章を通じて明らかにする点は 3 つ
ある。一つは草原請負制度実施による草原利用形態の転換経緯を描き出し、そして、草原
保護と牧畜発展の両立の施策として「退牧還草」政策に対する検討をすることである。二
つ目は草原地域における鉱業開発実態を考察し、資源開発が牧畜社会にどのような結果を
もたらすかを分析することである。最後に、改革開放以降の草原利用・開発の展開による
カザフ族社会の牧畜生産方式への影響を解明する。	
 
1．牧畜社会における草原利用と保護の現状	
（１）請負制による草原の細分化	
①請負制の実施	
中国は 1978 年から、改革開放政策を実施し始め、まず人口の最も多い農村地域から着手
され、農村・農業問題に対する諸政策・制度が農村経済体制改革として推進されてきた。
この政策の一環として、農村社会で生産請負制（中国語：家族生産責任制度）を導入した。
生産請負制とは、農民と土地の所有権をもつ集団の間で請負契約が結ばれ、農民が土地の
使用収益権を取得し、契約期間中（30 年〜50 年間）に各農家が農業経営を行うと同時に一
定の農業税などの税金を納めるというものであった。この制度によって、すべての農産物
を低い公定価格で強制的に買い上げられるのと異なり、あらかじめ割り当てられた量を政
府に収め、かつ請負土地の税金を支払えば、残余については自由な処分を認めるようにな
った。結果としては、この生産請負制の実施が農民の労働意欲を刺激し、農業生産は飛躍
的に変化した。即ち、農村から始められた生産請負制は成功したのである。その後、この
生産責任制が 1980 年代から全国的に牧畜社会にも実施されることになった。	
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実は、コクトカイ県は 1977 年に農牧業生産振興のため、「五定一奨」という政策を実施
した。これにより、家畜が各世帯に分配され、農牧民の生産の積極性を引き出した。そし
て、家畜の頭数が急増してきたが、草原に対してはまだ共同利用に留まっていた。このよ
うな背景の下、新疆自治区政府はコクトカイ県をモデル地域とし、1984 年 5 月から次第に
「家畜に値段をつけて分配し、草原を無料で請け負う（中国語：牲畜作价帰戸、草場無償
承包）」という形で草原と家畜の請負制（中国語：草畜双承包責任制）を導入した。	
	
LELBK、男、カザフ族、52 歳	
1984 年草原と家畜を各世帯に分配しました。その時、村長は 3世帯を 1組にしよう
と提言しました。その時、ほとんどの人は親戚と組みました。私は両親と嫁の両親で
１組にしました。草原と家畜が各世帯の人数によって分けられました。18 歳以上は 25
頭の羊、18 歳以下は 13 頭の羊でした。その時、1世帯は子羊、1世帯は母羊、1世帯
は 2歳の羊を担当しました。	
（資料 23 を参照）	
	
HH、男、カザフ族、50 歳	
1980 年代、家畜が各世帯に配られました。私たちは 70 頭の羊、1頭の馬、2頭の牛
と 3 頭のラクダを割り当てられました。12 ムーの牧草地に分配されました。その時、
私たちはクルト郷に住んでいました。当時、家畜の分配は世帯の人数によって、1 人
あたり 25 頭の羊でした。さらに、草原は家畜の頭数に基づいて分配されました。草原
は季節によって、冬、夏、春と秋営地に分けました。	
（資料 22 を参照）	
	
ALPLM、男、カザフ族、50 代	
1984 年に、両親と 2 人の兄弟で草原を 26,793 ムー分配しました。詳細は、冬営地
16,696 ムー、春営地 1,950 ムー、秋営地 1,600 ムー、夏営地 3,525 ムー、牧草地 2,492
ムーです。（資料 47 を参照）	
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まず、家畜の値段は家畜別に付けられ、請負した後で分割払いの形で分配された。当時、
新疆北部における異なる畜種間の頭数を羊の飼料必要量を基準にし、綿羊 1 頭＝1 羊、ヤ
ギ 1 頭＝1 羊、ラクダ 1 頭＝6 羊、ウマ 1 頭＝5 羊、牛 1 頭＝5 羊、豚 1 頭＝0.8 羊で換算
した。家畜は牧畜民世帯ごとの人数に基づいて各世帯に分配された。具体的な施策として、
家畜の配分基準が 18 歳以上の一人につき家畜 27 頭、18 歳未満の一人につき家畜 11 頭、1
世帯が 5 人以上の場合は家畜 500 頭までが分配され、各世帯（個人）が家畜を殖やしてい
た。その後、村が集団として牧草地の所有権者となり、牧草地の利用調整と請負などを行
うようになった。牧畜民世帯の人数及び所有している家畜頭数を基準に集団所有の牧草地
を請負させ、各世帯（個人）に 15 年の長期にわたって利用権を与える仕組みが確定され
た。しかし、草原地帯の最も大きな特徴は自然条件の不均等性である。そのため、実際の
分配作業では牧草の生産性の優劣にも関わらず、各世帯（個人）は籤で草原の位置を決め
ていた。これより、コクトカイ県では牧草地は集団所有であることは変えていない前提の
下で、草原使用権が各世帯・個人へ無償で分配されてきた。	
コクトカイ県政府は 1989 年に、更に細分化した草原の配分を行い、その後、草原の面積
測定に基づき、草原請負証明書及び地図を作成した。県政府の草原管理部門と各世帯（個
人）が草原請負の契約書を締結し、これより、牧畜民には草原利用権が付与されると同時
に、相応の責任も義務づけられた。同時に、各世帯（個人）による草原の請負期間は 30 年
間に固定された。1989 年に、草原管理部門は 3410 部（うち集団が 91 部）の草原請負証明
書を牧畜民と集団に発給した。コクトカイ県における草原請負制度の実施による草原分配
は上記の通り、1989 年末に終了した。	
さらに、コクトカイ県では 1994 年から、『草原法』および『新疆ウイグル自治区草原管
理条例』に基づき、草原の合理的な利用、保護および建設のために、草原の有償利用制度
が導入された。この制度により、牧畜民は県政府と新しい契約書を結び、同年から草原を
使用する期間中に毎年「草原税」を支払うことが決定された。草原税の標準は大畜が 1.2
元/頭/年で、小畜が 0.6 元/頭/年に規定されていた。1994 年末に、コクトカイ県では新し
い草原請負契約書を 3,613 部（うち集団が 195 部）締結した。	
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②草原の細分化とカザフ族の習慣	
新疆北部では草原と家畜の請負制が 1984 年からから今日までの 30 年余り実行されてい
る。この制度的な改革によって、草原の利用および家畜の飼育を各世帯（個人）が請け負
うことになった。草原請負制は、人民公社解体以降の牧畜業・牧畜社会を管理・規制する
ための主要な手段の一つとされており、このため、草原請負制の問題は、単に牧畜業生産
体制の問題であるばかりではなく、草原の所有制度、牧畜社会の組織制度に関連する問題
でもある。現在の牧畜業生産は昔ながらの草原を共同的に利用する牧畜生産システムでは
なく、分配された草原のみでの家畜の放牧となり、従来の集団による牧畜経営方式から実
質的に個別経営方式に転化した。草原請負制度に対する正確な理解がなければ、現在の中
国の牧畜業・牧畜社会を正しく理解し、評価することができないのである。	
新疆北部は多民族地域であり、もともとは民族ごとに草原利用に関する様々な慣習と制
度が存在していた。そのなかで、牧草地の分割相続によって、世襲に基づいて次の世代ま
で牧畜業生業の継承を維持することができた。カザフ族牧畜社会における伝統的な家族・
親族の特徴が、末子相続である。それにもかかわらず、息子たちが牧草地と家族の家畜の
分配に対して、年齢の区別はなく、同じ権利をもっている。家畜分配時に家畜を均等に分
配するというのが分配の原則である。両親も例外ではない。しかし、この過程では、家畜
の増減の問題が生じる。家畜が増加する場合もあれば、自然災害で家畜が急激に減少する
場合もある。そのため、息子間では分配された家畜の数は絶対に同じとは言えない。旧来
のカザフ族遊牧民は、牧草地に対する法的な使用の権利は持たなかったが、一般的に伝統
的なアウル長を中心とする集団の一員であるという事実を通じて、共同所有の草原に家畜
を放牧する権利をもっていた。しかし、この草原に対する使用の権利は、現在の草原利用
権と性質が異なり、法律的に認定されていなかった。つまり、現行の草原請負制の実施に
よって、既存の慣習的牧草地の使用権利を公式に承認せず、新しい草原利用制度を強化す
る意図のもとで、政府は草原請負証明書を各世帯（個人）に発給した。	
コクトカイ県における牧畜民向けの草原請負は、分配時の世帯と個人に対して行われた
ため、1989 年以降に移住した世帯（個人）または 1989 年以降の出生者には牧草地が無い。
調査を実施した 2013 年は草原分配の終了から 20 年以後のことである。1989 年以降は、コ
クトカイ県政府による大規模な草原再分配は行われず、相続によってしか草原を獲得する
機会がなかった。また、現在は息子が親元から草原を相続した牧草地の利用権は法的な根
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拠によって承認されなかった。更に、親元の牧草地は兄弟間で分割するために細分化され
ることになり、相続した草原の面積では牧畜生業の維持が極めて困難である。その他、草
原利用権により 30 年間固定された面積は、牧畜民世帯の状況の変化に応じて短期的に拡
大することができないため、世帯の人数が増大した時に草地資源が不足することになる。	
	
（２）「退牧還草」政策：草原保護と牧畜発展の両立	
①牧畜社会における砂漠化問題と対策	
中国全土の各種天然草原の面積は約60億ムーで、国土面積の41.7%を占める（沈:2009）。
そのうち、西北部地域の天然草原面積は約 50 億ムーで、全国草原面積の 84%を占める。こ
れらの地域では長期にわたって、気候変動などの自然要因や人間の非合理的な生産活動を
含む様々な要素が起因する草原の劣化が起こり、草原の過放牧や開墾開発によって草原面
積が減少し、砂漠化も深刻しつつある。中国の牧畜社会は改革解放以来、人口増加や消費
需要の増加によって倍増した家畜が草原に大きな負荷を与えており、天然草原の 85%が砂
漠化の危機に瀕していた。	
中国は 1977 年に開催された国連砂漠化会議(United	 Nations	 Conference	 on	
Desertification、略称:UNCOD)において「砂漠化の危険がきわめて深刻な国」の一つに挙
げられており、中央政府によって砂漠化防止の対策を採択し始めた。しかし、これまで一
連の対策が取られたが、顕著に効果が高いとは言えなかった。1990 年代に入ってから、西
北部地域には河川乾燥、嵐など自然災害が頻発し、国家の生態安全保障と持続可能な開発
への直接的な脅威をもたらした。1990 年代後半から草原破壊の蔓延、特に北京などの周辺
都市に影響を及ばす砂嵐天候が頻繁に発生したことから、中国政府はようやく牧畜地域の
生態改善に乗り出した。	
こうした状況に直面し、中国政府は遊牧民を定住させ、半遊牧へ転換させることによる
草原負荷軽減や、様々な禁牧・休牧措置を通じた草原牧畜民の生活・生産の安定性と天然
草原の保護・回復を図ろうとしている。当初、2001 年には内モンゴル、新疆、寧夏の三つ
の少数民族自治区で「退牧還草」の試みが開始された。2003 年より、国家は全土の牧畜社
会での「退牧還草」政策を天然草原保護重点プロジェクトとして位置付けた。「退牧還草」
政策は、牧草地の放牧圧を軽減し、草原の生態環境の回復と牧畜業を持続させることを目
的に実施された。同政策の各条例は 2003 年から 2005 年の間に発表され、2005 年の時点で
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全国の牧畜社会において実施されるようになった。具体的には、次のような対策を講じた。
第 1には牧畜民世帯（個人）までの草原使用権の確定作業を一層強化すること、第 2に「草
畜平衡」、つまり、一定の草原面積で放牧できる家畜の頭数を決定すること、第 3 に「囲
柵禁牧」で一部の草原を柵で囲む柵業を強化し、休牧・禁牧を実施すること、そして第 4
は栽培型の人工草原を改良・拡大すること、である。	
	
②「退牧還草」政策の内容	
退牧還草の実施に当たっては、2003 年 3 月 18 日、国務院西部開発弁公室、国家計画発
展委員会、農業部、財政部と国家糧食局の命令として『2003 年退牧還草の任務についての
通達』（《关于下達 2003 年退牧還草任務的通知》、国西弁農〔2003〕8 号）という公文書
が発布された。以下、退牧還草政策の効果を検討するため、まず条例に沿って政策の概要
を整理する。	
上述の命令において第 1 に、退牧還草政策の重要な意義を掲げている。すなわち、草原
の保護、建設と合理的な利用及び生態環境の保護と改善の強化、持続可能な発展の促進の
ため、退牧還草政策を制定したことである。草原は重要な戦略資源であるので、国家は草
原資源を保護し、退牧還草政策を生態環境建設の重点内容として実施した。第 2 に、退牧
還草政策の総体方針、目標と実施範囲を明確にした。退牧還草政策は天然草原の放牧圧力
を減少させ、すでに退化、砂漠化した草原に休養と回復の機会を与え、天然草原の自己回
復能力を発揮させ、天然植生を回復させようとする一方、牧畜民の生活安定と牧畜社会振
興の同時達成を目的としている。退牧還草を実施する対象地域は蒙甘寧草原地帯、内モン
ゴル東部草原地帯、新疆北部草原地帯とチベット東部草原地帯というように、すでに草原
退化が深刻な地域を定めている。	
第 3 に、退牧還草を実施する手段として、まずは草原請負制を更に改善し、牧畜民の権
利と義務を明確化するとともに、牧畜民の合法的な権益を着実に保護し、長期的かつ安定
的な請負関係を保つ。また、「草を以て家畜を定める（以草定畜）」の原則に基づき、草
原の載畜量を厳しく統制すると同時に、還草の手段としては休牧、画区輪牧33と囲柵禁牧34
                                                
33牧草地を数個の放牧区に区画し、牧草の成長過程に応じ順次一区ごとに放牧する。	
34牧草地を鉄の網で囲って、家畜の放牧を禁止する。	
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などを策定する。更に、2004 年より中国全土における牧畜民に対する草原税は全て廃止さ
れた。それと同時に、政府は牧畜地区において、退牧還草政策を取り入れた牧畜民に対し
て奨励金と補助金を給付し始めた。最も重要なのは、計画・統一配置を強化し、有効な管
理措置を実施することである。退耕還林は国家事業として実施されているが、実際には、
省、自治区、直轄市人民政府が責任を分担し、各レベルの計画を策定し、実績に応じて監
査も行う。草原政策のために巨額な財政資金が必要であるが、投資額について、中央政府
と地方政府はそれぞれ 70％と 30％を負担している。	
第 4 に、2003 年度の目標を明らかにした。中央政府の計画は 1億ムーで、うち内モンゴ
ル自治区 3,048 万ムー、甘粛省 1,180 万ムー、寧夏自治区 460 万ムー、青海省 1,540 万ム
ー、雲南省 160 万ムー、四川省 1,440 万ムー、新疆ウイグル自治区 2,060 万ムー、新疆生
产建设兵团 112 万ムーである。第 5に、2003 年の計画に関する 4つの要求、すなわち、①
リーダーシップを実質的に強化し、職責に応じて責任を負う。②政策内容をよく理解し、
プロジェクトの実施を保障する。③経営監督を強化し、プロジェクトの質を確保する。④
責任分担を明確化し、協力しながら仕事することを約束している。	
	
③「退牧還草」政策の実施（コクトカイ県の場合）	
退牧還草とは文字通り「家畜の放牧をやめ、天然草原を復元する」ことを意味し、実は
放牧地であった草原を従来の生態系に回復する措置である。その内容は主に放牧地に対
する「禁牧」、「休牧」、「輪牧」であり、それぞれ解釈すれば次のようになる。「禁牧」
は草原における家畜の放牧を完全に禁止することである。放牧禁止の期間は草原の回復状
態によって決められる。「休牧」は牧草の成長に配慮して短期間（春から夏にかけての 2
週間程度、晩夏・秋の 3〜4 週間程度）において放牧を禁止することである。牧草が萌芽か
ら結実するまでの期間放牧を停止するケースが一般的である。休牧の期間は地域により「3
カ月」、「半年」と「一年」に決められ、その間は家畜を囲い、飼料を給与することにな
る。「輪牧」は牧草地をいくつかに区切り、放牧と休牧を年に数回から十数回順番に繰り
返すことで利用する。	
コクトカイ県は 2003 年から退牧還草事業を開始し、主に囲柵禁牧と季節性休牧という
二つの措置を実施した。囲柵禁牧の期間は 3〜5 年である。この期間は、一部の牧草地を家
畜の進出防止のために、周りに鉄の網で囲いを作る。鉄の網は約 100m の間隔に石柱を 1本
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立てにして、中間は鉄筋と網で引いて、網の表面に小さい鉄刺が敷き詰めている。季節性
休牧は毎年の 4 月〜9 月に放牧を停止するので、これによって、一部の天然草原は暖季に
も放牧できなくなった。	
この結果、伝統的な遊牧生業はさらに制限され、家畜の移動量が次第に小さくなった一
方で、牧畜民にとっては家畜舎飼による飼料栽培や牧草刈りなどの仕事が増えた。政府は
飼料の生産・供給のため、定住した牧畜民に牧草地を一戸当たり 50 ムー配分し、牧草を栽
培することを推奨した。また、コクトカイ県では該当する牧畜民世帯に対して政府から生
態補償金が出され、初期の 1 ムー当たりの補助単価は 1.5 元が支給された（資料 32、54、
58 を参照）。毎年、退牧還草の実施結果を検査し、合格した場合、生態補償金を支払う。
この生態補助金は、一見、牧畜民世帯の所得を向上させるように見えるが、現実には県政
府が無主の牧草地を囲んで禁牧を行い、これらの牧草地の面積に応じて上級政府から補償
金を得ることも発生した（資料 47 を参照）。また、牧畜民の生態補償金は延長されてはい
るものの、その金額を変えることも可能かもしれない。内モンゴル自治区の事例からみる
と、生態補償金の水準は初回の年限（一般 3 年）経過後は減額されてきた。また、この補
償金は牧畜民の視点から検討されており、必ず牧畜民世帯の生産・生活を向上するわけで
はないことが懸念される。	
	
QQ、男、カザフ族、40 代	
1984 年 39,000 ムーの冬営地を分配しました。現在の実際面積は 21,000 ムーと認め
られました。しかし、その内 19,000 ムーが砂漠です。この部分は放牧ができなくて、
現在の補償政策も適用していません。この 3年間、「退牧還草」政策によって、32,900
元の補償金をもらいました。5 人分に分けて、一人当たり 6,500 元です。家畜の数を
増やしたいですけど、草原面積がどんどん少なくなりました。	
（資料 43 を参照）	
	
HS、男、カザフ族、50 代	
「退牧還草」の補償金の分配をめぐる争いがよく起こります。草原の分配は 1984 年
のことでした。今は牧畜民ほとんどが結婚して別居しています。ある 3 人の兄弟は、
年齢の順番により、初年度の補償金は長男、2 年目は次男、3 年目は末子としていま
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す。また、ある世帯は補償金の総額を兄弟の人数に応じて分けます。しかし、ある世
帯は補償金の分配問題があって、司法部門まで陳情しました。結局、両親の意思によ
って兄弟 2人に分けてしまいました。	
（資料 52 を参照）	
	
④「退牧還草」政策の評価	
中国国家林業・草原局の報告書によれば、退牧還草政策を実施後 15 年間で、中央政府が
累計 295 億 7 千万元を支出し、累計 8.3 億トンの植生回復を実現し、草原利用は一段と合
理性を増していることが明らかになった。つまり、退牧還草政策を通じて、草原の生態系
が更に悪化していくという趨勢に有効な歯止めを掛けることができた。しかし、広大な牧
畜地域の草原環境改善には長い時間と努力が必要であるので、これらの取組みをさらに継
続し、また、草原を良好な状態に維持するための努力を払うことが求められる。更に、退
牧還草の効果を適切に把握・評価しつつ、それに合わせた対策を打っていくことも必要で
ある。	
一方、退牧還草には引き続き課題が多く残されていると思われる。まずは砂漠化認識を
めぐる誤解である。国際的には、砂漠化対処の大前提として、大きく気候的要因と人為的
要因の二つがあることが的確に明らかにされている。ところが、中国では砂漠化に関する
認識は、家畜の数が多すぎる過放牧が原因であると指摘されている。牧畜民の考えによれ
ば、「私の祖父たちも遊牧の生活を送っていましたが、草原は何にも問題ありませんでし
た。昔は、この辺りで草刈りをした時、人間が隠れてしまって見えないくらいに草が生い
茂っていました。現在は自然保護のために、草原を保護することを理解しています。草原
保護は必要だから、やるべきだと思いますが、草原の利用を禁止することは正しいことと
は思いません」（資料 50 を参照）のように、牧畜民自らが生態に優しい牧畜業を何百年も
維持している。そのために、退牧還草政策は一部の牧畜民の反抗を招きやすい。また、そ
もそも退牧還草の総体効果を認識的に支える理論的な根拠は、地表の植生と家畜の摂食と
いう一組の要素のみに依拠し算出した「放牧圧」という数値に求められている。だが、こ
れを基礎とし、退牧還草を推し進めることは、牧畜民が素直に納得できるかどうか疑問で
ある。実は、牧畜地域においては、退牧還草が技術的に十分であるかどうかということに
さえ、大きな疑問を持っている状況である。	
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最後に、退牧還草の実施に関する様々な地方政府と牧畜民の関係性の問題がある。環境
保護の名のもとに政府が実施する牧草地の囲い込みも、地元に暮らす牧畜民にとっては一
種の呪いであり、生活のリスクでもある。地方政府は、これらの政策を実施するために罰
金を手段としたが、牧畜民たちはそれに対して、地方政府の役人に賄賂を払う、隠れて放
牧するなど、あらゆる対抗策を考えるようになった。特に、王は退牧還草政策による画一
的な施策の実施は草原環境の多様性に適さない、上部から下部への解決方法は常に下部に
拒まれ、村民の違反を招き、また、地方政府は環境保護を利益拡大の手段として利用した
ため、政府と牧民の関係は「猫とネズミのゲーム」関係になったと指摘している(王：2009)。
要するに、退牧還草政策は開発と環境の調和を目指しながら、牧畜社会の振興を求めるた
め、西部大開発のなかでも重要な位置づけられることとなった。この政策効果を実現する
ためには、政策それ自体が充分に練り上げたものでなければならないと考えられる。	
 
2．草原地域における鉱業開発と牧畜生計	
（１）少数民族地域における鉱業開発の実態	
中国の少数民族地域における石油や鉱物のような地下資源の埋蔵量は実に豊富で、全国
で重要な地位を占めている。しかし、これらの資源が身近に存在していることと、それを
少数民族の生活向上のために活用できることとは本質的に異なっている。	
中国は 1978 年の改革開放により、周知の通り目覚ましい経済成長を遂げており、その経
済開発は主に沿海地域に集中している。ここで注意しなければならないことは、この沿海
地域の経済開発を支える資源は、少数民族地域における鉱業資源の開発に頼っている、と
いう点である。特に、21 世紀以降の西部大開発により、内モンゴル、新疆などの少数民族
地域では鉱業開発はさらに強化され、多くの鉱業資源を沿海地域に供給するようになった。
さらに近年、少数民族地域では新たな鉱山や鉱脈が次々と発見されており、資源開発が活
発に行われることになっている。以上のことから、地下資源が確認された埋蔵量の豊富な
内モンゴルや新疆などの少数民族地域こそが、中国全土に地下資源を提供する後背地とな
っているといえる。つまり、少数民族地域は中国が強力な安定した経済大国を建設する上
でも手放すことができない重要な存在なのである。	
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少数民族地域は資源や豊かな自然を有している一方で、全国のほかの省と比較すると、
経済成長が比較的遅れている地域に数えられている。そのため、鉱業資源に着目するのは、
それが少数民族地域を中心とする西部地区の経済発展と貧困の両方を同じ座標軸に収めて
見る上で、極めて重要な位置を占めている。しかし、これは決して良いことばかりではな
い。少数民族地域には石油や鉱物のように、資本と技術があれば高い経済価値に結びつく
資源もあれば、草原や森林のように地元の牧畜民が利用できる資源もある。これらの資源
の定義が、人々の立場によって異なること、そして、その定義に従って資源の用途を意の
ままにする力がアクターによって異なることが転換効率の格差を生み出している。草原や
森林などの天然資源が牧畜社会で暮らす牧畜民の生活・生産に不可欠である点については
広い合意が得られているものの、その一方で、鉱物資源が豊富に存在する場合では、それ
らの資源の有用性が政府や開発企業に見出された途端に、鉱物資源は地元から離れる危険
性が高まることが見られる。また、鉱物資源の開発によって少数民族地域では、これまで
以上に様々な社会問題が噴出している。特に近年、経済利益最優先の風潮に基づく資源開
発に伴う、自然環境の汚染や少数民族の生活への脅威などの問題は、常に複合的な要因に
より様々な形態となって現れている。	
以上を踏まえ、コクトカイ県における鉱業開発の経過を概観する。1930 年代、旧ソ連の
専門家によりアルタイ地区で鉱業資源の探査が開始され、その結果、1935 年（民国 24 年）
にコクトカイ県のキョクトカイ鎮で稀有金属鉱床等が発見された。そして、1938 年、アヤ
コズベイ（カザフ族、国籍不明）は小分隊を率いてキョクトカイで稀有金属の採掘を試み、
1946 年により採鉱作業隊を作り、小規模的稀有金属鉱の採掘が始まった。その後、中国政
府とソ連は 1950 年 3 月 27 日に「中ソ石油株式会社関連する協定（关于在新疆創办中苏石
油股份公司協定）」と「中ソ非鉄および稀有金属株式会社に関連する協定（关于在新疆創
办中苏有色及稀有金属股份公司協定）」を締結し、この二つの協定に基づき、「中ソ非鉄
および稀有金属株式会社（中苏有色稀有金属股份公司）」のアルタイ鉱山管理事務所（ア
ルタイ管理所）が 1950 年 9 月 15 日にキョクトカイで設立された。なお、これは中国側が
資源と土地を提供し、ソ連が資金と設備・技術を提供するという相互にとって有益な取り
決めであった。	
1954 年 9 月に、ニキータ・フルシチョフが率いたソ連政府代表団は中国建国 5周年の慶
祝活動に参加するため、中国への初めての訪問を行った。フルシチョフは中国滞在の期間
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において、中ソ合弁株式会社のソ連側の持分を中国側に譲渡することを決定した。翌年１
月１日、中ソ政府の協定によって、ソ連側は中ソ稀有金属株式会社の持分を中国に移管し、
ソ連側の専門家と従業者も同年にキョクトカイから撤退を完了した。これを機に、「中ソ
非鉄および稀有金属株式会社」のアルタイ鉱山管理事務所は「新疆非鉄および稀有金属総
会社キョクトカイ管理事務所」へ、さらに 1958 年に「キョクトカイ鉱務局」へ改名した。
1959 年に至って、鉱山探査・開発などの活動をめぐって、漢族の若年労働者が中央政府の
呼びかけに応え、江蘇省、安徽省、河南省などの地域からキョクトカイ鎮に集まってきた。
キョクトカイ鎮は最盛期、約 3 万人規模の鎮が形成され、西部地区の「上海」と呼ばれて
いた。これは「キョクトカイ稀有金属鉱」の前身であり、コクトカイ県における鉱業資源
開発の初期段階であった。	
キョクトカイ鎮というと、「3 番鉱脈」に言及する必要がある。現在は鎮の中心にある
「3番鉱脈・天然鉱物陳列館」が地球上で知られている 140 種類の有用な鉱物のうち 86 種
類を産出するため、世界各国の地質学者から聖地のように捉えられ「生きた鉱物博物館」
と呼ばれている。3番鉱脈は大型の稀有金属鉱であり、1950 年から 1998 年までの約 40 年
間に連続的に開発されていた。現地の噂によると、3番鉱脈の鉱物により 1960 年代に、中
国政府は対ソ債務の四分の一を返済した。3 番鉱脈の産品は主に航空宇宙産業と軍事産業
及び電子産業に供給され、特に 1970 年代、航空宇宙産業への重要な貢献をした。しかし、
1980 年代後期から、3 番鉱脈の開発が厳しい状況になった。この要因としては、販売不振
の営業面の要因が大きいということよりも、むしろ鉱物資源が枯渇してしまいそうな厳し
い状況に直面したことがあった。その結果、1999 年に、3 番鉱脈は採掘の終了を宣言し、
キョクトカイ鎮で半世紀以上続いてきた鉱業開発が一旦終わった。21 世紀以降、3 番鉱脈
は再び国内外の関心を集め、2006 年 8 月から新疆非鉄および稀有金属会社による第 2期の
開発プロジェクトが始まり、2007 年より鉱物開発を再開した。	
この他に、中国人民解放軍はコクトカイ県で 1954 年に生産建設兵団（農十師、農四師）
を設立し、これより、生産建設兵団による鉱業開発の推進が始まった。兵団農十師の鉱業
部門、農四師の採鉱部門と軍区補給部门は、1959 年からコクトカイ県の西北部雲母を採掘
した。1965 年、兵団はアルタイ雲母鉱山を採掘し始め、それぞれ「非金属雲母三鉱」（1967
年 1 月）と「非金属雲母四鉱」（1970 年 2 月）という会社を成立した。この二つの会社は
1980 年代から市況が不景気になり、巨額の損失を生み出し、1993 年より鉱業開発を停止し
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た。20 世紀末の 1980 年代後期から、カラテュンケ銅镍鉱会社（1988 年）、コクトカイ県
石炭会社（1988 年）、チョシャカラ銅金鉱会社（1995 年）とモンク鉄鉱会社（1997 年）な
どの開発会社の成立が相次いだ。しかし、この段階では開発会社が自らの利益の拡大を図
り、工場で旧態依然とした不効率な生産体制の下、開発を行い、草原環境への負荷は大き
かった。この結果、コクトカイ県の鉱業開発は「	分散、小規模、無秩序(散、小、乱)」の
状態にあった。	
	
表 4-1	 コクトカイ県における鉱物種類（2015 年）	
種類	 発見	 数量	
	 エネルギー資源	 石油、天然ガス、石炭、ウラン、地熱	 5	
金
属
鉱
物	
鉄系金属	 鉄、マンガン、クロム、チタン	 4	
非鉄金属	 銅、ニッケル、鉛、亜鉛、アルミニウム、マグネシ
ウム、コバルト、タングステン、スズ、ビスマス、
モリブデン	
11	
貴金属	 金、銀、白金、パラジウム（ロジウム、イリジウ
ム、ルテニウム、オスミウム）	
4	
稀有金属	 リチウム、ベリリウム、タンタル、ニオブ、セシウ
ム、ルビジウム、ジルコニウム	
7	
稀有元素	 カドミウム、ガリウム、セレン、テルル	 4	
稀土金属	 セリウム	 1	
非	
金
属
鉱
物	
冶金補助材料用の鉱物	 耐火性粘土、藍晶石、紅柱石（珪線石）、蛍石、石
英石	
5	
化学工業用の非金属	 黄鉄鉱、ホウ素、蛇紋石	 3	
建築材料用の非金属	 グラファイト、石綿、石膏、石灰岩、泥灰土、砂
岩、天然砂、石英岩、脈石英、長石、カンラン石、
花崗岩、大理石、片麻岩、輝緑岩、（安山岩）、板
岩、（玄武岩）、パーライト、松脂岩、黒曜石、（凝
灰岩）、パイロフィライト、膨潤土、沸石、ガーネ
ット、菱鉄鉱、トルマリン、ドロマイト、他の粘
土、イライト、（黄土）、（砂利）、宝石、玉石、
メノウ、水晶、方解石、輝石岩、角閃岩、閃緑岩	
37	
水気鉱物	 地下水（矿泉水）、温泉	 2	
出所：『コクトカイ県における鉱業資源利用の総体計画』（2015 年）より筆者作成。	
21 世紀に入って、コクトカイ県は「工業強県」という戦略的方針を打ち出し、すべての
生産計画において、鉱物資源の探査・開発について配置を行い、引き続き資源開発を推し
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進めている。特に、県政府は 2000 年以降「招商引資」35を提唱し、工業団地を建設しなが
ら、開発企業を誘致してきた。コクトカイ県は 2003 年 1 月から、工業団地の総合計画書を
新疆自治区政府に提出しないままで、工業団地の建設を始めた。ようやく 2007 年 12 月に、
コクトカイ県の工業団地が自治区政府にり承認され、自治区級工業団地に昇進した。これ
を機に、新疆白銀鉱業開発株式会社（2008 年）、新疆コクトカイ广汇新エネグギー株式会
社（2009 年）、コクトカイ金蕴鉱業発展株式会社（2009 年）などの大手開発会社がコクト
カイ県に進出した。2010 年に、コクトカイ県政府は鉱山跡地の環境回復に取り組み、一部
の小規模鉱山の採掘を禁止した。2013 年から、コクトカイ県は「五化（資源利用集約化、
採掘手段科学化、企業管理規範化、製造環境保護型、鉱山環境生態化）」という基準に基
づき、モデル開発会社を奨励し、鉱山跡地の生態回復をはじめとする「緑色鉱山」建設と
いう活動を行ってきた。	
コクトカイ県における資源探査では続々と多くの成果があげられ、83 種の鉱物資源は相
継いで発見され、うち 41 種の埋蔵量が確認された（表 4-1 を参照）。コクトカイ県の鉱業
資源利用計画書によると、2015 年現在に至るまで、コクトカイ県に鉱業開発会社が 71 社、
キョクトカイ稀有金属鉱区をはじめする大型鉱山が 4 箇所、中型が 3 箇所、小型が 35 箇
所あり、従業員は 4,649 人である。2015 年の鉱業生産量は 1,087.28 万トン、鉱業生産額
は 29.84 億元に達し、コクトカイ県の工業生産額の 61.16%を占めている。主に、鉄鉱石
381.15 万トン、銅鉱石 0.8628 万トン、鉛鉱石 0.4072 万トン、亜鉛 0.8701 万トン、鎳鉱
石 1.9427 万トン、モリブデン 0.0086 万トン、金 99.233kg、銀 3,267.837kg 生産した。雲
母、砂利と粘土の採掘量は 48 億 4,900 万トンで、そのうち雲母は 0.0904 万トン、凝灰岩
は 17.44 万トン、砂利は 17.1075 万㎥、粘土は 4.4 万㎥であった。	
コクトカイ県はアルタイ地区における牧畜業の主要な生産地であるとともに、近年にな
って鉱業開発も大規模に展開している。この結果、2015 年、コクトカイ県の産業構造は第
1 次、第 2 次、第 3 次産業の構成比率が 18.22：43.79：38.99 となった。すなわち、コク
トカイ県は牧畜業中心の第一次産業から鉱業開発を基調とする第二次産業への産業構造へ
と急激に転換した。このような生産構造により、第二次産業は第一次産業を凌駕する勢い
                                                
35「招商引資」とは政府が色々な優遇措置を以て投資する企業を誘致する政策である。中央政府はマクロ
の制度を整備しており、関連の政策・制度を実施しながら、地方政府は競って投資する企業の誘致に奔走
している。	
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で急速に成長し、産業間の不均等をもたらした。コクトカイ県の場合は産業間の不均等性
という問題を換言すると、鉱業資源を大量に採掘しつつあり、牧畜業の基盤となる草原資
源の利用を制限させるという問題を浮かび上がらせている。	
	
（２）占用と賠償問題	
各種の資源はもともとの状態において公共財に近い性質を持つ。それは発展に直結した
資源と呼べるようなものであれ、地元住民の生活・生産の質に大きく影響してきた。資源
を有する開発地域において、鉱業開発は採掘した鉱石そのものが有力な一次産品となるだ
けでなく、将来的な工業の発展への道筋となる周辺産業の育成につながるため、極めて大
きな可能性を秘めている。その一方、鉱業開発は大規模な森林伐採や草原掘削を伴い、長
期間にわたって廃材、廃水が発生するなど環境への負荷が大きく、また巨額の初期投資を
必要する産業であることから、透明性を確保しながら持続的な開発を実現するためには、
資源管理上の課題が多い。	
現在、多くの地域では資源開発の実施に当たって、その地域の生物多様性、周辺環境へ
の影響、地元住民への影響、貧困層や少数民族などの社会的弱者への配慮、そして開発に
伴う賠償の方法を事前に検討し、地元住民など関係者の同意の上で開発を進めることが、
義務付けられるようになってきている。しかし、聞き取り調査によれば、「ウルムグ川の
向こうにレンガ造の工場があります。この工場は牧畜民の春・秋営地を占用して、300 元/
ムーで補償金を払いました。他の地域の土地補償金と比べると、この金額は少ないです。
冬営地には非合法の鉱業開発がよくありました。しかし、農牧民は法律と規定を知らなか
ったため、この状態がそのまま続いています」（資料 41 を参照）のように、コクトカイ県
では鉱業開発が進んでいる地域は、牧畜民の放牧地とほとんど重なっていること、補助金
は低いこと、資源開発と牧畜民との軋轢が発生したことがわかる。	
コクトカイ県は既に述べたように豊かな草原資源に恵まれているだけでなく、鉱業開発
の直接的誘因となる鉱物資源にも恵まれている。上例のように、鉱業開発によって牧畜民
の草原が占用された。つまり、コクトカイ県では鉱業開発が進んでいる地域は、牧畜民の
放牧地とほとんど重なっている。地下鉱業資源と地上草原資源は裏表の関係にあるので、
急速な鉱業開発によって草原利用は変動を余儀なくされた。その結果、開発対象にされた
草原は牧畜業の生産手段としての性格を失ってしまった。	
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HH、男、カザフ族、50 歳	
冬営地には石油開発の会社がありました。しかし、私が漢字を読めないから、会社
の名称も知らなかったです。今まで、石油の開発を続けています。石油会社は私たち
の草原を占用し、草原面積がどんどん少なくなりました。一回政府に聞いたことがあ
りましたが、返事も賠償もありませんでした。今は、冬営地を利用しなくなりました。
ほとんどの場合は、トウモロコシや草料を買います。ダメならば、他の人の草原を借
りて使います。羊の頭数に関わらず、放牧の時間によってお金を支払います。通常、
11 月末から翌年の 3月までに冬営地を借りて、約 5,000 元かかります。	
（資料 22 を参照）	
	
RBY、男、漢族、24 歳	
もう１つの問題は、牧畜民への補償です。開発企業は資源を開発するために、牧畜
民の冬営地を占用しました。企業は牧畜民に間接的に補償を行いました。しかし、各
企業は県政府や郷鎮政府にお金を出しました。結局、政府は各名目の税金を引き下げ
ましたが、牧畜民は補償金の一部しかもらえません。	
（資料 31 を参照）	
	
KMLH、女、カザフ族、28 歳	
一部の牧畜民の冬営地は開発企業に占用されました。補償の基準は 80 元/ムーです。
補償金の中の 70％は草原回復のために、政府が草原保護費用として扱います。残りの
30％は牧畜民に分配されています。	
（資料 32 を参照）	
	
AH、男、カザフ族、60 歳	
草原はジュンドン工業団地（准東工業団地）に占用されました。何も補償金もなか
ったです。一回アルタイ地区政府に陳情に行ってけれども、結局、解決できませんで
した。その後、2011 年からの 3年間に何回も県政府の草原管理部門に行ました。補償
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の問題は今も解決していません。管理部門の人は必ず補償すると言いましたが、結局
何もなかったです。	
（資料 34 を参照）	
	
QQ、男、カザフ族、40 代	
春営地と秋営地は喀拉通克（カラテュンケ）の付近にあります。その辺には 7年前、
ガソリンスタンドが建ちました。営地が占用されましたが、誰が補償金を払うか分か
りません。何回政府に聞いていても、返事が曖昧でした。ガソリンスタンドの近くで
近年から何かの開発も始まりました。牧畜局は開発を無視しています。	
（資料 43 を参照）	
	
BSBS、男、カザフ族、54 歳	
草原の総面積は 2.2 万ムーです。そのうち、秋営地が 8000 ムーで、銅鉱の開発のた
めに占用されました。補償基準によると、40 万元の補償金になるはずですが、実際は
700 ムーの草原として計算して、補償金を得ました。秋営地は利用していませんので、
他の人から草原を借りて、毎月 3000 元を払います。	
（資料 54 を参照）	
	
AHEBL、男、カザフ族、70 歳	
冬営地はサバストの近くにありますが、そこに鉱業開発が進んでいました。開発の
面積は 500 ムー以上です。県政府に報告しても、「土地は国家所有です」と言われま
した。私たちは冬営地が利用できなくなって、仕方がなく、牧草を買って家畜に与え
ます。春営地と秋営地も放牧できなくなりました。そこにある企業は牧草地を占用し
て、工場を建設したり、砂金を採ったりしています。補償基準は 50 元/ムーですが、
実際の占用面積は 200 ムー以上です。しかし、3年間でたった 2500 元の補償金をもら
いました。	
（資料 59 を参照）	
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上述の事例から見ると、牧畜民の立場からすれば、コクトカイ県は昔からカザフ族の遊
牧民の伝統的な放牧地であった。このような地域で鉱業開発が広く実施されたことにより、
牧畜民による家畜の放牧活動が排除されてきた。このように、牧畜生産に損失が大きく、
牧畜民に対しては不公平である。カザフ族が比較的伝統な暮らしをしていた草原地帯にま
で牧草地利用の圧力がかかり、これまで粗放的に利用されていたコクトカイ県では資源を
合理的に管理する必要が生じた。しかし、多くの重要な鉱物資源が現実には政府の独占的
な管理下に置かれていることを考えれば、貧困と環境の関係を考えるうえで政府の役割を
見逃すわけにはいかない。ところが、政府が現場に及ぼす影響は間接的で、なおかつ情報
入手がしにくいために、批判的吟味の対象を免れることが多かった。このような現状に対
して、開発企業は県政府との合意に基づき、草原が占用された牧畜民への金銭的補償を実
行した。草原占用の問題は開発企業による補償金の支払いで無事に解決することを目指し
ているが、実は多くの問題が存在している。	
まず、補償金額の決定には根拠が明確ではないのである。近年の平均生産額を基準に補
償金の算出を行う算出されるはずであるが、ほとんどの場合は開発企業が極めて低い補償
金を強制的に決める。また、補償金の支給期間は鉱山採掘の最中のみであり、その前後は
支給していない。しかし、開発された草原は、元の状態に戻るのに多くの時間がかかり、
甚だしきに至っては永遠に回復できないこともある。更に、一般的に、補償金は開発企業
と政府間の契約上の面積によって算出されるが、実は開発された草原の面積と契約上の面
積とは一致しない。県政府はこうした実情を黙認している。	
開発企業は補償金を支払う際に、まず県政府の草原管理部門に支給し、そして県政府の
草原管理部門は草原占用の実態に基づき、補償金を各郷・鎮政府まで配り、最後に草原が
占用された牧畜民は自らの郷・鎮政府から補償金を受け取る。この過程で、政府側が草原
保護の名目で補償金の一部を差し止め、残りの部分を牧畜民に支払っている。さらに、一
部の開発企業は草原を占用して採掘作業を行っているが、牧畜民に対し何らの補償も行わ
なかった。	
補償金の支払は表面的には、草原占用問題を解決するための手段として用いられている
が、本質的には資源へのアクセスを強化し、更に資源開発の合法性を提供する。この意味
で、資本があれば、資源を利用することは無制限の自由を享受するのである。しかし、事
態はそう単純ではない。こういう補償金の支給は草原で鉱業開発がされる時に、一時的な
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補償とされるものである。実際に、草原占用への補償金がいくら支払われても、草原が開
発されると、環境破壊の問題がさらに深刻化しつつある。	
	
（３）環境破壊問題	
鉱業開発によって、牧畜社会においては経済発展を実現したものの、牧畜民はその恩恵
を十分に享受しているとは言い難い。コクトカイ県では、これまで牧草地だった広大な草
原のあちこちで資源の調査・開発や道路の建設工事などが進められ、それによる経済発展
の裏で環境破壊の問題が表面化してきた。	
露天掘りから排出された土砂は一般にその隣接した草原に堆積される。結局、土砂の山
によって一部の草原は埋没する。地表から直接地下にめがけて掘っていく手法では、広い
面積の草原掘削を行い、大量の鉱山廃棄物を排出した。また、露天掘りから石炭と土砂を
運び出すトラックは、露天掘り周辺の草原を行き来して、そこにタイヤの跡による道を作
った。こうした道は風と雨の作用によって浸食が進むほか、時間が経つにつれて道周辺の
裸地化が拡大していくことが多い。更に、露天掘りによる石炭採掘は草原の地層を徹底的
に破壊し、また大きな地形的変化をもたらした。これが草原の地下水と地上水の循環シス
テムに影響を及ぼすことは容易に推測できる。同時に、開発現場から排出される噴煙、粉
塵、廃水などにより、従来からこの地を冬営地として利用してきた牧畜民の生活に被害が
出ている。	
コクトカイ県の鉱物資源採掘は、大部分が露天掘りで地面の牧草を伐採し、表土を剥ぎ、
草原を掘削して行われるため、採鉱現場とその周辺で牧畜ができなくなり、鉱業開発と牧
畜生業は対立関係にある。また、鉱業開発では工業用水の量が膨大で牧畜社会に対する影
響が大きく、用水問題をめぐる鉱業開発と牧畜生産の軋轢も生じている。県政府は工業振
興のため、開発企業を積極的に誘致し、色々な優遇措置を提供した。用水の順位について
も、鉱業開発の取水は牧畜生産に対して事実上の優先的地位を取得することとなった。近
年、牧畜民からは夏の川の枯渇などで非常に苦情が多くなり、以前のように川から水を汲
み上げることができなくなり、地下水の採取を進めざるを得ないという形にだんだん変わ
ってきた。	
こうした環境破壊による不利益を直接受けるのは、草原を生活・生産の基盤とするカザ
フ族牧畜民である。上述のような環境への影響については、開発企業の事前説明はなく、
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問題発生後にも何らかの通知がなされたこともなかった。そして、鉱業開発によって牧畜
民が実際に被っている被害に適切な対策がとられてないことや、採掘工場の稼働後に発生
し得る環境リスクについても開発企業と牧畜民との交渉が不足している。したがって、牧
畜民が鉱業開発に反対し、開発企業と衝突することが容易に想像できる。牧畜民は開発に
よる環境問題に対して、再三地方政府に苦情を申し立てたが、未だに適切な対応が取られ
ず、問題解決に至っていない状況にある。	
	
3．草原利用・開発による牧畜生産方式への影響	
草原利用・保護にせよ、鉱業資源の開発にせよ、主に牧畜業生産の視点から考察してき
たが、実はこれらの草原利用・開発を通じて、カザフ族社会の牧畜生産には大きな影響が
与えられ、牧畜社会を根本的に変えつつある。次は、1980 年代以降のカザフ族社会におけ
る牧畜生産の変化を分析する。	
	
（１）アウルによる四季遊牧の展開	
遊牧は、字面の意味で「遊動による牧畜」と表現している通りに、「水と草を求め移動
し、家畜を放牧する」という活動である。すなわち、四季の移り変わりによって春営地、
夏営地、秋営地、冬営地へと順番に移動して、牧草地を利用する方法である。こうした移
動によって、各営地で牧草地の成長の調子を見て、何日か放牧してからその再生のために
家畜を離し、飼養をやめ、植物の成長と種の結実に悪影響を及ばさないように心がけるこ
と、早期に枯れる植物を先に利用し、遅く枯れる植物を次いでに利用し、植物種の食い尽
くしを避け、来年の生長を考えること、更に季節ごとに牧草地を区分して輪牧することで、
植生がよくない牧草地の場合は区分して休牧することを実施し、家畜の繁殖と健康を保つ
と同時に植生の再生機能を維持し、その割当地の持続的な利用を図る。	
カザフ族の遊牧による牧畜業は、財産である家畜とともに水と草を求め、新疆北部に位
置するアルタイ山脈の頂上を夏営地、南部に位置するジュンガル盆地の砂漠地帯を冬営地
として、両地域間に毎年四季を通じて往復移動を繰り返す。草原利用については、春と秋
は冬営地に近く、風を遮る山の麓に日当たりが良い場所が選択され、冬は雪に覆われて残
った牧草がよくある場所に冬営地が選ばれる。夏は河川に近く、涼しく小高い台地が夏営
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地に選ばれる。夏営地と春・秋営地はアルタイ山脈山頂の谷と麓に立地し、夏営地から合
流する多くの水路によってできたエルティシ河が東西に流れている。冬営地はアルタイ地
区の南に立地する緩やかな起伏の平坦砂漠地帯である。一般的に、夏営地の利用期間は夏
季の 6〜8 月、春秋営地の利用期間は春季の 4〜5 月と秋季の 9〜11 月、冬営地の利用期間
は冬季の 12〜翌年の 4 月である。この四季遊牧では、年間の移動回数が 100 数回に達し、
平均往復移動距離が約 500-600km に及ぶ。	
この遊牧活動を担うのはアウルである。遊牧の場合には、草原はアウル単位で指定配分
されるが、遊牧民個人には指定配分はされなかった。つまり、草原が個別に所有されるこ
とはなく、アウルが占有するのである。草原は、一般的には冬営地以外はアウルの共同利
用であるが、冬営地はアウル内部構成員の個人所有と認められ、アウルで共同利用してい
ない。また、農具はアウル・バスの個人所有であるにもかかわらず、無報酬で共同利用さ
れることになっている。アウルにおいては、家畜は基本的に個人所有であるが、営地移動
と放牧作業のための役畜は主にアウル・バスが提供する。そのため、遊牧民が家畜を私有
し、草原を共同で利用し、家畜の放牧と管理作業が分担されていた。	
	
表 4-2	 カザフ族の遊牧生業における家畜の種と専任放牧者	
家畜の種	 ヒツジ（ヤギ）	 ウシ	 ウマ	 ラクダ	
専任放牧者	 ホイカ	 シイルシン	 キレカシン	 トイェシン	
出所：聞き取り調査資料より筆者作成。	
	
アウル単位での遊牧経営展開という側面に注目すると、アウルによる遊牧生産のなかで
最も重要な要素は労働力である。家畜の放牧は、一般的に家畜は種類ごとに分類されて、
群れごとに専任放牧者によって担当されている（表 4-2 を参照）。遊牧の生産活動は四季
ごとに行われ、家畜構成に相応しい労働力を調整するものである。アウル内部におけるこ
のような労働力の提供に当たっては報酬を決定している。草地共同占有は遊牧経営の生産
過程を維持するための前提条件であり、生産手段および草原資源の調達は乏しい経営資源
保有下における遊牧業展開の推進条件である。また労働力の分配と遊牧作業調整は厳しい
自然条件の変動に対応した家畜管理の舵取り機能として、遊牧業展開においては不可欠の
条件であり、そこにおいてアウル組織による遊牧業展開が必然化する。カザフ族の遊牧民
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は伝統的な四季遊牧では、たとえ不安定な状態の下で気候不順や突発的な襲撃を受けても、
アウルを通じて、安定的な生産と生活を維持していると言える。	
遊牧生業においては、「適地適種」という原則に従い、各地域の自然条件に適合した家
畜が放牧されている。「適地適種」は重要な原則であり、一色の牧草地に五種をともに放
牧させれば家畜の健康と牧草地の植生が衰退することがあり、一方では一定範囲の牧草地
に一種の家畜を長期的に放牧させれば、家畜の選食により植物の構造に変化が生じ、草原
が衰退するから家畜種類別に交替で放牧するか、もしくは休牧し、植生の回復を図る方法
をしなければならない。このため、畜種による牧草地の分配利用の方法によって、家畜ご
との牧草食用習性に見合った放牧、植物種の単純化を避けられる。そのため、カザフ族牧
畜社会は「適地適種」の草原利用を軸にし、適地放牧・適時移動を優先する生産構造をと
っている。家畜の種類によって食する草の種類や草丈が異なるため、これによって牧草地
の分配利用がなされ、草原の効率的・合理的な利用に寄与している。	
	
表 4-3	 カザフ族社会における遊牧生業の年間作業	
季節・場所	 時間帯	 作業の内容	
春	
春秋営地	
4 月初旬〜5月下旬	
5 月上旬	
播種などの農作業；	
家畜の分群、放牧、家畜の分娩、幼畜の育成；	
家畜の去勢、毛刈り、家畜の薬浴、塩と飼料の補給；	
夏	
夏営地	
6 月〜8月	
	
8 月	
放牧、家畜の分娩、二次薬浴、大家畜の交配、小家
畜と幼畜の分群放牧；	
子供の服作り、パオのフェルト作り、冬服用の皮加
工、冬用の乳製品加工；	
採草地における草刈と農作物の収穫；	
秋	
春秋営地	
9 月	
9 月〜翌年の 1月	
	
家畜の売却；	
家畜群の整理、整理後の放牧管理、そして小家畜の
自然交配；	
冬期飼料の確保と厩舎の修理など越冬準備作業；	
冬	
冬営地	
12 月〜翌年の 4月	 家畜の体力維持（共同の牧事作業が少ない）；	
体力の弱い家畜の飼料補給と世話、獣害の防止；	
出所：聞き取り調査資料より筆者作成。	
	
遊牧生計は特に、家畜の生産、淘汰、牧畜飼料の貯蔵、草地の計画的な使用などが季節
と密接に関わっている。表 4-3 に提示するように、遊牧の年間周期は基本的に、家畜の世
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話を中心に組み立てられている。家畜に関していえば、とくに冬営地から春秋営地までの
移動と、春秋営地から夏営地までの移動がある。前者は家畜の分娩、流産、体力回復、前
方営地の草や水状況の把握などに関係する移動であり、後者は仔畜の移動能力を念頭にお
いた移動ルートと技術的対応などに規制される移動である。家畜の体力識別、治療、群れ
整理、種畜の選定、交配などの補助管理作業もあり、現場管理作業として位置づけられる。
家畜移動管理と補助管理作業は双方とも各種の家畜に共通する作業であり、これらの協調
性を保証しなければならない。以上のように、伝統的なカザフ族社会は日常的に家畜の世
話や家畜の繁殖・乳搾りなど多岐にわたる仕事があり、移動する生活は忙しい日々の連続
である。	
	
（２）個別経営への転換	
草原請負制度の実施によって、カザフ族の牧畜生業においては歴史的な画期をなす転換
が発生した。草原請負制の初期は、いずれも単に家畜を個々の牧畜民が請負うことであっ
たが、草原は従来のままで共有し利用していた。この場合は、草原の所有権と使用権が国
家所有の形で維持されていた。こうした草原制度は新中国成立後、長期的に採用され続け
てきたが、草原請負制が実施されてことによって、いきなり草原の使用権は牧畜民世帯・
個人まで配分された。同じ時期に推進されていた定住化の施策も牧畜民の世帯単位で行わ
れ、そのため、従来の草地資源を共同で利用して生産経営を展開するシステムの維持が困
難となった。その後、カザフ族の牧畜民は自分と家族のために単独で生計を立て、牧畜生
産経営の活動も集団経営生産から解放され、個別の家族単位で行なうようになった。そう
した、牧畜社会の生産では労働生産性が大幅的に向上し、生産効率の問題が一時的にかな
り解消された。	
しかし、個別経営方式によって家畜飼育の困難が多く増加し、牧畜民の生計にも悪影響
を与えるようになる。以前には各営地の間に家畜を移動させるために利用する移動のルー
トがあり、家畜を放牧しながら移動させるという形式であったが、現在移動のルートおよ
びその周辺は草原として開拓され、一部のルートは既に存在しないあるいは狭くなってし
まう。移動のルートがなくなった場合には、家畜の移動は普通の共用道路を利用するため、
放牧しながら移動するのは不可能となっている。このような状況において、各営地間の移
動にはトラックやトラクターあるいは走るといった変化がカザフ族社会でほぼみられる。
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また、家畜の病気についても、人民公社による集団生産では予算を得て組織的に行われて
いた防疫体制が、現時点で個人化によって個々の獣医による有料のサービスとなったため、
コストの負担を嫌って家畜に防疫接種を受けさせない牧畜民が増加し、その結果、家畜の
体力が低下し、やはり外的影響を受けやすくなった。さらに、牧畜経営の多様なあり方が
複数の牧畜民世帯の協力関係によって支えられている。乾草の貯蔵といった越冬の準備に
は、ある程度組織的な協力を必要とするが、組織的かつ強制的な行動の要となっている一
方で、行政による準備・指導が後手に回っていることもあって、乾草の貯蔵量は人民公社
時代の半分程度に減少してきた。こうした様々な要因の積み重ねにより、自然災害に対し
て、牧畜業全体としての抵抗力が弱まり、家畜の被害が大きくなる傾向にある。	
同時に、四季遊牧から「冷季舎飼・暖季放牧」への変化により、放牧の移動範囲が大幅
に縮小され、家畜の構成や数量上にも大きな変化が生じてきた。カザフ族にとっては、5畜
とみなすウマ・ウシ・ラクダ・羊・ヤギの 5 種を併飼するのが通常であった。体形的には
羊とヤギを小型家畜と、ウシ、ウマ、ラクダを大型家畜と分類している。地元種のアルタ
イ羊（綿羊の一種）は体格が大きく、肉・脂肪の生産性が高く、生産が早く、早熟性であ
り、粗飼料、厳冬にも強く、長距離の移動にも耐えることで有名で、特別保護・開発を図
る優良地方品種に指定されている。アルタイ羊は販売されて現金収入となるが、もちろん
牧畜民が消費する肉・毛皮・春の搾乳・乳製品加工のための乳を提供する経済家畜として
の地位を占めている。ヤギはアルタイ羊放牧における群れ道案内という先導役を努めると
いわれているが、肉・毛皮・搾乳に使われる場合も多く、アルタイ羊の代用消費畜として
利用できる。ウシは加工・飲用としての乳を確保するため飼養されている。しかし、冬季
に厩舎で行う家畜飼育によって、家畜が移動する範囲は縮小した。長距離移動に欠かせな
かったラクダは無用の動物になった。また、ウマは広い草原を移動しながら草を食べる習
性をもつが、自由移動が保証されなくなった。こうして、家畜の構成は羊とヤギなどの小
畜主体へと変更していった。	
従来の遊牧の特徴と比べれば、「冷季舎飼・暖季放牧」には牧草地の季節ごとの使い分
けだけは見られるが、家畜の移動性はほとんど認められない。伝統的な遊牧は移動によっ
て水と草の確保、旱魃、雪害など災害時の非難や、家畜の群れによる植生の負荷の調整を
行うのに対し、現行の方法は世帯単位で半遊牧・半舎飼で対応する。コクトカイ県では冬
季の草料の生産・供給のために、県政府が牧草地を 1世帯当たり 50 ムーの標準で牧畜民に
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分配し、飼料作物を栽培することを推進した。しかし、カザフ族は大昔から遊牧生業を中
心とした民族であり、飼料作物の栽培に対する知識や技術、経験が欠如している。限られ
た牧草地で効率的に飼料用作物を栽培する必要があるが、遊牧を行っていた牧畜民は基本
的な栽培の技術と経験が未だ不足しており、粗放型耕作を続けている。このため、牧草の
供給が依然厳しい状況に立たされている。また、飼料作物への投資は種子代、灌漑費用、
農薬代、化学肥料代などの合計値であり、牧畜民にとって大きい負担となっている。こう
した理由は、牧草地が荒廃していくことが珍しくなかった。	
	
（３）新たな「代牧」関係の構築	
定住化以前、遊牧による家畜の移動はほとんど家族全員で行っていたが、現在夏は家畜
の移動と放牧を担当する労働力と家畜のみが移動するようになっている。この場合、子供
と年寄りは移動せずに定住地に住むようになり、家族の別居を招いてしまい、夏営地で家
畜の放牧を担当する労働力の不足問題を助長している。同時に、定住村での生活が充実す
るにつれて、大部分の若者は放牧地での生活を敬遠している現状のなか、どのように牧畜
業生産を支えるのかが牧畜社会の発展問題となる。こうした問題を改善するため、牧畜社
会では解決策を講ずる必要が生じた。しかし、個々の農牧民が個別で対応するには限界が
あり、彼らは自発的に家畜の委託・受託という形で新たな「代牧」関係を模索するように
なった。	
最初、近隣の牧畜民間における家畜と牧草地との組み合わせの委託が自然的に誕生した。
貧困状態にある牧畜民は世帯を維持するため、家畜の放牧を手放して、近くの町で出稼ぎ
に行くようになった。この場合、彼らは配分された牧草地の管理と限られた数の家畜の放
牧を近隣や兄弟・親戚などに任せていた。他方、一部の牧畜民は近隣や親戚の牧草地を借
りて、自らの家畜の放牧を維持していると同時に、近隣や親戚から家畜を受託するように
なった。こうして、牧畜社会においては近隣・親戚間の付き合いや相互扶助による牧畜生
産の維持が確保できるような条件を整備してきた。このような相互扶助モデルは、放牧地
の零細化や労働力不足などの問題の改善に寄与するものと期待され、徐々に委託者と被受
託者との代牧関係へ発展してきた。	
下記の事例から見ると、現実には様々な理由が存在するが、牧畜民間における家畜の委
託を通じて代牧関係が普及してきた。	
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HLM、男、カザフ族、50 代	
息子の家畜を含めて、羊は 650 頭、牛は 36 頭、馬は 32 頭、ラクダは 14 頭です。自
分が半分の家畜を放牧していますが、残りの半分は他の人に委託しています。毎月
2500 元を払います。	
（資料 35 を参照）	
	
NRL、男、カザフ族、30 代	
牛が 6 頭、羊が 60 頭です。2003 年から、子供が学校に入学したので、家畜を他の
人に委託していました。年間 40 元/頭支払いました。代牧者とは契約しました。	
（資料 38 を参照）	
	
DQH、男、カザフ族、76 歳	
今は 160 頭の羊を飼っていますが、羊の頭数は毎年あまり変わりません。しかし、
草原の面積が減少して、牧草が不足しますので、これから頭数を減らしていかなけれ
ばなりません。私は、ずっと昔から羊飼いをしていましたが、年間移動して遊牧生活
を送っていました。現在は定住して、家の周りの牧草地は水源地から離れていますの
で、牧草が生えていません。年を取ってからは、羊を他の人に委託しています。自分
で 2 頭のラクダを飼っています。この辺りは水不足で、牧草も足りないから、ラクダ
しか飼えません。	
（資料 48 を参照）	
	
BZM、男、カザフ族、50 代	
今は、60 頭の羊と 1頭の馬を持っていますが、全て隣の人に委託しています。隣の
家畜が多いです。仲良くても、必ず契約を結びます。今年の価格は 20 元/頭（夏）で
す。羊が病気する場合、彼は獣医さんに頼んで、治療費も先に支払ってくれます。そ
の後、夏営地から帰ってから、私が代牧費用と治療費を彼に返します。私は何年間も
彼に頼んでいますが、2頭の羊を失うことが一度起こりました。彼は信用できる人で、
家畜の放牧も上手です。私たちは草原を共同利用しています。村の他の人はよく別の
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村の人に家畜を委託しています。給料は 35 元/頭です。その場合は、彼らは自分の草
原を 20 元/ムーで専門の代牧者に貸しています。	
（資料 62 を参照）	
	
当初の代牧関係は、基本的に親子・兄弟と親友間に相互に支え合っている形式で展開さ
れてきた。例えば、「うち男の 2人はドゥルー鎮に住んでいますが、他の 2人はこの村に
住んでいます。もう分家しましたが、家畜の放牧を一緒にします。末っ子が牛と羊の放牧
を担当しました」（資料 24 を参照）。「兄弟が結婚して、分家しました…分家しましたが、
家畜をまだ一緒に放牧しています」（資料 37 を参照）。これらの場合、兄弟では兄弟に無
料で草原を貸与し、弟に家畜の放牧を担当してもらい、年間の牧畜収入を半分ずつ分け合
う。このような新しい代牧関係はカザフ族の互助生産の伝統と密接な関係にあることが解
釈されており、親子・兄弟と親友間の結びつきが当初の代牧関係の成立に多少なり寄与し
たのは間違いないが、現在の代牧関係は単なる伝統復活ではない。現在流行している代牧
関係は、一般的に委託者と被委託者の直接的なつながりで成り立っている。代牧関係は委
託者と被委託者の合意に基づく、お互い利益を得て共通利益を拡大し、牧畜生産を発展さ
せる選択肢である。現時点では、この選択を選んだ牧畜民が多数である。代牧関係は牧畜
生産の連携を有効にさせるために、ある程度で戦略的互恵関係と見なされる。	
代牧には、全ての放牧作業を委託に相当する全部代牧と季節的に発生する部分代牧があ
り、カザフ族牧畜社会では部分代牧が主流である。現行の「冷季舎飼・暖季放牧」生産方
式によって、冷季には厩舎で貯蔵した飼料を家畜に給与する方式になり、放牧に関する作
業が少なく、牧畜生産の閑散期を発生させる。それに対して、暖季に夏営地で大量の労働
を必要とする家畜の放牧作業があり、牧畜生産の繁忙期が生じる。加えて、夏季に天候等
の影響により突発的な作業を必要とすることもある。このため、夏季には部分代牧が代牧
の主たる方式となる。	
カザフ族牧畜社会では代牧を行う専門代牧者が育っており、彼らは牧畜民に代わって家
畜の放牧を担当する。委託者のほとんどは元々牧畜業を営んできた牧畜民であったが、親
戚や近隣の家畜放牧作業の受託をきっかけとし、専門代牧者としての事業を開始すること
とした。そして、知人関係を通じて村を跨って家畜放牧の作業受託も行うことになってい
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った。さらに現在、農牧混合村に居住している漢族とカザフ族間においては、家畜の放牧
作業を専門に行う代牧者よって受託される傾向が現れつつある。	
一般的に、代牧の料金は放牧作業の内容ではなく、家畜の数と委託期間に依拠している。
料金は基本的に現金で支払われることになっているが、場合によっては現物（主に羊）で
支給されることも可能になる。現金払いとすれば、支払の方法は前払い、即時払いと後払
いなど様々である。上例からみると、代牧の料金が一律で設定しておらず、委託者と被委
託者の関係によって左右される。また、代牧料金はたとえ 20 元/頭（夏）・毎月 2,500 元・
年間 40 元/頭のように不定額で、気候や放牧作業による変動リスクもあり、被委託者が必
ずしも安定した代牧収入を得られるとはいえない。それにもかかわらず、代牧の専門化が
進み、被委託者はかなりの数の家畜を受託するようになり、自らの生計を立てることがで
きる。その結果、代牧は牧畜生産の成長を促す役割を果たしているに勤しんできたことが
確認できる。	
他方、いずれの代牧関係において、家畜の所有は委託者に残ったままとなることから、
家畜の販売によって得られる収入も委託者に入金される。また、委託者の目線からみると、
彼らは家畜の放牧を専門代牧畜者に委託できるおかげで、自ら牧畜生産に費やなければな
らなかった時間を他の事業に振り向けることができる。つまり、代牧を委託することによ
り別の事業から収入を増加させることができるのである。	
現在多くの場合は、代牧関係を築くために委託者と被委託者の契約が必要となっている。
契約の締結は委託者と被委託者の合意を基礎にしているが、実は代牧関係の中に両者の間
に生産能力や収入などにおいて大きな格差が存在している。この関係性に中心的な役割を
担っているのは、経済面で優位である委託者である。被委託者は一般的に経済的に貧しく、
わずかな家畜と草原を所有している。このため、理論的には被委託者が不平等な条件を押
し付けられてしまうことが可能である。従って、被委託者にとってきちんと契約交渉をし
て、その結果を書面化しておくことは重要である。事実上の代牧契約書における基本的な
項目としては、両者の権利・義務内容の確認、契約期間、損害賠償、規定外事項などが必
ず記載されている。しかし、契約書の損害賠償に関する条項は合意によって決まっている
が、実は損害の場合に委託者の賠償請求ができなくなる事例がよく発生した。この点につ
いて証明できる資料 3の一部を以下に示す。	
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（委託者：YBQ、男、漢族、58 歳）	
代牧は問題がよく発生しました。最初は契約書を結びました。「羊が無くなったら、
代牧者は賠償しなければならない。」という規約がありますが、代牧者はよく嘘をつ
きます。「羊が急に病気になりました。」「盗まれた。」といって、実は、代牧者が
代牧の費用を入手した上で、羊を売ってしまうこともありました。裁判所に行っても、
代牧者は「私は家も持っていないです。貧しく、お金もないです。賠償は無理です。」
と言います。裁判所の官員や村の幹部はこのような問題を解決する場合、カザフ族の
人をえこひいきして、「彼らはまだ教養が低いですから」とよく言いました。このよ
うなひどいことは親戚の間にもありました。私も数年前、こういう事件を経験しまし
た。その時、私は数十頭の牛を代牧者に頼んでいました。結果、私の一番好きな牛が
なくなりました。	
	
（委託者と被委託者の会話）	
A：どうしましたか？	
B：病気で死にました	
A：なぜ連絡してくれなかったのですか？電話もあるのに。連絡しないなら、皮を剥
いで帰す必要があるでしょう？	
B：伝染病だから、無理でした。そのまま、山の中に捨ててしまいました。	
A：じゃあ、山の中に探しに行きます。	
B：焼いてしまいました。もう見つかりません。	
A：焼いたのなら、焼いた跡があるはずです。本当のことを教えてください。	
B：私も何が起こっているか分かりません。結局、牛がなくなりました。	
A：代牧費用を約 2万元と決めたのに。	
B：賠償費を代牧費用から控除して、残した部分を私の給料とします。	
A：契約によれば、一頭の牛で 8,000 元を差し引かなければなりません。50 代以上
の年で、代牧でお金を稼ぐのは大変です。本当のことを言ってくれたから、4,000 元
を差し引いて、私も 4,000 元の損害を受けます。	
B：いいよ。	
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A：本当のことを言ってくれてよかったです。これから、嘘はやめてください。4,000
元はそんな少ない金額ではない、罰金として差し引きます。牛が死んだら、お前の損
です。お前が牛を勝手に売って、お金を入手したら、私の損です。	
（資料 3を参照）	
	
これらの語りから、漢族の委託者が不満を感じても、カザフ族の被委託者を許すべきだ
というのは「当たり前」のことであると当事者の委託者、被委託者およびと当事者以外の
調停人に認識されていることがわかる。実際には、こんな一辺倒の語りの根とは、ただの
生産関係問題が民族構造下に置かれて扱われることと理解できる。ここで、最も注意すべ
きことは、この考え方がカザフ族牧畜社会における一種の規範として定着していたのであ
る。しかし、牧畜社会における自発的かつ合理的な代牧関係の構築を図ろうとすれば、こ
れが市場原理と経済合理性の原則に反して不利な影響を及ぼしている。	
カザフ族社会では牧畜生業の成長に資する可能性がある代牧という仕組は現在の様に広
く普及しているが、放牧現場では専門代牧者不足の問題が深刻化しているのは事実である。
この原因の一つは、若者の牧畜業離れである。現行の代牧により、専門代牧者は家畜の放
牧を担当し、定住生活を維持するのは基本的に年寄りの夫婦となり、余剰な若い労働力は
出稼ぎに従事するようになっている。聞き取り調査（資料 60 を参照）によれば、20 代か
ら 30 代までの若者を中心に、付近の建設や開発現場で働いている者が多いことも示され
る。彼らにとっては、出稼ぎでは労働時間に応じた収入が決定されるが、牧畜業では必ず
しも労働時間の増加に比例して収入も増えるものではないのである。また、家畜の放牧は
牧草の成長、地域の気象条件等に照らして行われるので、代牧者は必要な耐久性、強度等
を有し、細心かつ慎重に対応しなければならない。更に、夏営地での放牧生活は、娯楽も
少なく、質素な食事と厳しい労働が続く。このため、現在の夏営地での家畜の放牧を担っ
てきたのは 40 年代以上の専門代牧者が中心であり、彼らが事故や高齢者によって働けな
くなると、彼らに変わって牧畜に従事する労働力を次の世代から得ることは難しい。	 	
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第 5章	 カザフ族社会における牧畜業の産業化による生計戦略の再構築	
第 3 章と第 4 章ではカザフ族の社会変容がどのように経緯しているかを、牧畜生産・生
活の変化を中心に考察し、その要因は改革開放以降の定住政策の実施と草原利用・開発で
あることが明らかになった。こうして、カザフ族牧畜民はこれからの農牧業生産・生活の
ために多様な戦略を紡ぎだしている。次は、第 5 章から第７章まで、カザフ族の牧畜民は
どのように生計戦略を再構築しているかを実証研究によって明らかにすることにある。	
本章では、まず、農牧業産業化の背景を把握する上では、牧畜社会における専業合作社
の振興に関する先行研究を検討する。そして、カラブルグン郷における幾つかの専業合作
社の事例を取り上げ、具体的な専業合作社の成立・運営とその問題点を分析する。最後に、
伝統的な生産組織であるアウルと専業合作社の相違を踏まえ、合作経営による農牧業振興
の可能性を示唆する。	
	
1．牧畜社会における農牧業の産業化と専業合作社	
（１）専業合作社の興起	
1949 年中華人民共和国成立後、中国農村における社会主義運動の展開は生産互助組、初
級合作社、高級合作社、人民公社という流れを辿り、農牧民が集団化されていくことにな
った。1970 年代後半に入ってから、農村社会では労働生産意欲を低下させ、農牧業生産の
停滞を招くことになった。1980 年代前半に、中国農村では人民公社が解体し、村民委員会
体制へ移行してきた。これに伴い、農村地域では土地（草原）請負制度がほぼ同じ時期に
導入された。この制度の実施においては、村民委員会は土地の集団所有主体として、土地
使用権を農牧民世帯・個人まで分配した。これにより、農牧業生産は農牧民世帯・個人に
よる個別経営になってきた。その結果、農牧民の労働意欲が引き出され、一時的に農牧業
生産力も大幅に上昇した（張：2014）。ところが、中国では 1990 年代後半から、農業生産
性の低下、農村経済の停滞、農民の相対的な低所得などのいわゆる「三農問題」がますま
す顕在化するようになった。こうした背景の下、中央政府が農村社会で従来と異なる農民
生産組織を発展させることを積極的に支援し、「三農問題」解決の有効策として位置付け
られたことがある。	
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中央政府は 1994 年から農民合作組織のモデル地区建設に取り組み、その後「農民専業合
作組織のモデル試行規程」を起草し、2003 年に農民合作組織モデル地区の試行を開始した
（神田・李・成田：2010）。同年、7月 1 日に実施された『農業法』では、国は農民が家族
請負経営を基礎として各種の専門協同経済組織を自発的に結成することを奨励し、農民の
専門協同経済組織が農業の産業化経営、農産物の流通と加工及び農業技術の普及等に参画
することを奨励・支援することを明確に打ち出した。その後、2004 年以降の各年の「中央
一号文件１」では、いずれも農民の専門協同経済組織、特に農民専業合作社の発展を支持
しなければならないと提起された（苑鵬：2013）。2005 年 3 月に、農業部は「農民専業合
作組織の発展の支持と促進に関する見解」という公文書を発表し、各級の農業関連部門に
農民専業合作社への援助と指導の強化を求めた（寳劔：2008）。2007 年 7 月、『農民専業
合作社法』（以下は『合作社法』と略称）が正式に実施され、専業合作社に法的地位が付
与され、事業内容や支援政策の規範化も進められた（大島：2010）。	
上述のように、新型農民生産組織は「農民合作組織」、「農民専業合作組織」と「専門
協同経済組織」などと呼ばれていたが、『合作社法』によって、その総称は「農民専業合
作社」となった。農民専業合作社は「農村の家族請負経営を基礎として、同じ農産品の生
産経営者または同じ農業生産経営サービスの提供者・利用者が自己意志に基づき、民主的
な管理にもとづく互助性を有する経済組織」（2007 年『合作社法』第 2条）と定義された。
現在中国では、農民専業合作社を発展させるための政策・法律環境は日増しに好ましい方
向に進み、農民専業合作社は加速度的な発展の状況を呈しており、これが中国農村社会の
新たな注目点となっている（苑鵬：2013）。	
	
（２）牧畜社会における専業合作社	
今日まで、特に 2007 年以来、専業合作社に関する研究は多く蓄積されるようになった。
既存研究は主に、中国各地の専業合作社事例を取り上げ、形成背景、発展現状や法律・制
度などの側面に集中している（河原：2007・2008；神田・李・成田：2007；北倉：2008；
申・李：2009；寳劔：2009;宋・神田：2010；浅見：2013・2015；大島：2013；苑鵬：2013；
伊藤・包・倪：2014；寳劔・佐藤：2016；山田：2016 など）。その中でも、多数は農業生
産、農民及び農業地区に偏っていることが注目される。内モンゴル自治区や新疆北部に関
する先行研究が少なく、不十分である。なぜならば、中国の牧畜社会における専業合作社
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を内容とした研究が進まない理由は、牧畜社会では専業合作社の調査資料がなかなか入手
できないからである。	
実際、牧畜社会における 1980 年代の草原請負制の実施により、牧畜業生産に当然必要な
組織までも弱体化または崩壊させてしまうという事態が生じていた。この事態の発生は、
牧畜業生産の安定化、牧畜社会の発展などに多大な支障を与えたため、1990 年代には牧畜
社会における再組織化の必要性に対する認識が高まっている。そこで、本章はカザフ族牧
畜社会の農民専業合作社に注目し、カラブルグン郷の事例を取り上げ、農民専業合作社の
成立・運営とその問題点を紹介した上で、農民専業合作社による農牧業振興の可能性と今
後の発展方向について分析するものである。今日まだ空白に近い状況にある牧畜社会の合
作社問題に関する研究は、専業合作社が盛んになっている現在こそ、極めて重要な意義が
あると考える。	
本章の研究対象をカラブルグン郷の専業合作社に設定する。コクトカイ県における専業
合作社の成立を当初から模索した郷・鎮の代表例の一つとして、カラブルグン郷があげら
れる。コクトカイ県政府の所在地からカラブルグン郷へのアクセスには、自動車で約 2 時
間半を要する。往復の道中では、道の両側に点在している専業合作社の看板が時々目に付
いた。カラブルグン郷は 2007 年から家畜の飼育と農作物の栽培業をめぐり、専業合作社は
加速的発展の状況を呈していた。郷政府の紹介によれば、2015 年まで、カラブルグン郷に
は正式の合作社は 10 あった。また、農牧民の専業合作社への加入率は周辺の郷・鎮よりも
ずっと高かった。このため、筆者はカラブルグン郷を調査地域に選定した。	
2015 年末現在、カラブルグン郷の人口は 6097 人で、このうち少数民族人口は約 81.61%
を占めている。そのうち、カザフ族は多数派民族であり、人口が 4927 人（81.05%）となっ
ている。カラブルグン郷は、現行の行政区画では、ジアランアシンレ村（加朗阿什加尔村）、
ゼゴレトベ村（正格勒托别村）、コラタス村（喀拉塔斯村）、コズレクム村（克孜勒库木
村）、カラスラ村（喀拉苏村）、サルカニ村（萨尔喀仁村）、カラゾレ村（喀拉卓勒村）、
タンバレ村（唐巴勒村）、コケテレコ村（阔克铁熱克村）、バラエルキス村（巴拉額尔齐
斯村）、キベイト村（吉别特村）、キンチュウ村（金泉牧场村）、ホウスコウレ村（霍斯
阔熱村）、と 1農村社区により構成されている。	
	
	 122	
2．カザフ族社会における専業合作社の実態	
2007 年、国家発展改革委員会をはじめする中央政府は具体的な政策を定め、それ以
降、プロジェクト支援や財政補助・奨励などの面で農民専業合作社の発展を促した。コク
トカイ県政府とカラブルグン郷政府も専業合作社の設立に力を注ぎ、それに対する助成の
度合いも日増しに強まった。2007 年前後に、カラブルグン郷は上級のコクトカイ県政府
の指示に従い、幾つかの専業合作社を作り始めた。専業合作社創立当初、各合作社の発起
人は政府から初期の資金を借り入れ、それぞれ自らの資金を合作社に投資した。政府支援
の資金の多少を裏づけるような統計と資料は入手できなかったが、カラブルグン郷政府は
農牧民の憂慮を取り除くため、村々に合作社の利点を宣伝するために赴いた。	
近年、合作社は事業内容が多角化し、農牧業、土地流動、手作りの作物などの事業を手
がけ現在の発展に至っている。現時点でカラブルグン郷に正式の合作社は 10 社あるが、そ
のうち農業専業合作社が 4社、牧畜専門合作社が 3社、刺繍合作社、土地流動合作社と農
機合作社がそれぞれ 1 社ずつである。表 5-1 のように、6 合作社は日常的に運営されてい
るが、その他は資金投入の不足、事業不振や参加者不足など様々な要因から解散する恐れ
があると見られる。	
	
表 5-1	 カラブルグン郷における専業合作社	
番号	 専業合作社の名称	 理事長（民族）	 主要事業	
1	 烏川牛羊育肥合作社	 BLT（カザフ）	 牛羊飼育、羊肉加工	
2	 金粮源農民合作社	
恒丰特色経済農民合作社	
LYA（漢）	
CDM（漢）	
トウモロコシの栽培、加工と販売	
ヒマワリ、インゲンマメ、スイカの
栽培と販売	
3	 美酈田野農業機械合作社	 ZXY（漢）	 農業機械の販売、貸出、修理及び技
術の指導	
4	 富邦土地流動合作社	 CYD（漢・幹部）	 土地経営の集約化	
5	 カザフ族刺繍合作社	 DLRB（カザフ）	 刺繍技術の指導、刺繍品の加工	
出所：聞き取り調査より筆者作成。	
	
（１）烏川牛羊育肥合作社	
烏川牛羊育肥合作社の前身は 2007 年に成立した農村合作経済協会であったが、2011 年
2 月に正式に専業合作社として登録された。合作社の理事長は B 氏であり、彼はコケブラ
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コ村民委員会の委員でもある。B 氏は 1998 年に高校を卒業してから 2 年間牧畜業に従事
し、2000 年から村民委員会に加入し、村の管理に参与し始めた。2005 年頃、彼自身が羊 50
頭と牛 10 頭を持ち、収入は約 20,000 元/年になった。2006 年には、彼が率先して隣同士
の 5,000 ムーの草原を借り入れ、家畜の数も 100 頭まで増えた。2007 年からは、彼がカラ
ブルグン郷政府の呼びかけに進んで応え、所在村で農村合作経済協会を作り始めた。最初、
この協会は村の放置された牧草地を集め、牧工を 7人雇い、家畜を 1,800 頭放牧していた。
この協会は 2007 年に民政局で正式な登記を済ませ、当時参加条件を設けず、積極的に周辺
の農牧民に対して参加の勧誘を行った。現在、合作社には牛羊養殖大戸（大規模の専業牧
畜民）を中心として、2015 年末まで農牧民 102 世帯 510 人が参加している。参加者の中で
はカザフ族の牧畜民は 80％を占め、彼らが自分の家畜を提供しているが、残りの 20％は漢
族とカザフ族の農民で、農地を生産手段として提供している。この合作社はカラブルグン
郷で大規模的な専業合作社の一つとなっている。	
烏川牛羊育肥合作社の主な事業は、家畜の飼育と肉の加工・販売に分かれている。2016
年時点で、羊 8000 頭、牛 150 頭、ラクダ 100 頭を保有し、飼育している。羊の飼育は「冷
季舎飼・暖季放牧」生産方式が行われている。具体的な作業内容は季節によって変化し、
夏と秋の暖かい季節（5月〜9月）には夏営地まで連れて行って放牧し、寒冷な気候の冬と
春の初期（10 月〜翌年 4月）には厩舎内で飼う。	
牛の飼育は肉用牛の肥育を中心に行い、一般的に 9カ月程度の子牛を導入し、24 カ月齢
前後まで肥育する。この期間は、牛は給餌・給水方法が異なるので、それぞれの種類に応
じた厩舎環境で飼育している。成牛は 1 頭ずつ入れる単房式の牛舎で飼育されることが多
い。子牛がいる場合は、成牛と子牛を離乳までは 2-3 頭一緒に飼う。出荷時期としては牛
肉消費が多い年末と年始を狙い、子牛導入もこの時期に合わせて行う。ラクダのミルクが
注目され始めたのは 2010 年以降のごくごく最近の事であり、需要が高まっている。ラクダ
のミルクの値段は 50 元/kg で高く、牛や羊と比べて１頭あたりの収益が 2 倍以上になる。
烏川牛羊育肥合作社はラクダの飼養管理方法がまだよく分からない状態で、2014 年から飼
育を始めた。舎飼のラクダは、飼料の質や量、採食時間、行動範囲など、放牧に比べてさ
まざまな制約を受けている。	
合作社で多数の家畜を舎飼するためには、大量の牧草の調達が重要になる。合作社の牧
草地では 5 月から播種し、8 月に収穫作業を開始する。採取した生草を乾燥させ水分を減
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らして、腐らない状態にした乾草を飼料として家畜に与える。合作社は参加した農民から
土地を借り上げ、飼料作物としてのフルファルファ（苜蓿）とトウモロコシを植えている。
合作社自体が飼料作物の栽培は計画的な肥培管理を行うとともに、適切な播種と収穫作業
により良質な牧草を提供する。しかし、合作社内部で家畜の牧草を自給することはまだ難
しいので、毎年近隣の業者から飼料を購入しなければならない。	
家畜の飼育作業は季節的な短期雇用によって運営している。家畜の飼育は牧畜民を中心
とし、夏季の放牧担当 20 人（5,000 元/月）と冬季の飼育担当 5人（2,000 元/月）をそれ
ぞれ雇っている。牧草地の管理は 5人の農民（2,000 元/月）が担当している。牛とラクダ
の飼育については、理事長とその親戚の 5名（2,500 元/月）が主たる担当者となっている。
これ以外、専業合作社の社員大会や理事会開催の時、理事長の配偶者や息子が必要な作業
をしばしば手伝っている。	
以前、合作社は 9 月末ごろ肥育した牛と羊を直接家畜商に販売し、あるいは食肉処理さ
れた羊肉・牛肉は生のまま、近隣のスーパーや集貿市場まで搬送していた。しかし、家畜
と羊肉・牛肉販売の利益は薄いと言われており、羊肉・牛肉の加工で利益を向上させる必
要がある。このため、合作社には屠畜場と冷凍倉庫が整備され、羊肉・牛肉を冷凍して保
存することが可能となった。また、合作社は食品加工と販売免許及び商標を申請登録し、
羊肉・牛肉を適当な大きさの塊に整形し、塩漬けや味付けをして乾燥し、保存性が高い乾
燥肉の加工を行っている。近年、合作社の理事長 B 氏は新たな販売先の開拓に努め、一部
の羊肉・牛肉を地元の食肉処理場に卸している。そのほとんどは電子商取引を通じて他の
省・市にも販売されている。現在、乌川合作社は家畜の飼育から食肉の加工、販売まで全
て一貫して経営しており、ブランド化経営を目指している。	
	
（２）金粮源農民専業合作社と恒丰特色経済農民専業合作社	
金粮源農民専業合作社は 2008 年に理事長 L 氏を含む発起人 5 人で創立された後、2012
年 12 月に登記を済ませた。L 氏は 15 歳で中学を中退し、農業を始めた。彼は 30 代の頃、
農業技術を学ぶため、中国の農業大省である河南省を訪れた。L 氏は約 2 年間河南省濮陽
県と原陽県に滞在し、現地の農家と一緒に農業をしながら、栽培技術や機械操作などを習
得した。2005 年頃から、L 氏が在住するカラゾレ村では、若年の農民が出稼ぎのため、多
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くの土地が放置されるようになってしまった。これらの土地を有効活用するため、L 氏は
同じ村の農業生産大戸と相談し、金粮源農民専業合作社を作り上げた。	
カラゾレ村には 64 世帯の農民が生活し、そのうち 45 世帯(70.31%)が合作社に参加して
いる。そのうちは漢族の農民が大部分を占めているが、その他のカザフ族農民は 1980 年代
後半から挿花式の形でカラゾレ村に定住した。定住化によって、彼らは伝統的な遊牧業を
やめ、新たな生業手段として農業生産へ転換しつつある。カザフ族は元来遊牧生業を中心
とする民族であり、農作物の栽培に対する技術や経験が欠如しているので、農業生産性が
極めて低い。このため、彼らも土地を出資し、農民専業合作社に参加した。これにより、
合作社の共同作業に参加することや栽培技術の指導に従うこともできるようになった。	
金粮源農民専業合作社の主な事業内容としては、参加者から土地 1.6 万ムーを請負って、
瀋陽からの専門的な技術員を雇い、専らトウモロコシを植えている。栽培技術を統一した
ことによって農作物の品質も標準化し、専門性や技術性の信頼が他の合作社よりも高まっ
たということである。また、トウモロコシ加工のために、専用の倉庫や乾燥機などの設備
が導入されている。現地では農作物販路の不安定性が農民にとって大きな問題であるため、
収穫期に売れ残りが発生し、資金の回収が困難になることがしばしば起こっている。この
ため、金粮源農民専業合作社は周辺の農家からヒマワリ、インゲンマメ、伽师瓜（スイカ
の一種）などの農産物を買い上げることも兼業している。農民からの農作物買取価格は
1.5—2 元/kg であり、販売価格は 3元以上/kg と設定している。ここから得た収益は専業合
作社の収益となる。その他に、合作社は周辺の農家に小型の農業用具、農薬や肥料などを
販売している。	
恒丰特色経済農民専業合作社は理事長 C氏が中心になって設立された。C氏は 24 歳で四
川省からカラブルグン郷に移住し、26 歳で地元の女性と結婚して定住した。彼は 30 代か
らヒマワリ、インゲンマメとスイカなどの経済作物を中心に栽培し始めた。C 氏も現地の
農業生産大戸であり、資金力を持っている。2013 年に合作社を成立した際、彼は 1人で 40
万元を出資したが、残りの 5人の出資金合計額も 40 万元であった。恒丰特色経済農民専業
合作社の事業内容は、農作物の栽培指導と販売情報の提供である。コクトカイ県政府とカ
ラブルグン郷政府はこうした動向にも関心を払い、農業生産の関連部門による補助金を優
先的に支給し、農業生産活動を強化している。この合作社はわずか 4 年あまりで大きく発
展し、参加者が 35 世帯 162 人の農民まで増加した。	
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恒丰特色経済農民専業合作社の運営は、生産部門と販売部門に分けられている。合作社
は現地で農牧民から土地を 8000 ムー借り上げ、農業機械を有し、ヒマワリ、インゲンマメ
とスイカなどの経済作物と薬草を集中的に栽培している。そのうち、ヒマワリが 3,000 ム
ー、インゲンマメが 2,300 ムー、スイカが 2,000 ムー、薬草が 700 ムーとなっている。ヒ
マワリ、インゲンマメとスイカは基本的に 5 月末に植え、7 月と 8 月に収穫が行われてお
り、薬草は 4月末から 9 月末にかけて栽培し、この間化学肥料を大量に投入している。生
産部門は農作物の栽培技術の指導を行うため技術者を常住させ、播種段階から収穫段階ま
での栽培管理を徹底している。同時に、合作社も周辺の農家に種子、肥料、農薬を提供し、
無料で栽培技術の指導を行っている。	
恒丰特色経済農民専業合作社では収穫した作物の加工を行い、全国各地に販売している。
2014 年まで、農作物の主な販路は、ウルムチの卸売業者が 5割、他地域が 2割、その他が
1 割となっている。2015 年から、理事長の知人を通じて四川省の有名な食品会社と長期的
な販売契約を結び、経営の安定化と販路の確保を実現している。恒丰特色経済農民専業合
作社における 2015 年の販売実績は 800 万元であり、このうち長期契約による農作物の提
供がその大部分を占めている。	
金粮源農民専業合作社と恒丰特色経済農民専業合作社は、現時点ではカラブルグン郷で
大規模な農業栽培合作社であり、両方ともコクトカイ県政府による優秀合作社の代表例に
指定されている。主要事業は農作物を主に生産し、加工と販売システムの構築にも力を入
れている。その他に、参加者の構造も類似しており、漢族がカザフ族より多い。多くの農
民は土地を合作社に提供しているので、農外移出が可能となり、自分の能力を生かして非
農産業で高い所得を得ている。	
	
（３）美酈田野農業機械専門合作社	
美酈田野農業機械専門合作社の前身はカラブルグン郷の農業機械協会であったが、2012
年 1 月に専業合作社に転換した。農業機械協会成立の背景について述べると、牧畜社会に
おける農牧民の各世帯は各自の家畜と小型農具を持っていたが、一般的に大型の農業機械
を賃借して利用していた。2004 年 11 月１日に施行された『中華人民共和国農業機械化促
進法』により、中央政府により農業機械メーカーへの税制上の優遇措置、中央と地方政府
による農業機械購入時の農家への補助と資金調達の優遇措置、農業機械の作業請負による
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収入の税制上の優遇や燃料代の補助などの支援策が実施された。新疆自治区政府は 2005 年
から、大型農業機械や生産資材を購入した農牧民・集団組織に対し、購入代金の部分的補
助を行うことを定めた。この背景下では、コクトカイ県政府は 2006 年に上級政府の財政助
成や優遇策を手に入れるため、管下の各郷・鎮に農業機械協会の設立という指示を下した。
こうして、カラブルグン郷は農業機械協会を創立したのである。	
成立当時は農業機械協会の実体がなく、カラブルグン郷政府の斡旋によって運営してい
た。農業機械協会の管理・運営には、専門的な知識や技術が必要とされる。農業機械の専
門技術者である Z氏は、カラブルグン郷政府との関係も濃密で、2008 年農業機械協会の責
任者に選ばれた。美酈田野農業機械専門合作社は農業機械協会から切り替えられたもので、
協会の責任者 Z氏が合作社の理事長となっている。一般参加者 10 人は、全員農業機械を操
作できるようになった。この合作社は政府主導下で 2012 年から各級政府の支援策・助成金
を利用し、比較的多数の農業機械を整備してきた。	
美酈田野農業機械専門合作社の現在の事業内容は農業機械の販売、貸出、修理及び技術
の指導など農業機械化の促進に資する広範な業務である。農牧民は一定の費用を支払うと、
合作社に農業機械の利用を委託できるようになった。農業機械専門合作社への委託により
徐々に農作物の耕作・収穫作業の集約が進み、農牧業の機械化が促進された。このため、
2014 年と 2017 年にそれぞれ自治区と全国の「示範合作社」と認定された。しかし、農業
機械利用の委託費用はカラブルグン郷政府によって指定価格が定められている。また、合
作社が新しい農業機械を購入する場合はカラブルグン郷政府の許可を得るため、申込書を
提出しなければならない。つまり、この合作社は政府から農牧業組織対象の財政支援を受
けているが、合作社の運営においては一定の制限があるという現状に直面している。	
	
（４）富邦土地流動合作社	
富邦土地流動合作社は土地の賃借の仲介業務を行い、主に土地経営の集約化を促進して
いる。コクトカイ県では 1980 年代後半から、遊牧民の定住事業の推進に伴い、牧草地の開
発が行われてきた。コクトカイ県では現時点でも、毎年上級政府から一定の牧畜民定住指
標が割り当てられ、定住達成のため利用可能な牧草地を新たに開発し、その配分が行われ
ている。しかし、多くの不作の牧草地はそのまま放棄地となり、牧草地の実際の生産性は
かなり低い。	
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コケテレコ村の元書記 W氏は 2005 年から幹部を辞し、牧草地の流動化に専念し始めた。
その時、W氏も村の牧畜業生産大戸で、200 頭以上の羊を飼っていた。当初 W氏は家畜の飼
料を補足するため、近隣から荒廃した牧草地を借りて牧草を植えた。2007 年に『合作社法』
が公布されると、W 氏はいち早く富邦土地流動合作社を編成した。この土地流動合作社は
もともと村の幹部が主導して設立したため、安い土地貸借取引費用と上級政府の補助金獲
得可能などのメリットを活用している。ほとんどの村民が牧草地を提供することで出資の
代替としており、結果として、牧草地集荷の取組みをすることとなっている。	
富邦土地流動合作社はこれらの牧草地を外来の人々に提供している。成立当時は、鎮政
府の主導下に農耕経験を持つ外来者（主に漢族）を招いたが、現時点には地元の兵団が牧
草地を囲い込む動きも見られている。これに限らず、都市住民や近隣に仕事を持っている
労働者、農牧民の一部である目先の利いた人々も牧草地の借主となっている。借主は牧草
地を借り入れ、経済作物の耕作を中心に行っている。このように、牧草地を農耕地として
利用する動きが活発化している。これは農牧業生産の振興政策として、農牧生産の収益性
向上はもとより、土地利用の効率性を高める面で有効な手段となった。しかし、牧草地か
ら耕地への転用は草原生態に悪影響を与えてしまう可能性が高い。近年はコケテレコ村の
一部の牧草地に塩害が発生し、土地流動への反対意見がしばしば非常に辛辣なものになっ
た。こうした場合には、カラブルグン郷政府からの支援が少なくなり、合作社の収益も減
少する傾向がある。	
	
（５）カザフ族刺繍合作社	
筆者は調査中にカザフ族刺繍合作社の所在地であるコケブラコ村を見学したが、政治的
色合いが濃い行政主導型の合作社として印象に残った。村の入り口には「カザフ族刺繍合
作社」の大きな看板があげられており、合作社の所在地は村民委員会と同じである。事務
室の壁面には合作社の組織図や発展計画などの掲示が張り巡らされており、訪問者が多い
人気のある合作社としての空気がはっきりと感じられた。	
カザフ族の刺繍は、長い歴史を通じて受け継がれた伝統的な刺繍工芸を巧みに取り入れ
ながら、図案や模様、色使いなど独自の民族的特性を融合させて発展してきた。カザフの
女性は家事の余暇を利用し、自分たちが住むユルタ内を、母から娘へと引き継いできた伝
統的な草花文様と、鮮やかな色使いの刺繍を施した壁飾りやテーブルクロス、民族衣装な
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どで飾ってきた。しかし、今日の生活においてはこうした手間をかけることもなくなり、
刺繍技術も廃れつつある。	
カザフ族の刺繍技術を次の世代に継承して行くこと、伝統文化を守っていくことを目標
とし、カザフ族刺繍合作社は 2012 年に、ガラブルグン郷政府の主導によって設立された。
カラブルグン郷政府の関連部門は刺繍作業場や専用の刺繍機械を調達し、合作社の設立と
その運営を応援している。合作社はコクトカイ県政府の斡旋を通じて CM 枠を購入して TV
で宣伝を行った。合作社の知名度が上がり、一時的に現場見学の外来者も増えた。	
カザフ族刺繍合作社が主催する伝統的な刺繍作品の製作や展示などさまざまな取り組み
も時折行われている。カザフ族刺繍合作社は刺繍技術を無料で教授したり、経験交流の活
動を実施したりすることにより、大勢のカザフ族女性の参加が得たが、合作社の運営と管
理に関心を示す人がほとんどいなかった。実際、カザフ族刺繍合作社は理事会をおいてお
らず、名義上の理事長 D 氏は公務員との兼任である。合作社の運営は何名かの刺繍技術を
持つカザフ女性に頼っている。さらに、刺繍合作社は政府の経済的支援なしには運営でき
ず、現在名義は残っているものの、実際には解散同様の状態にある。カザフ族刺繍合作社
は結局、経済的利益を出せなかったが、民族文化を保護する必要から設けられたものであ
った。	
	
3．専業合作社の性格と問題点	
（１）牧畜生産と合作経営：アウルによる遊牧生産の展開	
中華人民共和国成立以前、カザフ族牧畜社会では何百年間にもわたって伝統的な遊牧が
生業として営まれてきた。この遊牧時代において最末端の生産・生活部門として、遊牧活
動を担っていたのはアウルという組織である。各アウルはそれぞれ数戸から形成され、家
畜、役畜、牧草地などの生産要素を保有しており、それぞれ名前を持っていた。多くの場
合には、アウルを統括している有力者や年長者の名前、また自分たちの小氏族の名前をア
ウルの名とするのが一般的であった。アウルを統括する者は、しばしば「アウル・バス」
(アウルの長)、「アク・サカル(白髭)」、「ウケン・キシ(親方)」、と「ビイ(権力者また
は紛争を調整する人)」、「ウルケン・ウイ(親方の家)」などと呼ばれた。アウルの内部関
係は基本的に近親者、親戚者、一般関係者に分かれているが、全員広い意味での血縁者で
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ある。アウルは血縁関係を基礎にして構成されることが多いが、それ以外、婚姻関係など
の要素も許容している。アウル・バスと構成員の関係は氏族社会の慣習法の規制によって
面倒を見る側と見られる側という関係を示し、さらに構成員間に血縁関係の序列によって
支配者層と被支配者層という関係を示すのである。アウルの人口増加に従って、自然分裂
によって複数のアウルが形成された。カザフ族の場合、アウルの分裂と合流は、より頻繁
で、より不規則に行われる。分裂したアウルはお互いに共通の先祖を持っているので、自
然災害、人災や戦争などによって再統合する可能性があった。	
牧草地は最末端の居住集団としてのアウルまでに指定配分されるが、遊牧民個人までの
指定配分はされないのである。つまり、牧草地はアウル単位の共同占有利用であり、個別
所有はない。他にも、アウルにおける耕作地、家畜、役畜、農具などの生産手段は基本的
に私有であるが、アウルにおいては、農具はアウル・パスの個人所有であるにもかかわら
ず、生産手段は無報酬で共同利用になっている。このように個人の能力で入手出来ない農
業生産手段はアウルの中の有力なメンバーによって購入され、共同利用されている場合が
しばしばある。またアウルにおいては労働と役畜をもって、他のアウルの農具と交換し利
用調整が行われているが、このような利用調整も他のアウルにおいてもみられる。このよ
うな生産手段のうち最も重要であるのは家畜と放牧地および牧草地である。アウルの場合
は、家畜は個人所有であるが、営地移動のための役畜と放牧作業のための役畜は主にアウ
ル・パスが提供する。牧草地は、一般的には冬営地以外はアウルの共同利用であるが、冬
営地は構成員の個人財産であり、アウルで共同利用していない。畜牧生産は、ほぼ四季折々
に営地を移し、そのつど労働組織の再編を行うものであるが、このような相互の労働力変
換あるいは提供に当たっては報酬を決定している。あるアウルの場合は、夏の 5 カ月間に
放牧担当者 1人当たり月に羊 1頭と 50 頭分の羊の乳と毛を支払う。それ以外の時期には、
月に羊一頭の支払と冬服と食糧を提供する。放牧者以外の者には乗馬と搾乳牛を無料で貸
与する。小作人との関係は、役畜と土地を貸して、その収穫を半分ずつ分け合う。	
牧畜業の展開において、こうした草地共同占有が遊牧生産を維持するための前提条件で
あり、アウル長による遊牧作業の調整が厳しい自然条件の変動に対応した家畜管理の舵取
り機能は、不可欠の条件であった。このような生産方式には伝統的な助け合いの知恵が活
きており、合作経営による牧畜業の展開が必然化する前提となった。	
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（２）カザフ族牧畜社会における専業合作社の性格	
カラブルグン郷における幾つかの専業合作社の事例分析によると、中国における専業合
作社は組織の規模や機能からみて、日本の協同組合と似ており、地域とのかかわり方もあ
る程度類似している。しかし、中国の専業合作社は本質的には日本の協同組合と異なって
いる。日本の協同組合は組合員の利益のために運営する自治的な組織であるが、中国の農
民専業合作社の成立・発展過程は、各級政府の支援と切り離すことができない。従って、
いずれの合作社も政府との関係を維持することは極めて重要である。例えば、刺繍合作社
は政府からの補助金・支援を獲得したことから合作社を設立できた。富邦土地流動合作社
の理事長 W 氏によれば、「我々の専業合作社の成立・運営のためには、初期投資や政府支
援などの要素が必要条件とされる。ある合作社の成立・運営資金は主に政府の支援に依存
しており、合作社の管理、日常業務及び定期会議の主催のために使用されている」現状が
ある。中国では専業合作社が政府の農業産業化の政策目標として、行政によって推進され
ている。農民専業合作社が政府と農牧民を結びつける生産組織の代表的なものであるとす
れば、農業産業化が進む牧畜社会でそれはますます積極的な役割を果たしていくと期待さ
れている。	
同時に、専業合作社は牧畜社会への貢献を目的にする行動様式をかなり鮮明に打ち出し
ている。合作社が設立される前は、個別農牧民が農牧業経営生産の単位であった。ほとん
どの合作社には加入条件が設けられていないので、農牧民は自由に参加できる。カザフ族
牧畜社会における専業合作社を中心とした社縁に基づき、秩序ある地域づくりにつなげる
ことが可能となっている。一般的に、専業合作社は村ごとに設立されたが、これは管理上
の便宜のためである。専業合作社の取組みにより各農牧家間で互いに協力し合うシステム
が確立され、こうした意味で合作社は村民委員会の機能を補う役割を果たしている。また、
専業合作社は定期的に村の建設に献金を行っており、文化・体育・衛生方面の公益事業も
進めている。本来であれば村民委員会が自らの力で行うべき事業を専業合作社が担うこと
により、村民委員会にとっては負担を減らすことができるとともに、専業合作社から見れ
ば牧畜社会に貢献できるのである。	
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（３）アウルと専業合作社の比較	
以上を踏まえ、伝統的なアウルと現行の専業合作社の比較を検討し、両者の共通点と相
違点を整理した（図 5-2 を参照）。	
牧畜生産では草地生産力が低いため、大規模家畜飼養には極めて広い範囲の牧草地が必要と
なる。遊牧時代には牧草地はアウル単位まで指定配分されたが、遊牧民個人には指定配分さ
れなかった。これらの牧草地は同じアウルに所属する遊牧民によって共同利用される。現
在、専業合作社は意図的な個々の農牧民から牧草地を借り上げ、一定規模の牧草地を保持し、
生産手段の結合調整を機能している。	
	
図 5-2	アウルと専業合作社の比較	
生産組織	 アウル	 専業合作社（牧畜業）	
飼育形態	 四季遊牧	 冷季舎飼・暖季放牧	
家畜	 個人所有	 個人所有	
牧草地	
（草原）	
共有・共用	 （所有権）公有	
（使用権）請負	
生産	 共同生産	 協同合作	
分配	 自給自足	 市場経済	
関係性	 地縁・血縁	 地縁（定住村）	
出所：聞き取り調査より筆者作成。	
	
牧草地などの生産要素を調達して結合するだけでは、遊牧生産が自然にうまく展開していく
とは限らない。そのため、いずれの生産組織のなかでも家畜の特質にふさわしい牧畜者を集め
るのは重要である。このような生産単位で労働力を組織する理由は、牧畜業のもつ独自の生産
様式から生ずる。アウルの内部関係は同じく広い意味での血縁者となるが、専門合作社の参加
者は一般的に同じ村に暮らしている農牧民である。しかし、牧畜生産活動は四季遊牧にせよ、
冷季舎飼・暖季放牧にせよ、季節ごとに労働力を調整して、遊牧作業間の労働競合を解消する
ことにある。	
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4．専業合作社による農牧業振興の可能性	
（１）専業合作社の展開と「三農（牧）問題」解決	
中国においてはそもそも「合作社」に対して賛否両論があった。特に、1950 年代の全国
における集団化運動によって、多くの人々が合作社に対して嫌悪感を抱いていたのは事実
である。それに対して、1990 年代以降に登場した専業合作社は、農牧業経営者が生産や販
売を合作経営の形で行う経済組織であり、農牧業産業化を進める発展方式の一つとして定
着している。特に、2007 年『中華人民共和国専業合作社法』の発表により、専業合作社が
開始されてから 10 年しかを経過していないにもかかわらず、現在では「三農（牧）問題」
解決の有効手段として、農牧民の経済所得の向上、農牧産業化の促進および農村（牧畜）
社会の再編に資するものとして認められている。	
本章の事例によれば、農牧業生産は専業合作社単位で協議され、計画的に行われるため、
個別経営と比較して効率的であるということが明らかになった。牧畜社会では家畜や土地
を占有し、さらに生産要素を調達して結合するだけでは、農牧業生産がうまく展開してい
くとは限らない。専業合作社は、農牧業生産の諸要素を結合し、作業分担を実施している。
特に、牧畜業専業合作社による合作経営は、牧畜作業が季節ごとに分けられ、保有土地（草
原）も牧草地、放牧地という利用形態別に区切られている。また、専業合作社による農作
物や食肉などの供給量が増加し、市場に対する価格交渉力を高めることが可能となるとと
もに、統一的な生産・加工・販売システムを形成しやすくなる。さらに、牧畜社会におけ
る専業合作社の多くは農牧業生産組織として完全に独立したものではなく、村民委員会や
各級政府の関連部門と何らかの形で連携しながら、その経済的・政治的な機能を発揮して
いる。	
上述のように、専業合作社による生産手段や資金の調達・運用によって農牧業生産を推
進し、農作物や家畜の販売などによって発生した収益が農牧民と牧畜社会の発展を迂回的
に支えている。	
	
（２）政策提言：「専業」限界を超える	
中国においては、合作社化の過程で、一時的に形式的な共同体が形成されたが、それは
色々な手段を使って人為的に作った生産組織と言える。牧畜社会において専業合作社が本
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格化してから 10 年以上の時間が経ち、その成果が上がり始めているのは事実であるが、長
期にわたって合作経営による農牧業発展を促進する道のりはまだ非常に長いと言わざるを
得ない。	
いずれの専業合作社も合作経営を標榜しているが、実際には名義のみで事業が展開する
場合が多い。参加者または生産手段の結合という形式に流されることになる。一般参加者
が合作社の理事長に対してあまりにも依頼心が強い一方で、理事長は合作社の管理・運営
にする専らの主導権を握っていることが多い。その結果、多くの農牧民が農業生産技術の
指導・訓練を受ける機会を得ておらず、農牧業生産水準は長期にわたって停滞していた。
専業合作社の実際運営においては、アウルに基盤を持つ伝統的な遊牧生産技術を再評価す
ることが重要となる。	
また、現時点で農牧業生産は農業と牧畜との組み合わせが基本になっているが、カザフ
族牧畜社会における農業と牧畜業は依然として、分業して行なっている。翻ってラブルグ
ン郷の専業合作社の状況をみると、専業合作社は基本的に専業別により設立され、主要事
業も農業経営、牧畜業生産と土地の集積などに分かれている。しかし、専業であるゆえに、
これらの合作社の展開過程においては他業種・他産業との協力連携関係は弱く、いわゆる、
専業の限界性という問題が残されている。したがって、専業の限界性を克服することがカ
ザフ族の生計戦略を再構築するための重要な課題となっている。カザフ族牧畜社会におけ
る農牧業生産を促進する中で、合作社間の合作経営に基づく新たな合作社体系の重要性が
ますます大きくなっている。	 	
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第 6章	 カザフ族社会における農牧地の流動化に伴う生計戦略の再構築	
周知のように、カザフ族社会は大昔から、家畜の放牧と草原の利用によって遊牧生業を
営んでいた。この場合、カザフ族牧畜民にとっては、本源的生産要素である草原は直接な
牧畜生活・生産の資源となっていた。カザフ族牧畜社会は成立後から改革開放政策を経て、
21世紀の今日に至って、様々な政策・制度の実施によって変化しつつあるが、農牧民にと
って生計維持の手段として草原は依然重要である。本章は、カザフ族の牧畜社会における
農牧地流動化の展開から今日に至るまでの現状に注目し、それぞれの問題と影響を分析す
るものである。まず牧畜社会における農牧地流動化の展開背景とそれに関連する政策・制
度を検討し、そして、ドゥルー鎮の事例を取り上げて農牧地流動化の実態を明らかにする。
それによって、中国少数民族地域における農牧地の流動と農牧業発展、牧畜社会の変容現
状を総合的に分析することが本章の目標である。	
	
1．牧畜社会における農牧地流動化の展開	
（１）土地流動化の背景	
1978 年の改革開放以降、中国の農村社会では人民公社体制の解消により農業生産体制が
劇的な変化を遂げた。土地請負制の導入により、土地は細分化され、その使用権も農民に
与えられ、結果として、農業生産が個別家族経営方式になってきた。しかし、1990 年代後
半から、農村社会では土地の零細化は農業の大規模な発展の妨げとなった。これに対して、
中国の農業発展のためには、生産手段としての土地流動を通じて農業生産規模の拡大を促
進する重要性があり、土地を流動化させる試みが全国各地で行われてきた。人民日報（2016
年 8 月 3 日）によれば、2015 年末に、全国 2.3 億の土地請負農家のうち約 6600 万世帯が
土地を流動化させており、土地の流動化面積は 4.43 億ムーで、全国請負農家占有の 33.3％
を占めている。ただし、中国全土で推進されている土地流動化は手段、方式や水準におい
て大きな地域差がある。	
中国における土地流動化を考察した先行研究を整理すると、土地流動化の要因とその実
態、土地流動に関する法律・制度を中心とした研究が数多く積み重ねられてきた。2010 年
以前、多くの研究者（黎・趙・辛：2009；劉・王・陳・程：2010；朱：2010 など）は農家
調査データに基づき、各種の統計手法を用いて、土地流動の決定要因と土地への投資効果
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を分析した。寳劔（2011）は中国における土地流動化の概要と特徴を踏まえ、浙江省奉化
市で実施した農家調査データに基づき、土地流動化が農家の労働配分の効率性にもたらす
効果を統計的に検証した。李英花ら（2013）は中国全体における出稼ぎによる土地流動化
の動向を検討し、四川省の農村事例を取り上げ、近年の農業構造変動の形態とその諸要因
を解明した。李妍蓉（2014）は土地流動化が相当程度進展してきている湖南省の事例を通
じて、違法な土地流動化の実態と要因を明らかにしながら、その抑制策を検討した。伊藤
ら（2014）は土地の流動化の推進力となっているのは土地制度改革と農業労働力の農業以
外への流出であるという主張を強く支持しながら、第三の要因として貸借を仲介する組織
の役割に注目した。	
これらの先行研究は全般的な特徴として、厳密な実証分析の面で優れる一方で、土地流
動化による農村社会への影響に関する考察が不足する傾向がある。その中でも、多数の研
究は農業地区に偏っているが、牧畜社会の研究はそれほど多くない。なぜならば、牧畜社
会における土地流動化を対象とした研究がまだ進んでいないからである。その理由は、牧
畜社会の土地利用の形態といえば、農地より草原（主に牧草地）が最も重要であり、牧畜
生産に直接関連する草原開発利用と保護の両面に関する研究に重要な関心を払う傾向があ
るからである。	
以上のような現状を考慮し、本章はドゥルー鎮の事例を取り上げ、カザフ族牧畜社会に
おける農牧地流動の展開から今日に至るまでの現状に注目し、その影響と問題を分析する。
ただし、本章で留意すべきことは、ここで言及する農牧地流動とは、牧草地の集団所有を
前提にとして、牧草地を請負った農牧家が請負期間の範囲内で、その経営権を他人に移転
する行為を意味しているということである。	
	
（２）土地流動をめぐる法律・制度の推移	
土地請負や土地流動に関わる主な法律・政府公文書は、『新憲法』、『土地管理法』、
『農村土地請負法』、『合作社法』及び毎年度の中央政府「一号文件」36などである。1978
年から、中国全土は土地の所有権と使用権という両権分置の構造下で、農村では土地請負
制を実施し、それにより土地の集団所有権の基礎の上に、多くの農民が土地の使用権を取
                                                
36「中央一号文件」とは、中国中央政府が毎年の年初に公表される当年の最も重要な政策文書であり、2004
年から 2016 年にかけで 13 年連続に「三農問題」が主題となっている。	
	 137	
得した。この時点では、法律上一貫して土地使用権の流動は禁止されており、これは 1982
年の『新憲法』と同年の中央政府一号文件の規定から読み取れる。1984 年中央政府一号文
件により、土地の請負期間は 15 年以上とされ、この請負期間の延長により、農家請負経営
の本格的な定着化が図られてきた。1986 年の最高人民法院の「農村請負契約紛争事件の審
理に関する若干の問題についての意見」によると、農村と都市近郊部の土地は国家所有の
ものを除き、農民集団に所有されるとされた。農民集団所有の土地は、当該集団内の農家
によって請負・経営される。請負した農家が無断で転包、譲渡を行う場合、その土地請負
契約は無効となる。	
1980 年代後半から土地使用権の流動化の必要性が認識されるとともに、様々な関連法制
の実施と改正がなされてきた。1988 年の憲法改正後、土地管理法も改正され、請負った土
地の使用権を法律の規定に従い譲渡することが認められ、土地流動化の解禁時期に入った。
1994 年に農業部の「安定的かつ完全な土地請負関係に関する意見」が公布され、土地流動
化が推し進められるようになった。すなわち、土地の集団所有、及び土地用途を改変しな
いという前提で、請負をした人々の同意を経て、請負期間内での転包、リース、交換、株
式方法によって、土地の譲渡が政府に保護されるようになった。さらに、1998 年に 2 回目
の『土地管理法』の改正によって、土地の請負経営権を自由に譲渡することが法的に認め
られた。2001 年と 2002 年には、「中央十八号文件」と第十六回全国代表大会の報告のい
ずれにおいても、条件が揃った地域内では土地の請負経営権を自由、有償、かつ適切に流
動化させ、経営規模の拡大・発展を遂げていくことが推奨されるようになった。	
2003 年に実施された『農村土地請負法』では、土地請負期間が 30 年間であることが法
的に明記された。同時に土地使用権が法律により流動可能と初めて明確にされた。2005 年
に農業部が公布した「農村土地請負経営権の流動化に関する管理方法」は、流動化の方法、
貸借契約、および流動化の管理を明確に規定した。そして、2008 年の中央一号文件では強
制的な土地集積、土地用途の変更という土地の無秩序な転用や、裏転用などの違法な流動
化を固く禁止した。また、土地流動化を円滑に推進するために、2007 年に施行された『物
権法』では、土地請負経営権が用益物権であることを定めている。同年、中国共産党第十
七大会では、「法律遵守・自主意志・有償」という原則に基づき、土地の請負経営権流動
市場を健全化し、適度に多様化の規模経営を発展させるという内容が確認され、また 2008
年に、「農業インフラ建設を強化し、農業発展と農民増収を一段と促進する若干意見」が
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発表され、土地流動に関わる契約・登記・届け制度の健全化が明記された。同年の中共中
央「農村改革発展を推進するための若干の重大問題に関する決定」では、「農民に請負地
の占有、使用、収益などの権利を保障」し、「土地請負経営権の流動化市場を設立し、法
律に基づいて自発的・有償の原則によって、請負委託(転包)、リース、交換、譲渡、株式
化などの形式37で土地請負経営権の流動化を農民に許可し、多種形式の適正規模経営を発
展させる」ことを提唱した。	
さらに、2009 年の「農業の安定発展と農民の増収を促進する意見」という公文書では、
土地請負経営権の流動は、土地集団所有の性質を変えてはならない、土地の用途も変えて
はならない、農民の土地請負権益を害してはならないという規範が示された。2010 年の中
央一号文件では、土地流動化に対する管理とサービスの強化、流動化市場の完備、流動化
を通して多様かつ適切な大規模経営の推進が謳われた。2013 年の中央一号文件には、農村
土地請負経営権の流動を規範化し、土地経営権の農業規模経営者、家庭農場、農民合作社
への集中を奨励し、土地の零細化問題を解決し、一般商工企業が農家の請け負った耕地(林
地、草原)をリースすることに関して、厳格な参入制度と管理制度を構築すべきことが明記
された。2014 年の中央政府の「中央一号文件」では、従来の所有権、使用権という両権分
置から、所有権、請負権、経営権という三権分離に改められた。これにより、農村土地請
負関係を安定させるとともに、土地の用途を長期間変えずに維持し、最も厳格な耕地保護
制度の堅持と整備を前提に、請負地の占有、使用、収益、流動権及び請負経営権の抵当・
担保権限が農民に付与された。すなわち、農村土地集団所有を基礎として、農家の請負権
                                                
37	「転包」とは、農民が一定期間内(1 年未満を除く)で全部ないしは一部の請負った農地の作付け権だけ
をほかの村民に有料で任せて、これらの農地に関する権利と責任と利益がそのままであることを指す。請
負委託を受けた村民は契約に従って農業生産を行う。「リース」とは、農民が請負った一部もしくは全部
の農地の使用権を村外の個人あるいは法人に有料で貸し出しすることである。リースは転包とほぼ同じで
あるが、リースされる相手が村以外の個人あるいは法人である一方、転包される相手が村の村民に限られ
る。「交換」とは、大規模農業で分散錯圃の問題を解決するため、村民たちが請負った農地の一部または
全部を生産の便によるお互いに調整することである。「譲渡」とは、農民が請負ったすべての農地の請負
権を第	3	者に有料または無料で譲渡することである。譲渡された農地に関する請負契約の内容が変わら
ないが、農地の請負人が変わったため、原請負人の代わりに、農地に関するすべての権利と義務を新しい
請負人に譲渡する。有料で譲渡された場合は転譲といわれるが、無料の場合は贈与といわれる。「株式化」
とは、農民が請負った農地の使用権を村の集団経済組織あるいは参入企業に資本または株として、投資す
ること、農民が株式合作の経営による一定の割合で配当されることである。（参照：李妍蓉（2017）『現
代中国の農村土地問題に関する経済学的研究—流動化と転用』,京都大学博士論文.）	
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を安定させ、土地経営権の規制を緩和し、請負土地の経営権を抵当に入れて金融機関から
融資を受けることが認められたのである。	
上記のような、中国農村における土地請負や土地流動に関する法律・制度の展開は以下
のように 3つの時期に分けて整理することができる。第 1期は土地利用権の譲渡の禁止時
期(1978〜1987 年)、第 2期は土地流動の解禁時期(1988〜2002 年)、第 3期は土地流動の推
進時期(2003 年〜現在)である。この流れに従い、土地をめぐる権利の内容は様々な法律・
制度の推移における具体的な規定を通じて把握しなければならない。	
	
（３）土地と草原をめぐる権利に関する検討	
中華人民共和国成立後、中国の土地は国有地及び集団所有地に分けられており、それぞ
れの土地は国家所有又は農民の集団所有とされている。1980 年代の土地請負制によって、
土地の集団所有を前提に、土地使用権は各農家に配分されている。いわゆる、土地の所有
権、使用権という両権分置である。しかし、土地の零細化は 1990 年後半から、効率的な規
模農業の障害となり、農業経営の効率化を妨害する結果となってしまった。この問題を克
服するため、中国政府が土地の流動化を正式に認めたのは 1980 年代後半以降のことであ
る。その時、土地をめぐる権利とその内容も調整され、「土地請負経営権」という用語が
用いられた。その後、土地流動化に関する一連の法的整備がなされたものの、「土地請負
経営権」は法律上そのまま明記され、現実にはそれぞれ土地の請負権と土地の経営権に分
離している。ようやく 2014 年の中央農村工作会議で、「三権分離、経営権の流動化」が土
地制度改革の基本とされた。これを機に、土地の所有権、請負権と経営権を法的に規定し、
それらの三つの権利を分離し、また経営権の流動を可能にした。河原（2017）は「中国農
村の土地制度と土地流動化」で、土地流動化は譲渡、交換、転貸、リースと代耕に分類し
ている。農村社会では、これらの方式を通じて土地流動化の要請はますます強まっており、
現実に土地の流動化も大きく進行している。農牧業発展にとっては、生産手段としての土
地の流動を通じて生産規模の拡大を促進することが重要である。現在中国では、土地流動
化という戦略が打ち出され、「三農問題」を改善する有効な手段として位置づけられてい
る。このように、土地の有効活用を図るため、牧畜社会も例外なく、土地流動化の展開を
急速に遂げてきた。	
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一方、本章で言及する牧草地の流動化に直接かかわるのは草原の所有権である。草原所
有権は、新中国成立の初期段階では、全国的な法律の中で一つの空白であった。1954 年の
『憲法』の第 6条第 2 款によって、「鉱山、水流、および法律規定による圏有森林、荒地
とその他の資源はすべて全民所有となる」ことが明示された。このように、初期段階にお
いては草原に対する明確的な噺有規定はなかったといえる。1980 年代から、草原の保護、
合理的な利用を図るためには、草原の所有権または使用権の確定に関する法的制度の整備
や改革が必要とされた。ようやく 1985 年 6 月 1 日に公布され、同年 10 月 1 口より中国初
めての『草原法』が実施され、草原の保護、利用及び管理に関する全国的、全面的な法律
ができた。『草原法』の第 4条規定では、	「草原は国家所有即ち全人民所有に属し、法律
の規定によって集団所有に属する草原は除外する。全人民所有の草原は集団に固定して長
期使用することができる。金人民所有の草原、集団所有の草原及び集団に固定した長期使
用の全人民所有の草原は、畜丁丁生産に従事する農的として、集団あるいは個人に請け負
わせることができる…草原の所有権及び使用権は法律により保護され、如何なる単位また
は個人が侵犯してはならない。」と規定している。これによると、草原の所有は従来と同
じく全人民所有であるが、草原の使用権の確定を法律が明確に認めることになった。草原
の使用権の設定によって、請負制の実施を通じて家畜の飼養と草原の利用、建設が牧畜民
世帯（個人）に確定された。	
	
2．農牧地流動化の展開実態	
（１）ドゥルー鎮の概要と理由	
ドゥルー鎮は 1953 年に三区政府に管轄され、1959 年に杜熱人民公社を創立した。鎮の
名称は、1969 年に「永紅人民公社」と改名され、1971 年に再度「杜熱人民公社」に戻った。
ドゥルー鎮は 1987 年から、「2817」プロジェクトの先導する場として、遊牧民の定住事業
を開始した。現在は、ドゥルー社区（杜熱社区）、ヨシェケリシェ村（玉什克日什村）、
キジレカル村（克孜勒加尔村）、アゴウクムジス村（阿合库木斯村または白银村）、キン
ボウ村（金宝村）、ユウショク村（有色村）、モンク村（蒙库村）、ワイホウラ村（窝依
霍拉移民村）、ウチャヘト村（乌扎合特村）、テスフアカン村（铁斯甫阿坎村）、ダイバ
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ー村（大坝村）、フジエト村（胡吉尔特村）、ソイレト村（索依勒特村）、コケブラコ村
（阔克布拉克村）により構成されている。	
ドゥルー鎮を取り上げた理由は、本鎮がコクトカイ県における農牧地流動化がある程度
進展しているからである。調査したドゥルー鎮の四つの村落ではそれぞれ農・畜業生産・
生活がなされており、各村落の共通した特徴として、土地流動があることを確認した。下
の表 6-1 は、観察・調査を行った村落の現状を整理したものである。ドゥルー鎮への往復
の道中では、道の両側に広がっているヒマワリ畑が目に付いた(写真 6—1・6−2・6—3 を参
照)。	
	
表6-1	 4つの農牧業村の現状（2016年）	
村落	 世帯・人口	 農・牧業用地の面積	 生産形態	
ワイホウラ村	 210 世帯 1,030 人	 農地：24,000 ムー	 牧畜業	
アゴウクムジス村	 149 世帯 862 人	 農地：10,000 ムー	 牧畜業、農業	
ユウショク村	 300 世帯 1,250 人	 農地：10,800 ムー	
（うち集団１）：800 ムー）	
牧畜業	
コケブラコ村	 305 世帯 1,390 人	 農地：6,900 ムー	
牧草地：3,500 ムー	
農業	
牧畜業	
出所:聞き取り調査より筆者作成。	
説明：（１）ユウショク村の村民委員会は一つの集団として、農牧地を請け負っている。	
	
写真6-1	 牧草地が農地に転換された様子（ワイホウラ村	 ヒマワリ）	
	
	
	 142	
写真6-2	 牧草地が農地に転換された様子（アゴウクムジス村	 黄耆）	
	
	
写真6-3	 牧草地が農地に転換された様子（アゴウクムジス村	 板藍根）	
	
出所:筆者撮影（2016年7月25日）。	
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（２）「集団対応型」と「個人対応型」	
ドゥルー鎮では 1980 年代後半から、定住事業の推進に伴い、灌漑、排水、植林、道路建
設を組み合わせて、土地の開発と改良が行われてきた。これらの土地は牧草地として開発
されているが、利用形態としては牧畜業用地に属している。表 6−2 によると、ドゥルー鎮
では牧畜業用地がいまだに第一位の農業地利用形態となっているが、基本農田保護区と一
般農田地が少なく、林業用地も比較的少ないことが分かる。	
	
表6−2	 ドゥルー鎮における農業用地の利用（2015年度）	
農業用地	 面積（ha）	 構成比	
基本農田保護区	 4,854.44	 0.93%	
一般農田地	 9,111.55	 1.75%	
林業用地	 71,527.63	 13.75%	
牧畜業用地	 337,042.49	 64.78%	
他の農業用地	 97,775.7	 18.79%	
出所：『コクトカイ県における土地利用の総合計画』（2017年）より筆者作成。	
	
牧畜社会の農牧地利用と維持管理は、所有権のない請負制の下では農牧民が農牧地を財
産として管理することができない一方、放牧地利用が分割されることで伝統的牧畜社会の
自然への風土的な関わりや維持管理も衰退している現状を請負制の下、多くの牧草地が農
牧民に放置されてきたため、荒廃する。ドゥルー鎮では農牧民による放置されてきたため、
多くの牧草地が荒廃すると同時に、農牧業収益向上を図るための生産規模拡大の要求が生
じてきた。こうした背景の下で、コクトカイ県政府及びドゥルー鎮政府は現地の土地流動
の形態による農牧業生産向上を奨励する策略を打ち出した。	
ドゥルー鎮の土地流動の実態を概覧するため、貸主の立場から「個人対応型」と「集団
対応型」の二つに分けて整理する。前者は、貸主である牧畜民が自分に分配された牧草地
の経営権を直接借主に譲渡する零細な土地取引である。後者は借主が村民委員会と契約し
て請け負う、総じて大規模な土地取引である。調査した四つの村を見ると、現時点では土
地流動における「集団対応型」が圧倒的に多いということがわかる。コケブラコ村、アゴ
ウクムジス村とユウショク村では「集団対応型」により外来者に大規模な土地を提供して
いるが、ワイホウラ村ではわずか「個人対応型」の一例があるにすぎない。	
「個人対応型」は極めて簡単で、借主と貸主の契約締結過程に村民委員会が直接介入せ
ず、主にインフォーマルな口頭協議で済むという。それに対して、「集団対応型」（図 6−1
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を参照）は、①借主は村民委員会に申請意向を報告し、同意を受ける、②村民委員会が複
数の貸主が請け負っている零細な牧草地を合併する、③借主と貸主は村民委員会を通じて、
契約を締結する、④契約の一部を鎮・郷政府に提出する、⑤借主は村民委員会に土地の賃
金を支払い、村民委員会は貸主に賃金を支給する、⑥借主は農地の税金を支払う、⑦借主
は一部の貸主（農牧民）を雇用する、一連の対応を指す。	
	
図 6−1	 集団対応型の土地流動化	
	
出所：聞き取り調査資料より筆者作成。	
	
（３）農牧地流動化における関係性	
①農牧地流動化における借主と貸主の関係性	
前述のように、農牧地の流動化は請負権を変更せずに、牧草地の経営権を貸主に移転す
る方法である。借主は貸主の代わりに牧草地を利用するために、この牧草地の生産費用及
び税金など経済支出を負担する。こうした場合は、農牧地に関する義務履行の最終責任は
貸主(請負方)が負っており、借主との権利関係は変わらない。農牧地は牧畜経営の土台に
なる不可欠なものであるが、個人財産ではないため、借主は長期的な視点からの農牧地利
用管理において主体性に欠け、その結果、不適切な農牧地耕作に陥ってしまう傾向にある。	
実際、借主が牧草地の経営権を取得した後、勝手に牧草地に耕作し、牧草地を劣化させ
てしまい、満期を迎えた後、その牧草地が従来のように農牧業生産に利用できなくなって
しまうこともしばしば起きている。土地流動化の内容については規範が示されておらず、
借主と貸主間ごとにそれぞれ異なっているため、第三者がそれを知ることは難しく、紛争
が起きた時には解決が難しく、このことも農牧地流動化推進上に障害となる可能性もある。
したがって、農牧地流動化の当事者間には農牧地利用をめぐるトラブルが起こりやすい。	
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また、借主と貸主の間には雇用関係も一時的に発生する。借主側の外来者は牧草地を借
り入れ、大規模な農業経営を行い、年間収穫期（毎年 5月から 7 月まで）などの農繁期に
は臨時に貸主側の農牧者を雇って、農作業従事者には毎日 10 時間で 120—150 元の給料を
支払っている。一部の農牧民は農外移出が可能となっており、自分の能力を生かして非農
業産業で高い所得を得ている。	
	
②「集団対応型」における村民委員会	
このように、「集団対応型」の土地流動は借主と貸主双方の合意に基づいて成立し、同
時に村民委員会が極めて重要な役割を果たしている。「集団対応型」の土地の流動化には、
まず牧畜民による請負土地をそれぞれ村民委員会に戻し、そして、村民委員会は戻された
土地を一括して借主に提供する。土地賃金の支給は逆の方向に展開し、借主が村民委員会
を通じて、貸主に持分に応じた土地の賃金を支給する。こうした借主は直接貸主に賃金を
支払うのではなく、村民委員会に支払い、そこで一定の費用が差し引かれてから借主に支
払われることが珍しくない。これゆえに、土地流動化の対立軸は「借主—貸主」だけではな
く、「借主-村民委員会-貸主」構造となっている。	
	
ZXJ、男、漢族、46 歳	
今年、私はカザフ族の村長から 200 ムーの土地を借りて、メロンを植えました。な
ぜカザフ族の村長に頼むのかといえば、やはり利点があるからです。彼からは何百ム
ー以上の土地を借りることができるし、もし紛争があっても、彼に連絡して解決でき
ます。だから、まず賃金について相談するので、安心して契約できます。	
（資料 2を参照）	
	
『土地管理法』第 10 条には、「農民集団所有の土地が、村の農民集団所有に属する場合
は、村の集団経済組織又は村民委員会が経営し、管理する」とある。また、『村民委員会
組織法』第 8 条には、「村民委員会は法律の規定に従い、当該村の農民集団所有に属する
土地その他の財産を管理し、村民が合理的に天然資源を利用し、生態環境を保護し改善す
るように導く」ことが明示されている。これらの規定によって、農村の土地は集団所有と
規定されており、大部分の農村において村民委員会を単位とする集団所有制がられる。つ
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まり、農村土地の所有者は村民委員会とされている。土地請負経営とはこの農民集団が所
有する土地の一部について農牧民が農牧業経営を請け負うことによって営まれる経営のこ
とであり、実際に個別農牧民は村民委員会との契約に基づいて農地請負経営権を得ている。
このような構造では農牧民の発言権が弱く、彼らの意志と関係なく、特に「集団対応型」
の場合は土地の流動を強制される傾向が強い。筆者は調査中にアゴウクムジス村を見学し
たが、この村では土地流動化は政治的色合いが強い行政主導として印象に残った。	
	
③外来の「老板（金持ち）」による大規模な農牧地の「開発」	
YBQ（男、漢族、58 歳）、HB（男、漢族、69 歳）と HNE（男、カザフ族、29 歳）らは地
元住民の視点から、コクトカイ県では外来の「老板（金持ち）」による大規模な農牧地の
「開発」もますます進んでいることがわかる。これらの農牧地開発は一見、集団対応型の
枠にとらわれず、常に農牧地流動化の成功例と認められる。老板たちは地元住民より金銭
的優位性あるいは社会関係の利便性をもち、農牧地へのアクセス権を入手しやすい。しか
し、牧草地は地元住民にとっていうまでもなく重要な生産手段である。過度な農牧地開墾
による草原破壊の結果、家畜の放牧に利用できる牧草地の面積が縮小される。生産手段で
ある牧草地が失われていくことにより、彼らの農牧業生産も日増しに衰退してしまう。そ
のため、これらの老板による農牧地の開発は地元住民の利益を侵害しながら、両者間には
農牧地の利用をめぐる競争が生じてしまう。地元住民は外来の老板たちと彼らによる農牧
地の利用・開発を厳しく評価し、対立構図上から自らの不満が表面化するようになるので
ある。	
	
YBQ、男、漢族、58 歳	
外来の「老板」はここに来て、土地を開墾しました。一人当たりの土地面積は 3,000
ムーや 6,000 ムー程度で、すごく大きいです。彼らは本気で農業をせず、木を植えま
す。そして、開墾した土地を地元の農牧民に貸して、600 元/ムー（800 元/ムー）の賃
金を受けます。昨年は 300 元/ムーでしたが、今年は 600 元/ムーとなりました。私た
ちにとって、高すぎます。Yは南戈壁（地名）というところで 40,000 ムーの土地を開
墾しようとしましたが、400 元/ムーで計算すれば、年収は千万元になります。しかし、
そのうち 10,000 ムーの土地しか政府に認められなかった。実は、中央政府は一回で
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4,000 ムーの土地の開発権を認める権力がありますが、県政府は 1,000 ムーの土地の
開発権しか認める権力がありません。	
（資料 3を参照）	 	
	
HB、男、漢族、69 歳	
土地は農牧民にとって一番根本的な生産要素です。中央政府の土地政策によれば、
土地は 30 年から 50 年の利用権を農民に与えられます。しかし、土地開発は混乱の状
態になりました。土地がたくさん開発されたら、農民に分配するはずです。土地利用
については国家の規制がありますが、権力を持つ人はこれらの規制を利用しながら、
土地開発を進めています。ある「老板」のお父さんは自治区の官員です。彼は初期に、
この辺で何万ムーの土地を開発して、後で放棄して、空港の近くに更に 2 万ムーの土
地を開発しました。これは本当かどうか、よくわからないです。私たちは農民だから、
政府や「老板」のことを知りません。	
（資料 26 を参照）	
	
HNE、男、カザフ族、29 歳	
2012 年に、「Y 老板」はここに来て、草原を開発しようと決めました。しかし、当
初の契約書がなくなりました。やっと契約書を見つけましたが、彼らは勝手に草原を
開発し、耕地として利用しました…逆に、私たちは村の集団土地を開発し、違法的な
行為とされました。また、「Y老板」が開発した土地は、耕作もしていません。家畜も
土地に入れてはなりません。私たちは、この土地で耕作をやめて、林地として利用す
ることを要求しましたが、この要求は拒否されました…その後、私たちは「Y老板」に
ついて調べました。彼は自治区政府の有権者の息子さんです。また、県政府は 1回 450
ムーの土地の開発権も認めましたが、「Y老板」が開発のために 18 回の審査を行いま
した。実は、「Y 老板」の最初の目標は 4 万ムーでしたが、地下水路も 4 万ムー建設
しました…「Y 老板」は多くのそのような土地を開発しました。用水の問題も厳しく
なりました…チャブラ（地名：恰布拉）の集団土地は 4 万ムーで、郷政府の書記によ
って外部の「老板」が請け負いました。ただ賃金は 10 元/ムーです。しかし、我々が
請負すれば、400 元/ムーです。外部の「老板」は土地を借りて、農業をやりました。
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この辺りの唯一の川はウルングル河（乌倫古河）です。ハラチャハの峡谷ダムからウ
ルングル河の水を利用しました。それに対して、我々は節水のために、井戸を掘って、
点滴灌漑で耕作しました。乾燥地域だから、地下水も不足しています	…土地開発の話
をしましょう。「Y老板」が我々の集団土地を開発しました。ある日、「Y老板」と村
民は喧嘩をしました。X郷長がここに来て、「「Y老板」は我々側の人ですが、村民は
そっちの人です。」と言いました。確かに、政府は Y 老板に色々な優遇策を出しまし
た。私たちは地元民として、政策の恩恵を享受できません。	
(資料 27 を参照)	
	
ZZJ、男、漢族、49 歳	
私は今年 400 ムーの土地を牧畜民から借りています。契約は 18 年間と決めて、まだ
10 年以上あります。土地はアウェグダムの近くにあります。そもそも我々の村の集団
地でした。私が定住した村は農業村ですから、草原がありません。80 年代、草原を分
配した時、県政府の草原管理部分は郷政府、農業村と契約しました。農業村は草原の
代わりに、集団土地が分配されました。その時、この辺りの土地は 5 つの自然村が共
同利用と決められました。当時は、測る機器を使わずに、幹部によって分配されまし
た。現在は、外来の「老板」が約 2 万ムーの土地を開発しました。私たちは陳情に行
きましたが、県政府の人は当年の契約書が無効だと言いました。契約書は 1994 年に成
立して、その上に政府の印鑑もあります。私たちは理解できなかったです。	
「老板」は去年、アウェグの近くに土地を 1.7 万ムー開発しました。県政府は一回
450 ムーの開発権を認めます。全部で 18 回審査を行いました。これは大きな事件とな
りました。私たちは農牧民として土地を利用するために、600 元/ムーの利用費用を払
います。「老板」は招商引資の名目で、政府の優遇策を利用しながら、土地を開発し
ました。私も陳情活動に参加しました。結局、警察官に捕らえられました。彼らは民
族問題と言いましたが、私たちは土地問題と村の幹部の問題の反映と訴えました。ま
た、集団土地としては 5 つの自然村は同じ権利を持つはずです。しかし、１つの自然
村は「老板」と相談した上で、土地の農作物の茎を収穫しました。他の 4 つの自然村
も同じように茎を収穫しようと要求しましたが、拒否されました。	
(資料 28 を参照)	
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3．農牧地流動化による農牧業発展の可能性と問題	
（１）農牧地流動化と転包費用	
ドゥルー鎮における農牧地流動化は主に転包によって担われている。その当事者である
借主と貸主、それぞれの視点から牧草地という資源を捉えた上で、農牧地の流動化を見る
ことは、牧畜社会の農牧業発展問題を分析するうえで新たな視角をもたらす。	
	
表6—3	 「集団対応型」と「個人対応型」の比較	
類型	 「集団対応型」	 「個人対応型」	
主体（借主—貸主）	 村—個人	 個人—個人	
面積	 3,200 ムー	 45 ムー	
場所	 チャブラ（恰不拉平台）	 カラタス村（喀拉塔斯村）	
契約期間	 2006 年 1 月 1 日から 2012 年
12 月 31 日（6 年）	
2011 年 1 月から 2028 年 4 月	
（28 年）	
費用	 50 元/ムー/年	 48,461 元（一括）	
出所：聞き取り調査資料より筆者作成。	
	
農牧民にとって生計維持の手段として牧草地は依然重要であるが、借主にとって牧草地
は極めて廉価である。一般的に、土地の流動費用には土地利用費と生活安定補助費を含む。
そのうち、主な費用は土地利用費であるが、その基準が規定されておらず、土地収用の補
償費を参照して決められることが多い。一般基準は「当該土地の被収用前 3 年間の平均年
産額の 6ないし 10 倍」または「当該土地の被収用前 3年間の平均生産額の 4ないし 6倍」
となっている。表 6—3 によれば、実際の費用は土地収用の補償費に応じて行う方法を使わ
なく、また土地の市場価格によって計算されるものでもなかった。「集団対応型」の場合
をみると、2006 年 1 月 1 日から 2012 年 12 月 31 日までの期間に 3,200 ムーの牧草地を、
50 元/ムー/年で牧草地の経営権を譲渡したことがわかった。計算すると、転包費用は
690,000 元であり、この費用水準は一般水準よりかなり低い。牧草地の転包費用の低さに
もかかわらず、契約期間は 6 年と短く、この点は借主が長期請負を計画せず、各年度の農
産物価格を見て請負の継続を決めるつもりだと証明した。	
「個人対応型」の当事者は農牧民同士であり、この場合はわずか 45 ムーの土地を 2011
年 1 月から 2028 年 4 月まで、一括して譲ってしまった。聞き取り調査によれば、A 氏は
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2010 年に、ドゥルー鎮の定住村に移住して来て、当時の定住政策によって、50 ムーの牧草
地が分配された。しかし、この牧草地は定住村から約 10km 離れている。彼は自分で耕作で
きず、隣家の B 氏に安く貸している。この場合は、B 氏は賃貸料金を払い、毎年 A 氏に一
定の牧草を無償で提供する。A 氏と B 氏は双方の合意のもと、牧草地転包の手続きが済ん
だものの、最後は鎮政府の要求に応じて契約書を取り交わす必要があり、正式の契約書を
締結した。しかし、現状では個人間の農牧地流動化に関する契約は口頭だけで行われてい
ることが多く、契約書等はほとんど作成されていないというのが実情である。	
	
（２）農牧地流動化の利点と問題点	
牧畜社会における牧草地の流動化による農牧業発展の推進を考察してみよう。これらの
牧草地は、主に家畜の放牧または採草のために利用される土地である。現在、農牧民が請
負った牧草地は牧草を栽培するために、政府によって開墾された。借主は農牧民から牧草
地を借り入れ、小麦、ヒマワリ、スイカ、トウモロコシなどの経済作物の生産に力を入れ
ている。農牧地の流動化は土地利用の効率化のために、有効な手段であることが明らかで
ある。しかし、牧草地と農作地というこの根本思想が相異なるかに見える土地利用方式の
両立は難しい。	
しかし、ドゥルー鎮の事例をみると、土地流動化はほとんど、牧草地から農耕地に転換
しているという実情がある。牧草地とは、まず現地に長年住み続ける農牧民との濃密で直
接的なやりとりを前提とした生活・生産活動域周辺における自然そのものである。この自
然は牧畜業を営むうえで不可欠な基盤となる。長年にわたって、農牧民は自らの生活・生
産資源としての牧草地に対して豊富な知識や経験を蓄えてきた。その一方で、借主の土地
利用形態としての農耕地は、「農作物の栽培を目的とする土地」と定義されており、水田、
畑、園地などの肥培管理を行っている土地が含まれている。この定義からみると、実は牧
草地が農耕地から除外されている。一般的に、現在耕作している牧草地が 5−10 年後に、荒
廃したり「砂地」になったりする可能性も高いのである。コケブラコ村の事例から見ると、
牧草地から農耕地へというような、環境のを取り巻く質的かつ量的変化が発生した。コケ
ブラコ村は農耕地の塩類集積で、農業耕種が全てできなかったので、2010 年に新疆ウイグ
ル自治区政府によって貧困村と指定された。乾燥地域の生態系を無視し、無理な農業耕作
が押し進められるとともに、不適切な栽培手段が長年実施されてきた。その結果、土壌侵
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食、塩類集積といった環境劣化が特に起こりやすくなる。このような草原の退化が進行し、
さらには砂漠化が進む恐れもある。このように、流動化した土地が転用されれば、将来、
現地の農牧民の生活・生産に悪影響を与えてしまう可能性が高い。	
特に、ドゥルー鎮では天水に頼っていては農耕地が成り立たず、附近に水を豊富に供給
してくれる河川もないことが大きな理由である。農作物生産用水の確保のためには、地下
水を汲み上げて利用するしかないことが実情である。土地を占有するだけでは、農牧業生
産がうまく展開していくとは限らない。土地利用には「適地適作」の原則が極めて重要で
ある。確かに、牧畜地域における牧草地の流動化はあまりに楽観的にすぎることも事実で
ある。なぜなら、牧草地から農耕地への転用問題を克服するためには、農牧地流動化後の
土地利用に十分な注意を払わなければならないからである。	
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第 7章	 カザフ族社会における行政主導による観光開発と生計戦略の再構築：
地域振興に向けて	
本章ではキョクトカイ風景区の事例を取り上げ、行政主導による民族観光の開発がどの
ように推進されているかを実証的に解明しながら、様々な観光資源の開発・利用をめぐる
政府側と地元民の対応策を明らかにした。キョクトカイ風景区の観光開発において、鎮政
府及び上級の県政府による資金投資や施設整備などは観光開発の基礎となり、同時に地元
民も積極的に飲食店やホテル経営などのサービス業を展開し、観光客への対応を強化しつ
つある。こうした成功例と言われるキョクトカイ風景区の観光開発では、政府と地元民が
一体となって取り組む姿が見られ、地域経済の活性化につながる観光産業の方向性を見出
すことができた。	
 
1．民族観光の開発経緯	
（１）民族観光の背景	
中国では西部大開発政策の進展に伴う経済発展振興により、少数民族地域には大きな変
化の波が押し寄せている。これらの地域はほとんど中国の辺境に位置しており、もともと
大規模な工業開発の立地条件に恵まれず、沿海部との経済格差拡大に苦汁をなめている。
そのため、少数民族地域はその豊かな自然環境・民族文化などの資源を活用する観光開発
によって、貧困救済と地域振興に貢献することが期待されている。少数民族地域の諸省・
都市は観光客を呼び込むために、毎年様々な観光推進の活動を行い、特に民族観光の開発
に工夫を凝らすことになっている。	
現代中国における少数民族地域の観光開発は、大きく分けて「自立開発型」と「行政主
導型」の 2つがある。前者は「少数民族による持続可能な自立開発型の観光開発が行われ
てきた」ことを指す（曽:1998）。緒川（2010）は中国西南部の貴州省ミャオ族やトン族
をはじめする民族観光を自立開発型事例の一つとして挙げている。しかし、自立開発型の
観光開発は小規模で推進するため、開発に欠かせない資金投入などの前提条件に備わって
いない可能性が高い。また、自発により多様な観光開発活動は生まれるものの、活動相互
の調整や目指すべき方向性について合意形成がなされていない場合も多く、利害の対立な
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どの問題を抱えている事例も各地でみられる（緒川	2010:189—201）。こうした「自立開
発型」の観光開発は、政府の支援のもとで経営が行われている。	
これに対し、「行政主導型」は観光開発における強力な政府介入によって展開され、観
光客の誘致を目的とする産業政策の一つとして推進されている。「行政主導型」に関する
先行研究の中で、多くは雲南省（兼重努：1998;長谷川：2001;	松村：2001;横山：2004;	
雨森：2012）や四川省（張：2006;	松岡：2016）、貴州（陶：2010;梶丸：2010;鈴木：
2012）などの西南部地域に偏っている。これらの事例を通じて、民族観光開発は政府主導
の地域興しに利用されがちであり、もっぱら政府側が民族文化の資源化に取り組んでお
り、貴重な民族文化の持ち主である少数民族が開発の動きはまだ見られない。また、民族
地域では「行政主導型」の開発事業は民族観光における事業発展の計画者として、政府が
最も大きな役割を果たしている。地域住民は、観光による金銭的な利益は少なからず受け
取ることができても、観光政策に積極的に関わるということはあまりない。	
しかし、今日まだ空白に近い状況にある中国西北部の民族観光に関する研究は、観光開
発が盛んになっている現在こそ、極めて重要な意義がある。本研究で扱う新疆ウイグル自
治区では、21 世紀から本格的に観光開発が胎動し、現在も観光開発による地域経済の振
興戦略が練られ、様々な観光振興策が進められている。以上のような状況を考慮し、本研
究は新疆北部キョクトカイ風景区の事例分析を通じて、行政主導による民族観光の開発が
どのように推進されているかを実証的に解明しながら、様々な観光資源の開発・利用をめ
ぐる政府側と地元民の対応策を明らかにする。	
本研究で扱う新疆ウイグル自治区でも、21 世紀から本格的に行政主導型の観光開発が
胎動し、現在も観光開発による地域経済の振興戦略が練られ、様々な観光活動が進められ
ている。本章は新疆北部キョクトカイ風景区の事例分析を通じて、行政主導による民族観
光の開発がどのように推進されているかを実証的に解明しながら、様々な観光資源の開
発・利用をめぐる政府側と地元民の対応策を明らかにする。	
 
（２）事例紹介：キョクトカイ風景区の事例を通じて	
ここでは、キョクトカイ風景区について簡単な紹介を加えておく。キョクトカイ風景区
の所在地は新疆北部にあり、コクトカイ県の政府所在地の東北 48km に位置している。「キ
ョクトカイ」はカザフ語で「緑の森林」、モンゴル語で「青い河湾」を意味し、この領域
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に森林と河川があり、観光にはもってこいの条件を備えていると言ってよい。その所在地
であるキョクトカイ鎮の概要については、第4章で詳しく紹介した。キョクトカイ鎮は2000
年より、民族観光の開発に力を注いでおり、2004 年から本格的に行政主導による観光産業
の発展を促進してきた。現在、キョクトカイ風景区はエルティシ川の上流に位置し、エル
ティシ大峡谷（額尔齐斯大峡谷）、神鐘山と白樺林遊覧区を主体とし、キョクトカイ地質
公園（「3番鉱脈・天然鉱物陳列館」を中心）、ココソリ湖（可可蘇里）とイライム湖（伊
雷木湖）によって構成されている（写真 7−1、写真 7−2、写真 7−3、写真 7−4、写真 7−5、
写真 7−6 を参照）。	
	
写真 7-1	 神鐘山	
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写真 7-2	 白樺林	
	
	
写真 7-3	 ウルチス大峡谷	
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写真 7-4	 「3 番鉱脈」	
	
	
写真 7-5	 ココソリ湖	
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写真 7-6	 イライム湖	
	
出所：http://www.keketuohai.com.cn/Default.html より引用。	
	
そのうち、主要な構成部分はエルティシ大峡谷である。1932 年にアルタイ地域及び周辺
で大地震（震度 8 級）が起こり、エルティシ川の岸辺に大峡谷と地震の断層帯が現れた。
神鐘山はキョクトカイ鎮を代表する観光名所としても広く知られている。神鐘山はエルテ
ィシ川両側にそびえたつ 2基のベルの形の大きい岩が組み合わさっており、高さは約 100m
に達している。夏に風が吹くと、岩の側面に生えている靑松や苔が空の雲と虹に混じって、
絶景として称賛されている。現地のカザフ族の民間では、神鐘山の形成について美しい伝
説が言い伝えられている。この伝説について正史ではあまり記載していないが、民間には
色々な言い伝えが残されており、今日では主に観光地のシンボルとして取り上げられてい
る。	
更に、エルティシ川大峡谷の近くにある白樺林遊覧区の面積は約 1.5km²であり、3 種類
の白樺林から形成されている。白樺のほか、シベリアロシアポプラなどによる森林は寒温
帯山地の闊葉自生林を成している。白樺林遊覧区は秋になると、木が金色に染まり、小橋
の下に水が流れて、幻想的な仙境が現出する。冬キョクトカイ風景区は「雪と氷の世界」
となって、氷結した河川や雪を抱く木々や聳える雪山などが純白の童話のような光景を作
り、多くの撮影愛好家が訪れている。	
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その他の着目点として、キョクトカイ地質公園は鎮の中心にあり、第 4 章論じた「3 番
鉱脈・天然鉱物陳列館」が世界的に有名である。更に、コクトカイ県とキョクトカイ鎮は
2014 年、キョクトカイ鎮の近くにココソリ湖とイライム湖を開発し、これより観光客がキ
ョクトカイ風景区に行くまでの景色も楽しめる。	
	
（３）観光開発の経緯	
2000 年以降、キョクトカイ鎮では鉱量枯渇により鉱業開発が衰退の一途を辿ったため、
鎮政府及び上級のコクトカイ県政府は観光立鎮・県を宣言し、観光開発に力を注き、観光
産業の発展を重要なものと位置づけた。キョクトカイ鎮において本格的に観光開発が始め
られたのは 2004 年頃からであり、今日に至る。この結果、キョクトカイ風景区は新疆北部
に人気の定番名所の一つとなっている。	
	
表 7−１	 キョクトカイ鎮風景区の開発経緯	
出所：聞き取り調査より筆者作成。	
	
年	 出来事	 備考欄	
2004	 開発活動を開始する	 コクトカイ県政府	
2005	 「中国国家地質公園」に選定される	 国土資源部	
2007	 新疆遠方旅遊会社を誘致する	 「招商」の名目	
2008	 「キョクトカイ鎮国家地質公園」が開園	 新疆 3番目	
2009	 「国家 4A 級観光風景区」に選定される	 国家観光局	
2010	 「新疆十家優秀 A级旅遊景区」の栄誉称号を受ける	
「国際原生態旅游景区」の栄誉称号を受ける	
新疆自治区観光局	
民間	
2011	 「キョクトカイ鎮国家地質公園管理委員会」が設立	 県政府と鎮政府	
2012	 「国家 5A 級観光風景区」と選定される	
世界地質公園申請を始める	
国家観光局	
公園管理委员会	
2013	 「国家鉱山公園」への昇格	
「キョクトカイ鎮希有金属国家鉱山公園管理局」を設立する	
国土資源部	
県政府と鎮政府	
2014	 「最佳生態旅遊休暇先地」の栄誉称号を受ける	
「キョクトカイ鎮風景区」が併設される	
「キョクトカイ鎮国家地質公園管理委员会」を改革	
民間	
県政府	
風景区管理委员会	
2015	 「智慧旅游景区 Top100」の栄誉称号を受ける	 民間	
2016	 「世界地質公园管理と発展」国際ワークショップに参加	
キョクトカイ鎮「中国特色小鎮」と認定される	
風景区管理委员会	
中央政府	
2017	 「世界地質公園名簿インターネット名簿」に登録される	 国連教育科学文化
機関	
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2005 年、「キョクトカイ地質公園」が成立し、国土資源部により「中国国家地質公園」
に選定された。2006 年、コクトカイ県政府は招商引資の名目で、新疆遠方旅遊会社を招き、
投資融資・施設整備・サービス提供などの観光開発を担当させた。2008 年 7 月 15 日に、
キョクトカイ国家地質公園が正式に開園した。キョクトカイ国家地質公園は 2009 年に国
家旅遊局による「国家 4A 級観光風景区」38に指定され、更に 2012 年 5 月には最高の「国
家 5A 級観光風景区」に新しく認定された。キョクトカイ風景区は、新疆で 5番目、アルタ
イ地区で 2番目の 5A 級風景区になった。2013 年 1 月 17 日に、キョクトカイ風景区の一部
であるキョクトカイ国家地質公園が国家鉱山公園に昇格し、中国では最初の鉱床と鉱山旧
址を主体する国家地質公園と認定された。2016 年 10 月 14 日に、風景区の所在地であるキ
ョクトカイ鎮は国家発展改革委員会、財政部と住建部の三つの中央機関によって、中国特
色小鎮の一つに認定された。同年、キョクトカイ風景区の管理機関は「世界地質公園」の
申請準備のため、「世界地質公園管理と発展」国際ワークショップに参加した。キョクト
カイ地質公園は 2017 年に、国連教育科学文化機関（ユネスコ）による「世界地質公園名簿
インターネット名簿」に登録された。近年、キョクトカイ風景区は政府部門と専門機関か
ら数多くの賞を受賞し、より多くの人々に知られるようになった。	
	
2．観光開発における政府側と地元民の対応策	
（１）風景区の管理・運営	
キョクトカイ風景区の管理・運営については、2011 年に「キョクトカイ国家地質公園管
理委員会」という専門的機関が設立され、観光地の開発、建設及び管理などを専門に担当
している。この委員会はコクトカイ県政府の下部機関として、副県級のレベルに相当する
機関であり、キョクトカイ風景区を管轄している。2013 年に、県政府〔2013〕11 番の文書
によって、キョクトカイ国家鉱山公園管理局が設立され、科級のレベルに相当する機関と
してキョクトカイ国家鉱山公園の管理・運営を担当している。2014 年に自治区政府〔2014〕
76 番の文書によって、「新疆コクトカイ県キョクトカイ観光地管理委員会」、「中共新疆
コクトカイ県キョクトカイ観光地工作委員会」、「新疆コクトカイ県キョクトカイ国家地
                                                
38中国における観光地の等級は中華人民共和国国家観光局により、A（最低）、AA、AAA、AAAA、AAAAA（最
高）と定められている。AAAAA は「5A」ともいい、観光地の等級で最高のものである。	
	 160	
質公園管理委員会」と「新疆コクトカイ県キョクトカイ国家鉱山公園管理委員会」という
四つの機関を併設し、「コクトカイ県キョクトカイ風景区管理委員会」を設置し、県レベ
ルの管理機関となった。更に、アルタイ地区政府〔2014〕105 号文書で、コクトカイ県キョ
クトカイ風景区管理委員会の下には、総合事務室、人事室、財務室、計画建設室、開発室、
観光地管理室、鉱山地質公園管理室という、7 つの事務室が新設され、風景区の開発・経
営と管理活動を展開している。	
キョクトカイ風景区の従業員によれば、2015 年の通常入場券の売上は 1 日約 20,000 元
であったが、2016 年の夏季の売上は 1 日 30,000 元に達した時もあったという。その入場
者は年々増加の一途をたどり、2014 年には人口の 33.8 万人（2013 年度より 7.1％）まで
増加し、キョクトカイ鎮で観光業が発展し、大きな経済的利益をもたらしている。同年、
コクトカイ県は観光客が 120 万人（前年度より 13.21％）に達して、観光産業による収入
が 9.24 億元（2013 年度より 10％）に増加している。2017 年度の広報（5月 17 日に発表）
によれば 3）、入場券は 120 元（うち入場チケット 90 元、遊覧車運賃 30 元）に値上げし
た。夏休み（6月 20 日〜8月 20 日）中は、大学生向けの優遇策（新入生は無料、他の学生
は 5割引）を打ち出し、更に多くの観光客を引きつけている。	
 
（２）政府側の支援	
上述の開発経緯からみると、キョクトカイ風景区の観光開発・管理は政府主導の下で展
開されてきた。以下では、県政府と鎮政府がどのようにキョクトカイ風景区の観光開発を
推進しているか、その実態を具体的に把握する。	
コクトカイ県政府は招商引資を開発初期の手段として、税制や地代に関する優遇政策を
策定し、外部から開発企業を誘致し、資金投資や施設整備などの開発事業を促進していた。
その一つの例として、新疆遠方旅遊会社は 2006 年に県政府に誘致され、キョクトカイ鎮の
観光に関連する産業のインフラ施設の建設、観光情報サービ、観光スポットの開発及び経
営などの活動を展開している。	
観光客の増加に伴い、インフラ施設のへ投資が目立ち始めた。コクトカイ県には新たな
空港、スケート場、リゾート地の建設計画があり、それらは観光産業の発展による観光客、
地元民の新たなニーズに応えようとしている。コクトカイ県にあるキョクトカイ空港
（Fuyun	Koktokay	Airport）は 1965 年に建設され、1994 年より運営が停止されていたが、
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近年キョクトカイの国家地質公園の知名度が高くなるにつれ、この周辺を訪れる観光客も
急増し、2008 年から空港を移転開港させるプロジェクトが始動し、6年の建設期間を経て、
2015 年に移転開港となった。	
以前、コクトカイ県とキョクトカイ鎮を結ぶ道である「乌洽路」は急勾配やカーブが多
く、「九十九道弯」と呼ばれていた。この道は車一台が何とか走ることのである、細く舗
装されていないものであった。この道を車で行くと、片道 3時間が必要であった。2015 年
に、コクトカイ県とキョクトカイ鎮の間に新道「S226」線の建設を開始し、2017 年 8 月に
竣工し、開通した。「S226」線はコクトカイ県の県政府所在地、ココソリ湖、キョクトカ
イ鎮を通過しており、沿線状の観光空間を構築し、森林の植生や山水の景色を鑑賞する総
合的な体験を目指している。	
政府は近年、各種の講演会や展覧会、交流会を主催し、キョクトカイ風景区の宣伝・情
報提供を効率的に行っている。2014 年には、キョクトカイ風景区で「世界のキョクトカイ」
の写真コンテストが県政府と風景区管理委員会の連携により行われた。このコンテストは、
オンラインとオフラインを通じて宣伝され、最終的に千点以上の作品が集まった。ネット
ユーザーによる投票とコンテスト審査員により一次選考が行われた後、撮影界の専門家ら
による二次選考が行われ、最終的に特等賞、一等賞、二等賞、三等賞と人気賞にいくつか
の作品が選ばれた。この写真コンテストを機にして、キョクトカイ風景区その知名度は全
国的に広がってきた。	
2015 年、キョクトカイ鎮は「キョクトカイ鎮ロシア風のまちづくり」という活動を推進
し始めた。同年、鎮政府はキョクトカイ鎮に残されたロシア風の建物の外観を継承し活用
しながら、大量の投資資金を呼び入れ、さらにそれと関連する交通、飲食業などの第三産
業を発展させるという企画を立ち上げた。2016 年の夏に筆者が調査に赴いた時には、「世
界のキョクトカイ」を主題とする文化祭が幕を開け、平日にも多くの観光客で賑わってい
た。このような文化祭は毎年夏季に開かれ、2016 年が第 4回目にあたっていた。当初は単
純に観光客を誘致する目的であったが、次第にカザフ族の文化の展示を利用して、地域経
済を活性化する方向へと展開してきた。行事活動の内容項目は毎年多少異なるが、文化祭
の初日には、郷・鎮単位で構成したカザフ族の独特の服飾を含む民族の盛装をした女性の
隊列による行進と、開幕式における民族の歌と舞踊の演出、その後に続く伝統的な「娘追
い」、「羊さらい」、「1000m 競馬」という項目が定番となっている。特に、開幕式での行
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事項目は、中国の他地域で政府が主催する運動会や慶祝会などの形式と類似していて、国
家の式典項目ともいえる。その後、経済・貿易の項目の交渉会なども行事項目に入れられ
た。	文化祭の効果は、カザフ族の文化事項を主体としながら、国家の式典・項目の形式と
結合し、経済活動と直接に連携していることを特徴としており、経済と文化が合体してい
ること、いわゆる「文化が舞台となり、経済と貿易が主役となる（文化搭台、経貿唱劇）」
ことを実現するものとなっていた。	
	
（３）地元民の対応	
キョクトカイ風景区の観光開発が政府主導で行われている背景には、地元の人々の積極
的な取り組みもあり、両者が相揃って、観光客への対応を強化しつつある。以前、キョク
トカイ風景区を訪れる観光客は、ほとんどが日帰りの観光客であった。観光客の急増が続
く中、現在、観光客一人当たりの訪問数・滞在日数も増加しており、宿泊施設不足が顕在
化している。地元の人々は供給側として、旺盛な宿泊需要に対し、宿泊施設の建設に力を
注ぎ始めた。2004 年のキョクトカイ鎮における宿泊施設は僅か 2軒で、うち 1軒は国営ホ
テルであった。その当時は、キョクトカイ鎮に寝泊まりをする観光客も少なかった。2010
年にはホテルが 6軒となり、2014 年にはホテル 12 軒、「牧家楽（カザフ風の家庭旅館）」
18 軒とその数は増加している。更に、現在はホテルに出向いて予約する必要がなく、イン
ターネットで宿泊施設情報を検索し、予約サイト経由でホテル（宿）を予約できる。筆者
は 2016 年 7 月にキョクトカイ鎮に着いてから、宿探しを試みた結果、ほぼ満室であった。
この点ついては、「7 月に入って以来、団体や個人客が後を絶ない状況が続き、今年の客
の割合は平年よりも 10％以上増えしています」と証言されている（資料 39 を参照）。	
宿泊施設の急増により、注目度が高まっているものにテント形式の「牧家楽」（写真 7-
7・7-8 を参照）が挙げられる。牧家楽の内部はインテリアがほとんどなく、昔のカザフ族
の遊牧民そのもので、素朴な遊牧生活を感じさせる。牧家楽は格安で泊まることができ、
飲食、娯楽、放牧体験もできるので、大人気の体験型観光になっている。これは、キョク
トカイ風景区とその周辺にとって新たな成長の契機となり、地元のカザフ族牧畜民の富を
もたらす重要な手段の一つとなっている。	
地元の人々は観光客のニーズに合わせ、多くの料理専門店を運営し始めた。カザフ族の
料理は羊肉や牛肉、その他乳製品を用いることが多いから、「乳製品と肉の食文化」と呼
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ばれている。カザフ族料理店は新鮮な地元の羊肉、牛肉などの食材を使って、本場のカザ
フ族料理を提供している。夏休み中は、一部の料理店で観光客に提供する民族料理の材料
が品切れになったことがしばしばあった。その他に、中華料理店が鎮の中心に集まってお
り、羊肉が嫌いな人も気楽に美味しい料理が食べられる。	
	
写真 7-7	 「牧家楽」の外観	
	
	
写真 7-8	 「牧家楽」の内装	
	
出所：筆者撮影（2014 年 7 月 20 日）。	
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キョクトカイ風景区の観光開発を進める際、地理的に不便である弊害を乗り越えるため
に、政府が交通路の整備を行い、地元の人々も積極的に解決策を生み出した。以前、コク
トカイ県を 10 時に発車し、キョクトカイ鎮に 13 時半に到着するバスと、キョクトカイ鎮
を 16 時に発車し、コクトカイ県に 19 時半に到着するバスのわずか 1日 1 往復であった。
しかも風雨が激しくなるとバスの便も絶え、交通は途絶する状態であった。バス会社の従
業員の話によると、2014 年からバス民営化が実施され、一般観光客の運送事業を中心とし
て、観光客が満足するサービスが提供されるようになった。観光客の要求に応えて、コク
トカイ県とキョクトカイ鎮の間を往復するバスの便も増えた。こうして、交通問題が解決
され、キョクトカイ風景区へのアクセスは変貌を遂げた。	
	
3．観光開発における資源の活用化と問題点	
（１）観光資源の活用化	
上述の開発経緯に見られるように、キョクトカイ風景区は自然観賞、文化体験、産業遺
産などの要素の揃った観光地として開発されている。キョクトカイ鎮政府は、当初エルテ
ィシ大峡谷と神鐘山を核として観光開発を始め、その後ココソリ湖、イライム湖も含む沿
線状の観光空間を構築し、観光関連施設の完備にも力を注いできた。一方、キョクトカイ
鎮は、地元の人々が長期にわたって、カザフ族の本拠地として、伝統的な遊牧生産方式を
通じて形式されてきた地域性の色濃い地域であり、カザフ族を代表とする遊牧文化は、現
地で最も大切な観光客を引き寄せる資源として注目されている。キョクトカイ鎮では今日
にも時折羊や牛が道を横切る風景が見られる。また、カザフ族の遊牧文化を掘り出し、民
族風情を主題とする観光活動も次々と進められている。「牧楽家」では、カザフ族の食事
を食べたり、移動式住居であるユルトに住んだりするカザフ族の伝統的な習慣や文化を垣
間見ることができる。同時に、キョクトカイ鎮は自然環境保護と産業構造転換を目的に、
「3 番鉱脈」の産業遺産を主体として、鉱山文化教育と宣伝を中心テーマとする地域性の
ある観光地としての開発を進めている。これを契機として、経済利益と生態回復を両立さ
せる観光開発への戦略を立ち上げたのである。このような自然景観や民俗文化及び産業遺
跡の観光資源をうまく活用することにより、キョクトカイ風景区の魅力創出を促進してい
ることがカザフ族地域の観光開発の最大の特徴である。	
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（２）文化資源の開発問題	
キョクトカイ鎮の最も魅力的な観光資源は珍しい景色と、伝統的な生産・生活様式であ
り、自然そのものである。これらの観光資源は地元の人々の生活環境として存在しながら、
一方では観光資源として観光客に展示されている。ここで注意すべきことは、カザフの牧
畜民にとって、キョクトカイ鎮、特にキョクトカイ風景区は観光地である前に、カザフ族
独自の文化や伝統の祭りが息づく他に存在しえない場所であることにある。	
観光開発を通じて、地元の人々の存在抜きに、観光資源の開発と利用は不可能である。
ただし、民族観光開発は、伝統文化の保存に効果を発揮する一方で、俗化の危険を常には
らんでいる。観光を生み出す仕掛けとして利用されている文化資源は、日常的な次元から
観光客に見せるため、内容も形式も作り替えられ、皮肉なことに地元の人々から遠ざかっ
てしまっている、という印象を受ける。民族文化の開発は異文化・異民族の相互理解・相
互尊重という親善効果が生じてくるが、伝統文化や儀式などの文化の形骸化・空洞化も懸
念される。観光客の行動や態度は文化、アイデンティティ、生活環境など様々な面で少数
民族に影響を与えているため、民族観光開発は単なる経済的な活動ではなく、地元の民族
文化や伝統の保存においても重要な影響があることに留意しなければならない。それゆえ
に、カザフ族の伝統的な遊牧文化を如何に観光資源として提供するかという問題は地元の
人々にとって極めて大きな試練である。	
	
4．観光開発の産業化の可能性：地域振興	
最後に、これまでの行政主導による観光開発を推進する事業形態に関する検討を受けて、
それをカザフ族の生計戦略の再構築の可能性について分析を行う。地元民が参加する形で、
民族観光開発自体が方向性を決めて一つにまとまり、創意工夫を図り、さまざまな困難を
乗り越え、自発的に努力を続けるといったことで、今日の成功を導いてきた。成功例と言
われるキョクトカイ風景区では、政府と地元民が一体となって取り組む姿が見られ、地域
経済の活性化につながる産業化の方向性を見出すことができる。このため、カザフ族の牧
畜民が行政主導による観光開発の担い手となり、これが地域振興にとっては新たな発展戦
略となると考えられる。	
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（１）行政主導の必要性	
キョクトカイ風景区の観光開発は地域ごとの特性を活かした観光開発では、外部からの
観光客にとって魅力的であるだけでなく、地域の活性化としても注目されており、地域の
経済開発の一部として観光振興に力を入れていることは注目に値する。このような大規模
な開発には、観光施設の整備や資金調達などの問題を解決するために、総合的な調整能力
を持った主体が必要とされる。それが行政主導型になる由縁である。これは地元民だけで
なく、地方政府など様々な面で少数民族と関わる全てのアクターに求められる重要な改善
点であると考える。そもそも民族観光開発とは少数民族の独自の文化や伝統を対象にした
観光産業であり、彼らがその独自性を持って受け継いでいくことができなければ、この観
光形態自体の継続も困難になる。そのため、地元民に対応策を任せるのではなく、その方
向性と地域が目指すべき理念との整合性を図るとともに、目標達成に寄与するように観光
開発の質をコントロールしている。それにより、少数民族の伝統的な文化や習慣、彼らの
存在自体に敬意を払い接していくことは、少数民族にとって、そして民族観光開発にとっ
ての豊かな発展に繋がり、全体として地域振興が目指すべき目標に向けて導かれていくこ
とが可能となる。	
しかし、自然環境と民族文化や工業遺跡が観光開発を通じて商品化され、経済的な利潤
をもたらすという側面が見られる一方、少数民族文化の破壊を伴うものであるという認識
がほとんど固定概念となった今、行政側から民族文化を保護・開発と調和しながら、観光
資源をうまく利用するように支援し、先導することが必要になっている。民族観光開発を
持続するには、施策を適時確認し、修正することが不可欠である。そのためには、経済的
な指標のみならず、統一した基準に基づき、行政側が客観的に評価・判定することが重要
である。少数民族地域での観光開発が少数民族にどのような影響を与えるのかを事前に検
討し、損失が生まれるのならば、何か代案や損失への対応策を講じる必要があるだろう。	
	
（２）観光開発の産業化	
キョクトカイ風景区の観光開発は今日も盛り上がっているが、様々な観光資源を活用す
るほか、観光産業化の推進にも多くの注意が払われている。いわゆる観光開発は、観光活
動を支援するような諸便益を提供するかぎり、いかなる業種であるかを問わず、それは観
光産業に含まれることになる。キョクトカイ風景区の開発過程を検討する際、開発の主体
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は地方政府だけでなく、地元の自覚性である点に注目すべきである。なぜなら、政府側の
視点では経済発展を推進するための観光開発は地域開発戦略の一環であるが、地元の経済
的・社会的な利益をもたらすことが前提となっているからである。観光開発がキョクトカ
イ鎮の雇用状況を改善し、飲食業や交通領域において観光に関与する各種活動が産業を発
達させていくことで、地元社会の経済活性化を図ることが可能となっている。	
近年、キョクトカイ鎮では土産物屋が続々と登場して繁盛し、民族用品の生産及び販売
は今日なおその勢いを増している。民族的な風情を強調するため、一部の従業員が民族衣
装を着用していることが目に付く。家畜の骨、革や毛などを材料とした民族文化の象徴で
ある服飾や工芸品が人気を呼んでいる。このような民族用品が脚光を浴びるようになり、
土産物の種類や質も年々向上し、大勢の観光客を魅了している。牧畜民の家庭で作られた
乳製品も土産物の中で人気を博している。現在、観光開発は少数民族の生活の一部として
組み込まれた活動である。キョクトカイ鎮は空前の観光熱に包まれ、工芸品の並ぶ土産物
店には観光客が溢れている。地元の住民にとって、民族文化は観光資源として利用され、
経済的価値を生み、更に新しい機会を提供していることが明らかである。これにより、牧
畜生産から解放された牧畜民は、観光開発の展開による新しい生計を立てる可能性も含ま
れている。	
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終章	
本章では、結論をまとめる。第 1 節では本論文を要約する。新疆ウイグル自治区北部コ
クトカイ県に暮らしているカザフ族社会がどのように生活・生産の転換を経験しているか、
彼らがどんな生計戦略を再構築しているか、を理解する。第 2 節では、これらの分析を踏
まえて、カザフ族社会における持続可能な生産への政策的な含意を導出し、実効性のある
政策の方向性を提言する。第 3節では今後の研究課題を述べる。	
	
１．結論	
カザフ族の社会変容がどのように経緯しているかを、生活・生産という二つの側面を中
心に考察したが、その要因は中華人民共和国成立以後の様々な政策・制度の実施であるこ
とが明らかになった。まず、新中国成立以後の様々な政策・制度の実施は、カザフ族地域
に全面的・徹底的とも言える大きな社会変容をもたらした。新中国政府が展開した全国農
業社会改造の一環としての互助合作運動により、「互助組から「初級（高級）合作社」へ、
更には「人民公社」へという流れの中で、カザフ族の牧畜民は全国の農牧民と同じように
集団化され、その結果、彼らの社会構造は大きく変容を遂げたのである。	
1980 年代以後は、定住政策の推進により、カザフ族社会において新たな行政組織が構築
された結果、近年では牧畜民及び彼らの生活・生産は国家行政の構造に取り込まれている
と同時に、移動式住居から固定式住居へと居住形態を大きく変え、伝統的な移動生活から
離脱し、定住生活を行うようになっている。同時に、1980 年代後半から牧畜社会における
草原利用・保護と開発の推進により、カザフ族社会の牧畜生産方式に根本的な変革をもた
らした。草原利用と開発により、カザフ族社会において長い年月をかけて展開されてきた
遊牧生産も大きく衰退し、それに伴い集団生産による牧畜経営が個別経営への転換を強い
られた。特に、近年では地元の経済発展を担うものが鉱物資源であることを見込まれ、そ
れがカザフ族牧畜民による伝統的な牧畜生産の変化に衰退を掛けることになった。だが、
現在においても多くのカザフ族にとって牧畜業がもっとも重要な生業であることに根本的
な変化はない。	
これらの現状を踏まえ、カザフ族社会がどのような生計戦略を遂げているかという問い
を設定した。本論文では、この問いに答えるためには、専業合作社の動向に注目する必要
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があることを明らかにした。カザフ族社会の専業合作社は従来の生産組織と異なり、主に
家畜、土地とその他の生産手段を提供し合い、農牧民を結びつける生産組織である。この
ような専業合作社は農牧業経営にとどまらず、土地取引、農業機械、手工業など多様な領
域に広がっている。しかし、専業であるゆえに、他業種・他産業との協力連携関係は弱く、
その意味での専業の限界性を克服することがカザフ族の生計戦略を再構築するための重要
な課題となっている。	
カザフ族社会の生計戦略の再構築において専業合作社の専業の限界性を越える新たな合
作社の発展と並んで重要な意義を持つのが農牧地の流動化である。カザフ族牧畜民は自分
の分配された牧草地を、その請負権を変更せず、経営権を移転する形で農牧業生産を行っ
ている。農牧地流動化の推進は生産手段の集合を通じて土地利用の活性化や農牧業産業化
に貢献している。その一方、農牧地流動化の推進によってかえって牧草地から農耕地への
転用問題が生じ、必ずしも農牧業生計が十分に改善されているとはいえない。このような
問題を克服するため、牧畜業と農耕とのバランスに配慮して合理的に土地流動を図る政策
が期待される。	
その他、地域開発の視点から行政主導による観光開発の事例を取り上げた。観光開発に
おいては、各級政府による資金投資や施設整備などは観光開発の基礎となると、同時に、
地元民も積極的にサービス業を展開し、観光客への対応を強化しつつある。こうして、カ
ザフ族地域はその豊かな自然環境・民族文化などの資源を活用することによって、社会振
興に貢献することが期待されている。	
	 	
２．持続可能なカザフ族社会に向けて	
まず、専業代牧者（第 4章）、専業合作社（第 5章）と農牧地流動化（第 6章）という
三つの要素を結びつけ、牧畜社会におけるが合作経緯に着目し、政策提言を試みる。具体
例のモデル化は図 8-1 を示す。この構造により、まず、牧畜社会における合作社の専業限
界を超え、各専業合作社が協力して農牧業生産の合作経営を行う新しい合作社体系が創設
できるようになる。また、土地流動合作社を推進してこそ、合理的に農牧地流動への転換
を図り、土地利用の持続可能性を高めると同時に、牧草地の集積を通じて、牧畜業合作社
への牧草の大量生産と提供を確保することができる。さらに、代牧者と牧畜業合作社の連
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携によって、代牧者の専門性と家畜放牧の経験を活かし、牧畜業生産の発展を支えていく
ことが可能になる。このような提言の有機的な関連を組み込み、さらに具体的な政策・制
度を策定していくことが求められる。	
	
図 8-1	 持続可能なカザフ族社会に向けての政策提言：専業の限界を超えて	
	
出所：筆者作成。	
	
また、本研究で扱った行政主導による民族観光開発にはカザフ族牧畜民が参加し、彼ら
の努力によって地域振興が図れられるようになるために、伝統的な文化に十分に配慮しな
げればならないことが挙げられる。長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日まで守り伝えら
れてきたカザフ族の文化は、この地域の歴史、伝統、文化などの理解のために欠くことが
できないものであると同時に、将来のカザフ族社会の持続可能な発展の基礎を成すもので
ある。それはただ風俗や習慣の維持だけでなく、民族文化の喪失や社会関係の破綻に瀕し
たカザフ族社会の再生と安定にも寄与し、社会発展にもつながる多面的な役割を果たすも
のである。現在のカザフ族社会における牧畜民は伝統的な遊牧生業と切り離され、彼らの
生活・生産もますます大きな混乱状態に陥ることになった。しかし、本論文で明らかにし
たように、牧畜業は現在においてもなお、生活・生産基盤としてカザフ族社会の中枢を担
っている。したがって、カザフ族社会の持続可能な発展のために、遊牧民の伝統的な文化
と社会構造に目を向け、生活的な側面や生産的な側面に鑑みて、これからの発展政策を判
断することが求められるであろう。そのためには、近年の急激な社会発展の中で、伝統的
な遊牧生業の文化を保存し、現代に生かすことができる適切な活用の在り方を踏まえなが
ら、社会と文化の持続可能性を相互に高める政策について検討を深める必要がある。	
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３．今後の課題	
本稿では新疆北部におけるカザフ族地域の社会変容と生計戦略の再構築に焦点を当てて
分析してきた。ただし、本研究では十分解明できていないことも多く残されている。ここ
では、今後の課題として次の 2点を指摘しておきたい。	
一つ目は、詳細な現地調査である。今回の調査は短期間かつ 3回限りの現地調査であり、
明らかにできなかったことは多い。また、筆者がカザフ語に精通していない漢族の一研究
者であり、現地調査も短期的で、表面的な観察しか行なかったため、社会変容や生計戦略
のあり方についての意味を深く読み取ることができなかった。これまで、できる限りの資
料調査や現地調査を行い、それに基づき本論文の執筆を行った。しかし、限界も感じた。
特に、本論文を執筆するうえで、必要と思われる資料の存在がわかったが、これらの多く
がほとんど公開されていないという壁にぶつかった。このような資料的制約のため、どう
しても論証が不十分なところがある。今後も、少数民族地域における社会変容の研究を続
けていくうえで、いつの日か、本研究で不十分な部分も明らかにしたいと考えており、こ
れらを今後の課題としたい。 	
第二点として、カザフ族地域の社会変容は現在まさに進行中であり、今後どのような方
向に向かっていくのか、彼らは本論文で明らかにしたような社会変容にどのように対応し
ようとしているかについても予測できないのが現状である。これらの問題は今後のカザフ
族社会の持続可能な発展において解決しなくてはならない重要な問題であることは間違い
ない。本研究は、生計戦略を再構築する枠組みとして、政府の政策・制度支援と牧畜民の
対応策からカザフ族社会の持続的発展を図る政策を検討するためには多少なりとも貢献で
きるかもしれないし、そうであることを期待している。それでもなお、現在、カザフ族社
会における牧畜民と外来の漢族との間で錯綜した利害関係が発生している事実は看過でき
ない。長期的に民族共生の道を模索していくために、今後は更なる詳細な調査を重ねて関
連する研究課題を総合化することが求められる。	
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補章：カザフ族について	
この章の目的は、カザフ族の歴史と生活の実態を解明することである。また、カザフ族
の社会構造と伝統的な遊牧生業の展開、現時点におけるカザフ族の世界分布を考察し、カ
ザフ族社会の全体を把握していく。	
 
1．カザフ族の語源	
「カザフ」という名称の起源については諸説があり、中でも、カザフは「白いガチョウ」
の後裔だという伝説39が最も有名である。大昔、白いハクチョウが美しい女性に変身し、天
山の山麓に降りてきた。ある日、彼女は人間の男性カレチャハドル（卡勒恰哈德尔）と出
会った。彼は戦士として、弓射や騎乗に優れているだけでなく、歌も上手であった。この
二人は相思相愛になり、結婚した。彼らは息子を 1 人生み、「カザフ」と名づけた。この
子は成年後、3人の息子を持った。長男はベックアルス（别克阿尔斯）、次男はアグラムア
ルス（阿克阿尔斯）、三男はシャンアルス（江阿尔斯）であった。彼らの末裔は、それぞ
れカザフ族の大ジュズ40・中ジュズ・小ジュズを作り上げた。それゆえ、三つのジュズに属
する後代は自分を「カザフ」と名乗った。この民間伝説によると、カザフは「白いガチョ
ウ」という意味である。	
カザフ族は悠久な歴史を持っている。「カザフ」という民族名は 15 世紀後半から使わ
れ、中国古代の『唐書』では「曷薩（ヘサ）」、『経行記』では「阿薩（アサ）」、『新
唐書•西域傳』では「可薩（カサ）」の別名と表記されている。カザフという言葉には大き
く二つの意味がある。一つは「避難者」、「離脱者」、「独立不羈の者」という意味であ
り、もう一つは「放浪者」、「自由人」という意味である。前者はカザフ族が元来のジン
ギスカンの金帳ハン国から離脱して独立した集団を形成した遊牧民のことを指しているが、
後者はカザフ族の人々が広大な草原における家畜を放牧して移動しながら、自由な生活を
追求されていることを指している。	
                                                
39カザフ（Kazak）は kaz（ガチョウ）＋	ak（白い）の形から構成する。	
40ジュズの語源はトルコ語のキプチャク（Qipchaq）方言にあり、カザフ語で「部分的」あるいは「地域的」
を意味している。カザフ族の歴史における部族同盟と地域の行政を組み合わせた管理モデルを指し、部族
連合体に相当する。	
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2．カザフ族の歴史	
本節では、カザフ族の歴史を通史的にまとめてみる。15 世紀後半に民族名が史上初登場
したカザフ族はモンゴル族から独立し、キプチャク草原(現在のカザフスタン領域)に勢力
を拡大し、その後、大ジュズ・中ジュズ・小ジュズに分かれた。17 世紀からカザフ・ハン
国の各部はジュンガルの侵攻に遭遇した。18 世紀中期に中国清朝とロシア帝国の名目的な
臣属国となった。19 世紀以降は、カザフ草原においてロシア帝国の統治体制の下にあった
が、1984 年にカザフ・ハン国は消滅した。	
	
（１）モンゴル族から独立	
カザフ族の祖先は、原来漢代に、天山の南北に住んでいた烏孫（ウソン、紀元前 2 世紀
〜西暦 2世紀）の人々で、突厥（トックツ、6世紀中葉）、葛邏禄(カルルク、7〜12 世紀)、
回鶻（ウイグル、10〜12 世紀）、哈刺契丹（カラ・キタイ、12 世紀）、克烈（ケレイト、
13 世紀初）、乃蛮（ナイマン、13 世紀）、欽察（キプチャク、13 世紀）などともルーツと
して同じくする。15 世紀初期、カザフ族は主にモンゴル系の 4つの汗国、すなわち、アブ
ルハイル・ハン国、ノガイ・ハン国、シベリア・ハン国とチャガタイ・ハン国から分離し
たモグーリスタン・ハン国に分布していた。彼らは 1456 年に遊牧ウズベク族集団から分離
し、「カザフ」という民族名を使い始めた。シャイバーニー朝が南下する際、ケレイ・ハ
ン（克烈汗）とジャニベク・ハン（贾尼别克汗）はカザフ族の遊牧民を率いて、シル川を
渡りマー・ワラー・アンナフル、ホラズムへ移動し、自らの国家形成を図り、カザフ・ハ
ン国を創設した。カザフ・ハン国は 16 世紀前半に残余の遊牧民を取り込みながら、西に大
きく広がり、カザフ草原全域まで遊牧地域を拡大し、現在のカザフスタンの領域のほとん
どを支配するに至った。	
	
（２）内部分裂：大ジュズ・中ジュズ・小ジュズ	
このような広い領域を支配したカザフ・ハン国は 16 世紀後半から分権傾向が強く、ジャ
ニベクとケレイの子孫から分かれた様々な家系が全地域に散らばって各地の小部族の君主
となっていった。結果、1589 年にはカザフはカザフ草原の西部、中部、東部のそれぞれで
地方的なまとまりを形成し、それぞれ小ジュズ、中ジュズ、大ジュズという名で呼ばれる
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3 つのジュズへと再編される。これらの部族連合体は中国清朝の資料においては、それぞ
れ「左部、右部、西部」という三つの「部」が存在するものとして記録されている。	
大ジュズはウル゠ジュズ（Kazakh 語:Кіші	жүз,中国語：乌鲁玉兹，英語：Uly	zhuz）
あるいはウイスンと呼ばれ、バルハシ湖南部のシル川、タラス湖とイリ川流域に分布し、
タシケントとサマルカンドなの地域を管轄していた。中ジュズまたはオルタ゠ジュズ
（Kazakh 語:Кіші	жүз,中国語：奥尔塔玉兹，英語：Orta	zhuz）が、エルツィス川と
シアー川間の広大な草原で遊牧していた。夏営地はシアー川中流とカラ山脈一帯、冬営地
はトボル川、イム川、ヌーラ川とサラチェ川の付近であった。小ジュズはキシ゠ジュズ
（Kazakh 語:Кіші	жүз,中国語：基希玉兹,英語：Kishi	zhuz）またはアルシュインと
呼ばれ、その領域が現在のカザフスタンの西部に相当し、冬営地はイレク川とウラル川流
域、夏営地はアクテヨベ地区の草原であった。18 世紀前半まで、各ジュズの遊牧領域は徐々
に固定され、カザフ・ハン国は政治的統一を失ってしまった。	
	
（３）ジュンガルの西進と清朝・帝政ロシア	
その後、カザフ族は東のジュンガルの攻撃をたびたび受け、特に 1723 年の侵攻は「大い
なる災厄（アクタバン・シュブルンドゥ）」と呼ばれるほどの大打撃を被った。こうした
外敵の侵略はカザフ・ハン国の統治を動揺させ、1731 年には小ジュズのハンであったアブ
ルハイルが、ロシア皇帝に対して臣籍を受け入れ、その保護を求める請願を行った。この
動きは他の地域にも広がり、1740 年には後に中ジュズのハンもロシアに臣属の宣誓を行っ
た。	
一方、ジュンガルの勢力は次第に衰え、清朝はカザフの遊牧地にも侵入し、ジュンガル
への討伐を行った。1757 年に、中ジュズのアブライ・ハン（阿布贲汗）が清朝に対してそ
の臣属となることを請願した。この機会に、彼は清朝から爵位を授け、ハンとして認めら
れた。このように清朝に臣属することは、カザフと清朝の交易を保証することにつながっ
た。イリやタルバガタイ地域において、カザフは自らの家畜を中国内地産の絹、綿などの
織物と交換できるようになった。当時、一部のカザフは滅亡したジュンガルに代わって新
疆北部へ移動し、領域は東へ広がった。これにより、カザフ族が部分的に西方のカザフ草
原から清王朝統治下の新疆地域に移動したのである（野田：2008）。	
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（４）帝政ロシアの統治によるカザフ・ハン国の消滅	
19 世紀に入っても、カザフ族社会の大部分は依然としてロシア帝国の統治も続いていた。
西部・中部の小ジュズ、中ジュズは完全にロシアの統治下に入り、南のコーカンド・ハン
国に服従していた大ジュズもコーカンドがロシアに征服されるに及んでロシアの支配を受
け入れた。1822 年に、ロシア政府によって「シベリア・キルギズに関する法規」（西伯利
亚吉尔吉斯人条例）が実施され、中ジュズは西シベリア総督府の管轄下に入り、ハン位も
廃止された。1824 年に小ジュズに対しても類似の規定が設けられた。ジュズのハン権限は
次々に縮小されてゆき、ロシア帝国はカザフ族の遊牧領域に州制を引いて 5 州を置き、草
原の間に都市や要塞を築き、更にロシア人の定住民を入植させた。1847 年に、カザフ・ハ
ン国は解体された。以後、カザフ族社会はほとんどロシアの統治に組み込まれることにな
った。	
	
（５）20 世紀以降のカザフスタン	
1920 年ロシア革命後の内戦を経て、ロシア共和国を構成する「キルギス・自治ソウィエ
ト社会主義共和国」が創設され、首都がオレンブルグに定められた。1924 年に、中央アジ
アの民族間国境設定により国境線の変更がなされ、翌年には首都をオレンブルグからクズ
ィル・オルダへ移し、国名を「カザフ・自治ソウィエト社会共和国」に変更した。1929 年
ロシア共和国から離れて、カザフ・ソウィエト社会主義共和国が創設され、1936 年にソビ
エト構成共和国の一つとなった。ソビエト連邦の解体後の 1991 年 12 月 16 日に、カザフス
タン共和国として独立し、カザフ族は民族国家を持つことになった。1997 年 12 月 10 日に
は首都をアルマティよりアクモラ(現・アスタナ)へ移転した。	
	
3．カザフ族の社会構造：行政・管理組織	
カザフ社会は昔から地域的にそれぞれ「ウル・ジュズ」、「オルタ・ジュズ」と「キシ・
ジュズ」の三つ地域集団に区分され、カザフ・ハンに統治されていた。カザフ族社会は民
族・種族・部族・氏族共同体的集団を保持して、極めて重層的な社会構造を維持してきた。
この構造を中国現行の社会行政構造に例えていえば、ジュズは省、部族は地区、大部落は
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県、小部落は郷・鎮にそれぞれ当たる。表１に示すように、カザフ族社会の行政・管理組
織を取り上げ、各級別の集団の関係性を解明する。	
	
表１	 カザフ族社会の社会構造 
名称	
（英語の表記）	
構成依拠	 支配者	 特徴	
カザフ・ハン国	
（Kandek）	
国家	
（部族連合体）	
カガン	 	
ジュズ	
（Jus）	
民族	 小ガン	 言語・文化・社会経済・歴史などをほ
ぼ共有する	
クレイ	
（Ules）	
種族	
（部族）	
ソダン	 人種、言語、文化などを共有する	
タイパ	
（Taypa）	
血縁	
（大部落）	
ヒ	 共通の先祖を持っていると信じてい
る点で連帯感をもつ	
ウル	
（Ruw）	
下部血縁	
（小部落）	
ウルバス	 	 	
アタ	
（Ata）	
血族	
（氏族）	
アクシャカ
ル	
何代前の同じ先祖またはその兄弟か
ら出て血統の続いている	
アウル	
（Awel）	
基礎組織	 アウル・バ
ス	
社会生活を営む人々が相互扶助の生
活を目的とする	
出所：『哈薩克族簡史』（何星亮・尼合邁德	1987:187-90）、「遊牧生産方式の展開過程
に関する実証的研究─中国新疆におけるアウ	ル組織の性格変化を対象として─」（甫而加
甫 1997:79-80）、「中亞游牧社會結構之探討─以哈薩克汗國為例」（傅仁坤	2006：1-24）
より筆者作成。	
	
カザフ族の社会構造には上から下までの順番に従って 7 つの集団があり、各集団は互い
に孤立して存在するものではなかった。最上部の「オルタ・ジュズ」は多くの部族集団の
連合によって構成され、クレイ部族と呼ばれる。次のクレイ部族以下の集団は、それぞれ
いくつかのタイパに分かれ、さらにそのタイパが多数のウルに分かれる。そして、ウルは
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多数のアタに分かれ、その下に多数のアウルが存在している。各級別の集団がそれぞれ特
定地域の権力を行使する。各集団の居場所と放牧地が上部集団から下部集団まで指定配分
され、最末端のアウルまで到逹する。これらの民族、種族、血縁、血族、居住集団の順に
従い、統合としての結束力が強まっていくため、これらの関係性が級別の集団を結束させ
る基本的な原動力として機能した。そのため、カザフ族の遊牧民は極めて原始的な行政制
度の慣習法や道義法に縛られてきた。アタは何代前の同じ先祖またはその兄弟から出て血
統を続いて、これからさらに多くのアウルが発展し、分節的に枝別れしても、同じ血縁に
属するものとされた。このため、カザフ族社会は部族外婚41の規則があり、一部落内では
7 代まで溯る親族の通婚は禁じられていた。こういう観念が強く今日も根ざしており、カ
ザフ族社会に継続している。	
	
4．現時点のカザフ族の世界分布：国境を跨いだ居住	
（１）越境民族の現状：カザフ族の人口分布	
カザフ族の居住領域は、カザフスタン共和国とその周辺諸国を中心し、トルコ、イラン、
アフガニスタンなどにも及んでいる。2015 年に、世界中におけるカザフ族の総人口は約
1,500 万人で、カザフスタンにおよそ 1,125.78 万人が住んで同国人口の半数を占める他、
中国新疆ウイグル自治区の北部に約 146.25 万人が居住している。その他のカザフ族（約
230 万人）はウズベキスタン（シルダリヤ川の北部）、キルギスタン（直轄地区とタラス
州）、トルクメニスタン（カザフスタンと隣接の西北部地域）、モンゴル（バヤン・ウル
ギー県）、ウクライナ、ロシア、アフガニスタン、トルコ、イラン、米国などおよそ 40 カ
国に分布している。	
このような分布を見ると、カザフスタンを中心的な居住地域とし、中国北部地域にも相
当規模の人口を抱えるカザフ族は、中国や中央アジア諸国のそれぞれの国家に分布してい
るという点から、越境民族としての存在様態の特徴がある。カザフ族は元来遊牧民で、カ
ザフステップを中心に中央アジアの広大的な領域に遊牧生活を営んでいた。彼らは中央ア
                                                
41部族外婚とは、部族範囲の個人間の結婚を禁ずる規則である。世界的には単系出自に基づく社会での結
婚は、外婚が一般的である。父・母系出自に基づく集団を持つ大部分の社会では、系譜上のつながりがど
んな遠くはなれていても、そして血縁関係を全く辿ることができない場合でさえも、自分自身のリネージ
や氏族の者とは結婚しない。	
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ジアの各国家領域にまたがって、国境を越えた移動を行っていた。カザフ族の言語・文化・
宗教等の面において一定の一体性を維持しながら、その居住地は広大な空間の中の各地に
分布し、それぞれの地域性と歴史的背景をもつ一方で、現在は共通的なカザフ族としての
民族意識の内実は、居住する地域や所属する国家などにより一定の偏差を示している可能
性がある。では、カザフスタンと中国国内のカザフ族の分布現状を解明する。	
	
（２）カザフスタンにおけるカザフ族の分布	
19 世紀半ば以降、カザフスタンはロシアの支配下にあった。1920 年に、現地でロシア連
邦に属するキルギスソビエト社会主義自治共和国が設立された。1925 年にはカザフ・ソビ
エト社会主義自治共和国と改名された。1936 年に、カザフ・ソビエト社会主義共和国と命
名され、ソビエト連邦構成共和国に加盟し、その構成国となった。この期間に、1916 年の
ロシア人に対するカザフ族反乱、1917 年のロシア革命、1921 年から 1922 年の飢饉によっ
て、何十万人ものカザフ族が死亡し、人口は大幅に減少した。	
1930、40 年代に、カザフ共和国ではソビエト政府移転、スラブ族の転入、農地の開墾と
工場の建設などにより他民族の人口が増加し続けていた一方、カザフ族は他の中央アジア
諸国に移動することによって、人口が徐々に減少した。1897 年、カザフ族はカザフスタン
の全人口の 81.7％を占めていたが、1959 年にはわずか 30％に減少した。1990 年、当時の
カザフスタンではカザフ族の人口は全人口 16,824,825 人のうち 46％を占めていた。独立
以降、カザフスタン政府は諸外国に住むカザフ族の移住を奨励し、いわゆる「在外カザフ
族呼び寄せ政策」を実施してきた。	
1998 年に、カザフ族は 812.96 万人まで増加し、主に南カザフスタン州(132.7 万)、アル
マトイ州（94.26 万）、東カザフスタン州(80.53 万)、ジャンブル州(63.52 万)、カラガン
ダ州(57.64 万)とクズロルダ州（57.2 万）に分布していた。この六つの地域はカザフスタ
ンの中央、南部、東部に分布しており、これらの州に居住するカザフ族が全国のカザフ族
全体の 59.76％を占めていた。その後、カザフスタンは「世界カザフ族協会」と「カザフ族
故郷協会」などの組織を設立した一方、世界カザフ族代表大会を通じて在外カザフ族呼び
寄せ政策を一層推進してきた。その結果、2015 年には、カザフ族がカザフスタン総人口
1,740 万人のうち 64.7％を占め、現在もその割合も徐々に上昇しつつある。	
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（３）新疆からカザフスタンへの移民増加	
1950 年代から 1960 年代にかけて、新疆北部に「カザフの新疆脱出」が 2 回発生した。
1950 年、中国政府の統治を嫌がったカザフ部族はバルクルに集まり、投票の結果、自分達
の生活様式を保つためカシミールのステップ地帯に脱出することを決めた。これが 1 回目
のカザフ脱出である。1962 年の大躍進政策の失敗により、新疆北部において多くの餓死者
が出た。その時、中国とソ連の対立により、約 6 万人のイリ地区とタルバガタイ地区のウ
イグル人、カザフ族らが 1962 年 4 月から 6月に新疆からソビエト連邦に脱出した42。この
事件により、特にソビエト連邦に属する最大のカザフ族コミュニティを抱えるカザフ・ソ
ビエト社会主義共和国は一時的に新疆から脱出したカザフ族の受け皿となった。	
その後、ソビエト連邦崩壊後の 1991 年 12 月 16 日に、カザフスタン共和国として独立
し、1991 年 12 月 21 日に独立国家共同体に加盟した。独立後のカザフスタン政府は「カザ
フスタン」を名実ともにカザフ族の国家とすることを目指し、在外カザフ族呼び寄せ政策
を実施し、諸外国に住む同胞を積極的に「帰国」を呼びかけてきた。これに応えて、中国
領域からカザフスタンへの移民数も増えてきた（表 2を参照）。	
	
表２	 中国からカザフスタンへのカザフ族移民数（1994〜2007年）	
年	 人数	 年	 人数	
1994	 500	 2001	 200	
1995	 470	 2002	 225	
1996	 360	 2003	 380	
1997	 75	 2004	 3,330	
1998	 100	 2005	 5,075	
1999	 300	 2006	 5,325	
2000	 300	 2007	 5,075	
出所：「中国カザフ族跨国移民研究——カザフスタンの事例から（中国哈萨克族跨国移民研
究——以哈萨克斯坦为例）」（努尔巴哈提·吐尔逊	2016:93）より筆者作成。	
	
2008 年から、中国共産党の支配下では新疆ウイグル自治区の宗教弾圧により、カザフ族
の生活は決して楽ではなかった。2009 年に、中国からカザフスタンに逃亡し、政治、外交
                                                
42中国では、1962 年に新疆北部に定住していたカザフ族及び他の少数民族が大量にソビエト連邦へ逃亡
した事件を「伊塔事件（イリ・タルバガタイ事件）」と通称する。	
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および宗教の大きな駆け引きに巻き込まれてしまったカザフ族が大幅に増加した。2011 年
にはカザフスタンのパスポートを所持する新疆ウイグル自治区のカザフ族は 3 万人に増え、
2016 年には 10 万人を超えた。カザフスタンの永住権を取得した者やカザフスタン国内で
就労している者は 20 万人に達した。新疆のカザフ族の人口は当時に約 130 万人であるこ
とから、少なくともその 4分の 1 がカザフスタンへの移民に転じたことになる。その後、
中国国内におけるカザフ族の人口は再び緩やかに増加しつづけているにも関わらず、近年、
新疆からカザフスタンへ移民が急速に増加する傾向にある。こうしたなか、新疆当局は
2017 年末にすべてのカザフ族の中国パスポートを没収し、彼らの出国を禁止する措置を取
った。続いて 2018 年 2 月には、新疆ウイグル自治区内のカザフ族が所持しているカザフス
タン政府が発行したグリーンカードも取り上げた。	
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付属資料 A：定住政策に関する資料「牧畜民世帯向け聞き取り調査の質問票お
よび調査結果のまとめ」	
 
牧畜民世帯向け聞き取り調査の質問票	
	
場所（村名）：	 世帯主氏名：	
民族：	 性別：	
年齢：	 教育レベル：	
家庭人口（高齢者、大人、子供）：	
	
1、牧畜民定住事業に参加していますか?	
参加した					参加していない		
1.1	定住者の方、いつ定住を開始しましたか?					年					月					日	
1.2	定住したいですか?	
はい	(「はい」の場合、「1.3」へ)	
いいえ	(「いいえ」の場合、「1.4」へ)		
1.3	なぜ定住したいのですか?		
生活の質を高めることができる。例:															
-国から補助金をもらえる。	
-草地の保護に有利である。 	
-生活に便利。		
-その他。 	
1.4	なぜ定住したくないのですか?		
-	生活習慣を変えたくない。 	
-	収入に影響が出る。 	
-	その他。	
どのような状況であれば定住を希望しますか? 	
-	補助金を多めに出してくれる。 	
-	住宅、公共施設などより良い生活条件を提供してくれる。	
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2、定住前後の年間放牧スケジュール及び牧場の面積・地点	
	 冬季牧場	 春季・秋季牧場	 夏季牧場	  冬季牧場（舎飼）	
定住前	 	 	 	 	
定住後	 	 	 	 	
	
3、	定住前後の家庭収入及び牧畜飼育	
3.1	家庭の年収はいくらですか?		
定住前														元/年、定住後														元/年	
3.2	定住前後の家庭の収入源は?														元/年	
	 家畜出荷	 出稼ぎ	 耕作	 その他	
定住前	 	 	 	 	
定住後	 	 	 	 	
	
4、牧畜業と農業生産 	
4.1	所有する牧場の面積は?														ムー		
草原使用証明書を取得していますか:	はい			いいえ		
使用年限は?														年 	
4.2	定住後に割り当てられる土地の面積は?														ムー	
	 小麦	 とうもろこし	 綿	 アルファルファ	 てんさい	
作物の種類	 	 	 	 	 	
面積	 	 	 	 	 	
単位面積当たりの収
穫量	
	 	 	 	 	
総収穫量	 	 	 	 	 	
販売価格	 	 	 	 	 	
	
4.3 定住後の家畜について、どなたが放牧しますか、又はどなたが放牧を代行しますか?	
	
5、定住後の住宅・厩舎面積及び建造価格 	
住宅：部屋数														面積												m²	
厩舎：間数														面積													m²	
自己負担												元、政府補助												元		
	 191	
6、定住の理由はなんですか？	
7、耕作、牧畜業の発展において、何か問題はありますか?耕作、厩舎飼育に関する技術
指導と技術研修について何か要望はありますか?		
8、定住前、あなたの家の牧場に退化が見られましたか？冬季牧場、夏季牧場、春・秋季
牧場は、それぞれどのような状況ですか?		
9、羊の頭数を減らそうと思いますか?なぜですか？	
	
2013 年 7—8 月中に、現地の二つの定住村（ドゥルー鎮バイグタ定居村とカラブルグン郷
チャブラ定居村）で 30 人の牧畜民（カザフ族）を対象に、半構造化面接による聞き取り調
査を行った。下の表は、調査内容をまとめたものである。	
	
番号	 名前	 年齢	 世帯構成	 時期	 定住について	
1	 ANRBK	 25	 4 人:高齢
者 1人、夫
婦 2人、子
供 1人	
2003	 先に定住した世帯に耕作を学んだ。研修に
参加したことはない。村が研修を主催する
なら、参加したい。水と電気があり、耕作
が可能。冬季に羊の厩舎飼育によって飼料
問題が解決される。	
2	 SHGL	 27	 4 人:夫婦
2人、子供
2人	
1999	 過去の遊牧生活の条件が厳しかった。今は
水と電気があり、交通や子供の通学も便利
になった。	
3	 HRBYT	 28	 6 人:大人
3人、子供
3人	
1999	 山間部の草地退化、草地による飼料の供給
不足、遊牧の距離の長さ。三工灘に移住し
た後、自ら家を建てて定住、厩舎飼育で羊
の肥育を行うことができるようになった
が、耕地はなかった。移転してから、耕地
を持つようになり、肥育コストも下がった。		
4	 HHRM	 37	 6 人:高齢
者 1人、子
供 2人、大
人 3人	
2000	 政府の支援で農業技術者や通訳を介した指
導、カザフ族の技術者による直接指導を通
じて、現場、教室で研修を受けた冬季は 1
ヵ月の「科学技術の冬」もある。生活の質
が改善された。豊かになりたい。	
5	 KM	 40	 3 人:大人
2人、子供
1人	
1999	 以前は放牧に依存して暮らしていたため、
収入源が限られた。定住後、食糧問題が解
決、飼育の飼料を心配する必要もなくなっ
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た。	
6	 HBL	 58	 6 人:高齢
者 2人、大
人 3人、子
供 1人	
2000	 春季の播種、秋季の飼料貯蔵に必要な運転
資金を借り入れる必要がある。6-7 月に灌
漑水が不足しており、井戸の掘削を希望す
る。生計向上、草地の保護、子女の就学、
診察・治療病院に有利である。	
7	 ZK	 61	 8 人:高齢
者 2人、大
人 6人、子
供 4人	
1998	 子供の生活水準の向上、草地負荷の軽減を
図ることができ、子女の就学に便利である。
「科学技術の冬」に参加したことがある。
農業技術の研修期間が短い。耕作技術が不
足し、土壌条件が劣る。	
8	 NRN	 37	 4 人:大人
2人、子供
2人	
2000	 生活の改善に有利である。診察・治療、就
学にも便利。耕作をまだ学んでいない。出
稼ぎの収入で用が足りる。	
9	 TLK	 37	 6 人:高齢
者 2人、大
人 2人、子
供 2人	
1998	 定住を希望している。遊牧はしたくない。
農業の耕作技術がわからないため、農業技
術面での支援を希望。就学、診察・治療、
買い物に便利。	
10	 AS	 30	 3 人:大人
2人、子供
1人	
1999	 灌漑コスト、特に電気代が高い。水路浸透
防止対策が確実に講じられておらず、ロス
が大きく、コストが増した。	
11	 HLT	 40	 5 人:大人
2人、子供
3人	
2003	 定住後、その他の副業を行えるようになっ
た。単純な放牧による収入にはリスクがあ
る。地方政府の補助金が得られる。	
12	 BK	 50	 4 人:大人
2人、子供
2人	
1998	 18 年前までは牧畜民だった。それ以降、親
族が放牧を代行してくれ、村の種付けステ
ーションの管理人を務めている。	
13	 BHLT	 32	 6 人:高齢
者 1人、大
人 3人、子
供 2人	
2000	 生活が快適。研修に 3 回参加したことがあ
る。研修実施に対する注力度と技術者への
指導強化が必要。	
14	 HBLT	 34	 4 人:大人
2人、子供
2人	
2000	 環境が改善された。家畜が増え、草地が減
ってからは、生産に力を入れたい。入学に
便利。	
15	 WLZ	 50	 8 人:高齢
者 1人、大
人 6人、子
2001	 遊牧時はたびたび災害に見舞われた。土地
を持ち、栽培業に従事するようになった。
国家の政策が良い。機械設備が少なく、水
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供 1人	 準が低い。技術指導と研修を希望。	
16	 KG	 70	 5 人:高齢
者 2人、大
人 2人	
1998	 定住前は親が放牧。定住後は兄弟が放牧を
代行。定住後、夫婦ともに農業に従事。	
17	 WT	 25	 5 人:高齢
者 1人、大
人 3人、子
供 1人	
1996	 国の補助金を受けたことはない。ただ、土
地使用費は 7,000 元から 4,000 元に減額さ
れた。草地の保護に有利。診察・治療や就
学にも便利。	
18	 QK	 48	 5 人:大人
2人、子供
3人	
2001	 厩舎は場所が決定しておらず、建設してい
ない。	
19	 JG	 38	 5 人:大人
2人、子供
3人	
2004	 国から 2,700 元分の材料を提供された。草
地の保護に有利。診察・治療や就学にも便
利。	
20	 BRDBK	 21	 3 人:大人
2人、子供
1人	
2003	 国の補助金を受けたことはない。草地の保
護に有利。診察・治療や就学にも便利。	
21	 KSS	 28	 5 人:高齢
者 1人、大
人 3人、子
供 1人	
2003	 生活の質が高まった。草地の保護に有利。
生活が便利になった。	
22	 JSS	 32	 4 人:大人
2人、子供
2人	
2003	 研修と技術指導を増やしてほしい。	
23	 SWLK	 44	 3 人:大人
2人、子供
1人	
2003	 生活の質が高まった。定住前は辺鄙なとこ
ろに住み、条件が厳しかった。今は水も土
地も持つことができた。国から 1 万元の補
助金を受けた。借入 5,000 元、自己負担
1,500 元、総費用 31,500 元が免除された。
草地の保護に有利。診察・治療や就学にも
便利。	
24	 AB	 36	 3 人:大人
2人、子供
1人	
2003	 研修に参加したことはない。農業機械の水
準が低い。長期借入及び借入額の増加を希
望する。	
25	 JESBK	 34	 3 人:大人
2人、子供
1人	
2003	 借入の返済能力が低い。農業機械設備が少
なく、機械水準が低く、学院による技術指
導・研修、農業の品種改良が困難。	
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26	 JLRBK	 56	 5 人:大人
2人、子供
3人	
2003	 うち出稼ぎによる収入 10 万元、牧畜業によ
る純収入は約 2 万元。農閑期の出稼ぎによ
る収入 500—1,000 元/年、妹は売店を経営し
ており、2000 元の年収入。	
27	 AKHS	 35	 7 人:大人
2人、子供
5人	
2003	 機械化の水準が低く、効果が劣り、技術指
導が少なく、研修回数と時間がいずれも少
ない。	
28	 NEBHT	 42	 4 人:大人
2人、子供
2人	
2003	 生活の質が高まった。定住前は辺鄙なとこ
ろに住み、条件が厳しかった。今は水も土
地も持つことができた。草地の保護ができ
る。	
29	 SYL	 38	 5 人:大人
2人、子供
3人	
2003	 借入の額が少なすぎる。研修に 2 回参加し
たことがある。研修が少なく、機械設備の
水準が低い。	
30	 MLMH	 40	 5 人:大人
2人、子供
3人	
2003	 生活の質が高まった。草地の保護に有利。
生活が便利になった。	
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付属資料 B：インタビューの記録「調査対象者リストとヒヤリング内容」	
「調査対象者リスト」	
番号	 名前	 性別	 民族	 年齢	 時間	 場所	
1	 YM	 男	 カザフ族	 48 歳	 2013 年 7 月 28 日	 カラブルグン郷（喀村）	
2	 ZXJ	 男	 漢族	 46 歳	 2013 年 7 月 28 日	 カラブルグン郷（喀村）	
3	 YBQ	 男	 漢族	 58 歳	 2013 と 2014	3 回	 カラブルグン郷（喀村）	
4	 MDRWL	 男	 カザフ族	 46 歳	 2013 と 2014	2 回	 カラブルグン郷（喀村）	
5	 LM	 男	 漢族	 50 代	 2013 年 8 月 2 日	 カラブルグン郷（喀村）	
6	 TSS	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 6 日	 カラブルグン郷（阔村）	
7	 KWLBK	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 7 月 31 日	 カラブルグン郷（阔村）	
8	 XM	 女	 漢族	 60 代	 2013 年 8 月 14 日	 カラブルグン郷（商店）	
9	 QF	 男	 カザフ族	 87 歳	 2013 年 8 月 14 日	 カラブルグン郷（阔村）	
10	 XLB	 男	 漢族	 60 歳	 2013 年 8 月 20 日	 カラブルグン郷（喀村）	
11	 MBLK	 男	 カザフ族	 55 歳	 2013 年 8 月 20 日	 カラブルグン郷（喀村）	
12	 HLFY	 男	 カザフ族	 48 歳	 2014 年 8 月 1 日	 カラブルグン郷（阔村）	
13	 TAK	 男	 カザフ族	 65 歳	 2014 年 8 月 2 日	 カラブルグン郷（阔村）	
14	 HSY	 男	 カザフ族	 82 歳	 2014 年 8 月 1 日	 カラブルグン郷（阔村）	
15	 BHTBK	 男	 カザフ族	 45 歳	 2014 年 8 月 4 日	 カラブルグン郷（阔村）	
16	 AEKBK	 男	 カザフ族	 26 歳	 2014 年 8 月 5 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
17	 JNT	 男	 カザフ族	 36 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
18	 HEM	 男	 カザフ族	 57 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
19	 LHW	 男	 漢族	 32 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
20	 BTEBK	 男	 カザフ族	 66 歳	 2014 年 8 月 7 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
21	 BJMX	 女	 カザフ族	 72 歳	 2014 年 8 月 8 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
22	 HH	 男	 カザフ族	 50 歳	 2014 年 8 月 8 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
23	 LELBK	 男	 カザフ族	 52 歳	 2014 年 8 月 12 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
24	 BZX	 女	 カザフ族	 69 歳	 2014 年 8 月 16 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
25	 KXH	 男	 カザフ族	 82 歳	 2014 年 8 月 17 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
26	 HB	 男	 漢族	 69 歳	 2014 年 8 月 17 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
27	 HNE	 男	 カザフ族	 29 歳	 2014 年 8 月 18 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
28	 ZZJ	 男	 漢族	 49 歳	 2014 年 8 月 15 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
29	 MSR	 男	 カザフ族	 27 歳	 2014 年 8 月 25 日	 トゥルグン郷（阔村）	
30	 ESBK	 男	 カザフ族	 30 代	 2014 年 8 月 25 日	 トゥルグン郷（阔村）	
31	 RBY	 男	 漢族	 24 歳	 2013 年 8 月 8 日	 動物保護区（公務員）	
32	 KMLH	 女	 カザフ族	 28 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（公務員）	
33	 DGN	 男	 カザフ族	 65 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
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34	 AH	 男	 カザフ族	 60 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
35	 HLM	 男	 カザフ族	 50 代	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
36	 SHH	 男	 カザフ族	 50 代	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
37	 HMPY	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
38	 NRL	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
39	 ZYH	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
40	 HRL	 男	 カザフ族	 20 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
41	 BG	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
42	 BH	 女	 カザフ族	 20 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
43	 QQ	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 24 日	 チャクルト鎮（哈村）	
44	 HSM	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 24 日	 チャクルト鎮（哈村）	
45	 ZYHA	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 トゥルグン郷（阔村）	
46	 AKX	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 トゥルグン郷（阔村）	
47	 ALPLM	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
48	 DQH	 男	 カザフ族	 76 歳	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
49	 HEMB	 女	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
50	 BRS	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 13 日	 トゥルグン郷（阔村）	
51	 HJTBK	 男	 カザフ族	 58 歳	 2014 年 8 月 13 日	 トゥルグン郷（阔村）	
52	 HS	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 11 日	 ドゥルー鎮	
53	 ZH	 男	 漢族	 40 代	 2014 年 7-8 月	 カラブルグン郷	
54	 BSBS	 男	 カザフ族	 54 歳	 2014 年 8 月 5 日	 トゥルグン郷（阔村）	
55	 HEMB	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 7 月 27 日	 トゥルグン郷（阔村）	
57	 HNT	 男	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 25 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
58	 TLGYT	 男	 カザフ族	 89 歳	 2014 年 8 月 13 日	 チャクルト鎮（恰村）	
59	 AHEBL	 男	 カザフ族	 70 歳	 2014 年 8 月 6 日	 トゥルグン郷（阔村）	
60	 HS	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
61	 ALPLM	 男	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 16 日	 トゥルグン郷（阔村）	
62	 BZM	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 20 日	 チャクルト鎮（哈村）	
	 197	
1	 YM	 男	 カザフ族	 48 歳	 2013 年 7 月 28 日	 カラブルグン郷（喀村）	
家族は 3人で、妻、8歳の娘と私です。私は若い頃は軍隊に入ったことがあって、その
後 30 年間、郷の牧畜業学校の食堂で働いています。給料は約 2千元でしたが、そろそろ
退職したいと考えています。他の人の給料が上がれば、私の給料も 70％あがります。	
2006 年に、県政府は牧民移転事業を行って、各世帯に 50 ムーの土地を提供してくれ
ました。家は約 80m2で、牧民一世帯あたり 3万元を課されました。病人がいる家は１万
元でした。しかし、私たちはこのよい機会を逃してしまいました。2011 年に、私は漢族
の人から 5 万元で庭付きの家を購入しました。昨年から、私は家族と一緒に、今の家に
入居しました。私が入居した理由は、大家族で兄弟もいるので、部屋は足りなかったか
らです。それで、新しい家を購入しなければなりませんでした。漢族の人は、自分の 50
ムーの土地を耕作していますが、私は 10 ムーの土地にトウモロコシ、フルファルファ
（苜蓿）、メロンなどを植えています。田畑を耕す時には農業機械を借りて使います。
土地が少ないので、自分では農業機械は持っていません。	
羊は 10 頭以上、牛は 3頭持っています。家畜が少ないので、弟に放牧させています。
羊は 1 カ月１頭 15 元で、牛は 1 カ月１頭１頭あたり 50 元、弟に払っています。一般に
は、羊は月に１頭あたり 20 元で、牛は月に１頭あたり 80 元が標準です。娘は小学校 1
年生ですが、将来高校や大学に進学するなら、牛と羊を増やさなければならないと思い
ます。しかし、土地が少ないし、冬の飼料は不足しています。飼料を補給するために、牧
草を購入しなければなりません。弟の土地は、他の人に借りていますが、フルファルフ
ァを植え付けられます。一年間の土地の借料は１ムーあたり 600 元です。庭には鶏を飼
っています。家族が卵を食べて、余れば売ります。	
漢族の友達が来たら、私はお茶を出します。カザフ族の友人が来たら、ミルクティー
を出します。私はお茶が好きです。	
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2	 ZXJ	 男	 漢族	 46 歳	 2013 年 7 月 28 日	 カラブルグン郷（喀村）	
故郷は河南信陽です。1989 年、私は叔父に連れられて、ここ（カラブルグン郷）に来
ました。その時、4人の弟がいました。彼らは現在、河南省に住んでいますが、土地が少
ないので、大都市に出稼ぎに行っています。私の叔父は、兵士として新疆に来て、ここ
で残りの人生を過ごしました。彼は以前、ここの村長でしたが、年取ってからコクトカ
イ県に住んでいました。何年か前に亡くなりました。私が最初ここに着いた時、川の両
岸や山の反対側には砂金がありました。私は他の人たちと一緒に、砂金を採りました。
村にいた漢族の人たちはほとんど砂金を採るために、この村に移って来ました。近くに
河がありますから、砂金を洗うには非常に便利でした。その頃、一般的には 1日に 1-2g
の砂金が採れました。しかし、値段が安かったです。	
その頃、耕地の開墾も自由にできました。開墾した土地は自分で耕作しました。今は
土地の開墾は禁止になりました。叔父がコクトカイ県に移った時、私は彼の家と 10 ムー
の土地をもらいました。今年、私はカザフ族の村長から 200 ムーの土地を借りて、メロ
ンを植えました。なぜカザフ族の村長に頼むのかといえば、やはり利点があるからです。
彼からは何百ムー以上の土地を借りることができるし、もし紛争があっても、彼に連絡
して解決できます。だから、まず賃金について相談するので、安心して契約できます。
しかし、実際には私はそんなに多くの土地を借りてはいませんでした。天気や水利、病
害虫などの農業のリスクは大きすぎます。近年は、農業点滴灌漑を実施して、農業生産
は安定してきました。現在、私たちは以前牧草地だった土地で、苗をフィルムやわらで
覆うマルチ農法を使っていますが、フィルムの回収技術はまだありません。	
家族は 3人で、娘は 15 歳です。妻は山東省出身で、妻の両親は川の向こうに住んでい
ます。私は時々、友人と飲んだり話したりします。彼らは麻雀が好きですが、私は興味
がありません。広い土地を多く借りているので、耕作も大変です。同じ村の村人との交
流は少ないです。私たちは移転して来たので、親戚は少ないです。他の外省にいる親戚
との交流も少なくなりました。	
	 	
	 199	
3	 YBQ	 男	 漢族	 58 歳	 2013 と 2014	3 回	 カラブルグン郷（喀村）	
2013 年 7 月 29 日	
故郷は重慶市の寿陽です。1976 年、私は 20 歳で、姉に連れられてここにきました。姉
は 1970 年にここに来ていました。重慶市の寿陽は、村人は約 200 人でしたが、土地は全
体でも 100 ムーしかありませんでした。ここに来た時、私は中学校を卒業したばかりで、
熱意に溢れていました。最初、私は井戸の掘削チームに参加しました。夏は干しレンガ
を積み上げてから、泥で家を建てました。冬は、地面を掘って、できた穴の上を木で覆
いて、粗末な家を建てました。雪が多い時、人々は家に閉じ込められることがよくあり
ました。そういう場合は、雪かきをしてから、家から出ました。その頃、生活条件は極め
て厳しかったです。82 年から、村では家畜や草地を各世帯に分けました。私もその頃か
ら生産チームの隊長を務めていました。この生産チームは約 20 人で構成されていて、
「前進 3 隊」と呼ばれていました。政府はこの生産チームに 200 ムー以上の土地を割り
当てましたが、当時は食糧が全然足りませんでした。それで、年間の約半分ぐらいは、
「返销粮」（国家が農家から買い上げた食糧を再び農家に売り渡す）を依頼しました。
私は農民として、国家から食糧を買うのは恥ずかしいことだと思いました。だから、私
は村人たちが土地を開墾することを奨励しました。しかし、川の両岸に深刻な土地の塩
害問題がありましたが、除塩機械もありませんでした。仕方がないので、手で用水路を
掘削して、農地の除塩作業を行いました。冬はとても寒かったので、地面も完全に凍っ
て固くなっていました。凍土の厚さは 1m 以上で、手で掘削することは無理でした。地面
の凍土を溶かすために、穴を掘って、硝酸アンモニウムで爆発物を作って使用しました。
冬は零下 30℃から 40℃で、薄いコートと綿の手袋を着けて、仕事をしなければなりませ
んでした。寒くて手足が痺れましたが、体中汗をかきました。その後 1990 年まで、掘削
機を使い始めました。当時、土地の開墾は少しずつ進んでいました。2006 年までに生産
チーム全体で 300 ムーの土地しかありませんでした。開墾できる土地が少なかったから
です。また、土地の開墾技術も未熟でした。2006 年、「安居富民」というプロジェクト
が始まりました。県政府と郷政府はこの機会に、更に 50 ムーの土地を与えるという優遇
策を出して、農業村の村民の移転を奨励しました。その結果、20 以上の世帯が引っ越し
て来ましたが、残った 10 世帯は拒否してしまいました。当時の補助費は 5,000 元しかな
かったのですが、住宅を買うには、何万元も必要でした。また庭の塀を造ったり住宅を
装飾したりして、更に 7万、8万元がかかります。私は当時村長として、率先してここに
移転して来ました。元の 10 ムーの土地を加えて、今は 60 ムーの土地を持っています。
ここからそんなに遠くないです。しかし、用水はけっこう不便でした。以前は、ここか
ら 1.5km 離れたウルムグ川から水を汲み出す必要がありました。去年から水道で水の供
給を始めたばかりですが、現在は断水がよく発生します。ある世帯は水がないため、元
の住宅地に戻って住んでいます。ある世帯は、一応移転して、配分された土地を入手し
た後で、住宅を他の人に売りました。	
私たちは牛と羊を持っています。牛や羊の牧草としては、トウモロコシ、食葵（ヒマ
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ワリ）などを植えています。私は集中的に農地の耕作をやるようになってからは、家畜
の世話をする時間がどんどんなくなりました。20 頭余りの牛は全部売却しました。ある
世帯は今、数匹の牛を飼育して、自家用のため搾乳し、仔牛を販売しています。当時、耕
作する場合は、１ムーの土地に投入する金額が 1,000 元以上で、収益は 1,500-1,600 元
でした。つまり、１ムーの純収入は 500-600 元に達して、200 ムーなら 10 万の収入にな
りました。これと比べて、年間家畜の収入は 2万-3 万ぐらいで、時間もすごくかかりま
した。労力もかなりかかりました。しかし、土地が増えれば、農民を雇うことができま
す。私はトラクター、耕運機、ハローを持っています。ここの秋はとても寒くて、収穫の
時間が 1カ月しかありません。その時は必ず他の人を雇っています。私の娘婿は QS22 町
で 200 ムーの土地を、息子はアウェグダムで 180 ムーの土地を借りています。実際に、
そこでは 200 ムー以上の土地にトウモロコシを植えています（注：600 ムーの土地？）。
娘はコクトカイ県で農具店を経営しています。彼女は忙しいので、私が時々コクトカイ
県に行って、手伝ってあげます。	
アルタイ山脈は金が豊富です。私は、1986 年頃に砂金を採る経験をしました。その時、
毎日 0.5g の金が採れました。闇取引すると、価格は 1g100 元以上でした。	
ここはコクトカイ県から約 120km 離れていて、当時は道路がなかった。一つの郷にト
ラクターは 1 台しかありませんでした。ゴビ砂漠の中を走る時、方向もよくわからなか
ったです。郵便員は手紙を送るために、全員馬に乗りました。現在では車で約 2 時間か
かります。	
ここはウルムグ川に近く、水が豊富です。70 年代当時は、川には多くの魚がいました
から、私たちはよく魚をとりました。現在は上流にダムができて、中流に魚が来なくな
りました。ウルムグ川は清河から流れてきます。一番大きなダムはこの近くの峡口ダム
ですが、ほぼ 1 つの公社に 1 つダムがあります。ダムがなければ、枝や袋を使ってダム
として、水を押し流します。人口が増えると、高所に灌漑水路を開きます。	
カザフ族はいい民族です。中には悪い人も居ますけど、ほとんどの人は良い人です。
若者たちは、私たちと一緒に農業をやっています。私たちは若者に耕作や収穫、分類な
どを教えてあげて、彼らは毎年 2-3 万元を得ることができます。また、ある牧畜民は代
牧を専業していますが、彼らは自分の家畜を 1 頭も持っていません。貧乏なので、政府
の社会保障のお世話になっています。	
政府はカザフ族にあまりにも寛容すぎです。例えば、政府は定住政策を通じて、50 ム
ーの土地を牧畜者に与えます。しかし、あるカザフ族の人はたった 2 年間過ごした後、
家と土地を売ってしまったこともありました。彼らは元の家が無くなって、定住政策に
よってまた他の村に入居しました。そこでまた、社会保障のお世話になれます。更に、
彼らはその時に、銀行から 2万-3 万元を借りて、バイクを買いました。しかし、お金が
無いから返却はなかなか難しいです。出稼ぎの場合は 150 元の収入を得て、昼ご飯も無
料で食べられます。実際、こんな仕事をやめて、宝石を見つけることに夢中になる人も
います。ある若者は毎日バイクを乗って、砂漠や山の中に宝石を探しに行きます。毎日
燃料費は約 30 元です。宝石を見つけるのはそんなに簡単ではありません。ある人は薬草
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を採ることに熱中しています。	
遊牧民は寒い時期に、冬窝子という場所で生きていました。春になって暖かくなると、
夏営地に移動してきます。2003 年の冬は大雪が降って、香港の赤十字組織は遊牧民に救
済を提供しました。その時、災害の実態調査のために、ここでインタビューしました。
地区と県政府の幹部達は香港の訪問者を連れて、冬窝子を見に行きました。車は途中で
何回も大雪で止まってしまいました。仕方がなく、グレーダーを使って、道を開きまし
た。その時、「冬窝子」も大雪に埋もれてしまい、結局、冬営地では誰も見つけられませ
んでした。冬窝子の上の積雪を取り除くと、遊牧民が出てきました。訪問者は感動しま
した。「遊牧民はこの状態でも生き延びだのですから、本当に強いですよ」と言いまし
た。	
遊牧民の生活習慣は自由でいいけど、私たちはやっぱり慣れてないです。遊牧民は一
般的に、馬に乗って、家畜を放牧します。途中で友だちの家に行ったりしても大丈夫で
す。次々と引越しすることもあります。彼らは全く平気なのです。引越しの場合は、男
性は家畜の世話をします。一方、女性の仕事はちょっと大変で、パオの解体と組立てを
担当します。また、毎日ご飯を作って、乳を搾ってミルクを用意しなければならない。
このような生活を、今まで続けています。	
カザフ族の人々は優しいです。昔は、彼らが出掛けても、ドアをロックせず、ロープ
を結んでいました。お客さんでも、通行人でも、誰でも、自由にユルトに入って、好きな
ものを食べても大丈夫です。彼らは 1-2 カ月では戻ってこないかもしれません。しかし、
80 年代から、一部の外来者はユルトに入っただけでなく、勝手に好きなものを取ったり
しました。そして、カザフ族は一部の漢族に悪い印象を与えました。	
最初に着いた時、彼らは私たちにいつも優しく大切してくれました。彼らはお互いに
知り合いかどうかにかかわらず、引越しの時、必ずミルクティーやバルシャク（包尔沙
克、カザフ族のお菓子）を持ってきてくれました。引越の時は忙しくて、料理の時間が
あまりなかったからです。彼らは本当に優しかった。	
放牧の途中では、移動しなければならない。その場合は、遊牧民はミルクティーとバ
ルシャクを用意して、通路人にあげます。時々、ラクダを借りて、荷物を載せてくれま
した。これは彼らの民族習慣です。例えば、日没になると、進んで一晩お客さんを泊め
ます。そうしないと、お客さんを殺すことと同じだと考えます。80 年代初期、森林警察
官や捜査官が来て、私たちに情報を提供しました。彼らは酔うと、悪口を言って喧嘩を
します。漢族は、刃物を使って、争ったこともあります。	
私とカザフ族の人はずっと仲良く、お互いに助け合っています。遊牧民は野菜が不十
分ですから、こちらから提供します。彼らが出掛けたら、私も彼らの畑に水をやります。
彼らは牧草が足りないので、私は無料で提供します。私も彼らから羊の頭や牛肉をもら
うことがあります。おかげで、私は去年の夏にはラクダの蹄を食べました。	
代牧は問題がよく発生しました。最初は契約書を結びました。「羊が無くなったら、
代牧者は賠償しなければならない。」という規約がありますが、代牧者はよくうそをつ
きます。「羊が急に病気になりました。」「盗まれた。」といって、実は、代牧者が代牧
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の費用を入手した上で、羊を売ってしまうこともありました。裁判所に行っても、代牧
者は「私は家も持っていないです。貧しく、お金もないです。賠償は無理です。」と言い
ます。裁判所の官員や村の幹部はこのような問題を解決する場合、カザフ族の人にえこ
ひいきして、「彼らはまだ教養が低いですから」とよく言いました。このようなひどい
ことは親戚の間にもありました。私も数年前、こういう事件を経験しました。その時、
私は数十頭の牛を代牧者に頼んでいました。結果、私の一番好きな牛がなくなりました。	
（委託者と被委託者の会話）	
A：どうしましたか？	
B：病気で死にました	
A：なぜ連絡してくれなかったのですか？電話もあるのに。連絡しないなら、皮を剥い
で帰す必要があるでしょう？	
B：伝染病だから、無理でした。そのまま、山の中に捨ててしまいました。	
A：じゃあ、山の中に探しに行きます。	
B：焼いてしまいました。もう見つかりません。	
A：焼いたのなら、焼いた跡があるはずです。本当のことを教えてください。	
B：私も何が起こっているか分かりません。結局、牛がなくなりました。	
A：代牧費用を約 2万元と決めたのに。	
B：賠償費を代牧費用から控除して、残した部分を私の給料とします。	
A：契約によれば、一頭の牛で 8,000 元を差し引かなければなりません。50 代以上の年
で、代牧でお金を稼ぐのは大変です。本当のことを言ってくれたから、4,000 元を差し引
いて、私も 4,000 元の損害を受けます。	
B：いいよ。	
A：本当のことを言ってくれてよかったです。これから、嘘はやめてください。4,000
元はそんな少ない金額ではない、罰金として差し引きます。牛が死んだら、お前の損で
す。お前が牛を勝手に売って、お金を入手したら、私の損です。	
	
三年前のある日、30 頭のラクダがトウモロコシ畑に入りました。私はラクダを家の近
くに追い払いました。ラクダの所有者と私の間で紛争が起きました。民族紛争を避ける
ために、最後に司法機関に頼みました。	
「初回だから、適当に補償したほうがいい。」	
「ラクダがトウモロコシの茎を咬断して、大きな被害となりました。」	
「国家の法律によれば、初回は警告で結構です。二回目から補償となります。」	
「被害の程度によって解決をはかるべきです。とりあえず、損失の程度を確認する必
要があります。」	
「大きいことは小さくし、小さいことは目をつぶるべきです。民族問題になると、大
変です。これから、気をつけます。」	
結果、200 元の賠償で済みました。	
このようなことがよくありました。ある日一頭の牛を見つけました。しかし、所有者
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が誰かわからない時は、牛を放します。こんな時は、漢族とカザフ族の人々が互いに妥
協すべきだと思います。	
	
一部の遊牧民は、牛を飼って、搾乳して自家用とします。しかし、前に話したラクダ
は、自家用ではなく、ラクダの乳を売るために飼っています。彼らは、もともとラクダ
をゴビ砂漠に放牧しましたが、夏は暑いので、ラクダに自由に食べさせます。	
	
2013 年 8 月 11 日	
60、70 年代、元のアルカリ性土壌では植物を長時間かけて駄目にしていくところでし
た。人工的に水路を作ってから、雑草が生い茂るようになりました。雑草の生えている
所に野生の鴨もたくさんいました。私たちは時々鴨の卵を取りに行きました。	
人口が増えてから、水路を掘削して、除塩作業を行って、荒地から耕地となりました。
しかし、面積はそんなに多くはないです。	
現在は水路灌漑で、高地に何万ムーの土地を耕作できるようになりましたが、低い所
には肥えた土壌がますます塩アルカリになってしまいました。	
この辺の一番かわいそうな人は出身家庭のよくない人と労働改造を受ける人で、彼ら
はほとんど 60 年代に内地から新疆に逃げてきました。彼らは来てから、家族や親戚を呼
びました。当時、ウルムチ、各兵団も各地区も人を募集するため、良いことばかり宣伝
しました。しかし、彼らは命がけで、各兵団も各地区も、ウルムチから砂漠を通過する
必要がありました。冬はどこも雪で覆われました。夏は蚊が多かったです。ある人はこ
の厳しい生活に慣れていないために、ウルムチへ戻りました。ここからウルムチまで
200km 以上です。私も試しにやってみましたが、失敗しました。数十人の友達は砂漠を行
くとき、食事も水もなくなりました。雨水しか飲めませんでした。何人が戻りましたが、
残りは砂漠で死にしました。年取ってから、「やっぱり運命だった」と思いました。	
私はその時、また若かったので、毎日一生懸命に仕事していましたが、逃げたくなり
ました。上級の管理者は今と全然違いますが、いつも優しく説得しました。「この地方
の建設のため、ぜひ頑張って仕事してください。辺境地域ですから、漢族は極めて重要
な役割を果たしています。」実は、その時、遊牧民が家畜を連れてソ連やカザフスタン
に移転する事が珍しくなかった。漢族はやっぱり中国人だから、絶対外国に行けません
でした。	
その時の国家書記（劉）は河北省の出身です。彼は新疆に漢族の移住が必要不可欠だ
と強調しました。1975 年に、コクトカイ県は初めて機械耕作チームを設立しました。メ
ンバー全員が漢族で、トラクターの運転を専業しました。	
民兵は銃を配分され、武器を持っていた。私たちが来てから、掘削チームを作って、
井戸を掘るという作業をしました。その時、民族的な要因があって、漢族を中心に農業
村を設立するのは無理でした。1981 年に大きな事件が起こりました。自治区政府は「地
震が起こる危険がありますが、夜も寝ないでください。寝ていても服を着て、警戒して
ください。」と命令が下されました。噂によると地震ではなかった。実は大きな民族紛
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争が起こりました。電話がなかったので、みんな実情を知りませんでした。	
前進大隊は 4つの生産小隊に構成されました。前進大隊は現在の QS3303 村です。前进
4 队は、現在の紅苇子（地名）です。そこで、初期は 150 ムーの土地を開墾して、今は
300 ムー余りです。定住住宅を建て、1 世帯当たり 50 ムーの土地を配分しました。その
時、14 世帯で 700 ムーの土地を与えられました。昔は、国家あるいは政府が主導しまし
たが、現在は外来の漢族の金持ちが中心になりました。当時、副業隊と専業隊に分けて、
それぞれ QS3313 村と QS3314 村にいました。専業隊は家畜の放牧、牧草の備蓄を担当し
て、副業隊は橋や道路の建設を専業します。牧畜隊も二つに分けて、一つは牛や馬など
の大畜を放牧して、もう一つは羊の放牧を担当します。	
私は掘削チームに所属して、エビ砂漠で井戸を掘りました。その時、すべて人工的に
井戸を掘りました。深度は約 10m まで掘って、水が自然に出て、そして水の周りに石を
こすり、井戸を作りました。10m 以上を掘って、水が出てないなら、無駄になりました。
その時、探査の技術はあまりなかったので、植物が生きている場所に井戸を掘ることが
多かったです。	
1970 年代、この近くに「七零ダム」を建設しようと提言しましたが、当時は中国とソ
連との関係が悪くなって、爆破される恐れがありました。最終的にはダムの建設を止め
ました。正直的に言うと、やっぱりお金の問題でした。後に、現在の「峡谷ダム」を建設
しました。七零ダムから 3km 離れたところにあります。峡谷ダムの高さは 70m で、計画
の 1,500m と比べて、非常に低いです。だから、現在は農地を灌漑するために、揚水用ポ
ンプを使用しなければならない。その時は計画の 150m 通りで建設したら、今は開墾した
農地の灌漑が楽になるかもしれません。	
	
2014 年 7 月 31 日	
漢族村でも、民族村でも、土地が必要です。農牧民が勝手に土地を開墾するのは禁止
されましたが、土地に対する需要は急速的に増えているのが実情です。本来、ダムは地
元の農牧民のために建設されました。結果として、外来の「老板」はここに来て、土地を
開墾しました。一人当たりの土地面積は 3,000 ムーや 6,000 ムー程度で、すごく大きい
です。彼らは本気で農業をせずに、木を植えます。そして、開墾した土地を地元の農牧
民に貸して、600 元/ムー（800 元/ムー）の賃金を受けます。昨年は 300 元/ムーでした
が、今年は 600 元/ムーとなりました。私たちにとって、高すぎます。Yは南戈壁（地名）
というところで 40,000 ムーの土地を開墾しようとしますが、400 元/ムーで計算すれば、
年収は千万元になります。しかし、そのうち 10,000 ムーの土地しか政府により認められ
なかった。実は、中央政府は一回で 4,000 ムーの土地の開発権を認める権力があります
が、県政府は 1000 ムーの土地の開発権しか認める権力がありません。「土地の開発権は
どの政府に認められましたか」と質問されました。噂によると、自治区政府は四回で土
地の開発権を認めました。結果、中央政府はこれらの状況を全然知らなかったです。だ
から、一部の遊牧民はこの事件について、何回とも中央政府に陳情してみました。しか
し、県の公安局（警察機関）は、先頭になった数人を捕まえました。そのうち ZZJ、WQF
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はもともと、村長として勤めていました。村民たちは、県の公安局に行って、拘留され
ている人を釈放するよう求めました。結果、彼らは、それぞれ 12 日間と 3日間に拘留さ
れました。私も一回県の公安局に行って、相談しました。カザフ族の人々は単純に土地
が欲しいのです。もし民族問題になると、大変なことになるかもしれません。特に、南
疆における民族問題がよく起こりました。	
今年は、Yは土地を開発せずに、南戈壁の土地がそのまま、荒廃しています。彼はもう
20,000 ムー以上の土地を開墾して、残った 10,000 ムーの開墾準備も整っていました。
地元民の陳情が起こって、開墾を一時的に辞めます。ここは、土地を何年連続的に耕作
して、土壌の汚染問題が深刻化しました。一方、土地を開発したこととともに、用水の
問題も起こりやすくなります。さらに、家畜の放牧問題もあります。秋は収穫の時期で
すが、家畜の採食問題が常に起こりました。ここは、家畜の採食について、ルールがあ
ります。10 月 1 日以降、家畜が自由に採食します。農耕の被害の場合は、農家自身が責
任を負います。農家にとって、これは極めて不合理なルールです。農家は土地を借りて、
賃金を払います。だから、家畜の進入は当たり前のことです。また、10 月に農作物がま
だ熟していないこともあります。喧嘩がよくあります。	
「なぜ、家畜の放牧はダメですか？」	
「私は土地を借りましたよ。農耕をちゃんとやります。」	
「羊は草を食べますが、穀物ではない。草はお前のものじゃない。」	
「土地は政府のものです。草もお前のものじゃない。」	
結果、牧畜民は家畜を連れて離れました。	
私の娘婿は前、「峡谷」の近くに土地を借りて、トウモロコシを植えました。そこは、
牛をトウモロコシの茎を食べることがよく発生しました。だから、そこで土地を借りる
ことをやめました。今年は、QS3315 で 200 ムーの土地を借りて、現在は水不足です。私
は、昨日そこに見に行きましたが、メロンと食葵（ヒマワリ）の畑はもう一週間以上で
灌漑できなくなっていました。現在は、給水の問題が一番重要です。しかし、供水施設
はまだ揃っていません。どうやって用水を調整しますか。これは関連機関の仕組みです。
しかし、幹部たちは農業の経験もないから、良い方法を見つけられません。まだ、彼ら
は私たちの意見に耳を傾けません。今は、農作物にとって一番重要な時期で、水不足で
作物がすぐに枯れてしまう可能性が大きいです。	
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4	 MDRWL	 男	 カザフ族	 46 歳	 2013 と 2014	2 回	 カラブルグン郷（喀村）	
喀村はカラブルグン郷一番大きな村で、村民が全員カザフ族です。村全体は 4つに分け
て、「阔斯阿热勒猛冲胡尔」90 世帯、「乌亚拜恰库尔图阿合哈仁」40 世帯、「霍依西拜
比提巴扎尔」74 世帯、「铜矿恰勒合尔可可托海」70 世帯です。275 世帯、全員カザフ族
です。私は 3年前、村民に村長として選挙されて、毎日の仕事が忙しいです。現在は、十
戸長の制度を実施しています。この辺は県政府と郷政府から遠くて、いつもオートバイに
乗って会議に参加して行きます。	
両親は、私が子供頃亡くなりました。そして、兄弟 2人で暮らしていました。弟は今、
ウルムチの大学で経済管理という専門を勉強しています。彼には将来ウルムチでいい仕
事を見つけて欲しいです。彼は家畜の放牧は全然ダメですから、戻っても意味がありませ
ん。カザフ族の場合は、父が亡くなったら、兄は父のように弟の世話をみるべきです。私
の息子が今年 12 歳で、村の小学校に通っていますが、秋から郷の中学校に進学します。
その時、妻は子供の送り迎えを担当します。私の給料は弟と息子の学費のために貯金しま
す。生活費用は家畜の販売に賄っています。家畜は 100 頭を保有しても、合作社に委託し
ています。	
私は 1994 年からここに定住しています。最初は「農家楽」を運営しましたが、今は合
作社に参加しています。初期は 5—6 人が参加して、羊が 300 頭でした。羊を飼う時、先導
する羊を訓練しておくと、放牧作業が楽になります。現在、羊が 1,800 頭、ラクダが 100
頭以上、馬が 180 頭以上います。	
「退牧還草」政策の実行は初期がちょっと厳しかったですが、今は前より家畜を放牧し
ています。そうなければ、牧草が足りないので、買うしかできません。牧畜の投資が大き
くて、収入は全然できません。現在は、上級政府が検査に来て、牧畜民は家畜の放牧を短
期的に辞めます。カザフ族の牧畜業は何百年を続けましたが、草原の問題が起こりません
でした。大きな問題は資源開発ではないか。資源開発によって、土地の占用問題、用水の
争いと汚染問題がよく発生します。もちろん、カザフ族は夏営地でガーネットを掘りま
す。そんなに厳しい問題ではありません。	
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5	 LM	 男	 漢族	 50 代	 2013 年 8 月 2 日	 カラブルグン郷（喀村）	
私は、2003 年に 300 頭以上の羊を持っていました。その時、南戈壁で家畜を放牧する
のはかなり自由でした。その後、その辺は土地を開墾して、放牧はできなくなりました。
私は農家として、牧草地はありません。その頃、代牧費用は高かったです。私は家畜を
全て売りました。	
以前は家畜の識別と屠殺が上手でした。羊の群れを見て、すぐ家畜の頭数を数えます。
何回も道に迷った家畜を見つけました。実は小さい頃に貧しくて、学校に行けませんで
した。	
私はカラブルグン郷での生活に慣れています。夜はテレビを見て、早く寝ます。牧畜
民は勇敢で、ひどい天気でも生活を続けていました。夏営地はここから遠くて、環境も
とてもいいです。そこで夏を過ごすのは楽しいです。	
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6	 TSS	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 6 日	 カラブルグン郷（阔村）	
30 ムーの土地を持っています。全て牧草を植えています。しかし、点滴灌漑を利用し
ていませんから、政府の補助金をもらえません。私自身は冬に牧草を売って、2倍の現金
収入が得られます。一般的に、1ムーの牧草は 500 元です。牛と羊が少ないから、他の世
帯と厩舎を共有しています。	
去年 7月、私は 20 頭の馬を連れて、アウェグに放牧しました。昼ご飯を食べて、戻り
ました。誰かが馬を囲いました。私が政府に報告しました。結果、19 頭の馬を返して、
残った 1 頭がなくなりました。賠償としては 9,000 元をもらえました。その辺はもとも
と私たちが馬を放牧した場所でしたが、今は外来の人に開発されました。	
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7	 KWLBK	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 7 月 31 日	 カラブルグン郷（阔村）	
この地域は、固定的な民族観念がすごく残っていますが、こうした観念から解放され
るのにはまだ時間かかります。経済もなかなか難しいです。当然、最も重要な問題は少
ない土地に、人が多すぎることです。自然環境も悪化しました。例えば、ウルムグ川でも
水不足になっています。一つの要因として自然環境の問題があります。もう一つの要因
は土地の開墾です。土地の開墾は、今年から禁止されました。この問題については、直接
農牧民に聞いた方が良いと思います。カザフ族の人々は土地が少なく、アルバイトもな
かなかできませんでした。しかし、ほとんどのカザフ族の大学生は卒業して、地元に戻
って仕事を探します。逆に、漢族は土地をたくさん持っていますし、アルバイトもちゃ
んとやります。現在の公務員試験はカザフ族の受験者にとって不利です。	
今年、村では合作社が設立されて、カザフ族の農民（48 世帯）が参加しました。彼ら
は合作社と契約して、600 ムーの土地を投入しました。実は、村全体の土地面積は 1,500
ムーで、半分未満はこの合作社に投入されたのです。合作社は種子の購入や種まき、灌
漑などを一斉管理しますが、参加した農民たちは自分の分を収穫します。農民は収穫し
た後で、種子の購入費や用水費用などを合作社に返します。こうした、一部の労働者は
農業作業からかなり解放されました。しかし、この合作社には、農業専門家と技術者、経
理がいません。種子や化学肥料を購入する時も、簡単にメモを取りました。カザフ族の
人々は農業技術を持っていません。例えば、トラクターを運転する人は畑を耕すことが
よく知りませんでした。	
しかし、専門家を雇うのはお金がかかります。誰がお金を出しますか？政府の政策に
よって、一人の農業専門家は一つの農業村の技術指導を担当する。しかし、実際、農業専
門家が農村に滞在することは無理です。去年、ここは農地の灌漑が一時的にできなくな
りました。私は駐村幹部として、何回とも県政府に行って、陳情しました。最後に、県政
府は 120 万元を割り当て、揚水所と地下水路の建設計画を認可しました。飲料用水を供
給するのは別のプロジェクトです。	
土地の開墾はその地理的条件と関連しています。ドゥルー鎮はウルムグ川から近く、
山から遠く離れているので、多くの土地を開発できます。カラブルグン郷は山の間に位
置して、すごく狭いから、土地はほとんどありません。	
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8	 XM	 女	 漢族	 60 代	 2013 年 8 月 14 日	 カラブルグン郷（商店）	
2013 年 8 月 14 日	
私は 1968 年にここに来ました。その時、兄が最初にウルムチに行きました。各地区の
収容所はウルムチに外来者を招き寄せました。彼はウルムチからここに来ました。その
時、私は 10 代で、家族と一緒に全員でここへ移転しました。川には魚がたくさんいまし
た。カザフ族は魚を食べないから、捕ったこともありませんでした。ここは、1966 年か
ら土地開発を始めました。	
今、息子が 2 人います。長男は農業をやって、1,500 ムーの土地でトウモロコシ（実
際には 3,000 ムー）を植えています。二番目の息子は最近、軍隊から戻ってきました。
彼は今年から農業をし始めて、200 ムーの土地で打瓜（スイカの一種）を植えています。
しかし、南干渠（地名）の南の土地は高地ですから、灌漑問題が厳しいです。	
	
2014 年 8 月 6 日（店でカザフ族の老人が染料を買っていたのが見えました）	
以前は遊牧民が草原を共有して、家畜を放牧していました。昔は、羊の耳の一部を切
って、印を付けました。現在は羊を区別するために、染料を使って、羊の耳や背を染め
ます。そして、簡単に区別できるようになりました。その時、遊牧民同士は仲良く、代
牧もよくありました。現在は夏と冬はまだ「代牧」があって、雇用関係があります。	
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9	 QF	 男	 カザフ族	 87 歳	 2013 年 8 月 14 日	 カラブルグン郷（阔村）	
コクトカイ県は昔、牧畜業を中心産業でした。遊牧民は四季放牧の生活を行っていま
した。全国解放時期から合作社時代まで、零細な土地開発を続けていました。	
そして、合作社—初級社—高級社—人民公社の流れで、全国の社会運動と同じペースで動
きました。コクトカイ県は牧畜業の町で、「三不（土地を分けない、地主を批判しない、
階級を分けない）」政策を実施しました。その時点で、牧畜業は急速に発展しました。ソ
連が実行した共産主義社会活動を実施してから、何十万人もここに逃げてきました。み
んなは共産主義がとても怖かったと言っていました。中国の政策はソ連の土地政策と比
べて、緩和されていて、搾取階級にも土地を配分しました。だから、アルタイ地区で「三
不」政策を行ったのは本当によかったです。実は、牧畜民は家畜の共有化を恐れていま
した。	
1959 年から、合作社をやめて、人民公社化運動が始まりました。その時から、土地開
発は急速に進んできて、農業を中心になりました。その時も、一部の遊牧民は定住して、
農民になりました。1979 年から生産家庭経営が始まり、家畜と牧草地を両方請負しまし
た。そして、農業と牧畜業を分けて発展させました。その時、農業に従事する人は農民
になり、家畜を放牧する人は牧畜民となりました。	
請負の価格はヒツジが 20 元、ラクダが 120 元、ウシが 100 元、ウマが 120 元でした。
その時から、私は家庭経営に転換しました。牧草地も牧畜民に配分しました。その後、
定住政策を始めました。牧畜民は定住する時、国家から補助金を与えられました。定住
村の近くでは土地を開発し、定住世帯には 50 ムーの土地を配分しました。農業村も土地
を開発しつつあります。チャクルト鎮の上流は土地がたくさん開発されました。現在阿
魏戈壁（地名）の土地はウルグル川から引水しました。最も遠い所にも土地があります
が、水はないから、開発できませんでした。もし引水できたら、その辺も開発を実施す
る可能性があります。	
もう一つ、鉱業開発企業と牧畜業の間の問題があります。この地域は牧畜民の放牧地
区です。鉱業開発もここで実施されています。牧畜民は政府を通じて補償金をもらいま
す。しかし、鉱業開発と牧畜民と間に土地の占用と賠償などの問題をよく起こりました。	
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10	 XLB	 男	 漢族	 60 歳	 2013 年 8 月 20 日	 カラブルグン郷（喀村）	
私は 3000 ムーの土地を持っています。元々は他の人が土地を開発して、たいへん損を
しました。私はこの土地を 300 万元で買いました。昨年、私は打瓜（スイカの一種）を
植えて、約 150 万元を稼ぐことができました。私は 1998 年に、1台目のトラクターを買
いました。その時、村の集団の土地を耕すことを主に担当しました。今は大型の農業機
械を 3 台持っていますから、周りの人から畑を耕すことをよく頼まれて、忙しいです。
一般的に、秋季は収穫した後、畑を耕し、雑草で覆っておくと、冬季に畑が凍結します。
そして、土地に生きている細菌が死んで、雪が解けると、播種することができます。	
長男は 1979 年に生まれて、今 34 歳です。彼は 16 歳から、自分の農用車（小型トラッ
ク）を買って、野菜の販売を専業としていますが、損をしました。その後、普通のトラッ
クを買って、コンクリート製のブロックを運送して、2年間を経てもお金を稼げません。
その頃、私の弟はトラクターを持って、向こうの村で畑を耕すことを専業にしました。
翌年は、私もトラクターを買って、村に畑を耕すことを専業にし始めました。その時、
ここには外来の開発者はまだ一人もいませんでした。	
1999 年から、外来者がここに来ました。彼らは 100-200 ムーの土地を請負って、農業
をやります。南戈壁ではウルムチからの外来者が 1,000 ムーの土地を開発して、損をし
ました。彼は土地も郷政府に返却しました。その時、村には道路がなく、交通はとても
不便でした。また、ここでは何か情報も入手できませんでした。その後、道路が建設さ
れて、外来者がやって来ました。現在、カラブルグン郷の漢族はコクトカイ県で一番お
金持ちです。農業生産においては化学肥料を買うために、漢族が真面目に計画を立てて
節約します。カザフ族の農民は漢族と異なって、除草もしないし、非常に怠惰です。ま
た、彼らはローンでオートバイをよく買いました。カザフ族の家庭では男性がお金を管
理します。彼らはお金を貯めるのが下手です。一般的に、秋に牛を売った後、お金を持
っています。彼らは買い物をするとき、値切ることを全くしません。	
私は前、「団結 3 队」（生産隊の名前）に所属して、その後は子供の入学のために、
ここに移転してから商店を運営しています。私が来た時は 41 歳で、今は 60 歳です。最
初は、ここに人は少なかったです。私は最初、カザフ語もできなかったから、交流も駄
目でした。そして、一生懸命カザフ語を勉強しました。	
私は 1971 年全国大学入学試験を受けて、不合格になりました。その年、同じ高校では
87 人が試験を受けて、9 人しか合格しませんでした。私はそのまま社会に入りたくなか
ったので、新疆にきました。	
私の姉は 1965 年に嫁に来て、6年ぶりに帰省しました。私は姉に誘われて、父の 70 元
を盗んで、姉と一緒に新疆にきました。その時、新疆までの交通費は 27 元で、大変安く
て、食事は 20 元かかりました。「石河子」（地名）に到着した時、私の手元には約 20 元
残っているだけでした。私は前、学校に通いながら、敷物やかごや帽子の作り方などを
学んでいました。最初、リンゴ樹を栽培する農園でかごを作りました。一日かごを 12 個
作って、月末は給料 73.6 元をもらいました。一般労働者は毎月 53 元の給料でした。こ
の農園は「农 8 师 122 团」（軍団）が運営しています。私は上司の指示に従って、二人
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の若者にかごの作り方を教えていました。	
当時、軍団の生活は苦しくて、毎日トウモロコシ粉で作られた食事でした。漢族の人々
は慣れることができませんでした。短期間滞在して、また逃げ出しました。その時は、
民族反乱の恐れがありましたから、漢族を引き止めるために、軍団は一連の優遇策を出
しました。季節によって布団、靴、衣服を配分しました。牛肉や羊肉なども漢族優先で
配分しました。その時、川の中には魚が多くて、私たちはよく魚を取りました。ある時、
油で魚を揚げて、飼料として豚に与えました。この近くに布伦托海（川の名）があり、そ
の時は水量が多く、直接に川から水を引いたので、畑でも魚が取れました。	
1975 年から、郷政府はこの辺に住宅を建設し始めました。昔は、沼沢地でした。私は
1972 年に来てから、小麦と水稲の植え付けを始めました。ここの書記は、私に先生を担
当させようとしましたが、私は故郷に戻りたくなって、断りました。その時、ここには
自転車もなかったです。コクトカイ県に行くのに、一日かかりました。郵便配達員は手
紙を送ったり回収したりするのに、馬に乗りました。	
1978 年に、「大包干」（請負の前身）が始まりました。16 ムーの土地が配分されまし
た。私は最初、四輪車とトラクターを買いました。多くの時間は、ゴビ砂漠に四輪車で
塩を運送し、県の商店に売りました。ゴビ砂漠から県への往復には 14 時間かかりまし
た。四輪車で 1.5—2 トンの塩を 100 元で買って、商店に 0.3 元/g で売りました。最多の
場合は、1週間 1000 元を稼ぎました。秋は、トラクターを使って、カザフ族の遊牧民の
牧草を運んであげました。これは無料でしたが、遊牧民たちからは一部の牧草をもらい
ました。その時、私は 300 頭以上の羊と 30 頭の牛を飼っていました。	
その後、小麦粉の販売も解禁されました。私は外から小麦粉と食用油を仕入れ、商店
で販売し始めました。しかし、彼らは貧しいので、よく掛売りで小麦粉を売りました。
その年の夏、売り上げは 8 万元に達しました。カザフ族は信用できる民族です。彼らは
必ず 10 月に家畜を売ってから、お金を返済しました。もちろん、貧しい人が返済できな
いことも多くあります。私は帳簿を準備して、掛売りを記録しました。今まで、十数冊
出来ました。	
最初は、ゴビ砂漠に土地を開墾しました。しかし、土地が固くて、植物を植えても成
長しませんでした。翌年から、土地は軟らかくなり、農業ができるようになりました。
私が今持っている土地は一部現金で、一部ローンで借りました。使用期間 17 年です。そ
の後は、土地を全て政府に返します。	
カザフ族の人々は互いに奢ることがよくあります。この場合は、お酒を飲みます。1998
年の私の店のお酒の最高売上は 5,000 元でした。カザフ族はあまりお酒を飲めないので
すが、彼らは飲みすぎます。放牧の場合は、朝早く羊を牧草地に連れて行き、夜遅く家
まで連れて帰ります。だから、1日中何も用事がありません。彼らは飲酒しながら、時間
つぶしをしています。こうして、羊を失うことがよくありました。また、タバコを吸う
若者も増えました。昔はお酒もタバコも全て禁止されていました。	
	
個人による土地の開墾が禁止される前は、開発費用は安かった。500-600 元/ムーでし
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た。「北屯」（地名、他の県）の祝先（人名）は、以前「183 団」（兵団の名前）で商店
を経営して、年間売上が 3万元以上でした。彼は 2003 年からここで土地を開発し始めま
した。初め、私は水電局の知り合いを彼に紹介しました。彼はその年、南戈壁で 5000 ム
ーの土地を開発し、27 万元を稼ぎました。2004 年に、ハラチャハに１万ムーの土地を開
発し、5年間に食葵（ヒマワリ）と打瓜を植えました。最初は、彼はよく掛売りで野菜や
肉を買いました。秋季に収穫後、私に 17 万元を返済しました。現在は、開発した土地や
農業用の機器を 800 万元で政府に売りました。彼は北屯（地名、他の県）で米加工の工
場と不動産会社を持ちながら、布尔津（地名、他の県）の 2 万ムーの土地で農業をやっ
ています。彼は金持ちで、何億元も持っています。	
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11	 MBLK	 男	 カザフ族	 55 歳	 2013 年 8 月 20 日	 カラブルグン郷（喀村）	
2013 年 8 月 20 日、2014 年 7 月 31 日	
20 年前、ここ（カラブルグン郷）の冬は牧畜業にとって最も危険な時期でした。大雪
が降って、すべての家畜が死亡する可能性が高かったのです。牧畜民の生活は家畜生産
によって続いてきた。彼らは冬に家畜をここに連れて来ました。家畜は川の両岸の草を
食べ尽くしました。ラクダは背が高いから、木の葉まで食べられます。この辺は植物が
少なくて、大きな樹に成長することのできるものは極僅かでした。牧畜民がこっそり木
を切ることがよくありました。今は、そんな厳しい状況はなくなりました。	
現在の生活は良くなりました。家畜の飼養も簡単になりました。その時、牧畜民はお
金も土地も持っていませんでした。今は、牧畜民は農業もできるし、出稼ぎもできます。
家畜生産のリスクは軽減されました。牧畜民の生活は大きく向上しました。更に、牧畜
生産には多くの補助金が牧畜民の生活に補償されています。その反面、農業生産の面で
は補助金が少ないのです。1984 年に土地が配分されてから、人口が増加して、土地不足
の問題が起きました。私は兄弟 5人で、1984 年に 30 ムーの土地を請負って、今まで続け
ています。私の兄弟は他の仕事を営んでいます。もしみんな農業をやっていたら、30 ム
ーの土地では足りないでしょう。	
私は 1980 年に仕事を始めて、最初農村で書記を務めていました。1994 年、カラブルグ
ン郷の副郷長をなって、牧畜業生産に関する仕事を全て担当しました。今まで 20 年間働
いています。かつては農業と牧畜業は、お互いに助け合って生きている状況でした。農
業生産では牧草の生産と草刈りをしました。牧畜民は放牧の時、農民の家畜も連れて放
牧してあげます。	
現在の一番大きな問題は「転場」（家畜の移動）です。実は 1984 年、県政府や牧畜民
は、いつ転場するか、どこに停止するか、どのぐらい草原を利用するか、これらの問題
をすべて議論しました。最後に、合意ができました。しかし、現在人々はこのルールを
捨て、勝手に放牧してしまい、トラブルがよく起こりました。牧畜民自身の問題も、幹
部の問題もあります。以前は、どこに問題があっても、幹部はすぐに解決しに行きまし
た。今は、幹部たちは県や郷にいて、問題を無視してしまいます。	
2014 年 8 月 6 日	
私は、1981 年にコラタス村の村委員会の主任を務めました。翌年、共産党に参加して、
「加郎阿什加尔村」（村名）の党支部の書記になりました。	
1985 年に、川の南側に「団結大隊」ができましたが、それは 3つの自然村によって構
成されていました。北側には「前進大隊」ができましたが、これは 5 つの自然村から構
成されていました。私はその時、北側の村で党支部の書記を務めていました。1992 年に、
「前進大隊」は解散して、行政村に転化しました。私は 1994 年から副郷長になって、牧
畜産業の仕事を管理しました。その時、川の両側はほとんど小麦を植えていました。	
私は小学校に五年間に通って、6年目に退学しました。なぜなら、祖父が牧主だと認め
られたため、私は学校に通うことができなくなりました。その後、私が村の村長に共産
党に参加するようにと誘われて、副村長として仕事を始めました。初めは、私は村の委
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員会の主任を務めて、その後他の村の党支部の書記になりました。当時、国家や共産党
の政策は良かったと思います。私は、21 歳で村長になり、22 歳で村の党支部の書記にな
りました。今では想像できないことです。	
1994 年頃、遊牧民はほとんど遊牧して牧畜業を営んでいました。私は幹部として、良
い牧草地を探すために、冬でも毎日馬に乗って草原をまわりました。大変でした。遊牧
民の管理も困難でした。今は住宅、フルファルファ、「棚圈」（家畜を囲む施設）があっ
て、牧畜業生産は楽になりました。	
昔は、山の下にある自然村では用水問題がありました。雨が降ると、雨水を溜めて利
用しました。2001 年、川の近くに移動して、2003 年から定住を始めました。	
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12	 HLFY	 男	 カザフ族	 49 歳	 2014 年 8 月 1 日	 カラブルグン郷（阔村）	
冬は大雪がよく降って、草を覆っています。家畜を放牧するには、草原の利用ルール
がありました。遊牧民は草原の利用ルールに従って、家畜を放牧しました。採食のとき
は、馬、山羊、羊やラクダは蹄で雪を掘って、草を食べます。特に羊が食べ終わった後は
雪が更に硬くなりました。牛は蹄を使わないから、冬には採食できません。だから、冬
には雪が凍って硬く、牛は「冬窝子」に行けません。この場合には馬、羊、ラクダも蹄が
怪我をする可能性が高いです。怪我をした場合は、蹄に薬や油をつけ、蹄の毛皮をより
速く戻させます。	
家畜を放牧する時は、「牧道」（家畜の移動ルール）に沿って移動させます。もし「牧
道」が壊れたら、遊牧民は牧道の修理を担当します。しかし、「牧道」が非常に狭くて、
凹凸があるので、機械は使えず、人の手で修理します。	
9 月末になって、山の中は気温が急に下り、牛と羊はこの寒さに耐えられないから、山
から出して、牧畜民はこれらの家畜を管理しなければなりません。しかし、この時期は
トウモロコシと「打瓜」（スイカの一種）はまだ熟していないので、収穫できません。牛
と羊が作物を食べてしまうことがよくありました。郷政府は様々な施策を出しましたが、
効果があまりなかった。9月は家畜が肥える時期です。そうしないと、家畜は冬生き残る
ことができないかもしれません。ある農民は鉄条網で農地を囲みました。牧畜民は定住
してから、フルファルファを植えています。フルファルファは 6月、8月と 10 月の年間
3 回収穫できます。家畜が農地に入ることを避けるために、ほとんどの牧畜民は 2 回フ
ルファルファを収穫して、10 月はフルファルファが 30-40cm まで成長します。牧畜民は
そのまま、家畜を直接フルファルファの畑に放牧します。	
過去、牧畜民はここで一日過ごして、すぐに牛と羊を冬営地に連れて行きました。冬
営地には粗末な家があります。そこで普通に生活を続けてきました。しかし、冬営地で
は約 5 カ月間入浴できません。今は、牧畜民は早く定住地に戻るので、入浴できます。
以前は放牧の時、遊牧民は馬に乗って行って、何日もかかりました。現在はオートバイ
に乗って、家畜を放牧します。今は山の上から山の下まで、家畜を連れていても、１日
あれば十分です。以前は、高齢者は家畜の放牧を担当していました。彼らは十分な経験
と優れた技術を持っていました。今、冬営地の草原は「禁牧」政策によって、家畜の放牧
が禁止されました。牧畜民は定住して、50 ムーの土地を持っています。半分は換金作物
を、半分はフルファルファを植えています。しかし、牧草は不十分です。家畜を「転場」
する途中で、水も不足しています。以前は小麦を植えて、9月に収穫しました。現在は打
瓜や食葵を植えて、10 月まで収穫できるようになりました。遊牧と舎飼は全然違います。	
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13	 TAK	 男	 カザフ族	 65 歳	 2014 年 8 月 2 日	 カラブルグン郷（阔村）	
私は 1950 年、「木垒カザフ自治区県」に生まれました。他に、二人の兄弟がそれぞれ
1955 年と 1957 年に生まれました。叔父さんはここに住んでいました。彼は父をここに
移住するよう何回も誘いました。1957 年、父は家族を連れて、家畜を放牧しながら、こ
こに移住しました。その時、一番小さい弟が生まれした。	
1958 年、牛と羊はすべて政府によって徴収されました。牛と馬は 4頭の羊と、ラクダ
は 5 頭の羊と計算しました。私の家族は約 2,000 頭の羊を全て徴収されました。徴収の
値段は比較的に低くて、20 元/頭でした。しかし、今まで 1元ももらっていません。	
その時、政府は「巴依」（牧主）に対して厳格な政策を実施しました。1958 年、私の
父が投獄された後、母と 3 人の兄は強制的に労働させられました。主に水路を掘りまし
た。作業は大変でした。兄たちは巴依の子として、よく殴られました。その後、3人の兄
は餓死しました。その時は、この郷では約 1,000 人が餓死しました。私は小学生として、
学校に通いました。しかし、1966 年から、巴依の子が通学するのは禁止されて、私はそ
の時学校を辞めました。そして、私も過酷な労働に参加し始めました。その時は主に小
麦を植えて、水路を掘りました。小麦が収穫されて、国家によって徴収されました。私
たちには毎月 20kg の小麦が配分されました。	
1971 年に、この近くに 2000 ムーの土地が新たに開発されました。「農１隊」は元々60
世帯に構成されて、その時三つの農業隊に分けられました。「農１隊」は全て漢族でし
た。	
新たな「農 2隊」は「農１隊」と一緒に、10,000 ムーの土地で農業をやりました。「農
3 隊」は巴依とその家族によって構成され、新しく開発された 2,000 ムーの土地で農業
をやりました。この機会を得て、私の家族はここに移動してきました。1978 年、私の母
はここで亡くなりました。	
1984 年に、政策が緩やかになって、政府は私に 25 ムーの土地を配分しました。また、
私に「お父さんが無罪である」という証明書を渡しました。その年から、私は羊を飼い
始めましたが、牧草地がなかったので、夏は羊を牧畜民に頼みました。冬は畜舎で牧草
を提供し飼養しました。私が 1993 年に結婚した時、羊を 60 頭持っていました。15 ムー
の土地にはフルファルファを、10 ムーの土地には小麦を植えています。冬の牧草も十分
です。今年、私は羊を 20 頭、牛を 20 頭持っています。牛を飼うのは簡単です。牛自身
が採食して、食べ終わったら帰ります。羊の放牧には労働力が必要です。私は 40 年間農
業を続けています。	
昨年、私はトウモロコシを植えて、1ムーあたり 500kg を収穫しました。鄧小平時代は
非常に良かった。今も良いです。何も問題がありません。	
	
説明：「巴依」は突厥語で「金持ち、尊貴な人」を意味している。中国では、新疆あた
りの昔の地主を意味する場合が多い。	
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14	 HSY	 男	 カザフ族	 82 歳	 2014 年 8 月 1 日	 カラブルグン郷（阔村）	
私は 1934 年に生まれ、今年 82 歳です。子供の時は非常に貧しかった。私は巴依のた
めに働きました。当時、口頭の報酬協定がありましたが、巴依は私たち貧しい人々に給
料を払いました。私は小学校に入りました。しかし、学校も移動しますが、私たちはい
つも先生の「毡房」（家）に行って、授業を受けました。	
私は小さい頃から、巴依の家畜を連れて放牧しました。だから、コクトカイ県の地理
状況をよく知っていました。	
人民解放軍がアルタイに来てから、私はこの辺の案内者として雇われました。人民解
放軍は地形や地理の説明に従って、地図を作りました。私にとって、その一年は人生に
おいて一番楽しい時でした。給料もいいし、仕事も楽でした。	
その後、私も代牧の仕事を続けました。1958 年に、巴依の土地や家畜が全て政府に徴
収されました。私は集団時代に、「農２隊」の副隊長を務めていました。	
私は 1952 年に結婚して、9人の子供がいます。最初の 7人は娘で、最後の 2人は息子
でした。私の 7 人の娘はすべて学校に通っていました。今は政府で働いたり、教師とし
て働いたりしています。長男は中学校まで通って、「管水員」として村の水道を管理し
ています。私は、1984 年に配分された 40 ムーの土地も彼にあげました。次男は大学を卒
業して、現在郷政府で働いています。	
私は牛を 5頭、羊を 11 頭持っています。全て他人に頼んでいます。牧畜民は農民より
楽だと思います。農民は毎日農業をやらなければなりません。牧畜民は朝早く起きて、
家畜を放牧してから、その後は羊の群れについて行きますが、その間は自由時間になり
ます。	
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15	 BHTBK	 男	 カザフ族	 45 歳	 2014 年 8 月 4 日	 カラブルグン郷（阔村）	
私は今年 45 歳です。二人の子供がいます。娘は 22 歳で、新疆医科大学の 2 年です。
息子は 19 歳で、今年新疆農業大学に進学しました。私は小学校 5年で退学しました。子
供の頃から、隣人は漢族でした。彼らは鉱業の工場で仕事をしていました。私は子供時
代に漢族の子供とよく一緒に遊びました。だから、中国語が話せます。	
幼い頃、父は砂金を採っていました。その時、お金を稼いで、この辺では金持ちにな
りました。兄弟は７人で、私は長男です。姉妹は、それぞれ一人です。だから、私たちの
ために、両親はお金をたくさん費やしました。2003 年になる前、父はカザフスタンに行
きました。叔父さんは 1962 年の「伊塔事件」の頃、カザフスタンに移住しました。叔父
さんの生活には余裕があります。2003 年、父はカザフスタンに移住することを決めまし
た。その時、父は自分の牧草地を 6,000 元で他の人に譲渡しました。父も私たちを誘い
ましたが、ここは土地を開発してから、生活もよくなりましたし、向こうには知り合い
もいませんから、私は移住しませんでした。残念ながら、父は 2004 年に心臓病で急に亡
くなりました。その後、私の母、2人の弟と姉妹もカザフスタンに行きました。姉妹 2人
は自分の家畜を持っていないから、代牧の生活を続けています。他人の話を聞くと、カ
ザフスタンは草原が多くて、配分しないので共有して利用しています。しかし、ここで
は自分の草原を持ち、代牧もできます。なぜわざわざカザフスタンに行ったのか理解で
きません。	
その時父が持っていた土地は 3 万元で漢族の人に売りました。漢族の人々はそこで金
を採るために、掘削機で土地を掘削しました。その結果、牧草地には深度が 4-5m の穴が
たくさんできて、牧草地では家畜の放牧ができなくなりました。私は以前、家畜を 70 頭
持っていましたが、今は牛 4頭しか持っていません。私はその人に補償を求めましたが、
彼は土地販売の証明書を出しました。「草原証」によって、私はその土地の 50 年間の利
用権を持っています。この草原証は今、県政府の裁判所に提出してあります。その人は
金持ちで、家畜もたくさん持っています。私は去年、定住村に住宅を 2 軒 3.2 万で買い
ました。しかし、この住宅は「安居富民」というプロジェクトにより建設されたもので、
移住してきても土地を配分されていません。	
私は若い頃、「老解放」（大型のトラック）を運転していました。現在、私はトラック
の運転を専業にしています。約 8 年になりました。平時には、トウモロコシと牧草を運
び、「転場」の時期は牧畜民たちが私の車を借りて、家畜を乗せて移動します。ここから
夏営地まで、1,800 元の料金です。ある友達に頼んだら、無料で運送してくれます。後
で、彼から牧草をもらいました。ラクダを持っている世帯はラクダを使って移動します。
もう一人の友達、彼のお父さんは夏営地で牧草地を持っています。夏は、私の家畜も全
て彼に頼みました。それに対して、私は冬には彼に牧草を提供しました。私たちはお互
いに助け合っています。	
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16	 AEKBK	 男	 カザフ族	 26 歳	 2014 年 8 月 5 日	 ドゥルー鎮（白银村阿肯）	
今 26 歳です。子供が 2人います。長女は 3歳で、次女は１歳です。私は以前、ハラチ
ャハに住んでいました。私には兄弟が 2 人います。結婚してから、部屋が足りなくなり
ました。私は 2年前に家族を連れて、ここに移転してきました。この部屋は自分のお金、
約 3 万 5 千元で 1 部屋買いました。移転してきてから、私がキッチンを建設しました。
私は土地を持っていません。羊を 20 頭、牛を 6頭持っていますけど、親戚に頼んでいま
す。羊は 20 元/頭で、牛は 70 元/頭を支払います。父は 50 ムーの土地を持っています
が、家畜を持っていません。父は農業をやっています。	
私は村の「阿肯」です。小さい頃から、「冬不拉」（カザフ族の民族楽器）を弾くこと
を自分で学びました。今は、若者の結婚式で「冬不拉」演奏をよく頼まれます。一般的に
500-600 元を貰います。最高で 1,000 元という時もあります。毎年、県政府は「阿肯弹唱
会」（試合）を行っています。私は去年に参加して、二等賞として 2,000 元の賞金を獲
得しました。特別賞は 4,000 元の賞金でした。今年は 8月 21 日に「阿肯弾唱会」が開催
される予定です。私も参加します。最近、準備を始め、カザフスタンの有名音楽家（胡尔
曼哈孜）の曲を練習しています。	
	
説明：「阿肯」はカザフ族の言葉で詩人歌人への敬称を意味し、阿肯弾唱はカザフ族
の伝統芸能で、1 人の独唱と 2 人の歌掛け合いに分けられ、独唱は歌手がドンブラの楽
器を弾きながら英雄叙事詩や物語を朗誦する。また、二人の掛け合いではカザフ族の人々
の間で歌い継がれてきたメロディーを踏んで即興の歌詞を付けて歌っていくので誰もで
きることではなく、相当の歌唱表現力を必要されている。	
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17	 JNT	 男	 カザフ族	 36 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
今年 36 歳です。子供が 3人で、息子 2人と娘 1人です。長男は 15 歳で、「石河子」
（地名）で中学校に通っています。「石河子」はコクトカイ県と政治的に支援関係があ
りますから、彼の学費は無料です。次男は小学校 4年生で、娘は幼稚園を卒業して、も
うすぐ一年生になります。私は郷で中学校まで通学しました。中学校を卒業してから、
仕事を始めました。その時、技術もなかったので、とても簡単な仕事をしました。今は
150 ムーの土地で農業をやっています。他に、漢族の友達の 150 ムーの農地を管理して
います。収穫した農産物を友達と半々に分けます。今年は 300 ムーの土地に打瓜を植え
ています。成長の様子も良いです。今まで、農業をやって、8 年目になりました。漢族
の友達が多く、彼らはいつも農業技術を教えくれました。私も彼らの農地を見学して、
除草や農薬の散布などを勉強しました。郷政府はよく技術訓練の活動を行いました。大
体 1ヵ月間から 1ヵ月半かかりました。私は農業技術を勉強して、農業生産に役に立ち
ました。	
1986 年国家によって牧畜民定住と家庭農場の政策が実施されました。この時、県域に
は 3つの家庭に 150-200 ムーの土地が配分されました。私の親戚も分配されました。こ
の政策は一時的なものでした。今日、午前中に除草用機械とトラックを修理し、午後は
彼らに牧草を運送します。この除草用機械は内モンゴル産で、当時２.6 万元で買いまし
た。今はもっと安いです。これを使って、一日通常に 50-60 ムーの土地の牧草を刈りま
す。多ければ、100 ムーの土地もできます。他の人の牧草を刈る時は、20 元/ムーを請求
します。除草用機械は今、どんどん普及しています。私も電気溶接の技術を持っていま
すから、自分の除草用機械やトラックを修理できます。	
以前、「峡谷水库」の近くに住んでいましたが、3 年前ここに引っ越してきました。
去年、約 300 ムーの土地で農業をやっています。今年はローンで投資して、秋の収穫が
できたら、返済する予定です。前は、ローンの手続きが簡単でした。今はローンの記録
があって、返済が遅れると、信用が下がります。	
私は兄弟が 5 人います。2 人の兄弟は畜業 3 隊に住んでいます。弟と両親は「河坝」
の近くに住んでいます。私はこの定住地に 3年間住んでいます。部屋の大きさは 84m2で、
55,000 元で買いました。入居した時、水道と電気、畜舎が全て揃っていました。本当に
国家の政策に恵まれていたと思います。その時、50 ムーの土地が配分されました。半分
はフルファルファを、半分はトウモロコシを植えています。トウモロコシは主に家畜の
飼料として利用します。羊は 100 頭以下で、牛と馬は少ないです。牧草地がないから、
放牧は無理です。親戚に頼んでいます。親戚なら安心できます。	
3 人の子供がいて、生活の負担は大きいです。また、引越しをしたので、お金をたく
さん費やしました。住宅は 55,000 元、内装と家具は 20,000 元です。更に三つの部屋を
建てて、30,000 元かかりました。去年は、近隣の住宅と 50 ムーの土地を 55,000 元で買
いました。近隣はドゥルー鎮の牧畜民です。彼にとっては、畜舎が小さく不便でした。
私も大型の耕地用機器を買いました。	
私はこの辺で商店を経営したいです。米や小麦粉、塩などを売るのです。お酒は駄目
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ですが、ビールは大丈夫だと思います。妻にはお店を見てもらいたいですが、子供の世
話もしなければならない。両親は遠くに住んでいますが、弟と一緒にいて、弟の 2人の
子供の面倒を見ています。だから、誰が店を管理できるか、悩んでいます。隣人も出稼
ぎに行ったり、家畜を放牧したりして、忙しいのです。この問題はどうように解決でき
るか、まだ悩んでいます。	
私は今年、200 元/ムーで 1,000 ムーの土地を請け負いました。更に、この土地を 6人
の親戚に貸し、フルファルファなどを植えています。彼らは良い生活ができました。土
地は全部牧畜民から請負して、彼らは農業をしません。私は 300 ムーの土地を耕作して、
3 日に一回水をやります。他の人に頼むと、水が多い少ないか、心配です。以前は、私
は草トリマーを使って、他の人に草を刈ってあげて、最初は 1 ムーが 2 元で、その後 7
元、10 元まで上がりました。ある人は、機械を使うと、土地が固くなる可能性があるこ
とから、草トリマーで草を刈ることを嫌います。草トリマーは便利で、時間も体力も節
約できるようになりました。草トリマーは普及して、値段も安くなりました。今は 3,000
元で入手できて、多くの世帯が持っています。トウモロコシを植えれば、農業の面では
お金が稼げます。更に、トウモロコシの茎は動物の飼料として利用できます。来年から、
この土地にトウモロコシを植えるつもりです。	
この辺は長年に渡って農業をやっていましたので、地力がどんどんなくなりました。
塔城から来た漢族が去年この辺で農業をやって、損失を受けました。今年は来なくなり
ました。	
この辺は 2004 年に土地を開墾し始めました。しかし、私たちは関連する情報が入手
出来ず、その時、川の両辺だけに耕作しました。川の両辺は Hによって開墾されて、4年
間に打瓜（スイカの一種）と食葵（ヒマワリ）を植えて、お金を稼ぎました。更に 8年
を経て、地力がなくなりました。今は、苗をフィルムや藁で覆うマルチ農法を使ってい
ますが、フィルムの回収が中途半端でした。特に、外来の人々は、土地の肥料など問題
に思っていません。我々は地元民として、こんな問題に関心を払わなければならなりま
せん。しかし、フィルムの回収技術が不発達ですが、まだ一部のフィルムが土地に残り
ました。この辺は温度が低く、乾燥ですから、フィルムの利用は必要があります。	
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18	 HEM	 男	 カザフ族	 57 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
60 歳近くです。1984 年に定住しましたが、当時は粗末な土製の住宅を建てただけで、
土地もなく、実際は半定住の状態でした。現在、新しい家を建て、畜舎も設けています。	
息子 3人と娘１人です。羊 100 頭、牛 20 頭、馬 2頭を飼っています。家族全員 4月 27
日からアルタイ山に向かって行って、15 日を経て、夏営地に着きました。親戚の家畜も
一部委託されて、260km 離れた夏営地で放牧しています。夏営地では定期的な移動も必要
で、約１カ月一回程度です。今年、山中の積雪が溶けて、夏営地が破壊されました。今は
牧草を刈るために、定住村に戻っています。一般的に、親戚と隣の人と、5–6 年ぐらい一
緒に牧草を刈ります。羊の飼育頭数を増やすために、飼料・牧草栽培の管理技術、サイ
レージ資料の生産技術を習得したいです。現在、耕作技術が不足して、経済作物の栽培
技術を身につけていないこと、刈り取り機械が不足していることなどが飼料の生産と収
入の増加を妨げています。また、2817 プロジェクトサイト内の灌漑水路および塩害対策
排水路に対するメンテナンスが行われておらず、倒壊、砂の堆積などで灌漑・排水水路
の機能が低下して、一部の塩害対策排水水路も機能していないため、広大な土地は生産
力が低下して、草地としてしか利用できません。	
隣の人：私も夏営地から戻りました。ここで休みを取って、もうすぐ牧草を刈り始め
ます。今年は多くの親戚と友達が来て、引越を手伝ってくれました。私は夏営地から荷
物と 16kg のガーネット（柘榴石）を持ち帰りました。去年は 300 元/kg で売れましたが、
今年は 50 元/kg の値段で売りました。実は、ガーネットを掘ってから、夏営地の牧草地
が破壊されました。今は、私の兄しか夏営地で家畜を放牧しません。	
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19	 LHW	 男	 漢族	 32 歳	 2014 年 8 月 6 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
峡谷ダムの建設前、川の中は魚がたくさんいました。カザフ族の人々は魚が食べませ
んが、彼らは馬に乗って川を走ったり魚を踏んだりしました。魚が水面に浮い上げて、
彼らが取って、私たちの漢族に譲りました。その時、漁網を使って、魚取るのはすごく
簡単でした。	
今年の夏に 5つの自然村が土地問題のことで、県政府に請願しました。実は、新疆地
区の土地問題は農業と牧畜業の問題です。全郷は 5000 人で 4 万ムーの土地があって、
計算すると、一人当たり 80 ムーです。しかし、実の土地利用は平均ではなく、非常に
大きな問題が起こりました。一つは分家後の土地不足の問題です。これは仕方がないこ
とで、84 年の土地分配は各世帯に土地面積を決めました。二つめに、農業と牧畜業の間
の土地をめぐる問題がありました。牧畜民の定住化が進んでいますが、定住の優遇策と
しての土地分配も行いました。しかし、これによって、農業用地が少なくなりました。
この問題を解決するために、元の牧草地を農耕地として開発しようとしましたが、牧畜
民が反対しました。彼らは県政府に陳情しましたが、結局、県の警察所は陳情の発起人
を何人か捕まえました。彼らは県政府と郷政府に行って、発起人の釈放を要求しました。
警察所の地下室まで捜査しました。民族問題になる恐れがあって、政府側の人々は反撃
していけません。噂によると、郷政府の公務員（男）は牧畜民に殴られました。郷長も
誰かに踏まれました。	
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20	 BTEBK	 男	 カザフ族	 66 歳	 2014 年 8 月 7 日	 ドゥルー鎮（金宝村）	
今年 66 歳（1948 年生まれ）です。私は 3歳の時に、両親が亡くなりました。その後、
兄が私を養わねばならなかった。私が中学校まで通っていましたが、その時の授業がカ
ザフ語と算数二つの科目しかなかった。1958 年人民公社運動が始まり、私が羊の放牧を
担当しました。最初は、兄と兄嫁から放牧の技術を勉強して、今まで 30 年以上の放牧経
験も持っています。その時、すべての家畜が公社所有でした。家畜の放牧を担当して、
１分/月の給料をもらいました。当時は公社が食事までも管理しました。毎月、米あるい
はトウモロコシの粉が一人当たり 3kg 各世帯に配られました。小麦粉もなかった。毎日
200g 以下の米を食べて、お茶を 3回飲みました。お茶の中に少量のヤギのミルクを入れ
ました。その時、満腹感を持っていませんでした。よく飢えをこらえた。	
その時、羊は普通 80-95kg でしたが、今では最大 50kg です。これは放牧の方法と関連
しているかもしれません。以前は、我々が新疆時間の 4 時（北京時間の 6 時）に羊を放
牧に行って、夜 8 時までに羊を連れて帰りました。今は朝 6 時から羊を放牧し始めて、
12 時にうちに帰って、お茶を飲みます。まだ午後 4 時から放牧地に行って、6 時ごろ羊
を連れて戻りました。以前は羊が棚圈で夜は 8 時間滞在しましたが、他の時間に放牧地
で自由に移動できました。今は逆になって、ほとんどの時間が棚圈で滞在します。以前
は家畜が移動する場合に、女は馬に乗って、男性は歩いて進みました。今は夏に牧畜民
がバイグに乗って、家畜を放牧します。牧草地は草が多く、家畜の飲用水も十分でした
が、今は草が少なくなって、干ばつもよく起こります。現在は、殺虫剤を使っているの
で、草の成長に悪い影響を与えています。人口が増えて、家畜も増えました。しかし、牧
草がどんどん少なくなりました。人民公社の時代、草原が公社所有で、幹部は牧畜民と
一緒夏営地に行って、10 月までに戻りました。今は、草原を牧畜民に分配して、幹部は
夏に一回夏営地に視察に行って、すぐ戻ります。ほとんどの牧畜民は 9 月に家畜を連れ
て、秋営地に行きます。	
草原を分配した直後、冬にも家畜を放牧しました。しかし、大雪が降って、雪災にな
って、ほとんどの羊が亡くなりました。現在は、大雪の時に政府が飼料を発給します。	
一般的に、春営地で 4月に子羊が生まれます。15 日を経て、子羊が移動できるように
なった。その時から、家畜を連れて夏営地に移動し始めます。9月に夏営地から秋営地に
戻りました。秋営地で一部の羊を売りました。公羊の値段は母羊がより高いです。母羊
は残って、翌年も子羊を生みます。以前は羊が 50 元/頭で、その時に小麦粉が 20 元/袋
でした。現在は、7月の小羊が 500 元以上で、９月は 1000 元以上で売れます。	
私は 1966 年に結婚しましたが、兄と同居しました。1972 年、分家しました。その時、
泥を使って家を建てました。馬も少なかったから、どこへ行くにも歩きました。冬は冬
営地に風が吹くと、砂がいっぱいでした。冬営地にバオを立て、住んでいました。以前
はバイの家に、動物の皮を使って飾りました。綺麗ですし、富裕を意味しました。2人の
息子ですが、長男は県政府に勤めています。次男は私と一緒に生活しています。	
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21	 BJMX	 女	 カザフ族	 72 歳	 2014 年 8 月 8 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
1942 年に生まれて、今は 72 歳です。子供の頃はドゥルー鎮に住んでいました。兄弟 5
人、兄 3 人と姉 1 人です。その時、あちこちに土匪がいました。私が 2 歳の時、父が病
気になりました。ある日、カムスハンという土匪が铳を持って、うちに来て、牛、羊、马
を全部員奪って去りました。私は彼に何かを残すように頼みました。しかし、彼は何も
残さなかったです。その後、2頭の牛が逃げ帰って、私たちはやっと牛乳を飲めました。
2 人の兄も父と同じ病気になりました。医者も薬もなかったですし、お金もなかったで
す。父と兄がその後、亡くなりました。母は体調の具合も良くなかったです。私が 4 歳
の時、突然病気になりました。9日を経て、医者も薬もなかったので、亡くなりました。
その後、兄と嫁、私の 3人で一緒に生活していました。	
私たち 3 人は巴依に雇用され、食べ物を手に入れました。朝 4 時頃起きて、牛と羊を
放牧に行きました。夜８時までに帰りました。その時、巴依から一枚の「馕」をもらう
と、すごく嬉しかったです。生活に困難が遭っても、自分で解決するしかなかった。当
時、多くの家畜を持っている人が、巴依になりました。巴依が権力や金銭を持っていま
した。政府自体も存在しなかった。後で、兄は天池バグダフ（博格达峰、地名）に出稼ぎ
に行きました。兄嫁は家のために、地元で生活していた。私は 16 歳の時から、兄と一緒
に出稼ぎのために、出かけました。	
その時、人々は貧しかったです。牛や羊がそんなに多くなかったから、草原の草は良
く成長できました。1962 年、私は結婚して、クルト郷に移住しました。子供は 9人いま
す。夫と私で、約 20 年間牧畜業を営んでいました。一番困難な時期は、子供をオバに囲
んで、自分が家畜を放牧しました。1984 年、長男が結婚して、分家しました。今の生活
は幸せで、毎日馕も食べられます。砂糖やミルクも十分です。やっといい生活できまし
た。	
	
説明：カザフ族の主食は「馕」でり、円盤状のパンが一般的である。	
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22	 HH	 男	 カザフ族	 50 歳	 2014 年 8 月 8 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
1964 年に生まれて、今年 50 歳です。両親は牧畜民でしたが、普通の家族です。もとも
とクルト郷に暮らして、2年前ここに移住しました。8人の兄弟で、男は 6人、女は 2人
です。私は小学校に入って、1年後退学しました。	
当時、家畜と草原は全て人民公社所有でしたが、うちは 400 頭の羊、2頭の馬と６頭の
牛の放牧を担当しました。私は 15 歳から、放牧し始めました。その時、食べ物も人民公
社から発給されました。毎月 3kg/人の米あるいは小麦粉でした。4 月に冬営地から春営
地へ移動しました。子羊は生まれた一週間後から、歩けます。5月に夏営地に向かい、6
月に到来しました。8月まで夏営地に放牧して、涼しくなってから秋営地に行きました。
羊と草の状態によって、最低 15 日、最長 2 カ月を 1 つの場所に泊まりました。一般的
に、責任者（多くが政府官員）が移動先の草や水の状況を見てから、移動の時間や場所
を決めました。生産目標を超えると、報酬以外に 1–2 頭の羊がボーナスとして与えられ
るかもしれません。そうでなければ、批判を受けます。労働点数の基準は生産隊によっ
て異なりました。私が所属した生産隊は毎日 8 点を記録して、年末に点数を計算しまし
た。この点数に基づいて報酬を支払います。だいたい 1 人は年間収入が 800 元でした。
しかし、罰金が厳しかったです。羊が失われた場合、35 元/頭の賠償金を納付する必要が
ありました。	
その時、家畜の放牧は各家畜の群編成によって、いくつの世帯が担当しました。羊や
牛、馬、ラクダを分けて、各世帯がそれぞれの家畜の放牧を専任しました。この方法で、
各種の家畜を分けて、労働を分配できて、生産量の計算は楽でした。羊の場合は、一般
的に 3-4 世帯の組で担当しました。また、母羊と離乳した子羊を強制的に分ける方法で
実施するのがよかったです。ずっと一緒なら、母羊の体力が損耗し次回の交配に悪影響
を起こしかねません。	
家畜は公社所有でしたが、私たちは放牧の担当を入れました。冬に大雪が降って、公
社が各生産隊にトウモロコシや草料を運送しました。その場合は、被害が大きいなら、
処罰されます。被害が少ない場合、罰を受けなくて済みました。	
1980 年代、家畜が各世帯に配られました。私たちは 70 頭の羊、1頭の馬、2頭の牛と
3 頭のラクダを割り当てられました。12 ムーの牧草地に分配されました。その時、私た
ちはクルト郷に住んでいました。当時、家畜の分配は世帯の人数によって、1人あたり 25
頭の羊でした。さらに、草原は家畜の頭数に基づいて分配されました。草原は季節によ
って、冬、夏、春と秋営地に分けました。それ以来、大雪があった場合、兄弟の間に互い
に助けあいました。政府は飼料を提供しなくなりました。実は、私と兄弟も分家して生
活していました。各自の家畜を持っていましたが、ずっと一緒に放牧しました。家畜の
分配の時、両親が一番小さい弟と一緒に生活していましたので、300 頭の羊を分配しまし
た。彼は現在 1,000 頭以上の羊を持っています。現在は巴依になりました。今、私は 130
頭の羊、10 頭の牛、9 頭の馬と 4 頭のラクダを持っています。家畜の頭数は格差があっ
ても、兄弟間は互いに祝福します。	
冬営地は石油開発の会社がありました。しかし、私が漢字を読めないから、会社の名
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称も知らなかったです。今まで、石油の開発を続けています。石油会社は私たちの草原
を占用し、草原面積がどんどん少なくなりました。一回政府に聞いたことがありました
が、返事も賠償もありませんでした。今は、冬営地を利用しなくなりました。ほとんど
の場合は、トウモロコシや草料を買います。ダメならば、他の人の草原を借りて使いま
す。羊の頭数に関わらず、放牧の時間によってお金を支払います。通常、11 月末から翌
年の 3月までの間に冬営地を借りて、約 5,000 元かかります。	
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23	 LELBK	 男	 カザフ族	 52 歳	 2014 年 8 月 12 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
1962 年に生まれて、今年 52 歳になりました。白银村の村民です。家族 5人で、妻、息
子 3 人です。長男は郷病院で勤めていますが、次男は今年大学を卒業しました。末子は
今年 15 歳、中学校 3年生です。	
1988 年からバラエルキス村（巴拉额尔齐斯村）に定住し始めました。1984 年以前は、
私が公社の家畜を放牧していました。その時、家畜も草原も公社所有でした。家畜は牛、
羊、馬に分けて放牧しました。各世帯が各家畜の放牧を担当して、年間の労働点数は 350—
360 分で、年末 0.13 元/分で計算しました。	
一般的に、母羊何十頭と子羊 4,000 頭を 1 つの家畜群として、2 世帯を組み合わせて
放牧します。その内、1世帯は母羊を放牧して、もう 1世帯は子羊を管理しました。400
頭の子羊の管理は大変でした。子羊が小さい頃、毎日 2 回乳を飲ませました。その時、
夏営地へ移動しながら、母羊が痩せて、子羊も小さくて、遠く移動して病気しやすかっ
たです。	
馬は 300 頭を 1 群として、3 世帯の組み合わせで担当しました。夏は馬が全部夏営地
にいて、冬は南沙窝（地名）にいます。秋は、痩せた馬や体の弱い馬は秋営地に残して、
草をあげて飼いました。冬の南沙窝はすごく寒かったです。その辺に狼が多かったです。
狼による被害を避けるために、3人が順番で馬を見なければなりません。	
1 群の牛は約 50 頭で、1世帯が担当しました。一般的に、牛の放牧を担当する世帯は、
労働力が少なかったです。または高齢者や体の悪い人がいました。夏は夏営地に放牧し
て、冬は定住点で草を与えた。	
ラクダは 3-4 頭を１群にして、1世帯が担当しました。冬に大雪が降って、2歳以下の
ラクダは雪地で移動できませんでしたから、定住点に飼育しました。成年のラクダは移
動中に荷物を運びます。一般的に、3歳から各世帯に分けて放牧しました。	
馬の放牧は一番難しかったです。馬の担当者は生産隊隊長に指名されました。馬の担
当者は前年度の成果によって変わるのが珍しくなかったです。馬が自由移動の習慣を持
っていて、あちこち走ったり行ったりしました。彼らは馬を群れで放牧するために、馬
の特性をよく知っています。特に、冬は馬の放牧は大変だった。1日ずっと馬を見て、休
憩も取れませんでした。一番いい人が馬、普通の人が羊を担当しました。牛が比較的に
楽で、朝連れて出て、夜連れて帰っても大丈夫です。牛と馬の担当者は、生産隊隊長に
指名されました。羊は分家したばかりの若者に頼んでいました。羊が多くて、移動も大
変でした。	
1984 年草原と家畜を各世帯に分配しました。その時、村長は 3世帯を 1組にしようと
提言しました。その時、ほとんどの人は親戚と組みました。私は両親と嫁の両親で１組
にしました。草原と家畜が各世帯の人数によって分けられました。18 歳以上は 25 頭の
羊、18 歳以下は 13 頭の羊でした。その時、1 世帯は子羊、1 世帯は母羊、1 世帯は 2 歳
の羊を担当しました。	
当時のバラエルキス村は 51 組 153 世帯でしたが、現在は人口が増えて、約 300 世帯に
なりました。私が定住した時、ラエルキス村が成立したばかりでした。私の両親も年取
	 231	
っていたので、定住しようと考えました。その時、定住村の幹部は両親に定住を勧め、
定住用の部屋を提供しました。そして、私たちはこの村に定住しました。この村は私た
ち家族が定住する前から存在しました。当時、漢族農民が多く暮らしていました。私た
ちは挿花的にこの村に入居しました。現在、30 ムーの土地を持っています。牛が 20 頭、
馬が 5頭、羊が 80 頭を保有しています。家畜を全部代牧者に頼みます。	
今は、元の核家族は大家族になって、子供は成年して結婚後分家します。前の小組も
変わって、親戚から兄弟の形に変わりした。また、代牧もよくありました。そして、新し
い定住点ができて、分家した若者が移住します。新定住点へ申請する必要もあるし、移
住もかなりお金をかかります。そんなに簡単ではありません。定住点も違う場所に点在
して、大家族が分家して移住して、違う定住点に住むようになりました。今の牧畜生活・
生産は昔と全然違います。昔の放牧生活をするほうはかなり自由でした。現在の収入は
確かに昔と比べると高くなりました。しかし、定住生活では困ることも多くあります。
特に支出も大きくなって、経済的に苦しいと感じています。	
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24	 BZX	 女	 カザフ族	 69 歳	 2014 年 8 月 16 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
1945 年に生まれて、今年で 69 歳です。兄弟 8 人で、私が長女です。実家は「奇台」
（隣の県）でした。30 年代頃、土匪がいましたので、马步芳（回族）が軍隊を引いてき
ました。祖父祖母は同じアウルの人々と一緒にこちらに引越ししました。父は 17 歳で入
隊して、隊長となりました。当時、草原を 2 万ムー以上持ちました。家畜も多かったで
す。羊の頭数は何百もいました。	
主人も長男です。私と結婚した時、家族 9 人でした。結婚後、主人と私は隣のバオに
住んでいましたが、食事は大家族で食べました。数年後、両親が亡くなりました。その
後、兄弟と一緒に生活をして続けていました。改革前、私たちは「金川牧場」（人民公社
時代の生産工場）に所属しました。給料は毎月 60 元でした。羊の放牧を担当して、生産
目標を超えれば、小さい赤旗など、何かを与えてほめたたえられた。ほとんどの場合は
口頭で褒められました。しかし、100 頭の羊の中に 4頭が死んだりして、失った場合、必
ず賠償をしました。その時、生産目標の超えた部分を私たちに分配してくれたら、今よ
り富有な生活できました。私自身が牧畜民でしたが、戸籍は県民として認めました。1976
年、政府はこの辺りに工場と家畜の厩舎を作りました。私たちもここに引越ししました。
その時、家畜の放牧も牧草の収穫も共同生産で行いました。給料はなかったです。「人
民に奉仕する」とよく言いました。	
牧場が改革してから、私たちが 420 頭の羊を請け負いました。主人は母羊、私は子羊
を放牧しました。家畜の移動時、兄弟間で互いに助けます。私が息子を出産した 3 日後
から、放牧を続けました。前は、家畜の移動中に子供が生まれることは珍しくなかった
です。今の嫁は子供を生み、「坐月子」（産後 1 カ月間くらいの期間に母親がしっかり
じっくり静養する習慣）しなければならなりません。その時、毎月利用する草原は牧場
によって決めました。場所は毎年変わりました。私は牧場の職員として務めていました。
郷鎮政府と関連しなかった。その後、1984 年に牧場が解体し、大人に 40 頭の羊、子供に
5 頭の羊が分配されました。当時、私の家族は 120 頭の羊、1 頭の牛、2 頭の馬、2 頭の
ラクダを持っていました。	
私の家は、85 年に建てました。その前、冬は「地窝子」に、他の季節はパオに住んで
いました。冬は暖めるために、薪を燃やします。羊を放牧しながら、薪や牛の糞をとり
ました。子供が 7 人で、男は 4 人、女は 3 人です。うち男の 2 人はドゥルー鎮に住んで
いますが、他の 2 人はこの村に住んでいます。もう分家しましたが、家畜の放牧を一緒
にします。末っ子が牛と羊の放牧を担当しました。彼は最近、牧草を刈っています。人
数が足りないから、もう 1 人雇いました。毎月 3,000 元を払いました。他の子は農業を
やって、農閑期に時々出稼ぎに行きます。前は、トウモロコシと食葵（ヒマワリ）が植え
ました。今は水が足りないので、すべての牧畜草を植えています。	
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25	 KXH	 男	 カザフ族	 82 歳	 2014 年 8 月 17 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
1932 年に生まれて、今年 82 歳になります。子供の頃、ブルチン県（布尔津县）に住ん
でいました。そこはエルティシ川とウルングル河と近いです。私が 8 歳の時、父が亡く
なりました。兄はキョクトカイ鉱山局（可可托海矿务局：中国政府とソ連政府が共同管
理）で仕事しました。彼に誘われ、私は 13 歳のときにキョクトカイ鎮に来て、職員とし
て鉱山局に働き始めました。その時、土匪は多かったですが、彼らの武器はソ連政府か
ら提供されました。土匪はよく中国国民党に対して反抗しました。カザフ族の首領「ウ
スマン（乌斯满）」がスターリンと協力しました。当時、小麦粉も食べられませんでし
た。鉱山局の職員はソ連からの小麦粉で賄いました。実は、そのごろ、多くの人々はソ
連の物資で生き残ってきた。私は 1945 年 4 月 5 日に鉱山局の第 2557 名の職員として入
局しました。職員は様々な民族で構成され、ロシア族、モンゴル族、ウイグル族、カザフ
族でした。漢族もいましたが、人数が少なかったです。その時、13 種類の宝石を開発し
ました。1955 年、ソ連の人が全部帰国しました。	
私は５年間に鉱山局に仕事しました。その後、体調が悪くなって、1950 年に鉱業開発
の仕事を止めました。その後、二番目の兄と一緒に、ロシア人の家畜を放牧していまし
た。兄は鉱山局に仕事を続けて、1976 年に肺の病気になりました。最後は 6カ月を経て、
亡くなりました。	
毛沢東とスターリンとの間で「鉱山局の管理と経営」について、契約をしました。ソ
連は新疆北部アルタイ地区、イリ、塔城という 3 つの地区の解放に促進して、その後鉱
業開発や工場生産のために金を貸しました。中国の方は借金の返済のため、鉱山を提供
しました。	
1955 年、コクトカイ県の所在地はクウェルティス鎮（库額尔齐斯镇）に移転しました。
私も同年にクウェルティス鎮に移住しました。その後、県政府は連合企業を建設しまし
た。私は牧畜業の職員として、連合企業所有の家畜の放牧を担当しました。その時、2人
で 400 頭の羊を放牧しました。給料は毎月 60 元で、高額でした。1959 年に結婚しまし
た。1976 年に、連合企業はここに建物を建設して、一つの村を作りました。長男は軍隊
に入って、今は県城で働いています。末子は郷の警察所に務めています。私の土地が少
ないから、3人に分けても 1人当たり 20 ムーしかありません。だから、次男は QS3315 に
定居して、50 ムーの土地が配分されました。しかし、土地に砂石が多く、耕作できませ
んでした。仕方がなく、彼は今出稼ぎに行っています。	
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26	 HB	 男	 漢族	 69 歳	 2014 年 8 月 17 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
1945 年に生まれて、1964 年湖南から来ました。両親が地主と認定されました。私は学
校も行けなかったです。ビジネスなども許されませんでした。何もできなくて、家から
出て来ました。ここは、文化大革命の影響が少なかったです。1974 年、私はここで結婚
しました。その時、一回湖南の実家に戻りました。その結果、湖南で「通行証明書」は没
収された。当時、新疆ウイグル自治区に行く許可を申請することは難しかったです。県
政府でもダメで、地区政府に行く必要がありました。子供の時の友達は政府で仕事して
いました。彼らが政府の関係を利用して、私の「通行証明書」取り戻して、ここに帰れま
した。	
ここは土地不足で、一人当たり３ムーあまりです。この状態は 82 年まで続いていまし
た。現在は、多くの土地が開発されましたが、全部漢族の「老板」が開墾しました。土地
開発の利益は、政府と彼らが得た。公務員の腐敗問題はありませんが、老板は食べ物や
飲み物を用意します。実際は腐敗問題が解決できていません。郷鎮政府の公務員は県政
府に保護され、県政府は地区政府に保護され、地区政府は自治区政府に保護されました。	
家族が 6 人ですが、約 30 ムーの土地を持っています。その内 2 ムーが天然草原です
が、牧草しか植えません。10 ムーの土地は農業機械を利用できません。改革後、私は出
掛けて、建築業に従事しました。しかし、何年を経ても、あまり多くのお金を稼ぐこと
はできませんでした。子供が大きくなって、家から出て行きました。	
その後、私は牧畜業をやり直しました。今、200 頭以上の羊を持っています。自分は放
牧しないでく、ほかの人に頼んでいます。代牧費は要らないのですが、子羊の 30％は私
の分で、ほかの 70％は給料として代牧者にあげます。母羊は私が 5−10 年間持ちながら、
家畜の生産を続けています。つまり、家畜の価格が高いか低いかにかかわず、私は子羊
の 30％の利益しかありません。	
以前、この村は羊が 4,000 頭以上でしたが、現在は 400 頭です。私は 200 頭以上で、
大部分を占めています。漢族の人はカザフ族の牧畜民に家畜の放牧を頼みましたが、多
くの事件が起こりました。例えば、賠償の問題や契約の問題です。代牧者は全ての家畜
を売ったことがありました。しかし、法院や地元政府は問題を解決できなかった。一般
的に、利益は半々に分けます。私はただ 30％の利益をとって、相手は 70％の利益を得ま
す。例えば、去年の羊の価格は 1,000 元/頭でしたが、私と代牧者間に 800 元/頭の価格
で計算しました。	
この前、私が全部の羊を 1人の代牧者に頼みました。結局、彼は息子の結婚のために、
お金が必要で、勝手に羊を全部売りました。その後 3年間、お金を少しずつ返しました。
しかし、羊の頭数が急に少なくなりました。今でも、まだ心配することがいっぱいです。
そして、私の 200 頭の羊は 7 人の代牧者に頼んでいます。私は年取ったから、他のこと
もできなくなりました。今後の生活は家畜の収入に依頼します。	
カザフ族の人々はほとんど新疆から離れることを経験しなかった。彼らは契約や合作
の意識を持っていません。彼らはずっと家畜に依頼して生活していますが、農業もでき
なかった。また、アルバイトに興味ありません。アルバイトなら、毎日 150 元の収入を
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もらえますが、彼らは嫌でやりたくないのです。	
現在は人口が増えました。能力のある人はほとんど出掛けています。残った人々はあ
まり勉強しておらず、お金もなく、また古い観念も持っています。土地は農牧民にとっ
て一番根本的な生産要素です。中央政府の土地政策によれば、土地は 30 年から 50 年の
利用権を農民に与えられます。しかし、土地開発は混乱の状態になりました。土地がた
くさん開発されたら、農民に分配するはずです。土地利用については国家の規制があり
ますが、権力を持つ人はこれらの規制を利用しながら、土地開発を進めています。ある
「老板」のお父さんは自治区の官員です。彼は初期に、この辺で何万ムーの土地を開発
して、後で放棄して、空港の近くに更に 2 万ムーの土地を開発しました。これは本当か
どうか、よくわからないです。私たちは農民だから、政府や「老板」のことを知りませ
ん。	
私は 1980 年から 1995 年までの 15 年間、村の会計として勤めていました。私は村の土
地や牧草を手に入れなかったが、他の人よりいい生活をしています。その時、私も「老
板」でしたが、毎年 7-8 万の収入で 200-300 頭の羊を買いました。現在、私は政府が分
配した 50 ムーの土地を拒否しました。兄は 15 年前、軍隊に入って、今の給料は 3,000
元/月です。私は「仕事を辞めて、自動車を買って、運転手をとしたほうがいいです。そ
うしたら、毎日 300-400 元で、今の給料よりずっといいです」と勧めました。息子もそ
うでしたが、もともと公務員として政府に務めていました。その時、彼は文章を書いて、
1,000 元の奨金をもらいました。しかし、上級の幹部と編集者はそれぞれ 250 元に分け
て、最後 500 元を入手しました。彼はすごく怒って、公務員の仕事を辞めました。今は
販売を専業として、前よりいい収入もできました。隣に住んでいる老人の息子は土地を
請負しようとしました。私は「土地に砂石がありますが、耕作できません」と諌めまし
たが、彼はどうしても聞き入れなかったです。結局、1年間 10 万元以上の損失を出しま
した。20 年を経た今も、老人は 1頭の牛しか持っていません。総じて一言いえば、官員
は上級にも農民にも正直に対応した方が正しいです。	
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27	 HNE	 男	 カザフ族	 29 歳	 2014 年 8 月 18 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
この村は 2つの自然村から構成されています。3つの民族があって、ウイグル族は 5世
帯、漢族は 1世帯、その他はカザフ族です。1995 年、政府は村の 33 世帯に集団草原を分
配しました。村の人々が草原に家畜の放牧をしました。2012 年に、「Y 老板」はここに
来て、草原を開発しようと決めました。しかし、当初の契約書がなくなりました。やっ
と契約書を見つけましたが、彼らは勝手に草原を開発し、耕地として利用しました。仕
方がなく、私たちは郷政府から自治区政府まで陳情に行きました。郷政府は「これは集
団土地です」と、県政府は「集団土地の契約書は無効です」と返事しましたが、自治区政
府は「契約書が有効です」と言いました。その後、地区政府の人は調査に来て、２週間に
渡って、土地の開発活動を停止しました。しかし、その結果は私たちにとって不公平で
した。「Y 老板」は何万ムーの土地問題を解決したのに、停止するように命令されまし
た。逆に、私たちは村の集団土地を開発し、違法的な行為とされました。また、「Y老板」
が開発した土地は、耕作もしていません。家畜も土地に入れてはなりません。私たちは、
この土地で耕作をやめて、林地として利用することを要求しましたが、この要求は拒否
されました。そして、私たちはフルファルファとトウモロコシを植えることを要求しま
した。これも拒否されました。仕方がなく、私たちは 4月 24 日に「Y老板」のトラクタ
ーを 3台利用して、80 ムーの土地を開発しました。管理部門の執行隊は直ぐに止めにき
ました。執行隊は 8-9 人で、4人の当事者を捕まえました。「Y老板」も開発しましたが、
管理部門は見て見ぬふりをしました。私たちは差別されましたが、我々の不満を言えま
せん。	
私たちは文化水準が低いので、解決できなくなりました。焦点访谈（社会問題を取り
上げている中国の人気番組）に電話をかけても、なかなか返事がきませんでした。その
後、私たちは「Y老板」について調べました。彼は自治区政府の有権者の息子さんです。
また、県政府は 1回 450 ムーの土地の開発権も認めましたが、「Y老板」が開発のために
18 回の審査を行いました。実は、「Y 老板」の最初の目標は 4 万ムーでしたが、地下水
路も 4万ムー建設しました。	
ここは乾燥地域で、水不足の事件がよく発生しました。外部の「Y老板」は多くのその
ような土地を開発しました。用水の問題も厳しくなりました。例えば、ドゥルー鎮は水
不足で、農牧民は用水のために喧嘩しました。これらの事件は土地の乱開発で起こりま
した。	
チャブラ（地名：恰布拉）の集団土地は 4万ムーで、郷政府の書記によって外部の「老
板」が請け負いました。ただ賃金は 10 元/ムーです。しかし、我々が請負すれば、400 元
/ムーです。外部の「老板」は土地を借りて、農業をやりました。この辺りの唯一の川は
ウルングル河です。ハラチャハの峡谷ダムからウルングル河の水を利用しました。それ
に対して、我々は節水のために、井戸を掘って、点滴灌漑で耕作しました。乾燥地域だ
から、地下水も不足しています。	
私が今住んでいた家は、中央政府が 1万元、黒竜江省が 1万元、自治区政府が 1万元、
県政府財政部門が 1.5 万元、貧困部門が 1.5 万元を補償しました。これらの項目補償は
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政府によって賄われました。家自体は郷政府が材料の購入から建設まで担当しました。
しかし、材料は最低価格で、質がかなり悪いです。私たちは家を買う時、125 元/m2の価
格で支払いました。中央政府の政策は良い政策ですが、我々農牧民は政策の恩恵を享受
できません。様々な政策は県政府や郷政府によって行われました。	
以前は、私たちは何にも言えませんでした。習近平主席が発足した後は、我々は何で
も言えるようになりました。	
土地開発の話をしましょう。「Y老板」が我々の集団土地を開発しました。ある日、「Y
老板」と村民は喧嘩をしました。X郷長がここに来て、「「Y老板」は我々側の人ですが、
村民はそっちの人です。」と言いました。確かに、政府は Y 老板に色々な優遇策を出し
ました。私たちは地元民として、政策の恩恵を享受できません。	
私は今年で 29 歳です。2001 年、中学卒業しました。家族 8人で、妻、2人の息子、両
親、妹と親戚の孫です。彼の両親がなくなりました。私は彼の世話をしています。私は
30 ムーの土地を請け負いました。この辺の土地は内陸地域より広いけど、乾燥していま
す。また、冬も寒いです。農作物を 1年に 1回作りますが、生産量も低いです。ここは、
よく打瓜と食葵（ヒマワリ）を植えます。私は他の人から 50 ムーの土地を借りて、打瓜
を植えます。土地の借金は 300 元/ムーです。去年も同じでした。自分が土地を持ったら、
年間 1.5 万の借金を節約できます。1.5 万は約一年の食料費です。それに対して、牧畜民
は一般的に何万ムーの草原を持っています。彼らは 1.5 元/ムーで草原補償金をもらいま
す。この部分は彼らの生活費に相当します。しかし、私たちのような農民は大変です。
銀行から借金することも困難です。借金する場合、保証人が必要です。保証人は仕事と
固定した給料を持つことが条件です。しかし、このような人々は保証人にならない。ま
た借金したら、6年間に全部返さなればならない。	
カザフ族ですけど、農業をやります。教育水準はほとんど中学で、低いです。農業を
やるなら、中国語を話せることが極めて重要です。多くのカザフ族は漢字を読めないか
ら、今年農業をやっても、来年はどうするか、全然分かりません。そして、みんな漢族の
農民から学びます。このようなこと 5 年-10 年間繰り返しますが、その後はどうしよう
かと心配しています。今の大学生は内陸の大学を卒業してからここに戻ります。彼らに
頼んでも大丈夫かもしれません。私は中国語を話せますが、生活のなかで漢族の人々と
の交流が少ないです。私が学校を通っていた時、授業はカザフ語でやりました。毎週 3時
間しか中国語の授業はありませんでした。卒業後、私は自分で中国語を勉強しました。
郷政府は農業の研修会を開催して、農業の専門知識を教えました。カザフ族の人々は中
国語が話せれば、農業も全然問題ありません。我々の祖先は遊牧を営んでいましたが、
牧畜村の若者は耕作や除草などが分かりません。	
「Y 老板」も開発しました。私たちは、各世帯に 50 ムーの土地を分配することが望ま
しいと考えます。そうすれば、年間の土地を借りる必要がありません。1.5 万の借金を 2-
3 年で返済して、自動車が買えます。生活もどんどんよくなります。	
私は農業をやるために、中国語を勉強しました。現在は 50％の漢字を読めます。読め
ない場合は、辞書を調べます。現在は農作物の種子や農薬の説明書を読みます。漢族の
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友達もいます。農業で何か問題があるとき、よく彼らに聞きました。彼らは祖先の時代
から農業を続けていましたから、経験を持っています。私はよく漢族の友達の家に行き
ます。彼と一緒にお酒を飲んだり話したりしています。この辺りの 60 歳以上の漢族の
人々はカザフ語が話せます。彼らはカザフ族の人々にも優しいです。しかし若者、特に
30 歳未満の漢族は私たちを南疆のウイグル族のテロリストと思っていました。	
私たちは遊牧の習慣を持ちます。ミルクティーを飲むのは、我々の民族の特徴です。
夏は、各世帯が 1-2 頭の牛と定住点に残ります。朝 7 時ごろ、乳搾りを一回します。そ
の後 8 時から牛を放牧して、夜 8 時までに戻ります。8 時半ぐらいもう一回乳搾りをし
ます。村の中の 4-5 世帯は農業をやりません。彼らは村民の家畜を放牧してくれます。
10 元/頭の給料を払います。冬は雪が多いので、棚圈で飼料をあげます。「Y老板」は土
地を開発しましたが、牧草地としても利用できなくなりました。現在、村民は家畜の飼
養のため、毎日 2時間草を刈ります。不公平と感じます。Y老板と我々は同じ中国の公民
ですから、権利と義務は同じはずです。しかし、彼は金持ちで、政府の有権者とも関連
しています。我々は何の権利も持ちません。国家の権力は人民のものじゃないですか。
辺境地域でみんな同じように法律を遵守して、社会の安定性を守っています。そうしな
いと、辺境は混乱しがちです。例えば、我々の集団土地が勝手に開発されたことです。	
以前、漢族の人々は私たちよりも家畜をたくさん保有していました。土地を開発し続
けた後に、彼らは家畜を全部売りました。	
	 	
	 239	
28	 ZZJ	 男	 漢族	 49 歳	 2014 年 8 月 15 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
1965 年に生まれて、49 歳です。私は 1995 年、共産党に参加して、コズレクム村の村
民委員会の主任と支部書記として勤めていました。村の業務は全て村党支部が担当する
が、実は村民委員会が形式的なものとして存在する。	
家族 4人です。両親は山東省出身で、1965 年に新疆に来ました。その頃の生活は大変
でした。父の姉は先に新疆に来て、入隊しました。その後、父も姉に連れられて、ここに
来ました。	
私は今年 400 ムーの土地を牧畜民から借りています。契約は 18 年間と決めて、まだ 10
年以上あります。土地はアウェグダムの近くにあります。そもそも我々の村の集団地で
した。私が定住した村は農業村ですから、草原がありません。80 年代、草原を分配した
時、県政府の草原管理部分は郷政府、農業村と契約しました。農業村は草原の代わりに、
集団土地が分配されました。その時、この辺りの土地は 5 つの自然村が共同利用と決め
られました。当時は、測る機器を使わずに、幹部によって分配されました。現在は、外来
の「老板」が約 2 万ムーの土地を開発しました。私たちは陳情に行きましたが、県政府
の人は当年の契約書が無効だと言いました。契約書は 1994 年に成立して、その上に政府
の印鑑もあります。私たちは理解できなかったです。	
「老板」は去年、アウェグの近くに土地を 1.7 万ムー開発しました。県政府は一回 450
ムーの開発権を認めます。全部で 18 回審査を行いました。これは大きな事件となりまし
た。私たちは農牧民として土地を利用するために、600 元/ムーの利用費用を払います。
「老板」は招商引資の名目で、政府の優遇策を利用しながら、土地を開発しました。私
も陳情活動に参加しました。結局、警察官に捕らえられました。彼らは民族問題と言い
ましたが、私たちは土地問題と村の幹部の問題の反映と訴えました。	
また、集団土地としては 5 つの自然村は同じ権利を持つはずです。しかし、１つの自
然村は「老板」と相談した上で、土地の農作物の茎を収穫しました。他の 4 つの自然村
も同じように茎を収穫しようと要求しましたが、拒否されました。	
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29	 MSR	 男	 カザフ族	 27 歳	 2014 年 8 月 25 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟 5 人です。姉が結婚して、ハラチャハ村に住んでいます。今、貧しいです。郷政
府の獣医所がここに移行しました。私の家族はアウェグの草原を買いました。しかし、
アウェグの近くにダムが建設されました。家も草原も水没しました。政府は代わりに 100
ムーの土地と家を賠償しました。現在は、外来の「老板」は峡口ダムとアウェグダムの
近くの土地を開発しました。私の家族は、19,000 ムーの草原を持っていますが、全部囲
まれました。草原の利用ができなくなって、羊を全部売りました。今、3頭の牛しか持っ
ていません。その近くは土地がどんどん広くなりましたが、放牧は厳しくなりました。	
農業は投資が必要です。私は技術もお金も無くて、銀行から借金することも無理です。
仕方がなく、今は石を探して売っています。今年は、家畜の価格が低いです。前は、ウイ
グル族の人々がここに来て、羊を買いました。現在は規制があるので、ウイグル族の人々
はここに来ません。誰に牛を売るのも問題になりました。一般的に 10 月は、家畜は夏営
地から秋営地に移動して、途中で家畜を売ります。その後 11 月には、気候が涼しくなっ
て、草も足りなくなります。羊が急に痩せるかもしれません。だから、みんな早く羊を
売りたいです。羊を保留していたら、冬は他の人に頼んで放牧して、お金を支払わなけ
ればならない。	
私は家族が多くて、兄弟が結婚するためには、家を買う必要があります。私が結婚し
た時、父は 3.5 万で定住村に新しい家を買いました。その後、私は 3 万を払って、内装
をしました。弟が結婚した時、家を 5万元で買って、全部で何万元もかかりました。	
現在は結婚のために、20 万元かかります。私が結婚した時も、嫁の家族に 5万元をあ
げました。私のように仕事もなくても、何年かかけると貯金できます。今は、私たちは
アルバイトしたり石を売ったりします。今は、石を売る人が増えました。1世帯あたり 1
人です。私の家族は自動車を持っています。弟がよく運転します。	
今は、石を採るのは難しくなりました。私たちは他の人の草原を借りて、石を掘りま
す。相手に 20 元/日を払います。ガーネットの値段は不安定です。50—300 元/kg です。
石を掘るのは運があります。運があれば、一日千元から万元を稼ぐことができます。し
かし、何日かかっても、石を見つけられないことがよくあります。	
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30	 ESBK	 男	 カザフ族	 30 代	 2014 年 8 月 25 日	 トゥルグン郷（阔村駐在）	
隣の息子は、仕事をしなくて、毎日お酒を飲んでばかりです。いつも遅くに家に帰り
ます。昨日の夜一時過ぎに、お母さんが私を呼んできました。彼は飲みすぎで、酔っぱら
っていました。私は警察用のイライラ棒を持って行きました。彼は電撃が怖いから、す
ぐ静かに寝ました。しかし、今朝から飲んでいます。家族 7 人で、両親と 4 人の兄弟が
います。一番大きいお兄さんも結婚して、1人の子供がいます。お母さんはいつもお金を
与えます。彼はよく友達と一緒にお酒を飲んだり話したりします。彼らの家族は草原を
持っていますから、仕事をしなくても、草原補償をもらえます。また、草原で家畜の放牧
が禁止されましたが、実際は前と同じように放牧しています。	
私は 2010 年から、コクトカイ県の農業局の公務員として勤め始めました。2013 年か
ら、いわゆる「駐村下郷」活動が始まりました。この活動によって、県政府が各部門の幹
事をそれぞれの郷・鎮政府と行政村に派遣し、基層幹部の仕事を補佐し、農村及び村の
建設に協力します。我々が平日は各郷・鎮や村に駐在し、村民委員会や党支部の書記の
仕事を手伝って、月１回元の職場に戻って、上司に仕事の進展や予定などを報告します。
駐村幹部は各村に出勤していますが、給与が元の職場から支給されています。	
私は今、チャクドル村に駐在して、主に牧畜民の農業技術習得の事業を担当していま
す。この村では、村民の 90％はカザフ族の牧畜民です。しかし、彼らは基本的な栽培の
技術と経験が未だ不足しています。この問題を解決するため、県政府は閑散期の冬季に 1
カ月間「科学技術の冬」という研修活動を実施しています。しかし、現場では牧草やトウ
モロコシ等の飼料用作物の栽培は粗放型耕作を続けていて、牧草の供給は依然厳しいで
す。私は生産期間に農業生産指導を実施していますが、かなり大変な仕事です。「農薬を
散布する時の注意点を教えてください。」「除草剤を散布した後に雨が降ったら、効果は
大丈夫でしょうか。」「肥料は毎日欠かさず与えていいのですか。」夏に、毎日こんな細
かい問題に対応しなければなりません。駐村幹部の仕事は村幹部の仕事を手伝う程度だ
と言いますが、実際は毎日忙しいです。農業生産の技術指導以外は、各種の農業に関す
る情報もちゃんと村民に伝達します。その他、重要な仕事の一つとして、上級機関から
の来訪者の「接待業務」があります。上級政府の幹部や外来者は視察・考察・学習などの
名目でよく村を訪問するため、「接待業務」をしなければならなりません。これが外部の
世界と頻繁に接触する機会を提供することは間違いないと思う。県級や郷・鎮級機関の
幹部は不定期に村の活動に参加します。こうした場合は、私がよく村の現状紹介や現行
事業の説明などをやっています。私は来年、農業局に戻る予定があります。その時、昇進
する可能性も高いです。そういう先例があります。	
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31	 RBY	 男	 漢族	 24 歳	 2013 年 8 月 8 日	 動物保護区（公務員）	
私は 22 歳で軍隊に入って、初めて新疆に来ました。2年後退役して警察官の試験を受
けて、合格しました。2012 年 9 月にからカラメリ動物保護区の警察所に仕事し始めまし
た。毎年年末になると、仕事も少なくなるので、私は 2週間休みを取って、帰省します。
私は西安省出身です。実家が遠いから、年 1 回しか帰れません。この状況を上司は理解
してくれました。	
実は、誰にでもできる簡単な仕事でした。最初はつまらなくて、毎日パソコンで映画
を見たりゲームをしたりしていました。本当に退屈な人生だと感じました。そして、こ
のような退屈な日常を抜け出すため、私は朝早く起きて運動します。今年 6 月に、新疆
地区の警察官の運動会に参加しました。その結果、徒競走の 2 等賞を取ることができて
よかったです。来年は 1位を取ることを目指して頑張ります。	
警察所は全員で 5 人、所長と副所長と私の 3 人の警察官です。私は唯一の公務員で、
警察所に駐在しています。所長と副所長はアルタイ市出身で、平日は出勤しません。他
の 2 人が契约劳动者として、交代で駐在しています。毎日、食事は保護区の管理部門の
人々と一緒に食堂で食べます。今、一番困っているのは恋愛や結婚相手を探すことです。
彼女が欲しいですけど、なかなか難しいです。現在は公務員で、仕事も簡単だし、給料
も良いです。しかし、このような仕事を一生続けることは想像できません。将来はずっ
とここに働くイメージを持っていないのですが、いつか外に出てもっと良い仕事をした
いです。	
交通事故による野生動物の死亡	
事故が深夜から今朝の 8時までの間に起こりました。発生場所が 216 国道 318km—319km
の辺りです。今日 12 時過ぎに、カラメリ動物保護区の森林警察所が通報電話を受けて、
現場に行って、証拠写真をとりました。そして、私たちは「恰克图（チャクルト）料金
所」に行って、ビデオを見に行きました。結局、何も発見できませんでした。その後、
「卡姆斯特（カムステ）料金所」に行く予定がありました。	
野生の動物は車にぶつかって死んでしまうことが珍しくありません。こうした場合、
運転手が自ら警察所で事実を申告したら、ある程度罰金を課すことは普通です。ひき逃
げしたら、厳しい罰金が科される可能性が高いです。野生の馬は保護区にとって一番貴
重な動物です。交通事故によって馬が死亡した場合、自ら申告しても 2 万元の罰金を支
払います。ひき逃げすると、法律によって判決を下す可能性があります。	
保護区中における資源開発問題	
動物保護区の中は資源開発が禁止されています。これは法律にも明確化されているの
に、実際は資源開発も推進しています。コクトカイ県は辺境地域として、経済発展が遅
く、貧困地域とみなされました。近年コクトカイ県は資源開発に依存して、経済発展を
促進しています。しかし、動物保護区における資源を開発しますから、多くの問題があ
りました。１つは資源開発の手続きです。ほとんどの開発企業は開発権を持っていませ
ん。ある企業は 50 ムーの開発権を持っていますが、実は開発面積が 100 ムーを超えまし
た。これを「半合法開発」と称します。このような開発行為を発見したら、開発企業に手
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続きの補足という警告を出します。会社が法的手続きを踏まない場合に、警察所は停止
通知を発令します。2回目になったら、警察所は罰金を課します。この罰金は、動物保護
区の経営のために、管理費用の一部として利用されます。実は、これらの企業は政府と
は何かの関連があります。警告でも罰金でも、鉱物を開発し続けています。	
もう１つの問題は、牧畜民への補償です。開発企業は資源を開発するために、牧畜民
の冬営地を占用しました。企業は牧畜民に間接的に補償を行いました。しかし、各企業
は県政府や郷鎮政府にお金を出しました。結局、政府は各名目の税金を引き下げました
が、牧畜民は補償金の一部しかもらえません。こうした場合に、牧畜民は保護区の管理
部分に来て、陳情しました。これは我々の仕事ではありません。また、動物保護区は県
の行政機関ではないのでし、県政府とは同じレベルの機関です。	
野生動物と家畜	
動物保護区は野生動物の保護のために、自然環境を守るのが一番重要です。しかし、
動物保護区の一部はカザフ族牧畜民の冬営地です。冬に、牧畜民は家畜を連れて、動物
保護区に来ました。そこで家畜と野生動物の矛盾がありました。今は、色々な政策を実
行します。牧畜民は冬も定住点で家畜を飼養するようになりました。そのために、動物
保護区は毎年の冬に牧草を買い、牧畜民に分配します。実は家畜を動物保護区に放牧し
ても、野生動物にも影響を与えません。冬になると、一番貴重な野馬を柵で囲んで、草
や水をあげて飼養します。	
薬草を採る問題	
毎年 4 月から 5 月の間に、肉苁蓉（砂漠人参）や锁阳（オシャグジタケ）などの薬草
を採ることがよくあります。ほとんどは外来の人と地元の若者です。一番若い子は 20 歳
の女の子、22 歳の男の子です。彼らは雇主に騙されて、身分証明書までも没収されまし
た。仕方がなく、彼らは雇主の命令に従って、ここに薬草を掘りに来ました。私たちは
発見したら、薬草を没収します。	
保護区の管理経営問題	
動物保護区は動物を保護する専門機関として行政で運営していますが、警察所も設置
されました。保護区の執法権力は不明確ですから、保護部門と警察所が現場の調査や罰
金などについて処理することは難しいです。一般的に、警察所は保護部門より権力が大
きいです。	
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32	 KMLH	 女	 カザフ族	 28 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（公務員）	
私は 3 年前新疆の大学を卒業しました。卒業してから地元に戻って、大学村官として
務めています。今年は 3 回目の公務員試験を受けて、合格しました。今は、トゥルグン
郷政府の公務員です。トゥルグン郷の副郷長は阔村の管理者として務めていますが、彼
は忙しくて、毎月 2 回だけ村民委員会に見に来ます。阔村の位置はチャクルト鎮の領域
にありますが、行政的にトゥルグン郷政府に管轄されています。夏に阔村の村民委員会
は仕事が多くて、2人の幹部では足りないので、私が臨時的にここで通っています。阔村
の総人口は 213 世帯 665 人で、3つの定住点に分けて住んでいます。	
村の一部の若者は近くの工場で仕事をしています。ここは辺境地区ですが、東部地域
の人々は仕事に来ません。開発企業は外部から技術者を採用するために、高い給料を支
払わなければなりません。村の若者を雇う場合は、給料は 4,000 元/月です。給料がそん
なに良くないですけど、牧畜業より安定します。開発企業は村の幹部に頼んで、多くの
労働力を雇って欲しいです。しかし、村民委員会が何回宣伝しても、一部の若者しか来
ません。仕事は簡単ですが、時間的にちょっと厳しいです。正社員としては、毎週 1 日
しか休みがありません。また、仕事中に色々なルールがあります。カザフ族は自由が好
きですから、ルールが嫌いです。例えば、カザフ族は毎日 3 回お茶を飲む習慣がありま
すが、仕事するなら、無理です。また、仕事中は漢族とは交流しなければなりません。ち
ゃんと中国語が話せなければなりません。家畜の多い世帯の若者が工場に通うには無理
です。彼らは家畜の放牧のために、よく休みを取ります。だから、彼らは時間があれば、
付近の建設工場に日雇いでアルバイトしています。毎日 100—150 元を得ますが、時間も
かなり自由です。村長はカザフ族であるが、実は権力を持ってなった。党の書記が実権
を持って、同時に副村長を務めている。	
以前は家畜の数は 1 世帯あたり 300 頭以上で、現在の平均頭数は約 100 頭でした。ほ
とんどの牧畜民は冬に定住点で家畜を飼養します。冬営地に行って、3-4 世帯の家畜を合
わせて放牧します。2009 年の冬は雪災がありました。その時、牧畜民は牧草で家畜を飼
いました。一部の牧畜民の冬営地は開発企業に占用されました。補償の基準は 80 元/ム
ーです。補償金の中の 70％は草原回復のために、政府が草原保護費用として扱います。
残りの 30％は牧畜民に分配されています。	
2004 年から「退牧還草」政策を実行し始めました。禁牧と休牧の期間はそれぞれ 3年
と 5 年です。この政策によって、草原の面積に基づく 1.5 元/ムーの補償金をもらえま
す。しかし、1984 年に草原を分配しましたが、その後何回の面積調整を行いました。各
世帯の草原面積は 1989 年発給した草原証明書に記録されておりますが、草原証明書がな
くなることがよく発生しました。補償金の発給に関する問題が次々と起こりました。ま
た、牧畜民の間にも草原境界の紛争も起こりました。牧畜民はこうした状況を司法部門
に報告しました。結局、今も解決していていません。	
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33	 DGN	 男	 カザフ族	 65 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
家族 5人です。妻、息子夫婦、孫と私です。	
私と妻は身体障害者の手帳を持っています。政府は毎年身体障害者に 5,000 元の補助
金を支払うはずですが、今まで何ももらえませんでした。子供が 6 人で、息子 4 人と娘
2人です。子どもは結婚しましたが、娘が隣の村に移住しています。長男は、他の人の家
畜を放牧しています。	
今は末子と一緒に生活しています。彼は去年、結婚しました。先月、孫が生まれまし
た。息子は今、近くの工場で仕事をしています。給料は毎月 4,000 元です。高くではな
いですけど、安定しています。毎週日曜日は休みです。彼らの家畜も長男に頼んで放牧
してもらっています。	
	 	
	 246	
34	 AH	 男	 カザフ族	 60 歳	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟 8人で、全員結婚して分家しました。	
家族 5人で、3人の息子です。長男は放牧しています。次男は運転手です。末子は中学
校 3年生で、アルタイ地区の中学校に通っています。	
1984 年に土地と草原も分配されました。牧草地は 2,500 ムーで、冬営地は 130,700 ム
ーです。羊は 500 頭、ラクダは 9頭、馬は 8頭、牛は 10 頭です。	
草原はサバスト（地名：散巴斯陶）工業団地に占用されました。何も補償金はなかっ
たです。一回アルタイ地区政府に陳情に行きましたが、結局、解決できませんでした。
その後、11 年からの 3年間に何回県政府の草原管理部門に行ました。補償の問題は今で
も解決していません。管理部門の人は必ず補償すると言いましたが、結局何もなかった
です。	
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35	 HLM	 男	 カザフ族	 50 代	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
息子 5人と娘 5人です。	
息子の家畜を含めて、羊は 650 頭、牛は 36 頭、馬は 32 頭、ラクダは 14 頭です。自分
が半分の家畜を放牧していますが、残りの半分は他の人に委託しています。毎月 2,500
元を払います。冬は定住点で全部の家畜を厩舎に囲んで飼養しています。	
草原面積は 31,102.96 ムーです。冬営地がカムステの近くにありますが、草原証を持
っていません。動物保護区は一部の冬営地を占用しましたが、補償がありませんでした。
冬営地は 5年間で石油が開発されて、約 30 ムーの草原が占用されました。その近くに、
レストランや自動車修理店も開いています。牧畜局に陳情しても、問題はまた解決して
いません。開発会社は我々の草原に石油を開発して、補償を支払う必要があると思って
います。	
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36	 SHH	 男	 カザフ族	 50 代	 2013 年 8 月 18 日	 トゥルグン郷（阔村）	
家族 8 人です。二人の息子が結婚して、子供も生まれました。みんな一緒に生活して
います。羊は 200 頭、は牛 7頭、馬は 8頭、ラクダは 6頭です。草原の総面積は 23,281
ムーで、冬営地が 13,605 ムー、春営地が 1,946 ムー、夏営地が 2,079 ムー、秋営地が
4,188 ムー、残りが牧草地です。	
冬営地はカムステの西にありますが、何年も利用していません。近年は、火烧山（地
名）の近くに他の人の草原を借りて利用しています。毎月 4,000 元を払います。冬営地
は開発企業に占用されました。	
1984 年に草原を 80 世帯に分配しましたが、現在は世帯数が 300 世帯に増えました。	
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37	 HMPY	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟が結婚して、分家しました。今、家族 6人で、90 歳の母、夫婦と 3人の子供がい
ます。子供はそれぞれ、23 歳、20 歳と 17 歳です。	
分家しましたが、家畜をまだ一緒に放牧しています。羊 500 頭、牛 20 頭、馬 30 頭、
ラクダ 15 頭です。冬営地は 13,640 ムー、春営地は 1,800 ムー、秋営地は 2,144 ムー、
夏営地は 1,723 ムーです。現在は、9 月−10 月に秋営地で放牧して、11 月に冬営地に行
き、12 月から定住点で厩舎に飼います。放牧の時、１つの家族で 1人が労働力です。人
数が足りない場合は、他の人を雇います。	
冬営地は草が足りませんでした。その時、秋に収穫した牧草を冬営地に運送しました。
2009 年、2011 年と 2012 年、冬は大雪が降りました。雪災の時、2-3 万で草を買う必要が
あります。	
1984 年の時、家族 19 人で 13640 ムーの冬営地が分配されました。1989 年草原証を発
給しました。5年前、政府はその草原証を取り戻しました。去年、新しい草原証を再発給
しました。草原の利用期間は 1989 年から 50 年間です。冬営地はカムステの南にありま
すが、その一部は道路の建設と鉱物の開発によって占用されました。1984 年から 1997 年
まで、個人の「老板」がここにきて開発しました。	
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38	 NRL	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟が 3 人で、もう分家しました。今の家族は 5 人で、子供が 3 人います。長男はウ
ルムチで大学に通っています。次男はアルタイ高校に入学しました。末子は県の中学校
に通っています。	
1984 年 2.8 万ムーの草原を分配しました。冬営地はカムステ（地名：卡姆斯特）の南
20km と離れています。冬はとても寒かったですから、家畜がたくさん死んでしまいまし
た。現在は「退牧還草」政策が実行されました。しかし、補償は草原の面積によって発給
されています。私の家族の冬営地の面積は 1,000 ムーで計算されました。今年で 3 年目
です。冬は大雪で、秋に牧草を 1.5 万で買う必要があります。牛が 6頭、羊が 60 頭です。
2003 年から、子供が学校に入学したので、家畜を他の人に委託していました。年間 40 元
/頭支払いました。代牧者とは契約しました。	
毎年冬営地から夏営地へ行く時、固定のルールに沿って移動します。大体 15 日かかり
ました。秋営地の近くはカラテュンケ（地名：喀拉通克）銅鉱開発会社があります。この
会社は勝手にウルムグ川の近くに草原を囲みました。家畜の通過は不可能になりました。
郷政府に行っても、県政府に行っても、解決できなくなりました。牧畜民は家畜を連れ
て、遠回りをしなければなりません。隣県の人々に聞くと、草原占用の補償も発給され
ていました。しかし、ここは補償までまだ時間かかりそうです。	
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39	 ZYH	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 21 日	 トゥルグン郷（阔村）	
家族は 8 人で、両親、弟、妹、妻、2 人の子供と私です。羊は 200 頭、牛は 8 頭、馬
は 10 頭、ラクダは 6頭、山羊は 100 頭です。草原総面積は 26,837.7 ムーで、冬営地は
16,696 ムー、春営地は 1,950 ムー、秋営地は 1,600 ムー、夏営地は 3,325 ムー、春秋営
地は 995＋1,537 ムー、天然草原は 8.25 ムー、人工草原は 17.8 ムーです。冬営地はカム
ステから 5km 離れます。	
父は兄弟 3 人で、2 人は土地を一緒に利用しています。もう 1 人の土地は遠いです。
冬は冬営地を利用せず、外から牧草を買って、家畜を飼養します。2011 年、雪災があっ
て、一気に 100 頭の羊を売ってしまいました。	
現在禁牧政策が実行されましたが、実際約 30％の無主の草原で家畜の放牧が禁止され
ました。この部分の補償金は政府に取り扱われました。2011 年の雪災の時に、自治区政
府は牧草を無償で提供しましたが、実は県政府は有償で牧草を牧畜民に売りました。牧
草の費用は牧畜民の銀行カードから引き落とされました。	
私は、現在、キョクトカイ鎮のホテルで仕事しています。家からホテルまでかなり遠
いです。出勤時間は 1 時間以上です。2 日仕事を続けて、次の日は休みます。今は年内
一番忙しい時期です。7 月に入って以来、団体や個人客が後を絶ない状況が続き、今年
の客の割合は平年よりも 10％以上増えしています。	
しかし、現地は一番人気あるのは牧家楽です。これは 2010 年頃から流行してきまし
た。キョクトカイ風景区の付近に住んでいる牧畜民は、夏休み中に風景区の中で牧家楽
を立て、観光客を招待します。牧家楽は我々の昔の家でしたが、観光客にとっては珍し
いです。観光客は牧家楽に住んだり、カザフ族の食事をしたりして、遊牧民の生活を経
験できます。自分の牧家楽を経営するのは私の夢です。これを実現するために、現在は
必死に仕事しています。	
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40	 HRL	 男	 カザフ族	 20 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
16 歳で中学を卒業して、良い成績を取りました。この後、政府の助成金を得て、広東
省の高校に進学に行きました。高校を卒業して、東北師範大学の予備学部に入って、翌
年東北医学学院に進学しました。今年、大学 3年です。	
6 歳の時、両親が亡くなりました。その後、兄と一緒に暮らしていました。兄は 6年前
結婚しました。兄の子供が 2 人で、男の子は 4 歳、女の子は 1 歳です。私は 1 年間に夏
休みと冬休みの合計 3 カ月間は戻って、兄の家族と一緒に生活しています。将来結婚し
たら、兄と別れて生活します。これはカザフ族の伝統です。カザフ族の場合は、息子が
結婚した時、親から一部の家畜をもらって、近くに新しい家を立て住んでいます。多く
の場合は、分家しても、実際の生活は一緒です。一般的に、末子が親から家畜と土地を
相続します。しかし、私は子供の頃から兄に育てられました。自分の家もなく、家畜も
持っていません。3 年前、兄は土地の問題のために、郷政府に陳情したことがありまし
た。郷政府は 15 日以内に解決しようと約束しましたが、今でも解決されていません。私
は今大学に在学中です。将来、ここに戻る可能性は低いです。	
私は子供の頃、この村に住んでいました。この村の人々がほとんど親戚関係です。昔
のアウルと同じで、１つの村には金持ちがいて、貧しい人もいます。しかし、現在は、お
互いに助け合っていません。兄は結婚してから、鎮に移住しました。今は、新しい家を
買って、住んでいます。兄は 200 頭の家畜をもっています。結婚する前、彼は自分で家
畜を放牧していましたが、結婚してから他の人に頼んで放牧しました。兄は 3 年前、大
型のトラックを買って、今は建設工場で材料の運送を仕事にしています。兄嫁は仕事を
しなくて、家事と子供の世話にしています。私は夏休みに帰って、よく夏営地に家畜の
放牧を担当します。	
以前、夏営地から秋営地に行く時、エルティシ川（额尔齐斯河）に沿ってキョクトカ
イ鎮を通りました。近年、外来の旅行会社は秋営地にキョクトカイ風景区を開発しまし
た。風景区の中では家畜の移動ができなくなりました。牧畜民はこの状況を県の草原管
理機関に報告しました。草原管理機関は旅行会社と相談して、牧畜民の家畜を集めて通
過させるという命令を出しました。以前、家畜の夏営地から秋営地への移動は 15 日くら
いかかりましたが、現在は一日で完了します。これは無理でしょうか。キョクトカイ鎮
のある牧畜民は「牧家楽」を運営します。彼らは風景区の中でカザフ料理を提供し、宿
泊用のユケルを建て経営しています。観光業は県政府と鎮郷政府の支援によって推進さ
れたので、当初は政府が費用の 30％を負担してくれました。今、風景区の中にも 5軒ぐ
らいのユケルを運営していますが、他には看板やトイレなど付けてないので、まだ運営
が始められません。この風景区は夏季に漢族の人が本番のカザフ料理を食べに来るので、
人気がありますが、他の季節の観光客が少ないです。	
以前は、エルティシ川の両岸に牧草が生い茂っていました。しかし、開発してから、
道路が建設されました。牧草や樹がどんどんなくなりました。郷政府は旅行会社の開発
を支援しました。旅行会社は一定の程度で牧畜民に補償を与えました。しかし、家畜の
移動問題はまだ解決していません。	
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41	 BG	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
ウルムグ川の向こうにレンガ造の工場があります。この工場は牧畜民の春・秋営地を
占用して、300 元/ムーで補償金を払いました。他の地域の土地補償金と比べると、この
金額は少ないです。冬営地には非合法の鉱業開発がよくありました。しかし、農牧民は
法律と規定を知らなかったため、この状態がそのまま続いています。	
村には生活保護を受けている牧畜民が 60 世帯余りあります。しかし、中には制度を悪
用している世帯が 10 世帯ぐらいあります。例えば、村の医者は県政府から給料を得てい
ますが、彼も生活保護を受けています。一方、ある世帯は労働力が少なくて、障害者も
いますから、貧しい生活をしているのに、生活保護を取得していません。	
1989 年には各世帯に草原証が発給されましたが、実際は現在の利用面積がどんどん少
なくなりました。2013 年まで、村の一部土地は集団土地として残っていますが、近いう
ちに誰かが開発するかもしれません。村の集団土地と言っても、実際の開発者はほとん
ど外来の人です。彼らは県政府の幹部とは仲良くお金持ちです。しかし、彼らは土地に
は何の責任も持っていません。多くの場合は、土地をたくさん開発して、3年間に経済作
物を耕作して、その後土地は破棄されました。このような土地利用方法は私たちの農牧
民にとって最低です。土地はカザフ族にとって、牧草地だけではなく、生活の場です。
これに対して、彼らにとって土地はただの生産資料です。	
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42	 BH	 女	 カザフ族	 20 代	 2013 年 8 月 22 日	 チャクルト鎮（恰村）	
私は 3 年前新疆ウルムチで大学に卒業しました。私の専門は工商管理ですが、就職率
がそんなに高くないです。卒業まであと数カ月という時、何回有名の銀行の採用試験に
参加して、なかなか合格通知を手に入れなかった。大都市で一般の企業や会社に勤めた
り、教師になったりするよりも、私には地元に戻りたくなりました。その時、別のチャ
ンスが到着しました。地元の農村で就職する大学生をも募集し始めたのです。私も参加
しました。	
そして、私が大学に卒業してから、すぐ地元に戻って、チャクドル村の大学村官とし
て務めました。私が隣の村の出身で、親戚もこの村に生活し、子どもの頃からよくこの
村に行っていました。私にとっては特別な思いを抱いていました。赴任したばかりのこ
ろは、村の人たちが歓迎してくれないではないかとか、信用してくれないではないかと
か、いろいろと心配でした。	
私は最初に、村に適した農作物を選んで科学的に栽培し、村人たちが豊かになるのを
手助けしたいと思いました。しかし、1 年経て、スイカやヒマワリなどを栽培してきた
が、すべて上手くいかなかった。私がこの理由を考えた結果、村には農民が少なく、農
業栽培の技術もあまり高くないので、農作物の栽培には適さないと判断しました。そし
て、あまり手がかからずとも収益が大きい土地流動化を推進することにしました。現在
は、ほとんどの村民は耕作しなくでも、土地からの収益も確保できました。昨年、村で
は家畜の多い世帯を中心に、家畜飼育の専業合作社が設立されました。大部分の村人が
家畜を出資し、合作社に参加しました。私もこの合作社の販売活動に参加して、大学の
専門知識を何かの役に立てたいと思っています。	
今の合作社と以前は、全然違うものです。民主革命と互助組の幹部は、積極的に国家
の呼びかけに対応して、彼らが先頭となって合作社の中核として、他の人を合作社に参
加させようと誘導しました。合作社に参加した人は思想上の先進者ですが、参加しなか
った人は落後者と呼ばれていた。	
仕事については、最初より、落ち着いてできるようになりました。政府の幹部たちが
みずからこの村に臨んで視察する時、私が大学生村官としてよく案内の仕事を担当しま
す。また、日常の仕事は公文書を作成や資料の準備などで、勤務時間もかなり自由です。
村官の任期は 3 年ですから、私が今年から公務員の試験を受けるつもりです。3 年の任
期を満了すると、公務員試験を受ける時には、同じ点数だった場合は優先的に採用され
るような優遇措置があります。もちろん、契約を更新したり、他の仕事を探すこともで
きます。今も公務員試験の準備中です。	
十戸長は 10 世帯の村民によって選出された。今、村民も村のことには関心が薄く、外
来の幹部も村民のことを考えてはいない実態があります。十戸長は村の出身で、村と村
民のことを幹部より詳しく知っています。十戸長があって、村の幹部たちは前より効率
的に仕事できます。十戸長の給料が月当たり 500 元で、計算すると年間 6,000 元です。
この部分は村の事務経費から交付します。十戸長はいつも自分の都合で仕事したり、休
憩を取ったりします。村民委員会の会議は不定期で開催され、雑務が発生すれば十戸長
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を召集します。十戸長のほとんどが牧畜民で、日常的に家畜の放牧や牧草地の耕作など
の作業があります。例えば、HST は自分が 80 頭の羊、7頭の牛、3頭のラクダを飼ってい
ます。以前、彼が夏に自分の家畜と両親の分を夏営地に連れて行きました。彼が十戸長
になってから、自分の家畜を全て兄弟に委託しました。HST にとって、年間収入は前より
減ってしまいました。もちろん、一部の十戸長ですが、単なる肩書きだけで、実際は何
にも責任を取っていません。	
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43	 QQ	 男	 カザフ族	 40 代	 2013 年 8 月 24 日	 チャクルト鎮（哈村）	
兄弟 5 人です。今は分家して、核家族で別居しています。家族 5 人ですが、子供が 2
人います。大家族で羊 200 頭、牛 60 頭、馬 50 頭、ラクダ 15 頭を持っています。兄弟は
一緒に放牧しています。現在は他の人の草原を借りて利用して、毎月 2,000—3,000 元を
支払います。	
1984 年 39,000 ムーの冬営地を分配しました。現在の実際面積は 21,000 ムーと認めら
れました。しかし、その内 19,000 ムーが砂漠です。この部分は放牧ができなくて、現在
の補償政策も適用していません。この 3年間、「退牧還草」政策によって、32,900 元の
補償金をもらいました。5人分に分けて、一人当たり 6,500 元です。家畜の数を増やした
いですけど、草原面積がどんどん少なくなりました。1984 年に家畜が 202 頭で、その後
最高の記録は 500 頭でした。現在は 1980 年代の状況に戻りました。特に、昨年から旱魃
があって、牧草も植えられません。冬の牧草は購入しなければなりません。約 2 万元か
かりました。また、雪災があって家畜の死亡がよくあります。	
春営地と秋営地は喀拉通克（カラテュンケ）の付近にあります。その辺には 7 年前、
ガソリンスタンドが建ちました。営地が占用されましたが、誰が補償金を払うか分かり
ません。何回政府に聞いていても、返事が曖昧でした。ガソリンスタンドの近くで近年
から何かの開発も始まりました。牧畜局は開発を無視しています。逆に、牧畜局の人は
「退牧還草」政策によって、放牧の禁止を警告しました。私たちは村に補償金を要求し
ました。村長が補償金の発給は県牧畜局の仕事だと答えました。誰も我々のことを考え
てくれません。牧畜民としては放牧できなくなりました。他に、私は何の技術も持って
いません。	
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44	 HSM	 男	 カザフ族	 30 代	 2013 年 8 月 24 日	 チャクルト鎮（哈村）	
定住する前には、夏に搾乳して、年間食用に使う乳製品を作りました。その時、家族
成員が家畜の放牧や草刈り、家事などを分担していました。定住してから、兄弟は分家
して別居しています。現在は、夏に 200 頭の家畜を集めて、夏営地に連れて行きました。
この作業は 2 人の労働力が必要でした。毎年、兄と私が担当します。両親と弟は 150 ム
ーの土地で農業をやっていますが、秋にトウモロコシの茎を牧草として収穫して、冬に
家畜に与えます。実際は、農業生産の収入と支出がほぼ同じですが、トウモロコシの茎
は牧畜の飼料として利用できます。	
定住してから、かなり現金支出が増加しています。住宅を買うために、兄弟 3 人で 9
万元かかりました。その後、内装や電気製品、家具などの購入で 5万元以上使いました。
そして、弟が農耕地に通うために、5 万元で自動車も買いました。生活費用が増えます
が、収入を増やす手段が全然ありません。特に、現在は禁牧休牧政策を実行しているの
で、家畜の数を増加することは無理です。また、他の人から草原を借りるのはお金がか
かるので、結局一部の家畜を売却しました。	
15 歳で高校から卒業して、牧畜業を始めました。21 歳で結婚して、翌年子供が生まれ
ました。その後、両親と弟と一緒に暮らしていました。3年前からこの村に定住し、今年
で 30 歳です。家族は、妻と 8歳の長男と 3人の核家族です。子供が郷の小学校に通って
います。	
定住した時 50 ムーの土地を、他の人に 1年 5,000 元で貸していました。私は定住のと
き、両親から 50 頭の羊を得ました。私は自分の家畜と両親、弟の家畜を放牧しています。
夏営地はここから遠くて、車で１日かかります。去年は家畜の頭数が最も多く、200 頭で
す。冬は一番大変な時期で、寒くて、牧草も不足しています。去年秋が終わる頃、秋に
100 頭を売って、5,000 元で牧草を買いました。今年は残りの 100 頭の羊を放牧していま
す。今、多くの人は他の人に家畜の放牧を委託しています。	
私は今 30 代で、牧畜業を営んでいます。前年から十戸長となりました。10 世帯といえ
ば、みんな親族関係です。中には兄弟が 3世帯、親戚が 2世帯、他の 5世帯とも 20 年以
上付き合いました。現在の十戸長は元々のアウル長と似ています。アウル長は同じアウ
ルの成員の生活・生産を全て管理できます。しかし、十戸長は真実の権力を持っていま
せん。私は村民委員会の仕事に協力します。	
私はこの村の十戸長として、よく村の会議や活動に参加します。この村は 155 世帯 785
人で、3 つの定住地に分かれて定住しています。十戸長制度によって、10 世帯の村民に
1人の十戸長を選挙し、代表として村民委員会に参加します。十戸長は村民委員会の会議
に参加して、村民の意見や生活生産問題を伝えます。会議後、十戸長は村民に村民委員
会の意思や決定などを伝達します。十戸長は村民委員会と連携しながら、村の管理に参
加して、毎月 500 元の給料を得ます。	
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45	 ZYHA	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 トゥルグン郷（阔村）	
1980 年代に草原の分配を契機として、一部の遊牧民が農民になりました。確かに、人
民公社時代に部分のカザフ族の人も農業を営むというふうに産業分断の決まりがありま
した。ただし、その時カザフ族は基本的に牧畜業を中心にしました。1980 年から、一部
のカザフ族は根本的に牧畜業を辞めて、真剣に農業を始めました。隣の家は農家です。
彼は人民公社時代に漢族と一緒に農業生産を担当しました。その後、1980 年代から川の
近くに土地を開発して、ウリとトウモロコシを植えています。毎年 9 月の終り頃、農作
物を収穫して、市場や町に売りに行って、現金収入が得られました。農業生活は放牧生
活より多少安定しましたが、近年は農業用水の問題が深刻化しています。上流から流れ
てくる水の量や時期が不規則なので、畑の灌漑は難しいです。	
この辺りにおける鉱業開発が急に進んでいます。大量の引水工事が行われました。そ
ろそろ農作物の収穫の時期なので、他の村から出稼ぎの人を雇います。出稼ぎの人に支
払う人件費は、昔は 1人 1 日 20 元でしたが、今は 80 元—100 元です。また、収穫した農
作物の運送のために、トラックを手配しなればなりません。実際は、収入がほとんどな
くなってしまいます。2009 年は寒波が酷くて、川も凍るほどでした。その年、漢族やカ
ザフ族という区別がなく、栽培していたウリも甚大な損失を受けた。カザフ族はやっぱ
り遊牧民族で、漢族は農業民族だと思います。隣の家は息子が 2人います。1人は農業生
産を引き受けて続けますが、もう 1人は他の人の家畜の放牧を担当しています。しかし、
彼の家は草原を請負していませんので、夏に他の人から夏営地を借りています。春は苗
を植える作業を助けて、冬は仕事がありません。	
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46	 AKX	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 トゥルグン郷（阔村）	
定住してから、土地を全部で 50 ムー持っていますが、中に牧草を植える土地として使
えるのは 20 ムーです。元々、土地に砂石があり、農作物はあまりできなかったのです。
何年間も耕作を通じて、今は 20 ムーの土地に牧草を植えています。年に 5回か 6回の灌
漑を施す必要があります。羊が 35 頭飼っていますが、夏に他の人に頼んで放牧します。
冬は家畜を厩舎に囲んで、収穫した牧草を与えて飼います。年間の収入は定住以前より
高くなって、2万元ほどで、支出は１万元以上です。生活はまずまず厳しくなって、今も
政府から生活保護を受けています。	
定住してから、生活はけっこう便利で、村の管理と治安も良くて、これらの点は満足
しています。しかし、将来のことを心配しています。子供が 2人で、1人は来年から県の
中学校に進学します。今は、子供が夏営地にほとんど行かなくなりました。普段、私は
農業をやりながら、アルバイトをしています。妻が子供の面倒を見て、家事を担当しま
す。来年、長男が進学したら、学校に通うのは不便です。妻は県に家を借りて、付き添う
つもりです。2人目の子はまだ小学校です、母親とは離れられません。そうしたら、家族
が別れて暮らしています。しかし、子供は学校に通学しなければなりません。長男は学
校で授業を全部中国語で受けていますから、中国語が話せます。将来は大都市で大学に
進学して、普通に就職できるようなります。私にとって、できれば牧畜をこのまま維持
したいですが、子供へ継承させるのは無理だと思います。	
	 	
	 260	
47	 ALPLM	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
息子が 1986 年に生まれ、今は結婚しました。孫が 2人います。	
兄弟 3 人です。一番大きい兄は 1984 年に結婚しました。1984 年に、両親と 2 人の兄
弟で草原を 26,793 ムー分配しました。中に冬営地 16,696 ムー、春営地 1,950 ムー、秋
営地 1,600 ムー、夏営地 3,525 ムー、牧草地 2,492 ムーです。大きい兄は自分の草原を
持っています。今、家畜は、羊を 400 頭、牛を 8頭、馬を 10 頭、ラクダを 6頭飼ってい
ます。羊は毎年春に 200 の子羊が生まれて、秋まで飼います。秋に子羊を 200 頭売りま
した。現在は天然草原の牧草は家畜の飼養には足りないので、毎年 4 万元で牧草を買う
必要があります。	
「退牧還草」政策では一部の牧草地を囲んで保護します。実際は県政府が無主の牧草
地を囲んで、上級政府から補償金を得ました。補償金は一部だけ牧畜民に発給していま
すが、ほとんどが県政府の財政となりました。2009 年の雪災の時、県政府は無償の牧草
を牧畜民に売りました。その年、私の家族は 28,370 元の補償金を得るはずでしたが、実
際は 2,000 元で草を買って、26,730 元が支払われました。	
	 	
	 261	
48	 DQH	 男	 カザフ族	 76 歳	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
今は 160 頭の羊を飼っていますが、羊の頭数は毎年あまり変わりません。しかし、草
原の面積が減少して、牧草が不足しますので、これから頭数を減らしていかなければな
りません。私は、ずっと昔から羊飼いをしていましたが、年間移動して遊牧生活を送っ
ていました。現在は定住して、家の周りの牧草地は水源地から離れていますので、牧草
が生えていません。年を取ってからは、羊を他の人に委託しています。自分で 2 頭のラ
クダを飼っています。この辺りは水不足で、牧草も足りないから、ラクダしか飼えませ
ん。昔は、荷物を運んでいたので、ラクダがいなければ生活できませんでした。ラクダ
は、長期間に水を飲まなくても平気な動物です。2000 年以降、ラクダの数は急に減少し
てしまいました。荷物などは自動車を利用して運搬します。	
以前はこの辺りはとても綺麗な場所でした。川の近くには草が生い茂っていました。
今は、耕作地開発し続けて、一部の土地は信じられないほどに塩害化が進んでいます。
このようは急激な環境の変化には、驚くばかりで、自然がこんな変わってしまうとは思
いませんでした。	
定住してから、生活が楽になりました。去年から、1人につき 800 元の補助金をもらい
ました。この補助金は定住民向けの生活補助で、70 歳以上の人はもらえるという話を聞
きました。村の 70 歳以上の党員と元軍人は更に年間 1,000 元の補助金をもらえます。	
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49	 HEMB	 女	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 12 日	 トゥルグン郷（阔村）	
現在は、夏営地は鉄条網で牧草地を囲まなければならないという規定はまだありませ
ん。冬営地は元々砂漠地域で、中は一部の土地が鉄条網で囲まれています。1990 年代末
は多くの世帯が 300 頭の家畜を保有していました。その時、生活はやっていけましたが、
自然環境が急に悪くなりました。これは「過放牧」です。その後、「退牧還草」の政策を
実行し始めました。家畜の大規模保有は無理なので、一時的に家畜の数が減ってしまい
ました。また、家畜の値段が下がってから、多くの世帯は母畜を処分し、子畜だけを残
していました。現在は牧畜民でもせいぜい 100 頭の家畜しか飼えません。それに、牧草
などの飼料も高くて、たくさん買うことは難しいです。また、放牧された家畜の肉と厩
舎で育った家畜の味は全く違います。今は家畜の値段が下がってきました。夏になると、
夫は夏営地に羊を放牧しに出かけます。時々人を雇い、その人と一緒に家畜を連れて行
くことがあります。私は定住点に住んで、子供と老人の世話をしています。秋に、羊を
売って、収入源としています。近年、年収は 20,000 元近くに達します。	
定住した時、50 ムーの土地が分配されました。現在は、漢族の人に貸していて、毎年
10000 元の収入になっています。耕作地に水を与えるのにとても苦労しました。水の開発
と利用はすべで政府に管理されていますが、勝手に地下水を利用することはできません。
今年はなかなか灌漑の水を流してくれないので困っています。水を流してくれれば農作
物も生えて、夏の農耕地は綺麗になります。上流で水が供給されていると聞きましたが、
この付近までは流れてこないので、いったいどうなっているのかよくわかりません。上
流の水が農地に引かれてしまっているから、下流には水が流れてこなくなってしまいま
す。地下水位も下がっています。しかし、漢族の人々が優先的に水を引いて灌漑するの
は事実です。彼らの農地は水が引かれて潤うことができます。また、一部の農民は深い
井戸を掘って、ポンプで水を上げます。このように、一日中ポンプで水を上げて、農地
で水を撒いて、地下水を全部使ってしまう可能性があります。水が出なくなって、困っ
ています。	
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50	 BRS	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 13 日	 トゥルグン郷（阔村）	
今、200 頭の羊を飼っています。昔は羊、ヤギ、ラクだ、ウマ、ウシの 5畜が全ていま
したが、現在では 5 畜を飼っていること自体が無理です。ほとんどの牧畜世帯は羊しか
飼っていません。家畜の数をもう少し増やしたいと考えていますが、牧草地がないので、
結局無理です。家畜の頭数も昔よりすごく減ってしまった。	
私の祖父たちも遊牧の生活を送っていましたが、草原は何にも問題ありませんでした。
昔は、この辺りで草刈りをした時、人間が隠れてしまって見えないくらいに草が生い茂
っていました。現在は自然保護のために、草原を保護することを理解しています。草原
保護は必要だから、やるべきだと思いますが、草原の利用を禁止することは正しいこと
とは思いません。遊牧はカザフ族によって一番理想的な生活です。しかし、「退牧還草」
政策によって、一部の草原が鉄条網などで囲まれました。自由に放牧することができな
くなりました。自分を偽らない牧畜民の暮らしをしています。遊牧生活を放棄してしま
えば、カザフ族としての遊牧生活もなくなってしまい、漢族としての生活を迫られます。
しかし、この生活はそう長く続けられないと思います。	
今夏、ほとんどの家では、老人と子供が定住村に住んで、青年と壮年は夏営地で放牧
生活を営んでいます。しかし、一部の老人は慣れ親しんだ遊牧生活の方が暮らしやすい
ので、定住の生活を拒んでいます。カザフ族は漢族のように一人っ子政策が適応されて
いません。ほとんどの世帯は、2人以上の子供がいます。子供が多いと、将来のことを心
配しなければなりません。夏営地から子供が学校に通うのは極めて困難ですが、子供の
通学のために定住村に住んで、便利です。子供にはいい学校に進学し、出世して欲しい
です。子供にも将来遊牧民になって欲しくないわけではありません。	
伝統的な遊牧生活や遊牧文化が急になくなることは、深く考えていませんが、大昔か
ら遊牧と農耕生計は並行しています。遊牧生計はそれほど簡単にはなくならないし、ま
た我々が牧畜業を営んでいます。生活には、私たちも遊牧の習慣も持っています。例え
ば、毎日お茶を 3回飲みます。	
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51	 HJTBK	 男	 カザフ族	 58 歳	 2014 年 8 月 13 日	 トゥルグン郷（阔村）	
私は 35 年前に結婚しました。昔、カザフ族社会では息子が結婚してから、すぐ両親と
別れて、別の家を立てるという習慣がありました。その時、2人兄弟はまだ子供でしたの
で、私と妻も両親、2人兄弟と一緒に生活していました。しかし、子供ができてから、生
活は厳しくなりました。牧草地は足りたくなりました。その時、家族や親戚と相談して、
定住しようと決めました。この機会に、私と妻、子供の家族は両親、兄弟とは別れて、2
つの家庭となりました。当時、親戚も仲が良くて、同じ村に定住することになりました。
この村の建設は 1986 年から始めて、1990 年頃終わりました。親戚と同じ村で暮らして、
日常生活や家畜の放牧は以前と変わらず、ずっと一緒に行いました。この村は 50 世帯ぐ
らいでしたが、ほとんどが親戚、親友関係でした。	
私の家族は両親、2人の息子と 3人の娘です。3人の娘は結婚して、家から出ました。
両親がなくなってから、4人家族となりました。長男は 20 歳で結婚して、別居していま
す。私は末子と一緒に生活しています。末子は 3年前に結婚して、2人の子供が生まれま
した。	
息子の家畜を含めると、160 頭の羊を保有しています。草原も一緒に利用しています。
末子は夏に家畜を連れて夏営地にきます。長男は草刈りを担当しています。しかし、今
年の夏に大干ばつが起こりました。牧草はほとんど無くなりました。冬は外から牧草を
買う必要があります。長男は最近、アルバイトを探しています。一般的に、県の建設現
場で 150 元/日を得ます。建設の仕事は大変ですが、3日間出勤して 1日休みです。ある
人は、付近の工場でアルバイトしていますが、時間的に厳しいです。若者はこれらの仕
事が嫌いです。彼らは自分のトラックが欲しくて、運送業に興味があります。しかし、
トラックを買うなら、5万元かかります。	
	 	
	 265	
52	 HS	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 11 日	 ドゥルー鎮（白银村村長）	
私は元々、第二牧場に住んでいました。1989 年、兄弟 3人で草原と家畜が分配されま
した。当時、家族の人数が多くて、3万ムーの草原がありました。その後、兄弟が結婚し
て別居して、草原を分けました。家畜はずっと一緒に飼っています。私は家畜の放牧を
担当して、2番目の弟は農業をやっていました。末っ子の弟は県に店を経営しています。
現在、私は 200 頭、2 人の弟は 80 頭と 60 頭の家畜を保有しています。ここに移住する
以前、私は 3人の家畜を全部放牧していました。現在、私は村の幹部として務めながら、
夏に家畜の放牧を 2 番目の弟に委託しています。冬に、私と彼は一緒に定住点で 3 人の
家畜を飼養しています。	
この村は農牧民が定住したばかりです。昨年は、約 200 世帯が各鎮・郷からここに移
住しました。村民の 1/3 は低保戸（生活保護受給世帯）です。彼らは毎月、政府から 100
元の補助金をもらえます。補助金は生活費用に足りないので、ほとんどの人が日雇いで
アルバイトしています。一部の親戚と友達は困難な時期に彼らに助けてあげます。これ
はカザフ族の習慣です。住宅の費用は政府の支援と自費で、自費の部分が 5−6 万元です。
住宅は 70m2、90m2と 120m2の三種類があります。移住してから、50 ムーの牧草地が分配
されました。カザフ族は農業技術を持っていませんから、ほとんどの村人が外来の人に
土地を貸しています。外来の人は村人と 3 年間の契約を結んで、換金作物を植えていま
す。しかし、3年を経て、地力は無くなりました。	
他の村は、農牧民を集めて、専業合作社を経営しています。隣の村の、一番金持ちは
600 頭の羊、200 頭の馬と 100 頭のラクダを保有しています。彼はリーダーとして、他の
人と協力して、合作社を運営しています。私は 5 月に彼の合作社を見学に行きました。
1000 頭以上の羊を厩舎に飼養していますが、馬とラクダはそれぞれ 50 頭を１組に分け
て、4つの世帯に担当されています。他の参加者は家畜と草原の投入によって年末利益が
分配できます。参加した農牧民はほとんど出稼ぎします。政府も毎年 5 万元の補助金を
払います。県政府と郷政府は、このような合作社の運営を支持しています。今年から、
私が所在する村も合作社を作り始めます。各世帯が夏営地から戻ってから、合作社に関
する会議を行う予定があります。合作社経営は牧畜業生産の新しい展開方式だと宣伝さ
れています。	
「退牧還草」の補償金の分配をめぐる争いがよく起こります。草原の分配は 1984 年の
ことでした。今は牧畜民のほとんどが結婚して別居しています。ある 3 人の兄弟は、年
齢の順番により、初年度の補償金は長男、2年目は次男、3年目は末子としています。ま
た、ある世帯は補償金の総額を兄弟の人数に応じて分けます。しかし、ある世帯は補償
金の分配問題があって、司法部門まで陳情しました。結局、両親の意思によって兄弟 2人
に分けてしまいました。	
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53	 ZH	 男	 漢族	 40 代	 2014 年 7-8 月	 カラブルグン郷	
合作社は 16,000 ムーの土地を持っていますが、一番大きな問題は電気と用水の問題で
す。一部の土地は灌漑できなかったため、耕作が放棄されました。今は、合作社がこの
土地も借りて、耕作を再開しています。38 世帯の農民は合作社に入社しました。	
トウモロコシ栽培には大量の水が必要です。実際はウルムグ川の水で十分ですが、川
から水を汲み上げるのは大きな問題になりました。灌漑水を汲み上げるために、电電力
供給源は極めて重要です。しかし、電力の問題は郷政府も県政府も解決できず、地区政
府によって管理されています。農牧民の陳さんは農業用水の問題を心配して、県政府に
陳情に行っても、なかなか返事がありませんでした。	
今、合作社は 30 ムーの工場に乾燥塔と倉庫を建設し、それぞれ乾燥量は毎日約 900 ト
ン、保管量は 6,000 トンです。今年は、合作社が四川の会社と契約して、トウモロコシ
を収穫した直後に、現地で乾燥してから、四川に運送します。合作社は塔城（新疆の地
名）の農業技術を導入した上で、東北部から専門家を雇います。トウモロコシ栽培は簡
単で、農薬も使わず、長期間栽培することもできます。また、トウモロコシは土地生産
力の低下を引き起こしません。更に収穫後、トウモロコシの茎は肥料として施用されま
す。今年はトウモロコシの収穫を 9 月末まで維持して、茎を飼料として販売する予定で
す。現在、合作社は大型の刈取機を持っていませんが、もう刈取機の予約をしました。	
トウモロコシの茎は一般的に 400 元/ムーで販売されていますが、合作社は 50 元/ムー
で合作社の参加者に提供します。そのため、地元の人々は積極的に合作社に参加し、ト
ウモロコシを栽培することを支持します。来年、合作社は更に事業を拡大して、飼料の
加工と牧畜飼育を同時に行う予定があります。そのほか、合作社も点滴灌漑用の配水管
を製造する工場を持っています。来年から 4 万ムーの土地にトウモロコシを栽培する予
定があります。灌漑問題も解決できそうです。できれば、周辺の農牧民に点滴灌漑用の
配水管を提供しようと考えています。	
「金粮源合作社」担当者 LYA：最近はとても忙しいです。合作社の事務所の内装工事が
進んでいますが、ドアや窓の部材の選択まで細かいことも担当します。今は、合作社に
財務会計の担当者がいないので、お金の問題はすべで自分が担当します。もうそろそろ
関連機関に合作社の状況を報告しなれればなりません。誰かに合作社に関する紹介文章
を書いてほしいです。	
JCM：L さんは運がいい人です。前はすごく貧しく、土の家に住んでいました。初期の
村から土地を 200 元/ムーで請け負いし、更に他の人に 250 元/ムーに又貸ししました。
また、幹部たちと仲良くしています。	
L：出身は山東省煙台です。10 歳から農業をやり始めました。2006 年から一人で 600
ムーの土地で農業をやっています。	
「恒丰合作社」担当者 CDM：他の合作社とくらべて、私の合作社は機械を持っていま
す。これは最大の特徴です。私たちの合作社にも塔城の技術と投資が導入されます。他
に、打瓜、伽师瓜（新疆の特色がある果物）、メロンを植えています。合作社はハラチャ
ハの近くに、8,000 ムーの土地を持っています。しかし、土地にはアルカリ化の問題があ
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りますので、農作物がたくさんダメになりました。Yさんもその辺に土地を持っています
が、今は困っています。現在、川の両岸は土地のアルカリ化問題も厳しい状況です。遠
くにはエビ砂漠の中も土地開発が進んでいますが、まだ何も問題がないです。	
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54	 BSBS	 男	 カザフ族	 54 歳	 2014 年 8月 5日	 トゥルグン郷（阔村）	
1960 年に生まれました。私は 100 ムーの土地を持っています。そのうち、40 ムーはフ
ルファルファを植えて、他の 60 ムーは 350 元/ムーで他人に貸しています。4 人の息子
と 1 人の女の子がいて、今は分家して生活しています。私は 1970 年に軍隊に入って、
1978 年に除隊しました。今は羊を 50 頭以上、牛を 10 頭持っています。放牧は全て他人
に頼みます。	
草原の総面積は 2.2 万ムーです。そのうち、秋営地が 8,000 ムーで、銅鉱の開発のた
めに占用されました。補償基準によると、40 万元の補償金になるはずですが、実際は 700
ムーの草原として計算して、補償金を得ました。秋営地は利用していませんので、他の
人から草原を借りて、毎月 3,000 元を払います。噂によれば、ある人は県政府の幹部の
親戚なので、120 万元の補償金をもらいました。	
他の草原には「退牧還草」政策により家畜の放牧が禁止されています。国家の補助金
の基準は 1.5 元/ムーで、私は毎年 22,000 元の補助金をもらいました。牧草が足りない
場合は、牧草を購入しなければなりません。禁牧してから 5年を経て、草原も回復して、
木も成長できます。	
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55	 HEMB	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 7 月 27 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟 3人です。私は羊が 150 頭、牛が６頭、馬が 3頭、ラクダが 10 頭です。1984 年に
草原が 2万ムー以上分配されましたが、現在は 14784.3 ムーになりました。冬営地は 8963
ムーで、春営地は 1,424 ムーで、秋営地は 1,210 ムーで、夏営地は 1,913 ムーで、牧草
地は 20 ムーです。冬営地はサバストの近くで、開発企業に占用されました。夏営地は旅
行会社に占用され、3.8 万の補償金を得ました。春と秋営地は政府に占用されましたが、
9,000 元の補償金を得て、1世帯 3,000 元です。	
お兄さん（HXLS、50 歳）は今、牧畜局に仕事しています。HXLS：私は 2002 年から牧畜
局で仕事を始めました。その前は、農業局で仕事していました。今、牧畜局の中心的な
仕事は、遊牧民の定住事業です。1980 年代から、もう 30 年以上を経ていますが、なかな
か終わりません。私は元々カザフ族の出身なので、遊牧民を理解しています。今の若い
世帯は定住しやすい。親世帯は一生遊牧していましたので、定住してから、生活が一変
しました。彼らに対して、定住の生活は制限がたくさんあって、かなり不自由です。定
住率は我々の仕事に対する大切な判断基準です。統計年鑑では遊牧民の定住率は 50％以
上に達していると記述されていたが、実は完全な定住率は低いです。特に、人は定住し
ていても家畜は定住していないという現状がどこの鎮・郷にも発生しています。	
毎年、上級政府や県政府はたくさんのお金や施設を提供しました。しかし、仕事の時、
いろいろな実際の問題に直面します。例えば、ある牧畜民は 2008 年に定住しました。そ
の時、彼は政府から住宅や牧草地をもらいました。しかし、彼は 2008 年の住宅を他の人
に売って、お金も入手しました。2013 年に、彼はまだ他の場所に移住したくなりました。
彼は遊牧民定住を自分の権利と言いました。確かに遊牧民の定住は全国の政策ですが、
彼のような遊牧民をどのように解決するか、すごく難しい問題です。	
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57	 HNT	 男	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 25 日	 ドゥルー鎮（乌村）	
1988 年に定住し始めました。5人の家族で、うち 2人は働き盛りです。家庭の年収は
6万元になって、小康生活の水準に達していると思います。	
良く整理整頓された家屋を持って、庭にも漢族の農家しか栽培していなかった唐辛子、
ナスなどの野菜を栽培しています。3 部屋に仕切られた住宅は計 90m2であり、部屋には
カラーテレビ、VCD、冷蔵庫、チェスト型冷蔵庫、オーディオプレーヤー、高周波対応型
電話機などを並べている。オンドルの上に伝統的なカザフ族の手織りカーペットが敷か
れ、壁には精巧な掛け絨毯が掛かっている。リビングルームにはソファなど近代的な家
具などが置かれ、自家暖房も備わっています。壁には家族の写真が飾られており、各時
代の生活ぶりを物語っています。	
住宅の裏には、赤レンガを積み上げ、鉄骨で組み立てたガラス製の保温効果である
200m2の厩舎があります。羊 200 頭、牛 35 頭、馬 3 頭を飼っています。家畜は夏営地で
放牧します。同じ村には、村民が交替で各世帯の家畜を集めて夏営地で放牧し、その他
の世帯が放牧に行った村民の土地を手入れする習慣があります。これは牧畜区における
村民互助の習慣です。厩舎には大型トラクター1台と中古のオートバイ 1台があります。
厩舎の外には 75 ムーの耕地があって、大豆（ダイズ）、搾油用食葵（ヒマワリ）などの
作物がよく成長していました。	
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58	 TLGYT	 男	 カザフ族	 89 歳	 2014 年 8 月 13 日	 チャクルト鎮（恰村）	
89 歳です。夏は留守番です。兄弟が 2 人です。弟は 78 歳で、元々は鎮の小学校の先
生でした。	
今は、息子が 50 頭の羊と 6 頭の牛を飼っています。草原は弟の分を含む 2 万ムーあ
まりです。現在、「退牧還草」政策によって、1.5 元/ムーで補償金をもらって、半分は
弟に分けました。長男は家畜の放牧を担当します、夏に夏営地に行きます。3年前から、
冬営地が利用できなくなりました。今、厩舎に家畜を囲んで飼養しています。次男は鎮
にレストレンを経営しています。夏は観光客が多くて、一番忙しい時期です。孫は中学
校に通っていますが、将来はどうするかまだ分かりません。	
隣の村では、ダム建設のために、多くの牧畜世帯は 80 万元の補償金を得ました。これ
はカザフ族にとって多額です。若者はこの補償金を使って、県にマンションを買いまし
た。ほとんどの人々は牧畜生活を続けていますが、彼らはよく家畜を他の村の人に委託
しています。彼らは今、金持ちになりましたが、家畜の放牧のような辛いことをやりた
くないです。	
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59	 AHEBL	 男	 カザフ族	 70 歳	 2014 年 8 月 6 日	 トゥルグン郷（阔村）	
兄弟 4人です。1984 年に 1.6 万ムーの草原が分配されましたが、近年の調整を通じて
8,000 ムーになりました。冬営地はサバストの近くにありますが、そこに鉱業開発は進ん
でいました。開発の面積は 500 ムー以上です。県政府に報告しても、「土地は国家所有
です」と言われました。私たちは冬営地が利用できなくなって、仕方がなく、牧草を買っ
て家畜に与えます。春営地と秋営地も放牧できなくなりました。そこにある企業は牧草
地を占用して、工場を建設したり、砂金を採ったりしています。補償基準は 50 元/ムー
ですが、実際の占用面積は 200 ムー以上です。しかし、3年間でたった 2,500 元の補償金
をもらいました。	
保護区の中の工業園地建設については、村で相談会が行われました。しかし、出席し
た人々は政府の人、村に幹部と一部の農牧民でした。彼らは牧畜民のことを考えてくれ
ませんでした。牧畜民は最初、工業園地の建設に反対しました。工業団地を建設したら、
仕事を見つけるという条件で、牧畜民の同意を得ました。結局、工業園地を建設しまし
た。牧畜民は何も仕事ができませんでした。	
2003 年から 2008 年までの 5年間に「退牧還草」政策が実施されました。その後、政府
は牧畜民の定住化を提唱しました。定住の場合は、無償で 50 ムーの土地を分配しました。
実際は定住してから、土地利用のために、480 元/ムーの利用費を支払いました。牧畜民
が払わなければ、政府は勝手に土地を外部の「老板」に貸します。	
1984 年、家畜は 250 頭でした。1993 年—2003 間に家畜が急に増えて、1000 頭以上でし
た。現在は、家畜の頭数が減って、500 頭を飼っています。なぜなら、草原面積が減少し
たのです。生まれたばかりの子羊が 150—200 元/頭、3 月は 1,000 元、6 月は 2,000 元で
す。5 才の馬は 3,000—4,000 元/頭です。ラクダは高くて、10,000 元/頭です。冬は、牧
畜民はラクダを利用して運搬します。ラクダの飼養が簡単です。今は、トラックを利用
して運搬することが多いから、ラクダの頭数も減ってしまいました。	
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60	 HS	 男	 カザフ族	 40 代	 2014 年 8 月 11 日	 ドゥルー鎮（白银村）	
1980 年代の 2817 プロジェクトから定住し始めました。同じ村の 300 世帯のうち 80 世
帯が 1984 年に定住しました。村の人々は農業栽培をしながら、家畜を飼育するようにな
りました。以前は、遊牧していたので、固定の住宅がなく、よく移動して苦労しました。
定住後は、一部の羊を販売して、牛の頭数も減らしました。草原への負担を減少して、草
原は回復しています。今年は干ばつが起きて、草原が悪化したために、高地の草原を利
用しました。村の農業は飼料作物・換金作物と食用作物を植えています。ほとんどの牧
畜民は牧草を確保するために、飼料作物を植えていますが、農民は多くの土地に換金作
物を植えています。しかし、各世帯の土地面積は 50 ムーで、不十分です。特に塩類集積
の問題が深刻化していますので、水利局の支援で排水路を作って欲しいです。	
村民委員会は上級のドゥルー鎮政府、あるいはさらに一級上位のコクトカイ県人民政
府との業務権限や財政権限を分担している。日常的な仕事は上級政府の指示や命令で展
開している。我々は平日に村委員会の弁公室に来て、資料を作ったり新聞を読んだりし
て、時間を潰してしている。例年の人口増減や村民年収などの統計作業が一番難しい。
村の幹部はほとんど党員である。党員の身分が幹部の必要条件である。	
今、郷政府は村に農業分野の技術普及員を配置して、技術普及員は複数の村を担当し
ています。この村の技術普及員は専門大学を卒業して、農業の知識と技術も持っていま
す。村や郷政府で問題が解決できない場合は県政府の関連部門に支援を求めています。
彼は元々村の出身ですが、現在は県に住宅を買っています。一週間 1-2 回村に通ってい
ますが、他の時間は県に住んでいます。私の子供には義務教育を受けさせて大学まで行
かせたいです。大学卒業後は、特に村に戻って欲しいという希望はなく、子供の意思を
尊重したいです。	
定住後、男性と女性の役割は前より明確に決まっています。男性は外で肉体労働、草
刈りなどを行っていますが、女性は家事、搾乳や乳製品の加工などを担っています。村
では冬に「科技の冬」という研修活動が行います。研修には男女問わず参加できますが、
女性が半分以上を占めています。また研修内容によっても男女の比率は変わります。特
に、刺繍などの研修ではほとんどが女性です。現在の定住生活を送っていますが、余剰
労働力の活用としては、牧畜業から離れて、運転などに転換しています。また、多くの若
者、だいたい 20 歳から 40 歳の人が近くの町に行って、建設工事や開発が行われている
現場で仕事しています。こんな仕事を従事するために、技術を学ぶ必要が生じてきた。
彼らの要望が郷に伝えられ、要望に沿って専門家が派遣されます。各村に科技文化活動
室などの施設も設置されております。このような支援活動はこれからも継続して行きま
す。	
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61	 ALPLM	 男	 カザフ族	 60 代	 2014 年 8 月 16 日	 トゥルグン郷（阔村）	
夏営地は主にアルタイ山脈の中・高山間部に分布し、標高は 1500-3000m で気候は涼し
く、降水も十分です。緯度の高い寒冷湿原が中心で、牧草が繁茂しています。そこは、家
畜の肥育に適しています。春・秋営地は山前に広がる沖積扇上の荒原草原に分布して、
ここで継続的な家畜の肥育、種付けが行われます。翌年の 3月末—4 月初旬には、牧草が
芽生えて、家畜の体質改善や生育に有利です。冬営地はジュンガル盆地北端の荒原草原
に分布して、その多くが砂漠草地です。家畜は雪の状況に応じて移動するために、牧畜
民は毎年 80 余り営地を移動しています。冬と夏営地の間の往復路程は 900km にも及びま
す。毎年 3−4 月は春の冷え込みに度々襲われ、家畜は常に損害を被っています。冬営地
は基本的に荒れ山やゴビ地帯にあって、更に過放牧による生態破壊が深刻化しています。
また、暖房用の薪としてハロキシロン・ナンモテンドロンを伐採することで環境が破壊
されます。草地は許容量以上の過放牧による退化が深刻で、冬季、夏季、春・秋営地のバ
ランスが崩れています。基本的には夏営地の放牧可能量は飽和状態で、冬営地の負荷能
力は不足、春・秋営地は負荷能力の深刻な不足となっており、牧草と家畜の不均衡と生
態危機が日増しに際立っています。天然草地保護の政策によって、放牧している家畜頭
数は減少して、小家畜から大家畜への転換も進めています。	
草原管理所の各部門は基本的に、それぞれ担当分野での業務を遂行しますが、必要に
応じて連携します。例えば、節水灌漑の取り組みであれば、水利局(灌漑施設の技術、管
理)と農業局(周辺地域への影響)が協力します。また、農業区と牧区の境界で生じた病虫
害であれば、畜牧局と農業局が協力して取り組んでいます。横の連携は従来から継続さ
れているので、今後も継続して行きます。	
現在は毎年「科技の冬」という活動を実施しています。これでは、他の機関と連携し
て、牧畜民のニーズに基づいた主導型研修と受動型研修を行います。受動型研修とは対
象者の教育レベルが低く、どんな技術が役に立つかを対象者が理解していない場合に研
修実施者が研修内容を決めます。	
	 	
	 275	
62	 BZM	 男	 カザフ族	 50 代	 2014 年 8 月 20 日	 チャクルト鎮（哈村）	
家族 7人で、両親、妻、3人の子どもと私です。両親は 70 歳すぎで、家事を手伝って
くれます。妻は主に、家事と子供の世話を中心とします。1994 年に結婚しました。長男
は県の高校に入学して、今年 2年生です。平日は学校に寄宿していますが、夏休みと冬
休みだけ帰ります。次男と娘は中学校に通っています。2人とも良い成績をとって、将
来必ず大学に行きます。彼らのために、私と妻が頑張らなければなりません。妻は暇な
時に砂漠で石を探しに行って、8-9 月に 216 国道の沿線で販売します。夏には外来の観
光客が多くて、1日 50 元以上を稼ぐことができます。これが副業として、年間 2,000 元
の収入ができます。	
私は主に、日雇いでアルバイトしています。年初から隣人の紹介を通じて、近くのレ
ンガ工場のアルバイトを始めました。出勤時間は朝７時から夜７時までです。休憩時間
は 1時間と短くて、工場の食堂で昼ご飯を食べます。ほぼ毎日同じ料理です。1カ月後、
やっと仕事に慣れました。私は技術を持っていませんので、簡単な仕事しかできません。
最初は 1日 200 個のレンガを作りましたが、現在は最高 700 個です。給料もレンガの数
に基づき計算されます。今、毎日 180 元です。ほとんどの人は 150 元/日です。この仕
事は牧畜より安定しますけど、つまらないです。休みは月 4日です。。また、秋は草刈
りのために、みんなと同じように休みが取れます。	
今は、60 頭の羊と１頭の馬を持っていますが、全て隣の人に委託しています。隣の家
畜が多いです。仲良くても、必ず契約を結びます。今年の価格は 20 元/頭（夏）です。
羊が病気する場合、彼は獣医さんに頼んで、治療費も先に支払ってくれます。その後、
夏営地から帰ってから、私が代牧費用と治療費を彼に返します。私は何年間か彼に頼ん
でいますが、2頭の羊を失うことが一度起こりました。彼は信用できる人で、家畜の放
牧も上手です。私たちは草原を共同利用しています。村の他の人はよく別の村の人に家
畜を委託しています。給料は 35 元/頭です。その場合、彼らは自分の草原を 20 元/ムー
で専門の代牧者に貸しています。	
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